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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼女は南なん蛮ばんから逃にげてきた。「仏蘭西フランス」という国から、交易船を乗り継つぎ、ただ一人で極東の戦国日ノ本ジパングという「世界の果て」へと逃げてきた。大航海時代が訪おとずれ、イスパニアとポルトガルが「全世界」へと交易網もうと布教網を広げていた今、もう、どこにも「異い端たん」の烙らく印いんを押された彼女にとって安息の地はなかった。ヨーロッパにも。アフリカにも。アメリカ大陸にも。インドにも。呂宋ルソンにも──ついに、ジパングまで逃げた。世界の「最終地点」まで。だが、そのジパングにもすでに、宣教師たちは上陸していた。九きゆう州しゆうにも、畿き内ないにも、居場所はない。決して宣教師がやってこない東国の霧きり深い山の奥まで──信濃しなのまで逃げた。

　いにしえの時代。出雲いずも王朝を支配していた国くに津つ神かみが「天孫降臨」の折に天あま津つ神かみに敗北して、出雲からはるばるこの信濃の諏す訪わまで逃げてそこでついに降こう伏ふくしたことを、もちろん、仏蘭西から来たばかりの彼女は知らない。天険の山々に囲まれた「山の国」信濃こそは、日ノ本にさえ居場所を失った神々が最後に逃げ込む終しゆう焉えんの地だった。

　霧の木き曽そ路じを越こえ、戸と隠がくし山やまの中社まで進んだところで、彼女は力ちから尽つきた。

　季節は冬で、戸隠山には雪が積もっている。もう動けない。

　なぜ、戸隠山に惹ひかれて登ってしまったのだろう。神父たちと「聖書」が観念によって造り上げたキリストの神とは違ちがう「大地の神」、「自然の神」そのものを感じたからだったのか。彼女の家の「始祖」は、森に囲まれた小さな村で生まれ育ち、幼い頃ころから「泉の妖よう精せい」たちと交信していた。直接「神の言葉」を聞くことができた。それゆえに、「教会を無視して神と称しようする『悪あく魔ま』と無断で語り合った」罪で、魔女として焼き殺された──。

　どうせ死ぬのならば、「神々」を一目見たい。教会の連中が奉ほうじる「ただ一柱」の神ではなく、異端を裁き殺す神ではなく、天と地の間に根付き息い吹ぶき木々や動物たちとともに生きている、そんな古き「神々」を。わが始祖が罪人などではなかったことを、証明したい。「神々」を、この目で見たい。この肌はだで感じたい。

　中社を守護するかのように聳そびえ立つ三本杉すぎの根元にうずくまりながら、彼女は──「才さい蔵ぞう」は──。

　まるで山やま猿ざるのような野生の童女と、出会った。

　三本杉のてっぺんから、するすると降りてくる。

「南蛮渡と来らいのバナナでござるよ！　めんこい南蛮のお方。はい！　あげる！」

「……南蛮の食べ物ではない、これは……植民地の……」

　言っても理解してもらえないな、と才蔵は口をつぐみ、バナナを受け取っていた。

「わが名は、佐さ助すけでござる！」

　佐助……なんと、天真爛らん漫まんな……人里のけがれを知らぬ野生児なのだろう。その無防備な笑顔は、まるで、神そのものだった。やはり人間に、原罪などあるはずがない。それとも、山の神が人の姿をとって降臨してきたのだろうか。

「南蛮の人に出会ったのは、はじめてでござる！　ちょっと天てん狗ぐっぽいけど、すっごい美人！」

「……天狗でも鬼おにでもない……私は、ただの……人間だ。名は……仏蘭西の、ダルク家の……いや。仏蘭西の名はもう、捨てた。ジパングでは、才蔵、と名乗っている。どこにも、行き場がない」

「宣教師さんじゃないのでござるか？」

「違う。宣教師に、追われている。やつらの神を、信じなかったから」

　ふうん。神さまなんてどこにでもいるのに、妙みような話でござるね！　ほら！　あの戸隠の山頂にも！　飯いい縄づなにも！　妙みよう高こうの山々の至る所に、神さまはいるでござるよ！　と、佐助は山々を指さしながら笑った。

「そうだ！　戸隠の『石』の光を浴びて『力』を得れば、追われても身を守れるでござるよ！　ただし！　『力』を得ることに失敗すると、死ぬでござるが」

「……『石』？　『力』？　もしかして、賢けん者じやの石か？　そのようなものが、この東の果てのジパングに……？」

「佐助も、面おも白しろそうなので『石』を一目見てみたいでござる。姉者が行くなら一いつ緒しよに佐助も行くでござるよ。うきゃ」

　出会って半はん刻ときも立っていないのに、誰だれが姉者だ、と才蔵は苦笑いを浮うかべていた。

「失敗したら死ぬのだろう？　私一人で行く」

「佐助は死んだことがないからわからないけれど、一人で死ぬのはきっと寂さびしいでござるよ。姉者は……とても寂しそうな顔をしているでござる。佐助がお供するでござる」

「お前まで巻き添ぞえにはできん。私は独り者だ。お前は違うだろう。家族を困らせるな」

「うーん。父上も母上ももう死んだでござるよ。妹の小こ猿ざるがいるでござるが、ま、真さな田だどのか勘かん助すけどのにお任せすれば心配ないでござるよ。うきゃ」

　あどけなく笑う佐助には、恐きよう怖ふという感情がないらしい。きっと。嫉しつ妬とも憎ぞう悪おも恐怖も怒いかりも。この子には、人間が本来持っている「負の感情」がないのだろう。原罪を知らないのだ。彼女は生まれ落ちた時から、この戸隠の自然とともに生きているのだ。まるで動物のように。それは、とても尊いことのように、才蔵には思われた。

（私も、戸隠の「石」と対面すれば、佐助のようになれるのだろうか。神に近づけるのだろうか。異端を焼き殺し新教徒を刈かり尽くそうと「異い邦ほう人じん」に剝むき出しの憎悪を向けてくる不ふ寛かん容ような神父どもから、「唯ゆい一いつ神」の名のもとにわれらを圧殺し続けてきたキリストの神から、あらゆる異文化を支配し尽くそうと世界中を荒あらし回っている侵しん略りやく者どもから、自由になれるのだろうか。わが始祖を焼き殺し、わが一族を弾だん圧あつし続けてきた奴やつらへの憎にくしみからさえ、解き放たれるのだろうか。ならば、なりたい）

　佐助には「力」など必要ない、そのままでいい、途と中ちゆうまで道案内してくれればよい、私一人が「石」に挑ちよう戦せんする──才蔵はそう呟つぶやきながら、（追い返そうとしても佐助はどこまでもついてくるのだろうな）とわかっていた。なぜか、懐なつかれていた。

　まもなく、信濃という「神々の国」が「人間の国」に生まれ変わる時が来るという「未来」にも。戸隠の山の中に留とどまるか、真田幸ゆき隆たかの「あらゆる人間が平等に生きられる公く界がいを作る」という志に呼応して人里に下りるかで佐助と激しく対立し、最終的には袂たもとを分かって「力」をぶつけ合い殺し合うことになるという「運命」にも。

　才蔵は、まだ気づいていなかった。

　あまりにも──佐助の無む垢くな笑顔が、眩まぶしすぎたから。







　第一話　越えつ軍上じよう洛らく







　長なが尾お景かげ虎とら、京に返り咲ざいた剣けん豪ごう将軍・足あし利かが義よし輝てるに乞こわれ、五千の越兵を率いて「近この衛え軍」として堂々の上洛──。

　北きた信濃しなの・川かわ中なか島じまを巡めぐる武たけ田だ晴はる信のぶとの戦いに固こ執しつし、さらには関かん東とう管かん領れい・上うえ杉すぎ憲のり政まさに引きずられて関東遠えん征せいをはじめようとしている景虎の「運命」を、宰さい相しようの直なお江え大和やまとはどうにかして畿き内ないへ──「天下」へと向けさせたかった。そのための、二度に及およぶ上洛作戦だった。今ついにその直江の長年の工作が実を結び、越軍は足利将軍と幕府を守護する「近衛軍」として京へ迎むかえられたのだ。

　景虎にとって、これが二度目の上洛となる。しかも、将軍から「余を助けよ」と直接乞われての、堂々の義軍進発だった。通り道にあたる越えち前ぜんの朝あさ倉くら義よし景かげ、近江おうみの六ろつ角かく家、そして浅あざ井い家といった諸大名はみな将軍が直々に招集した越軍の自国通過を認め、それどころか越軍の長ちよう駆く遠征に協力を惜おしまなかった。

　対する武田晴信は、まだ京の地を一度も踏ふんだことがない。

　近江の街道を堂々と進軍していた景虎の心はしかし、故郷越えち後ごの春日かすが山やまを彷徨さまよっていた。




　景虎は今回の上洛にあたって、宰相の直江大和、軍師・宇う佐さ美み定さだ満みつ、猛もう将しよう・柿かき崎ざき景かげ家いえの三人をことごとく上洛軍に参加させた。将軍と和わ睦ぼくしたとはいえ、畿内の覇は者しやである三み好よし松まつ永なががいつまた将軍を京から追うか予断を許さない。景虎は、もしもの時は五千の兵を率いて三好松永と一戦に及び、これを四し国こくへ追う覚かく悟ごだった。そのために、景虎を文武両面で支えるこの三人はどうしても欠かせなかったのだ。

　越後の春日山城を守る留守居役には──またしても、「野望の男」長尾政まさ景かげを抜ばつ擢てきしていた。景虎は以前高こう野や山さんにのぼって出家しようとした時も、政景に後を委ねようとした。そして、今回もまた。京で三好松永と戦うことになれば、景虎は二度と越後へ戻もどれぬ可能性もあるのだ。

　出立前夜の春日山城で、景虎は姉の綾あやと、そして綾の子である卯う松まつとを迎えて、「姫ひめ武将」ではなくただの少女としてひとときの時間を過ごした。

　卯松は、綾と、長尾政景との子だ。姫だが、景虎の前例があるので、将来は姫武将となれる。景虎がこのまま生しよう涯がい独身を貫つらぬけば、越後守護の座は卯松が継ぐことになる。だが、その夜の景虎にとってはそのようなことはどうでもよかった。

「なんてかわいいのだろう……これが、赤ちゃん……かわいい。それに、いい匂においがする」

　綾は、卯松を抱だきしめて離はなさない景虎を微笑ほほえましく眺ながめていた。

「景虎も殿との方がたと祝しゆう言げんを挙げて、赤ちゃんを産めばいいのに。かわいいでしょう。なにを犠ぎ牲せいにしてでも、守ってあげたい、育ててあげたい、と思わずにはいられなくなる。あなたが生まれてきた時を思いだすわ、景虎」

「……わたしが生まれてきた時……」

「亡なきお父上も、政景も、戦場で大勢の人を殺した。父親は、罪深いかもしれない。でも、生まれてきた子には罪はないわ。あなたは、この子が政景の罪を背負うべきだと、政景の罪を償つぐなうために生まれてきたのだと、そう思える？」

「まさか。この子はこの戦国の世のことを、なにも知りません。無垢なままに生まれてきたのです。罪など、あるはずがありません。だって……こんなにも……かわいいのに……」

　あなたもそうなのよ、景虎、と綾は殿方たちの訪問を避さけるために夜ごと毘び沙しや門もん堂に籠こもって琵び琶わを鳴らし続けているこの真っ白い雪の精のような妹に、そっと言い聞かせていた。

　景虎は（赤ちゃんが、これほどかわいいなんて。政景の罪をこの子が背負っているはずがない。わたしも、子を産めば……この、いくら義戦を繰くり返しても満たされない心の虚むなしさと寂しさが、わが子への愛情によって埋うめられるのだろうか）とふと迷った。幼くして自らに課した「生涯不ふ犯ぼんの誓ちかい」が、どれほど悲しいものなのか、景虎ははじめて知った気がした。
















　たとえ、いつの日か武田晴信を川中島で「捕つかまえて」も、ともに姫武将である晴信とわたしとの間では子は生まれぬ、とも思った。

「……卯松。わたしが、字を教えてあげよう。ほら、筆を握にぎって」

　卯松をわが子のように慈いつくしむ景虎と、その景虎にそっと寄り添そう綾の姿を、二人の背後に立っていた長尾政景は複雑な思いで見守っていた──。

「フン。この俺が死ねば、生涯不犯の誓いなど捨て去ってしまいそうだな、景虎……だがお前はもう俺を始末できん。俺は、卯松の父親なのだからな。俺を殺せば綾と卯松が悲しみ、二人の将来に暗雲が漂ただよう。揃そろって、粛しゆく清せいされるかもな」

　春日山城の留守居役という大役を預けられた政景は、景虎がただの少女のように微笑み卯松を慈しんでいる姿を見ているうちに、耐たえがたくなったらしい。いつも以上の憎まれ口を叩たたいていた。

　しかし、景虎はいつものようには激げき昂こうしなかった。

　景虎を苦しめてきたどのような怒りも悲しみも、卯松の笑顔が溶とかしてしまう。

「……政景。もしもわたしが京から戻れなかったその時には、そなたが越後の国主となり、姉上とこの子を守ってほしい」

　政景は「後こう悔かいするなよ」とだけ吐はき捨てるように呟くと、その場から姿を消していた──。




　叡えい山ざんの東。

　近江坂さか本もとの地に、越軍は入っていた。

　景虎は将軍に会うために京へ向かわねばならないのだが、三好松永と将軍との間で政治的な駆かけ引きが続いているらしく、越軍は坂本で事実上足止めされた形となった。

「おおお！　景虎さま、お久しぶりでございます！　豪ごう盛せいでござる！　なんと、景虎さまはしばらく見ないうちにまたしても美しくなられ……まるで天てん女によのような……げふんげふん。あ、いや、拙せつ僧そうは酒と戦いくさと殺せつ生しよう以外の煩ぼん悩のうをすべて解げ脱だつしたのでござった！」

　坂本の館を借りて逗とう留りゆうすることになった景虎たちのもとに、叡山の僧兵たちを率いて、正しよう覚かく院いん豪盛がはせ参じてきた。

「そ、僧兵を率いて来るとは、豪盛どの？　あと、そなたは以前お会いした時以上に煩悩塗まみれなのではないのか」

　景虎は困こん惑わくした。豪盛がいよいよ荒れていたからではない。近江も京も、すでに三好松永と越軍との合戦がはじまったかのような騒そう動どうになっていると知ったからだった。

　しかし、将軍足利義輝自身から「三好松永を討うて」との命令を与あたえられなければ、律りち儀ぎな景虎は合戦をはじめられない。

「ウィウィ。ご用心あれ！　まもなく三好家の姫大名・三好長なが慶よし自身が、松永弾だん正じようとともに景虎さまのもとにやって参りますぞ！　この豪盛が武蔵むさし坊ぼう役を買って出ましょう、あの妖婦・松永弾正は決して景虎さまに近づけませぬ！」

「三好長慶が？　近江坂本に？　兵を率いて？　ならば、決戦か」

「いえ。祝賀のために、少人数で乗り込もうとしております。三好長慶は政略に長たけております。景虎さまの矛ほこ先さきを逸そらし、入京までの時間を稼かせぐ魂こん胆たんかと。ですが、松永弾正はこの機会にあなたさまを毒殺するつもりやもしれませぬぞ」

　三好長慶に仕え、事実上畿内を支配している松永久ひさ秀ひでが「毒使い」だという噂うわさはいよいよ都を震しん撼かんさせていた。

「実は叡山でも、法力を持つ僧たちが密教の秘術を用いて三好長慶を調ちよう伏ふくしようと呪のろっております。六角承じよう禎ていどのも、甲こう賀が忍しのびを用いて長慶を暗殺しようと暗あん躍やくしております。三好長慶は気が弱いところがあって、天下人という立場が重荷となり、体調が悪いようなのですな。そこに景虎さまが五千の近衛兵を率いて堂々の上洛。松永弾正は、毒を用いて景虎さまを殺すやもしれませぬぞ。なにしろあの女は、叡山を焼け、焼けと三好長慶にしつこく進言しております。決して会ってはなりませぬ！」

「密教の秘術で、三好長慶を調伏？　そのようなことがほんとうに可能なのか、豪盛どの？」

「さて。拙僧は棍こん棒ぼうで敵兵を殴なぐるのが専門でしてな、小難しい密教なんぞさっぱりわかりませぬ。うわはは！　ただ、そんな不気味なもので呪われては、三好長慶としては気持ちの良いものではありますまい。気に病んでおられるのでは。病は気から、と申します」

　直江大和が、「どうやら都は想像以上に緊きん迫ぱくしておりますね。遠く越後からでは把は握あくしきれないこともございます」とため息をついた。

「三好家は『三好家の仇あだである管領細ほそ川かわ晴はる元もとを罷ひ免めんする』という条件で、長年敵対していた足利将軍家と和睦しました。ですが、将軍を都へ呼び戻したことが裏目となり、今は将軍に押されて少々焦あせっているようです。この上、越軍が近衛兵として京に駐ちゆう屯とんし、足利将軍の手足となって働くとなれば、三好家はその実権を将軍に奪うばわれます──もっとも、そもそもわれらは最初からそのために京へ入るわけですが。わたくしが豪盛どのとともに、松永弾正の相手をいたしましょう」

「頭から琵び琶わ湖この主あるじ『大おお鯰なまず』を被かぶった兎うさぎの縫ぬいぐるみ」という斬ざん新しんな新作を馬上で縫っていた宇佐美定満もまた、

「オレも松永弾正の相手をするぜ。ありゃあ童どう貞ていどもが何人束になっても太た刀ち打うちできる相手じゃねえ。旦だん那なたちに任せたら、どんな手を使われて籠ろう絡らくされるかわからねえ」

　と直江大和と豪盛を交こう互ごに見比べながら笑っていた。

「やれやれ。お嬢じようさまの前でその言葉は使わぬように、宇佐美さま」

「こらっ宇佐美いいい！　拙僧の童貞を笑うか、貴様ーっ！　女色を断ち穢けがれなき法力を守り続けるわが魂たましいを愚ぐ弄ろうするかーっ！　ウィウィ」

「豪盛の旦那、なんだか酒臭くさいぜ。まあ、三好長慶は松永弾正とは正反対の、礼儀正しい姫武将だという。景虎を毒殺することはないだろう。一応、柿崎の旦那を景虎の隣りん室しつに控ひかえさせておこう」

「……お嬢さま。将軍からの指示を待たず、この近江の地で三好松永主従を無礼打ちにしてしまうという手もございますよ。大々的に交戦するとなると、京を焼け野原にしてしまうことになりましょう。いずれにせよ、政まつりごとの実権を三好から将軍のもとへ奪い返すために、越軍は上洛したのです。長期駐屯を予定しての上洛とはいえ、時間は永遠ではありません。背後で武田が策さく謀ぼうをはじめる前に、一晩でことを済ませてしまうのが最善手です」

　直江大和は相変わらずだな、と景虎は呆あきれた。だが、直江の言葉はいつも正しい。できる限り犠牲を出さぬよう、効率を最優先して動く。「三好松永を排はい除じよして衰すい退たいした足利幕府を復興する」、これが今回の上洛の目的である。長期滞たい在ざいのために入念な準備をしてきたとはいえ、ほんとうに越軍が一年も二年も京に滞在できるかどうかはわからないのだ。

　だが、それでも景虎は、

「無礼打ちなどはしない。戦うならば、堂々と合戦する。しかしすべては三好長慶と会ってからだ。その戦が義か否いなかは、相手を知らねば決められぬ」

　と直江たちに告げていた。




　畿内の大部分を掌しよう握あくし、「天下人」となった四国出身の姫武将・三好長慶。

　その三好長慶と景虎との対面は、近江坂本で実現した。

　気品が高く美しいが、瘦やせていた。青白い顔色の姫武将だった。

　どうやら、病を得ているらしい。

　景虎は、三好長慶とは本来管かん領れい細川家の家臣筋にすぎず、にもかかわらず主しゆう筋すじである細川家、そしてこともあろうに足利将軍と戦い続けてきた「下げ克こく上じよう」の女だ、と思っていた。

　越後において、「関東管領上杉家─越後守護上杉家─越後守護代長尾家」という武家の秩ちつ序じよ体系を「下克上の男」だった景虎の父・為ため景かげが破は壊かいしたのと同じに。

　畿内では、「足利将軍家─管領細川家─陪ばい臣しん三好家」という秩序を、三好長慶が破壊した。

　三好長慶は、足利幕府に仕える陪臣の身でありながら管領細川晴元と足利将軍家を相手に畿内各地で合戦を繰り広げ、京を追われた足利義輝と細川晴元は近江各地を転々としなければならなかった。

　足利義輝が三好長慶と和睦した今もなお、細川晴元はこの坂本の地に留とどまり、隠かくれ続けているという。

　たとえ「下克上」の仕事の大部分を、家臣の松永弾正久秀が実行したのだとしても、三好長慶が長尾為景の如ごとき「下克上」を畿内で繰り広げてきた秩序破壊者だということは間ま違ちがいがなかった。

　それなのに──。

「景虎どの。お初にお目にかかります。わたしが、三好長慶。自らの主君・細川晴元と戦い続けてきた姫ひめ武将です。『義将』であるあなたにとっては、許しがたい下克上の女でしょう」

　理知的でそして善良で、なによりも優やさしい。

　景虎は、（武田晴信に似ている。あの者も、猛もう獣じゆうの如き野望の姫武将という仮面を被っているが、その実は……）と三好長慶に魅み入いられていた。

「あなたは、なぜ主君の細川晴元どのを下克上で倒たおしたのです。細川晴元どのは今も、坂本に潜ひそんでおられます。三好方の報復を恐おそれて、わたしに会ってもくれません」

「細川晴元は、わが父・三好元もと長ながの仇ですから。わが三好家は主である細川家の言いなりになって、畿内を舞ぶ台たいに血を流して戦い続けてきた一族。その結果……多大な武功を挙げ、結果として戦乱の世で『実力』を得てしまった祖父も、そして父も、細川家に騙だまし討ちされ始末されてきたの」

　三好長慶の父・三好元長は、管領細川晴元のために畿内で戦い続けてきたが、細川晴元のほうが「いずれ三好は細川を凌りよう駕がするのでは」と疑いを持った。細川晴元は畿内で絶大な力を持っていた本ほん猫びよう寺じ一いつ揆きを扇せん動どうして、三好元長を堺さかいに追い詰つめ、切腹に追い込んだ。幼かった三好長慶はかろうじて船で四国へと逃のがれ、父の仇を討つために何年もの間四国に雌し伏ふくして決起の時を待ち続け、機会を摑つかんで再び上じよう洛らくし、細川晴元に反旗を翻ひるがえしたのだという。かつてそのあたりの事情は直江たちから聞いていたが、あまりにも──。

　景虎は言葉を失った。あの「応おう仁にんの乱」以来、畿内での勢力争いはまるで訳がわからないほどに混こん沌とんとしていて、越後で生まれ育った景虎には理解しがたい複雑さを帯びている。

「景虎どの。世間はわたしを『下克上の女』と蔑さげすみ恐れているけれども、わたしはただ、娘むすめとして父の無念を晴らしたかっただけ……信しん頼らいしていた主に裏切られて堺で切腹に追い込まれた父の仇をとりたかっただけ……足利将軍家には、断じてなんの恨うらみもなければ、将軍位を簒さん奪だつしようという野望もないの。細川晴元が、自分の身を守る『盾たて』として足利将軍家を利用し続けた結果、将軍とも戦わねばならなくなっただけ」

「『下克上』が目的だったのではなく、お父上の仇をとるために戦った結果が『下克上』になってしまったのだと？」

「……もう、わたしにもほんとうのところはわからない……なにが原因でなにが結果なのかは、単純ではないわ、景虎どの。はたして『上』に責任があるのか、それとも『下』に邪じや心しんがあるのか。もっとも、本猫寺一揆に参戦して父と戦った民たみには恨みはない。それだけはたしかよ。彼らは、このいつ果てるともない乱世に絶望している」

　わたしもそうだ、と景虎は思った。祖父と父を殺した越えつ中ちゆうの一揆勢に対しては、恨みもなければ怒いかりもない。秩序を破壊し民の暮らしをも破壊したこの乱世こそが元げん凶きようなのだ。その責任の一いつ端たんは明らかに、武家にある。「応仁の乱」以来、内ない紛ふんを続けている武家たちにある。だからこそ、足利将軍家の権けん威いを復興せねばならない、と景虎は覚かく悟ごして上洛軍を率いてきたのだ。

　だが、三好長慶は「下克上」の野望に燃えている姫武将ではなかった。父の因いん縁ねんが、彼女を縛しばっているのだ。彼女の生しよう涯がいを。決して身体からだが強いとは言えない彼女の生命を、父の因縁が燃やし尽つくそうとしている。そう見えた。三好長慶は明らかに衰すい弱じやくしている。それが叡山の呪じゆ詛そのためなのか、六角が放つ刺し客かくのためなのかはわからないが、あまり長くは生きられないだろう、と思った。

「……足利将軍家に逆らう真ま似ねはしないわ。わたしの目的だった細川晴元への復ふく讐しゆうは、すでに果たされたのだから。これからは、足利将軍家のもとで宰さい相しようとして畿内の戦乱を鎮しずめるためにわたしは、そして三好は生きるの」

「しかし、義輝さまが三好家による畿内支配を望まなければ？　義輝さまは、将軍自身が畿内を統治すべきだと信じています。武家の統領たる将軍が誰だれよりも強くならなければ、この戦乱は永遠に終わらないと」

「そして足利将軍が三好家を排除するために動けば、その結果は、またしても『下克上』ね。しかも、こんどは管領家が衰退するだけでは済まない。将軍家とそして幕府が崩ほう壊かいするほどの破局よ。景虎どの」

　景虎には、返す言葉がなかった。

　そうだ。わたしの父上も、主を殺したくて殺したのではないはずだった。長尾家もまた、主の越後守護上杉家にその実力を嫉そねまれて、上杉家の陰いん謀ぼうによって越中の一揆勢と嚙かみ合わさせられたのだ。祖父はそのために戦死した。父上は、越後守護上杉家という祖父の仇に対して、復讐を果たしたにすぎない。

　しかしその結果、一族である越後守護の討うち死にに激げき怒どした関東管領上杉軍が越後へ攻せめ寄せてきて、「下克上」の戦火は父上が想定していた以上に東国全ぜん般ぱんへと広がってしまったのだ……。

　三好長慶は、悪人ではない、そして戦いくさを好んでもいない、だから義輝さまと和わ睦ぼくを結び京に迎むかえ入れることで「復讐の輪りん廻ね」を終わらせようとしたのだ、と景虎は悟さとった。

　だが……。

「わたしは少し、疲つかれたみたい……細川晴元を幕府から追放した時点で、わたしが人生で成すべきことはすべて終わってしまったかのよう。これから、どうすればいいのか、わたしにはわからない」

　この人には「天下人」の資格がある。能力もそして器うつわもある。でもこの人にはもう、混乱しきっている畿内を統治できるほどの気力と体力が残されていない、と景虎は案じた。すでに、討つべき敵ではなくなっていた。わたしも、三好長慶も、そしてあるいは武田晴信も、みな、乱世によって否いや応おうなしに「業ごう」のようなものを背負わされ、「運命」に操られ踊おどらされているのではないのか、と悲しくなった。卯松にはそのような「業」を背負わせたくはない、とも。

「景虎どの。わたしはできることならば、あなたとともに高野山へでも比ひ叡えい山ざんへでも登って、そのまま出家してしまいたい」

　祝しゆう言げんをあげて子を残される道はないのですか、と景虎は思わず尋たずねていた。なぜそんなことを尋ねたのか、自分でもわからなかった。

「……でも、わたしには、松永弾正という分身のような同性の親友がいる。わたしの悪行のすべてを肩かた代がわりしてくれる、無二の親友が。出家も……そして祝言も……たぶん、弾正が悲しむわね」

「松永弾正には、以前、会ったことが。妖よう婦ふとも妖婦とも聞いておりますが」

「そうね。あの人は、わたしのために妖婦になってくれたの。二人は、鏡の表裏のような関係。もう、わたしと弾正とは離はなれられない。最初は、お互たがいに『家族を細川晴元が起こした戦に奪うばわれた』という一点で結びついただけだった。でも……今では、わたしの心の闇やみの部分を、わたし自身がなにも語らずとも弾正が実行してくれる、そんな関係になってしまった。弾正は、情が深すぎる人だから。わたしを、主君として、親友として、あまりにも愛しすぎた。もう、誰も二人を切り離すことなどできない。わたしの兄弟たちですら」

　武田晴信とわたしも、これ以上川中島で戦い続ければ、永遠に離れることができなくなる、と景虎ははじめて感じていた。主従ではなく敵味方に分かれてはいるが、まるで同じだ、と。わたしは亡なき父上の「罪」を清算するために姫武将となり、武田晴信は生きておられる父上の失策を帳消しにして甲か斐いを守るために、父上を追放して姫大名となった。お互いに、自らの父親に縛られているのだ。同じ「業」を背負い、同じ「運命」に翻ほん弄ろうされているがゆえに、わたしと晴信とは惹ひかれ合い、そして憎にくみ合わねばならなくなったのだ。これ以上、晴信と互いに惹かれ続ければ、わたしも、そして晴信も。

「……わたしと弾正を暗殺するなら、今宵こよいしかないわ、長尾景虎どの。これで畿内を火の海に染めてきた因果から、三好家も弾正もそして足利将軍も解放される」

　三好長慶が、「すべてから解放されたい」と懇こん願がんするかのように、そっと囁ささやいていた。

　だが、景虎は首を横に振ふるしかなかった。

「長慶どの。そのような悪謀を、毘び沙しや門もん天てんは許しません。毘沙門天の義戦は、暗殺や謀略ではなく、堂々たる合戦の場で行われねばならないのです。暗殺では天下は鎮まりません。今、わたしがあなたと松永弾正を暗殺すれば、畿内はますます混沌とするばかりです」

　長慶は咳せき込みながら、「あなたのその美しすぎる志は、この乱世では……」と呟つぶやき、肩を落としていた。

　長慶は、言った。ただ一戦の「決戦」ですべてが終わる、そのような大がかりな「舞台」を構築できる視野と実力を持つ英えい雄ゆうがこの畿内には欠けている。「応仁の乱」以来ずっとそう。あなたが理想とする「義戦」を実現させるには、ただ一戦ですべてを終わらせる「決戦」を発生させねばならず、そのためにはいくつもの条件を満たす戦略が必要になる、と。

「たしかにわたしにはそのような難しい真似はできませんが、わたしには宇佐美と直江がいます」

「いいえ。あなたに欠けているものが、もうひとつ。あなたの相手もまた『決戦』戦略を採らねばならない。でも、あなたはあまりにも強すぎる。誰も、あなたと『決戦』などできない。あなたが『決戦』主義を採る限り、あなたの義戦は常に、泥どろ沼ぬまになるわ。あなたと武田晴信の間で何度も繰くり返されている『川中島の合戦』が、すでにそうなっている。これからも同じよ。舞台が畿内であろうとも、関東であろうとも──」

　武田晴信ならば「決戦」の舞台を準備できるのではないか、景虎はそう思った。智ち力りよく、政治力、武力、統率力、あらゆる能力において古今無む双そうの大将へと育ちつつあるあの晴信ならば。

「長慶どの。わたしはこれより越軍を率いて京へ入ります。阻そ止しされるのならば、三好軍を率いてください。堂々と戦いましょう」

「戦わない、阻止しない、とわたしが言えば？」

「それこそ重ちよう畳じよう。ともに、足利将軍家による畿内の秩ちつ序じよ復興のために、働くのみです」

　わたしがその道を望んでも、弾正はきっと望まないわ。弾正はわたしをほんものの「天下人」にするまできっと止まらない、と長慶は警告した。しかし、景虎はこの、繊せん細さいすぎて心のあちこちに深い傷を負っている姫武将を相手に、戦いたいとは思えなかった。




　翌朝。

　三好長慶は、なおも景虎の上洛に異を唱える松永久秀を連れて、静かに京へ退去した。

　豪盛は松永久秀との対面でかなり神経を疲ひ弊へいしたらしく、「なにやら熱が……おお、女によ人にんは恐ろしい……」と呻うめきながら叡山へと戻もどっていったが、宇佐美定満と直江大和は平然としたものだった。

「お嬢じようさま。結局、三好長慶を生かして帰しましたね。必ずや禍か根こんを残すことになりますよ」

「まあ、景虎のことだから、こうなるとは思っていたさ。幕府復興の仕事は、これからだ」

「そちらこそ昨夜ゆうべはなにがあったのだ、宇佐美、直江？　豪盛どのが酷ひどく青ざめていたが……女が怖こわいとかなんとか。心配だな」

「いや、別になにも。ただ、豪盛の旦だん那なを色いろ仕じ掛かけで調略しようとはしていたな、松永弾正は。すげえ色気だったぜ。胸、でけえし。褐かつ色しよくの肌はだがまた異国情じよう緒ちよ溢あふれていてたまらねえんだ。三好家に仕えて以来、長らく男日照りらしいしな。オレさまを誘ゆう惑わくしてくれりゃあよかったのによ、うひひ」

「……あの女は、わたくしにはずいぶん冷たかったですよ。どうやら、衆しゆ道どう趣しゆ味みの持ち主だから籠ろう絡らくできない、と誤解されたようです」

「それは事実だろう、直江。越後でも最近、噂うわさになっているぞ。お前は……う、宇佐美と付き合っているのだろう？　宇佐美は男だろうが女だろうが適当だからな……ま、まあ、わたしももうなにも言わない。頑がん張ばれ、わたしはお前たちの道ならぬ道をこっそり応おう援えんしているぞ」

「お嬢さま、勝手なことを言わないでくださいっ！　そのような噂、断じて事実ではありませんっ！」

「だああああ！　気色悪いこと言うな！　景虎！　お前、いつまでも不ふ犯ぼんを貫つらぬいているせいで、だんだん男を見る目が腐くさってきているぞ！」

「そうなのか。いい歳としをして独り身を貫くのは寂さびしいぞ。宇佐美も直江も、そろそろ身を固めたらどうだ」

　宇佐美定満と直江大和は、潔けつ癖ぺき性しようの景虎から妻帯を勧すすめられたことに驚おどろき、互いに顔を見合わせていた──。




　長尾景虎率いる五千の越軍は、坂本を発たった。

「義将が来てくれた」「これで京も」「平和になる」と上京・下京の人々が歓かん呼この声で迎え入れる中、ついに越軍は京の都へと進しん駐ちゆうしていた。

　しかし、三好長慶を討ちがたいという思いを抱いだいてしまった景虎は、（いけない。わたしはなんのために軍を率いて上じよう洛らくしたのだ。上洛の目的を見失い、惑まどっていてはならない……）と揺ゆれていた。

　しかしいずれにせよ、景虎が三好松永との合戦に及およぶためには、将軍・足利義輝からの直接の命令が必要なのだ。

（そうだ。わたしは、義輝さまにお仕えするために来たのだ。命令を下されれば、私情を捨てて義輝さまのために戦うのみ……）

　景虎の心に生じたこの迷いが、三好長慶への同情と共感が、上洛した景虎の「運命」を大きく狂くるわせていくことになる。京に駐ちゆう屯とんして幕府を立て直す「近この衛え兵」となるはずの景虎と越軍とが、「関東」へと引きずられていくことになる。

　しかもその予期せぬ「運命の転てん換かん」は、京に入るなり即そく座ざに二に条じよう御ご所しよの足利義輝のもとに景虎が招かれたその席で発生したのである。宇佐美にも直江にも、景虎の異変に気づき対処する時間は、与あたえられなかった。

　あたかも、すべては定められた「運命」だったかのようだった──。




　ついに二条御所にて、将軍足利義輝と景虎は再会を果たした。

　三好松永との合戦を経験した義輝は、さらに精せい悍かんになっていた。顔にも向こう傷が残っている。自ら太た刀ちを取って戦場で「兵」として戦ったからだろう、と景虎は思った。

「わはは！　よくぞ来てくれた景虎。余は、京に戻ることができたぞ！」

　足利義輝は、自信に満ちあふれていた。彼は、数で圧あつ倒とうする三好軍と戦場で刃やいばを交え、松永弾正の繰り出す刺し客かくをも撃げき退たいしてきた。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばを生き延びてきたのだ。武家の統領にふさわしいお方となられた、と景虎は思わず涙なみだぐんでいた。

「はい。この景虎、たとえ越後を失うことになろうとも、義輝さまをお支えし、幕府を再興するために一日でも長く京に留とどまろうと覚かく悟ごしております」

「うむ。知ってのとおり、余と三好が和睦する際、管かん領れいの細川晴元を幕府から除くという条件を吞のまねばならなかった。坂本で晴元と会ったか？」

「いえ、残念ながら……坂本に三好長慶どのと松永弾正どのが来られましたので、晴元さまは身をお隠かくしになられて」

　暗殺はない、それが余と三好との取り決めだ、と余がどれほど説いてもあの男は三好長慶の報復が恐おそろしいらしい、と義輝は笑い飛ばした。

「故ゆえに余の幕府には今、宰さい相しようたるべき管領がいない。形ばかりの和わ睦ぼくこそ果たしたが、幕府の実権を巡めぐる三好家と将軍家との駆かけ引きはここからが本番だ。どうしても、そなたが必要だった」

　三好長慶はすでに、父の仇あだ・細川晴元を排はい除じよするという目的を果たした。しかし、「幕府復興」を目指す義輝さまと事実上の天下人である三好家との戦いはこれからも続くのだ。三好長慶が義輝さまに私し怨えんを抱かずとも、それぞれが思い描えがく天下の形が違ちがうからには両者は戦わずにはおられない。やはりこれが戦国時代の現実……景虎は胸をつかれた。

「景虎、よくぞ川中島での武田晴信との戦いを中止して、京に来てくれた。そなたを『管領並』として遇ぐうする。この書が、余からの返礼だ！」

　景虎はこのたびの上洛に際して、いくつか和歌の書を所しよ望もうしていた。だがむろん、無骨者の義輝が持ってもいない和歌の書などを景虎に渡わたせるはずがない。

「南なん蛮ばん渡と来らいの新兵器、鉄てつ砲ぽうにまつわる秘伝書だ。豊ぶん後ごに、大おお友とも義よし鎮しげという姫ひめ大名がいる。その書は、大友義鎮が余に送ってくれた軍事機密よ」

「大友、義鎮」

「そうだ。知ってのとおり薩さつ摩まの種たね子が島しまに南蛮船が漂ひよう着ちやくし、鉄砲がもたらされた。九きゆう州しゆうの諸大名たちは今、南蛮船がもたらすキリスト教と鉄砲という新しき文化の輸入で大わらわとなっている。弓と矢で戦う古き良き合戦の時代は、残念ながらいずれ終わるらしい。火薬を用いて鉄の弾たまを撃うち出す鉄砲は命中精度こそ低いが、その殺傷力は弓矢をはるかに凌りよう駕がする。しかも、すでに海路から畿内にまで入ってきている。堺にも、根ね来ごろ寺じにも、鉄砲職人が現れている。今いま井いの家などは、鉄砲で荒あら稼かせぎしている」

　鉄砲の量産が本格化すれば、合戦は一変する。この二条御所も、いずれ鉄砲をもって防衛する軍事要よう塞さいに造り替かえる。これさえあればたとえ寡か兵へいでも城を防衛できるのだ、と義輝は熱く語った。

「むろん、最後の最後は、太刀を取っての斬きり込みが勝敗を決するがな。もっとも、肝かん心じんの堺は三好松永の勢力下にある。あそこは松永弾正の古巣なのだ。無骨者の余は、商人とうまく付き合えんのでなぁ」

「鉄砲の威い力りよくは存じております。今はまだ、数が少なく、合戦の主力兵器たりえませんが……いかほど増えるのでしょうか」

「日ひノ本もとの武器職人たちは天才揃ぞろいだ。すでに国内での量産に成功している。いずれは五百丁、千丁、二千丁と鉄砲を揃える大名も現れよう。ただし、鉄砲と火薬を多量に揃えるには途と方ほうもない銭ぜにが要いる！　港を持たぬ甲斐信濃を治める武田晴信などには、とても集められん。だが、無む尽じん蔵ぞうの財源を誇ほこる越後を支配するそなたならば、その気になれば千丁でも集められるかもしれんな」

「……百丁もあれば十分です。千丁の鉄砲が戦場で火を噴ふく光景を想像しただけで、わたしは……鉄砲は、兵の命を問答無用で奪うばい取る武器です。義戦には」

「毘沙門天には、ふさわしくはないか。わはは！　それもよかろう。そなたらしい！」

　見よ景虎、と義輝は彼自身が構想する「足利新幕府体制」の見取り図を広げていた。

「今はそなたは『管領並』だが、足利に忠誠を誓ちかう諸大名の連れん携けいが成り次し第だい、そなたを正式に管領に任命して京の治安を固めてもらいたい。むろん、三好松永も形式的にはそなたの指揮下に入る。三好長慶は気づいておらぬのか、あるいは重視しておらぬのかわからんが、三好政権は余と和睦したその瞬しゆん間かんから、すでに足利幕府体制の内側へと組み込まれているのだ。松永弾正は『三好家の実権を足利に奪われる』とこの和睦案に反対したが、余の異母弟・細川藤ふじ孝たかが、うまくまとめてくれた」

　景虎は、悲しかった。三好長慶には、義輝さまと争い合う意図はもともとなかったのだ。だが、松永弾正はそうではない。義輝さまを追い落として三好長慶を「真の天下人」にしようと画策するだろう。そうしなければ、三好長慶が追い落とされてしまうから。しかし、三好長慶自身はそのような下げ克こく上じようを望んではいない……。

　なぜ、わたしたちは手を取り合って生きていけないのだろう。

　筋道を通すならば、義輝さまが天下を統すべるべきである。将軍のもとに諸大名が忠誠を誓いそれぞれの領国を治める。ただそれだけのことが、なぜかくも困難なのだろう。

　細川藤孝が、見取り図を指さしながら新構想について景虎に補足説明した。相変わらず、少女のような美び貌ぼうの持ち主だった。だが、感情を表に出すことはない。

「わが殿とののお考えでは、長尾景虎どのを管領に就つけ、京を中心に畿内を統とう括かつしていただきます。景虎どのは家格が低いですが、副将軍に近々上洛する駿する河がの今いま川がわ義よし元もとどのを据すえて補ほ佐さ役と致いたしますので問題はございません。さらに近江の六角承禎、越前の朝倉義景、中ちゆう国ごくの毛もう利り元もと就なり、九州の大友義鎮がすでに殿の政権への協力を申し出てきております。殿は、大友義鎮に九州探題職を与えるおつもりです。ただ、残念ながら毛利と大友とは西国貿易の要である博多はかたを巡って対立しておりまして、この両家の上洛は現実的には困難かと」

「……やはり、港の奪い合いなのですね。海を持たない武田晴信が直なお江え津つを望まねばならぬように、西国でも博多の奪い合いが」

「ええ。海外貿易を制する者が西国を制すると言っても過言ではありませんからね。ですが、最大の問題は東国です。景虎どのが管領として京に駐屯し続けるためには、武田晴信、北ほう条じよう氏うじ康やすと恒こう久きゆう的な和睦を結んでいただかねばなりません。ことに武田晴信は信濃守護職を得たことで景虎どのの上洛を黙もく認にんしておりますが、あの者はいつまでも大人しくはしていないでしょう。必ずや、景虎どのを越後へ引き戻もどすために画策するはずです。そうなる前に、武田、北条、長尾の三家の間で東国同盟を結び、東国全体をもって殿の幕府を支えていただきたいのです」

　それが殿のお考えです。まあ、どだい無理な話ですがね、と現実主義者らしい細川藤孝は苦笑していた。

「そもそも東国は幕府にまつろいません。幕府が配置した足利家一門の関東公く方ぼうですら、幕府に反はん抗こうしてきたのです。その関東公方から関東支配の実権を奪い取った関東管領家も事実上滅ほろび去り、上杉憲政どのは景虎どののもとに亡命してかろうじて生き延びている有様。関東管領家を滅ぼした北条家は、最初から東国を独立王国化するつもりで戦っております。その上、武田晴信はどうあっても海へ出なければなりません。この三国の同盟など無理ですよ、殿」

　西も東もこの有様か、余の幕府復興は絵に描いた餅もちだな、と義輝は破顔していた。

「だが藤孝、余には景虎がいる。近江の六角も、今のところ浅井との戦いを優勢に進めている。浅井が六角に屈くつすれば、駿河の今川義元、美み濃のの斎さい藤とう、近江の六角、と東とう海かい道どうから都に至る大名ことごとくが余を支えるだろう。景虎に続いて今川義元の上洛が実現すれば、幕府の力は揺るぎないものとなる！　義を貫く越後の武神・長尾景虎が管領に、東海道を治める今川義元が足利の分家を代表して副将軍に──この両者が京に揃えば、三好松永も、戦わずして畿内から去るだろう」

「ですが殿。その今川は、武田・北条と同盟を結んでおります。景虎どのと武田・北条との和睦が成立しなければ、最悪の場合、京で今川軍と越軍との戦いになってしまうかもしれません。戦嫌ぎらいで知られる今川義元にそのような野望がなくとも、松永弾正が景虎どのと今川家の微び妙みような関係を利用する可能性はあります。もっとも」

　細川藤孝は、「今川義元はそう容易たやすく上洛はできぬでしょう」と微笑ほほえんでいた。

「若き姫武将・織お田だ信のぶ奈なが、尾お張わりを塞ふさいでおります。先日、景虎どのよりも一足早く身ひとつで上洛し、殿との謁えつ見けんを果たして風のように去っていったあの奇き妙みような娘むすめです。織田家と今川家は、先代の織田信のぶ秀ひでの時代より激しく相争っております。織田は、今川が上洛する際に邪じや魔まになる唯ゆい一いつの壁かべなのです。織田信奈を滅ぼさねば、今川の上洛はありません」

　尾張の織田信奈。

　景虎はまだ、その者が生しよう涯がい最強最大の敵として自分に、そして足利幕府という旧権けん威いそのものに牙きばを剝むいて立ち向かってくる未来を知らない。

　太たい原げん雪せつ斎さいが死んだとはいえ、東海道を押さえ駿すん府ぷに華はな々ばなしい「都」を持つ今川家の精強ぶり繁はん栄えいぶりはいささかも動じていなかった。太原雪斎は、自分がおらずとも動き続ける完かん璧ぺきな「国」のシステムを義元に残していったのだ。

「……この景虎、義輝さまに忠誠を誓う今川家に対してことを構えることは、決していたしません。ですが問題はやはり武田晴信と北条氏康。残念ながらあの両者は、義輝さまがどれほど仲ちゆう裁さいしようとも、決して侵しん掠りやくの手を緩ゆるめません。晴信は信濃を平定して海へ出ねば武田家は生き延びられないと覚悟していますし、北条氏康は関東平定という北条三代の悲願のために生きているようなものです。そして二人とも、おそれながら、義輝さまの志……『足利幕府の復興』には、価値を認めないでしょう」

　実父を追放した晴信。戦国初の本格的な下克上をはたした「最初の戦国大名」北条家。この両者を義輝の新構想に組み込むことは無理だろう、と政治感覚に欠けている景虎でさえ確信していた。あの二人の戦いぶりと覚悟を身近に知っているだけに、まつろわぬ東国を幕府の支配下に組み入れるという義輝の構想はまさしく「絵に描いた餅」だと思われた。

　細川藤孝が「ですよね」と苦笑し、義輝は「ふーむ。やはり東国は難しいか」と顔をしかめていた。

「しかし、足利幕府の混乱と日ノ本の際限なき戦国化は、そもそも武家の国である東国が幕府にまつろわなかったことが遠因となっている。武田と北条を、なんとしても景虎と和睦させねば……景虎を管領として京に留まらせるためには、どうあっても東国問題を片付けねば……近江六角の兵力だけでは、四国という兵へい站たん地を持っている三好松永には勝ちきれん。それは余も思い知っている。それに六角承禎は、戦いくさの日々に疲つかれ果てたのか、いささか心身が衰すい弱じやくして妙な言動が増えておる。あれは心を病んだかもしれんなぁ」

「そのようなことが？　三好長慶どのも、倦うみ疲れておられました。義輝さまと戦うつもりはない、だがもう三好家の統領である自分にもこの戦乱を止められないのだ、と」

「さもあろう景虎。応仁の乱からもう、百年近くが経過しているのだ。よほど強きよう靭じんな『目的』と『意志』を兼かね備えていなければ、そうなる。乱世を終わらせるためには、そなたのような英えい雄ゆうが、必要なのだ」

「恐れながら義輝さま。武田晴信と北条氏康には、その二つがあります。まさしく天下の英雄です。ただし、あの二人の志は、幕府復興という方向には……」

「まったく皮肉だな。天の時は容易にわれらには微笑まぬなぁ、藤孝」

「ええ。関東公方が事実上滅びたのと同様に、幕府とて殿の代で滅めつ亡ぼうしておかしくない有様ですからね。松永弾正はまさに下克上の申し子。松永弾正を景虎どのに討うたせますか、殿？　堂々と会戦させれば、弾正は景虎どのに勝てますまい」

「いや。京の都は、われらが和睦したことでようやく復興しつつある。またしても戦火で焼いてしまってはならん！　余を信じて京へ戻って来てくれた町衆の、将軍への期待と信しん頼らいが地に落ちてしまう」

　わたしはどうすれば、と景虎が眉まゆを下げて困こん惑わくしていると──。

「義輝よ。私に考えがある。練りに練り続けた策だ。関東を景虎に支配させる策だ」

　足利義輝の義兄弟。

　やまと御ご所しよの関白・近この衛え前さき久ひさが、白粉おしろいにお歯黒という「公家姿」ではなく、甲かつ冑ちゆうを着込んだ武家姿で二条御所へと乗り込んできた。

　まもなく景虎の運命は、この近衛前久の「策」によって、暗転することになる。

「おう。そちらから二条御所へ来るとはな！　その甲冑姿はどうした、近衛？」

「むろん、武家になる覚かく悟ごで来たのよ。武家関白、だ」

　近衛さま、と景虎は慌あわてて平へい伏ふくしていた。しかし近衛は「ここはやまと御所ではない。二条御所では私は一いつ介かいの武人にすぎぬ。そのままでよい」と景虎を引き起こしていた。

「わはは！　策を述べよ、近衛。お前は昔から頭は回るが粗そ忽こつ者だ。実現可能かどうかは、聞いてから判断しよう！」

「どのみち東国が乱れたままでは、景虎の管かん領れい就任と京への駐ちゆう屯とん継けい続ぞくは難しい。武田晴信はまたしても川中島へ出兵するに違ちがいないし、北条氏康もまた上野こうずけを完全支配し越後へ迫せまるだろう。しかし、幸いにも景虎のもとには関東管領上杉憲政という『大義名分』がいる」

「うむ。上杉憲政は越後の府中で暮らしているという。しかしもう奴やつには土地もなければ兵もいないぞ」

「だが大義名分を持っている。もう一方の大義名分たる関東公方は、すでに北条が簒さん奪だつし滅ぼしてしまった。景虎が関東管領・上杉憲政と、そして新たなる関東公方を引き連れて越軍を率い、三み国くに峠とうげを越こえて関東へと侵しん攻こうすれば──北条にまつろわぬ関八州の古き大名国こく人じんたちは、次々と景虎に靡なびくだろう」

「新たなる関東公方？　余の妹でも担かつぎ出すのか？」

「いや。私は、この戦乱の日ノ本を治めるためには、『公武合体』を成し遂とげねばならないと言い続けてきた。やまと御所の公家と、足利幕府の武家とが、手を取り合って秩ちつ序じよを回復せねばならないと。南北朝以来続く公家と武家の分ぶん裂れつを終わらせねばならないと。そして、そなたが言う通り、東国と西国との対立をも同時に終わらせねばならない」

「……まさか近衛？」

「そうだ。やまと御所の公家衆の頂点に立つ関白たる私自らが関東へと下向し、関東公方となる。関白の権威をもって、東国の武家たちをお前に従わせる。関東管領と、関白にして関東公方となる私の両名を掲かかげた景虎のもとには、大勢の関東武士が集まるだろう。必ずや、北条を打ち倒たおせる。むろん北条は強い。いちどの戦いで攻せめ滅ぼすことは困難だろうが、少なくとも北条を小お田だ原わらへと押し込め、上野、下野しもつけ、武蔵むさし、上総かずさ、下総しもうさまでを、景虎と私とが樹立する新関東政権の支配下に置くことは可能だ」

　やまと御所の姫ひ巫み女こと将軍足利義輝─関東公方兼けん関白・近衛前久─関東管領上杉憲政─長尾景虎という、関東新秩序の樹立。

　西国に容易にまつろわぬ関東武士も、時の関白が関東公方として頂点に君臨すれば、西国と融ゆう和わする道を選ぶだろう。

　従わぬ者に対しては、絶対的で圧あつ倒とう的な武力を誇ほこる長尾景虎がいる。

　これが、近衛前久が考えた「関白の関東下向、公武合体」という前代未み聞もんとも言える一大構想の骨子だった。

　かつて景虎が近衛と会った時に彼が語った「公武合体策」の素案よりもはるかに具体的であり、かつ、近衛にとっては命がけの決断だった。

　景虎には、近衛が熱く語る策があまりにも壮そう大だいすぎて、にわかには飲み込めなかった。

　ただ、若き関白・近衛前久が凄すさまじいまでの「志」に憑つかれていることだけは、はっきりとわかった。

　戦乱の関東に、貴族社会の頂点に立つ関白が剣けんを携たずさえて攻め上ろうというのだ。

　関東は武家の国で、公家の影えい響きよう力は皆かい無む。それゆえに東国はまつろわなかった。ならば、関白が自ら関東公方として関東に赴おもむけばよいのだ──。

　希け有う壮大といえば、これほど壮大な志はない。

　しかし細川藤孝は、表情を変えぬままに、

「まさしく一石二鳥ですね。ですが、関東武士どもが公家を自分たちの統領として受け入れるとは思えません」

　とやんわり口を挟はさんでいた。

　義輝もまた、

「近衛よ。お前の情熱には心を揺ゆさぶられるが、公家は公家、武家は武家だ。一人の人間が、二つの人生を同時に送ることはできんぞ」

　と、義兄弟たる近衛前久の夢の大きさを危き惧ぐしていた。あまりにも、大きすぎる。公家が、武家になれるものだろうか。それも、ただの公家ではない。近衛は藤ふじ原わら氏しの氏長者にして、御所の最高位である関白なのだ。

「乱世だ。藤孝よ。そして義輝よ。公家が公家として御所に逼ひつ塞そくし、蹴け鞠まりと和歌に耽ふける日々を過ごしてきたことが、この戦乱を長引かせた元げん凶きようなのだ。私は、公家でありながら武家となり、剣を取って関東で戦おう。『公武合体』を成し天下の大乱を終結させるためだ。むろん、私は合戦の素人しろうとだ。一兵も持たぬ。しかし、天から遣つかわされたかのような戦の天才・景虎がいる。負けはせぬ。われらは関東を平定し、将軍家を守る盾たてとなる。東国が景虎と私のもとにまとまれば、三好も松永も、もはやお前に手出しできぬ」

　景虎の心は、近衛前久の夢へと傾かたむいていた。夢の実現が可能かどうかが問題なのではない。挑ちよう戦せんするかどうか、戦うかどうかが問題なのだ。こうして迷っているうちにも、日ノ本の至るところで戦いが繰くり広げられ、兵が死に、民たみが苦しみ、町は焼かれ、土地は乱れていくのだ。

「……近衛さま。わたしも、『義』と『慈じ悲ひ』の両立という一見不可能な道を選び、人でありながら毘沙門天の化け身しんとして生きる道を選びました。ほんとうは、出家して救済の言葉を人々に語る生き方を選びたかったのです。高野山に逃にげて武家をやめようとしたこともありました。ですが……乱世なのです。乱世が、百年、続いているのです。春日山や高野山に閉じこもって、己おのれの心の平へい穏おんのために時を費ついやしてしまってはいけない。この国に生きる人々のために、戦わねばならない。だから、出家に心こころ惹ひかれながらも武家として戦う道を選びました。わたしは──」

　待て、景虎！　と、義輝が必死の形相で景虎の言葉を止めていた。

「余はあくまでも、そなたが管領として京に留とどまってくれる道を望んでいる。たしかに近衛が語る『公武合体』は美しい夢だが、この世は夢だけで成り立っているのではない。現実とは、醜みにくく厳しい世界なのだ。近衛が地方へ下向して武家をまとめるという構想そのものは正しいかもしれん。しかし、やまと御所への忠誠心が篤あつい西国ならばまだしも、東国では無理だ！　東国には、御所に従うという慣習がない。彼らは幕府にすら従わぬのだ。西国とは別の国と言っていい。近衛の関白という肩かた書がきは、関東武士たちにとっては西国から自分たちを支配するために立ち現れてくる『異物』でしかない！　近衛を担ぎ上げての関東遠えん征せいは、失敗するぞ」

　関東へ行くならば、近衛を外して武神のそなた自身が「関東公く方ぼう」ないし「関東管領」として乗り込むべきだ、そうでなければ誰だれもそなたに従わぬ。関東武士が信じるものは「武力」のみだ！　と、義輝はけんめいに景虎を説得した。義輝自身が、「鹿か島しま新当流」の開祖・塚つか原はら卜ぼく伝でんに師事し、「武」のみを信しん奉ぽうする関東武士の特異性に親しんでいる。仮に景虎が関東遠征を実行するとしても、関白の近衛がいてはかえって妨さまたげにしかならない、と理解していた。

「景虎よ、近衛を連れて行ってはならん！　武田と北条は、余と藤孝とでどうにかして押さえる。余の政権が形を成すまでは、京に留まってもらいたい」

「いや。義輝の言うこともわかるが、私は考え抜ぬいた。この百年続いた戦乱状じよう況きようを根本的に解決するには、やはり西国と東国の統一が必要だ。景虎よ、私は名ばかりで兵を持たぬ。関東を平定できる者は、そなたしかいない──西国と東国の統一。公家と武家との両立。いずれも、そなたにしか成し遂げられない。戦国日ノ本を救う転てん輪りん聖じよう王おうになってはくれぬか」

　景虎は、にわかには返答できなかった。将軍・足利義輝に従うか、それとも関白・近衛前久に従うか。どちらかを選べば、この二人は……戦乱の世を収めるために奔ほん走そうしてきた義兄弟は、敵対してしまうかもしれない。そう思うと、胸が詰つまり、息が乱れた。越後で男たちから求きゆう婚こんを受けた時以上に、景虎は惑まどっていた。どちらの願いにも応えたい。しかし、景虎の身体からだはひとつしかない。京と関東とに同時に存在することは、できないのだ。

（直江大和に相談したら、きっと、「だから両面作戦は無理だと申しましたのに」と𠮟しかられるだろう。直江は、わたしを関東に関わらせたくないらしい。京で「天下」を治めて欲しいと願っているらしい。ならば義輝さまの言葉に応ずるべきだ。だが、だが……わたしは、公家でありながら武家となって関東で戦おうとしている近衛さまをも、捨ておけない……！）

　どうすればいい宇佐美、と景虎は思わず口走っていた。

　混乱する景虎に、細川藤孝が、救いの手をさしのべていた──。

「殿との。近衛さま。景虎どのは、長旅でお疲つかれのご様子です。これほどの大事、即そく答とうできるものではありません。しばし景虎どのには、京でご静養いただきましょう」

　景虎を、激しい目め眩まいが襲おそっていた。景虎は身体が弱い。越後からの長旅で、ほんとうに体調を崩くずしていたのだ。それでも景虎の身体はここまで気力だけで保もっていたが、ついに限界を突とつ破ぱしたらしかった。




　景虎は、宿しゆく泊はく先の寺へと戻もどっていた。

　ただちに景虎のもとに、日ノ本一の名医・曲ま直な瀬せ道どう三さんが遣わされた。

　景虎の容体を心配した足利義輝が急きゆう遽きよ呼び出したのである。

　しかしこの曲直瀬道三という老ろう翁おう、医者としての腕うでは天下一なのだが、道三の好色爺じじいぶりを面おも白しろがったらしい松永久秀と一いつ緒しよになって「性の手ほどき書」なるものを書いてみたりと、稀き代たいのエロ爺としても知られていた。世間から非難を浴びた曲直瀬道三いわく、性は生の根本の力なのぢゃ、わしはスケベ爺ではない！　長ちよう寿じゆと健康を保つ秘ひ訣けつは性にあり！　「悶もん気き」なるものを若き娘むすめの身体から吸い取ってな、おっとこの先は秘中の秘であった、ふぉっふぉっふぉっ。

　そんな曲直瀬道三だから、景虎の異形の相を観みるなり「おお。美しいのう。まるで天てん女によか弁べん才ざい天てんか。わしゃ医師になってよかった、ふぉっふぉっふぉっ」と涙なみだを流して景虎の前に伏ふし拝み、景虎の寝しん所じよに詰めていた宇佐美定満と直江大和を追い出した。

「ふぉっふぉっ。よいぞ、よいぞ。なんという『気』の力。それにしても……めんこい子じゃのう。む、む、胸を、しょ、しょ、触しよく診しんしてもよいかのう？」

　二条御所を脱だつすることでようやく体調が安定していた景虎は、南蛮ベッドの上に仰あお向むけに寝ねながら「触診とは？」と思わず問うていた。

「なに。お嬢じようちゃんの胸をわが指で触さわってこねくり回し、お嬢ちゃんの神がかった『気』をいただくまでのことじゃ。それでお嬢ちゃんの胸は成長して大きくなり、わしの寿じゆ命みようは十年は延びる。ふぉっふぉっふぉ」

　曲直瀬道三が馬ば鹿か正直に返答し、景虎は「断る！」と一刀両断していた。

「そそそそんな治ち療りようがあるかっ！　わが胸に触ふれたら斬きるぞっ！　そもそも、わたしは弁才天ではなく毘沙門天だっ！」

　景虎がこれほど強きよう烈れつに怒おこったのは、久しぶりだった。

　その瞬しゆん間かん、不思議なことに景虎の気き鬱うつは晴れていた。

「……あれ……？　ふ、不意に胸が軽くなりました……曲直瀬どの」

　曲直瀬道三は、にっかりと笑っていた──名残なごり惜おしそうに指をわきわきと動かしながら。

「ふぉっふぉっ。それでよいぞよいぞ。お嬢ちゃん。そなたはのう、男どもになにかを頼たのまれれば、嫌いやとは言えない性格なのじゃ。いつからそうなったのかは知らぬが、殿方に頼まれたことはすべて引き受けて果たさなければならないと、お嬢ちゃんは思い込んでおる。しかし、はっきりとお嬢ちゃん自身が嫌だと断らねば、次から次へと頼み事が舞まい込んでくる。となれば、なにも選べぬお嬢ちゃんは逃げだすしかない。それゆえに、旅で蓄ちく積せきしていた身体の疲れに気の乱れが二条御ご所しよで重なり合って、にわかに酷ひどい気鬱となったのじゃろう」
















「……殿方に頼まれたことを、断れない……」

「そうよ。そなたは殿方の頼みを断れない。だが、いくつも同時に頼み事を持ってこられては、実行もできない。誰を選び誰を切り捨てるかという選せん択たくもできない。みなに、気を遣いすぎておるからじゃ。そなたは、常に殿方たちの顔色を窺うかがい、己の意志を貫つらぬくことを遠えん慮りよしておる。結局、窮きゆうした心はその場から逃げだすことになる」

　はっ、と景虎は胸を打たれていた。曲直瀬道三の医術は、心の病にも効くらしい。わきわきさせている指さえなければ、天下の名医だと尊敬もできただろうが、道三は尊敬を浴びるよりもとにかく若い女体に触りたいらしかった。

「……以前にも……大勢の殿方に求婚されて、高野山へ逃げたことが……」

「うむうむ。信濃川中島の防衛。関東遠征。京での管かん領れい職。みな、そなた自身の意志で決めたことがらというよりも、男から頼まれた願いを引き受けて律りち儀ぎに実行せねばならぬと思い込んでおることばかりよ。数えきれぬ男たちの懸け想そうも、失った土地や城を奪だつ回かいしてほしいという願いも、根っこは同じよ。毘沙門天の化身として、乱世に義と慈悲をもたらすという悲願も、もともとは宇佐美どのと直江どのの願いをお嬢ちゃんがともに受け入れた結果と、ご両人から直接伺うかがった。さて。お嬢ちゃん自身の心は、どこにあるのじゃろうな？」

　それは、と景虎は声をあげた。だが、答えられなかった。

「しんけん」と名乗っていた武田晴信と、二人きりで、もういちど戸と隠がくしの山を登りたい。神々の山の頂に二人で立って、下界を静かに眺ながめたい。わたしは、友達が欲しかった。一人の、ただの人間の少女として、わたしは。あるいは、もしかしたら──もしかしたら、わたしは、いつの日か卯松のような赤ちゃんを産んで抱だきしめて育てたいと、そう願っているのかもしれない、と景虎は思った。

　曲直瀬道三にも、言えなかった。ただ、涙がこぼれていた。

「よいぞ、よいぞ。一朝一いつ夕せきに答えられることではない。どうやらそなたは、生きとし生けるものすべての心と対話する力を持っておるらしい。人間だけでなく、あらゆる生き物とも。あるいは、天地とも、そなたは交信できるのじゃろう。しかしの。これからは己自身の心にも、耳を傾けてみるのじゃ。そなたはもっと、自分自身を愛してやらねばのう……誰の願いでもなく、お嬢ちゃん自身の願いを、叶かなえてあげたい。心からそう思える日が来るといいのう」




　　　　※




　五千の兵を率いての上じよう洛らくを果たした景虎が京に留まって管領となるか、あるいは近衛とともに関東出兵に乗り出すかの二択たくを迫せまられていたその頃ころ。

　景虎との和わ睦ぼくに応じて川中島から撤てつ兵ぺいした武田晴信は、甲斐に留まっていた。

　この年、甲斐は慢まん性せい的な飢き饉きんに苦しんでいた。晴信は当主となって以来、甲斐の領民を苦しめる釜かま無なし川の氾はん濫らんを防ぐために壮そう大だいな「堤つつみ」を築かせていたが、この堤が完成に近づき治水事業が成功しつつあってもなお、甲こう府ふ盆ぼん地ちの低地地方では領民が水田へと戻ってこず、米が穫とれないままだった。

　田はあるが、耕す民がいないのだ。

　甲斐は山国で米が穫れない国として知られているが、実は釜無川の下流地帯には狭せまいとはいえ平地も水もあり、水田での米作は可能なのだ。だが、その一帯で水田を開いて米を作った者は、次々と原因不明の病にかかり、命を落とす。故ゆえに、その地域は「祟たたりの水田」と恐おそれられている。

「これでは、いくら堤を建造し治水を進めても慢性的な米不足を解消できない」

　現実主義者の晴信は、「神の祟り」などを信じない。

　好敵手の景虎が「毘沙門天の化け身しん」として振ふる舞い、信濃川中島や関東、そして都を震しん撼かんさせていることも、晴信にとっては耐たえがたかった。晴信は一度も京の地を踏ふんだことがないが、景虎はすでに二度も上洛に成功している。しかも、将軍に乞こわれて幕府の管領に就任するのではないかとすら言われている──。

　だが、それはいい。景虎は強い。誰もが、景虎の武力と義ぎ俠きよう心しんを頼たよる。

　問題は、晴信が信濃の善ぜん光こう寺じや戸隠に祀まつられた神仏を無力化しようと努力し、「人間」の時代の到とう来らいを人々に感じさせようとしても、そのたびに景虎が出兵してきてすべてを振り出しに戻してしまうことだった。川中島では、「神」と「人」との間で、堂々巡めぐりが続けられていたのだ。

　まして晴信の本国である甲斐ですら、この現状だった。

「乱れに乱れた国を治めるためには、人々の意識を変えねばならない。神の時代は終わり、人間の時代が来たことを、甲斐信濃の領民たちに知らしめねば──」

　ついに晴信はいわくつきの「祟りの水田」へと馬を走らせて、自らその水田へと足を踏み入れ、恐れおののく領民たちの前で苗なえを植えてみせた。

「みなの者。釜無川の堤工事は半ば完成し、これまでのような大水害は容易には訪おとずれない。いずれ完成した暁あかつきには、再び水害が起きることはなくなる。甲斐でも米は作れる。『祟り』など案ずることはない。水田に憑いている神とやら。祟るのならば、甲斐の国主であるあたしに祟るがいい！」

　水田へと入ってみせた晴信の姿を見た領民たちは、

「御お屋や形かたさまが」

「祟られてしまう！」

「おやめくだされ！」

「その田は、まことに呪のろわれておりまする！」

「その水に身体を浸ひたせば、呪いに憑つかれて病にかかってしまうのです！」

　と晴信を水田から引き上げようとしたが、晴信は「物事には必ず原因があり理り屈くつがある。水田の『祟り』も、正体は別のものだ。水の中に、なにか毒が混じっているのかもしれない。この水を飲まなければ危険は薄うすまるはずだ」と笑って人々を抑おさえた。

　晴信が甲斐で「稀代の名君」として讃たたえられている最大の理由は、徹てつ底ていした内政主義を採用して治水事業や金山開発を行い、かつ国こく人じん衆をよく統率し、貧しい甲斐から「餓うえ」と「紛ふん争そう」を同時に一いつ掃そうしたことにある。晴信は内政でも戦いくさでも、常に攻せめ続けた。晴信が君主となって以来、甲斐の領内に攻め込んできた者はいないのだ。

　だが、この時ばかりは、領民たちは青ざめて晴信を水田から無理矢理にでも連れ出そうと暴れた。彼らは「御屋形さまにもしものことがあったら甲斐も武田家も滅ほろびてしまう」と必死だった。

　春日かすが弾正はこの日、海かい津づ城の築城状じよう況きようを報告するために甲斐の躑躅つつじヶが崎さき館やかたを訪れていたが、領民たちからこの一報を聞くや否いなや慌あわてて現場に駆かけつけて晴信を説得し、水田から引き上げにかかった。

「姫ひめさまっ！　いけません！　あたしは農民出身ですから、この『祟りの水田』に詳くわしいんです！　祟りなどはほとんどの場合は迷信ですが、この『祟りの水田』だけはほんものなんですよ！　逃にげましょう！」

「源げん五ご郎ろうちゃん。あなたはすぐに、逃げましょう、逃げましょうって。だいじょうぶよ。水がなにか未知の毒に汚お染せんされているのだとしても、水を飲まなければ」

「ちょっと、姫さま？　源五郎ちゃんではありません、春日弾正ですっ！　あたしを源五郎ちゃんと呼んでいいのは添そい寝している時だけですっ！」

　あの二人……こ、恋こい人びと同士だったのかあ、そういえば御屋形さまは甲斐一の美女でありながらいまだに独り身……春日さまもとびっきりの美少女だもんなあ……と領民たちがはやし立て、春日弾正が「むふー」と自じ慢まんげに胸を反らした。

「ふふ。領民のみなさんにバレてしまいましたね！　そうです。この春日弾正は、姫さまの最愛の恋人！　長尾景虎などには負けません！」

「ちょっと。やめなさい。やめて！　あたしが誰だれかに添い寝してもらわないと眠ねむれないことを、領民にバラさないで！　天下の名将・武田晴信の名が地に落ちてしまう！　だいいちそんな噂うわさを、景虎が聞いたら……」

「なんですか！　二言目には景虎、景虎って。姫さまは、景虎とこの春日とどっちが好きなんですかーっ！　さんざんあたしの心を弄もてあそんでおきながら、越後の敵将に目移りするだなんて、許せません！」

「あ、あたしが憎にくき景虎とそんな仲だなんて、あらぬ誤解よ。白はく山さんの神、諏す訪わ大明神、八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつに誓ちかってそんなことはないから、これ以上領民たちの前でおかしなことを言わないで！」

「まーったく。神さまなんてこれっぽっちも信じてもいないくせに、こういう時だけ神さまに誓ってみせるんですから、姫さまも長生きしますよっ！」

「……しょうがないわね。今日のところはあきらめるわ」

　晴信はとうとう折れた。「神将」景虎の上洛の報を聞いて、慎しん重ちような自分としたことが少々焦あせっていたかもしれない、と反省もしていた。祟りなどはなくても、水源が汚染されていてなんらかの毒が水田に流れ込んでいるという可能性はあるのだ。武田の軍資金を捻ねん出しゆつしてくれる金山開発事業も、鉱毒問題と表ひよう裏り一体である。が、この辺りの水田一帯には、金山から流れ出る毒が混入している可能性はないはずだが……。

「でも、あたしはいずれこの水田の『呪い』も無力化してみせるから。いつか戸と隠がくし山やまのご神体を破は壊かいして、景虎を『毘沙門天』から『人間』へと引きずり落とすのと同じに。甲斐の水田に潜ひそむ祟り神なども、駆く逐ちくしてみせる。いいわね」
















「ほんとうに気をつけてくださいよ。すぐに積せき翠すい寺じ温泉に参りましょう。あすこのお湯で急いで身体からだを清めないと危険です、逃げましょう。あたしが姫さまのお背中を流しますから！」

「……ここで武田家の当主たる者が慌てて逃げたら、ますます『祟りの水田』の噂が広まってしまうわ。一晩くらいはこの地で踏ん張ってみせないと。温泉は、明日あしたにしましょう」

「そうですか？　危険からは逃げるに限ります。急いだほうがいいと思いますが……でも、姫さまのお志のためには……仕方ないですね……」

　さすがは「逃げ弾正」どの、おかげで御屋形さまは助かった、と領民たちは喜び、二人をその夜、祭りに招待したのだった──。




　この「呪いの水田」でのちょっとした事件が、いずれ武田晴信の運命を大きく狂くるわせることになるのだが、躑躅ヶ崎館に戻もどった晴信はただちに山やま本もと勘かん助すけとの密みつ謀ぼうに入り、「呪いの水田」のことを考える余よ裕ゆうを失ってしまった。山本勘助もまた、海津城築城事業からいったん離はなれて晴信のもとを訪問していたのだ。

「御屋形さま！　海津城、すでに八割方できあがりましてございます。お人好よしの長尾景虎が将軍に乞われて上洛している隙すきに、海津城は完成いたします。もはや景虎といえども、川中島の防衛はなりますまい。これで川中島と善ぜん光こう寺じ平だいらの大部分は武田のものに。祝しゆう着ちやく至し極ごくにございます」

「海津城ができあがれば、松まつ代しろはもはや落ちぬ。甲斐から上うえ田だを経由して松代まで連なる新たな『道』を確保できれば、諏訪と甲斐からの二面作戦が可能となり、これまで苦労してきた補給線の確保も楽になる……いよいよ景虎に勝つ時が来たな、勘助。ご苦労だった」

　足利義輝は景虎と晴信を和睦させたのちにいずれは同盟を成立させ、幕府再建のために協力させるという構想を抱いだいていた。だが、晴信にも勘助にも、今さら死に体の足利幕府に積極的に協力するつもりなどない。義輝の和睦の勧すすめに応じたのは、あくまでも「信濃守護職」の大義名分を取るため、そして川中島支配のための拠きよ点てんとなる「要よう塞さい」海津城を完成させるためだった。

「御屋形さま。次なる策は、長尾家にとって代々の怨おん敵てきである越中の国人・神じん保ぼ家を煽あおり、京に滞たい在ざいしている景虎の退路を断つ、これでございます。問題は、いつ神保を動かすかだけです。神保が蠢しゆん動どうし、同時にわれら武田が川中島へ出兵して春日山城を窺うかがえば、景虎はすぐに越後へ戻ってくるでしょう」

「だろうな。景虎は、春日山城に敵兵を入れたくないのだ。潔けつ癖ぺきなのだ。自分の居城に敵兵を入れるくらいならば外がい征せいするという点では、あたしも同じだがな」

「ははっ。景虎を呼び戻すのは簡単です。ですが、しばらくの間は景虎を京に放置しておき、三好松永と嚙かみ合わせるのが順当かと──五千の兵が無傷のまま越後へ戻ってくれば、景虎はただちに動きまする。『勝つ』ためならば、三好松永との畿内での不毛な消しよう耗もう戦に突とつ入にゆうさせるべきですな」

　しかし、言うまでもなく晴信は首を縦には振らなかった。

「ただ勝てばよいというものではない、勘助。六分の勝ちこそが最上だ。ただちに神保を動かして景虎の退路を脅おびやかし、われら武田もまた川中島へ出兵する」

「お、御屋形さま？　宿命の好敵手たる景虎を、三好松永などとの明日なき泥どろ沼ぬまの抗こう争そうに引き込みたくないというお気持ちはわかりますが……それでは、激げき怒どした景虎がまたしても川中島へ無傷の越兵を率いて乗り込んできますぞ。海津城が完成すれば、川中島における武田軍はもはや不敗とはいえ、景虎率いる越軍を殲せん滅めつすることはまことに困難。下手をすれば、またしても堂々巡りとなりまする！」

「勘助。それではあたしたちはなんのために三度も川中島で越軍と戦ってきたのだ。軍神・毘沙門天を倒たおすべき者は、三好でも北条でもない。この武田晴信だ。武田晴信でなければならない。われら武田が日ノ本最強を名乗るためには、日ノ本最強と戦国の人々に認められるためには、長尾景虎と戦ってこれを破らねばならない──三好にも北条にも、景虎は渡わたさぬ。すぐに神保を決起させよ」

　御ぎよ意い、と勘助はうなずいていた。晴信の頰ほおが上気している。どうやらお熱を出されたらしい、すぐに温泉に入っていただかねば、と勘助は気づいた。宿すく曜よう道どうに長たけた勘助はこのところ、晴信の「寿じゆ命みよう」は意外にも短いのではないか、と薄うす々うす気づきはじめていた。家臣たる者、決して主君・晴信の星から天命を占うらなってはならないと決めてはいる。だが、久しぶりに再会した晴信の表情は、どこか妙みようだった。長尾景虎が兵を率いて上じよう洛らくしたことに焦っておられるのだろう、それだけだ、御屋形さまのお身体に問題はない……勘助はそう思い込むことにした。




　　　　※




　春日山城で留守居役を務めていた長尾政景は、すぐにこの武田と神保の動きを摑つかんだ。景虎の出しゆつ奔ぽん騒そう動どうに参画した加か藤とう段だん蔵ぞうが長尾家から離り脱だつして戸隠山に籠こもってからもなお、戸隠忍にん群ぐんは長尾家との緩ゆるやかな連れん携けいを保っている。お互たがいに、武田晴信という共通の敵を抱かかえたままだからだ。武田晴信は、北信濃を平定するためには善光寺と戸隠山をともに奪うばわねばならないと知っており、執しつ拗ように戸隠山に揺ゆさぶりをかけてくる。すでに、戸隠山を奪うための拠点すら作っているのだ。それゆえに戸隠忍群は、武田の怪あやしい動きを逐ちく一いち長尾政景に報告しなければならなかった。

「フン。武田晴信め、なにを焦っているのか。このまま景虎を一年でも二年でも京に留とどまらせておけば、その隙に北信濃を完全に奪い取れるというのに。この一報、京には知らせずに握にぎり潰つぶし、景虎をこのまま京に捨て置くか……」

　越中の国人・神保家は、北ほく陸りくの本猫寺一いつ揆き衆と結けつ託たくしている。神保と北陸の一揆衆はかつて景虎の父と祖父を討うっている。景虎の復ふく讐しゆうを恐おそれている両者は、信しん仰こう心のあるなしにかかわらず、もはや離れることができぬ関係なのだ。

　一年から二年、景虎が京から戻らずに神保を放置すれば、越中は完全に神保と一揆衆が制圧するだろう。その間、政景はなにもせずに春日山城に籠もっていればいい。言い訳はある。川中島にまたしても武田軍が現れたために、越中には出兵できない。そう言えば直江大和も反論できまい。事実なのだ。

「景虎は、自分が京から戻れなかった時には、この俺に越後守護の座を委ねると約束して上洛した。俺が景虎から越後を奪い取るならば、これが最後の機会だろう……俺の心ひとつで、景虎の運命は決まる」

　だが政景は、このまま景虎を京に「捨て殺し」にするという選せん択たく肢しを採れなかった。景虎がわが子・卯松を抱だきしめて習字を教えていたあの団らんの光景が、脳裏に浮うかび上がってきて、政景の「越後を奪いたい」という野心を防ぎ止めてくる。

　それに、越後を失しつ陥かんすれば、帰るべき家を失った景虎はおそらくは宇佐美たちの制止を振ふり切ってこんどこそ高野山に登って出家してしまうだろう。永遠に再会できぬことになる。景虎は、高野山で生しよう涯がい不ふ犯ぼんの人生を終えることになる。ついに、神の化け身しんのままに、生涯を棒に振ることになる。

　越後を取るか、景虎を取るか。政景が選べる道は、二択だった。

　そして政景は──逡しゆん巡じゆんの末、景虎を、取った。

「……俺のためではない。俺の跡あとを継つぐ卯松のためよ。幼い卯松がこの戦国の越後で生き延びるためには、やはり、景虎が必要だ……あの、悲しいほどに愚おろかな娘むすめが……」

　断じて、景虎への愛に目がくらんだのでもなければ、綾と景虎の姉妹しまいを引き裂さきたくないなどという甘い感傷のためでもない。俺はあくまでも戦国武将として最善の選択をしただけだ。政景は、

（しょせん俺と景虎とはいつまでも越後国内で共存できぬ関係。この馬ば鹿かげた選択の結果、俺は破滅するかもしれん）

　と自じ嘲ちようしながら、直江大和宛あての書状を書きはじめていた。




　　　　※




　越中で神保家が反長尾の兵を挙げ、川中島にはまたしても武田軍が進出して長尾家との和わ睦ぼくを破は棄き。

　春日山の政景からこの報告を受けた直江大和と宇佐美定満の両者は、ようやく病が癒いえて回復した景虎に越後を巡めぐる事態が急変したことを告げると、ただちに景虎とともに二条御ご所しよを訪問していた。

　晴信の和睦破りを知った景虎は、

「武田晴信め……！　将軍さまから信濃守護職を得た上での和睦ですら、紙切れ一枚の空約束に過ぎなかったというのか……！」

　と激しく怒いかり、「この上はただちに川中島へ攻せめ込んで武田晴信と決戦したい」と願ったが、その身は精せい鋭えい五千の越兵とともに遠く離れた京にある。さしもの長尾政景といえども春日山城に預けてある守備兵だけでは、越中と川中島での二正面作戦は不可能だ。

　足利義輝は「そうか。武田晴信は、余が結ばせた和睦をもう破ったか……足利幕府の復興は、一朝一いつ夕せきにはいかぬな」と苦り切っていた。

「義輝さま。常におそばに侍はべられておられる、細川藤孝どのは？」

「藤孝は、景虎、そなたが病を発して寝ね込んだその日から母方の実家に戻っておる。なにやら急ぎの仕事があるとかでな」

「母方の……？」

「吉よし田だ神社よ。新しい神しん道とうの体系を築き上げた家だ。藤孝は、武家の頭領・足利を実父に持ち、神官を母に持つ、一風変わった出自でな。その上、御所の公く家げどもとも交流も深く、三さん条じよう西にし家より一子相伝の『古こ今きん伝授』を伝承されているほどの異能の男よ。大軍を進退させる兵法の才ではそなたには及およばぬが、あれはある種の超ちよう人じんだな。今回の仕事は神道関係のものらしいが、武辺者の余にはさっぱりわからん。わはは！」

　ともかくこのまま京に座していてはお嬢じようさまは越後を失陥いたします、と直江大和が切りだしていた。

「わたくしはあと一年、二年は晴信は動くまいと読んでいたのですが、あまりにも動きが早い。まるでお嬢さまを川中島へ誘さそっているかのような」

「直江の旦だん那な。どうしても晴信は景虎と決着をつけたいらしい。手て遅おくれになる前に越中を平定し、武田軍を川中島に釘くぎ付づけにしなければならねえな。越中の神保家はさほど強くはないが、一揆衆と組んでいる。時間を与あたえれば与えるほど兵力は増える。あなどれねえぜ」

　宇佐美定満が、将軍義輝を納なつ得とくさせるために、直江の言葉を補足していた。

「お嬢さまは民たみとは戦いたくないという主義ですしね。神保家の主立った一族を殺し尽つくせば片付きますが、それもお嬢さまはよしとしないでしょうし。残念ながら、お嬢さまを管かん領れいとして京に留め、天下を采さい配はいしていただくというわたくしの夢も……」

　ここまで実によくやってくれた。直江には感謝しているが、やはり武田晴信を倒さねばこの景虎は一歩も先へ進めない、と景虎はうなずいていた。

　宇佐美定満が「なんかもう五年も十年も川中島で武田と戦っているような気分になってきたぜ！　おかしくねえか、直江の旦那？　まるで、川中島の狭せまい空間の内側で、時間がぐるぐると輪りん廻ねしているかのような……！」と髪かみをかきむしっていると。

「これで景虎は否いや応おうなしに越後へ戻らねばなるまい。他ほかに選択肢はなく、管領就任を望む義輝に気き遣づかう必要もなくなった。まさしく『天の時』だ。この関白が景虎とともに越後へ下向し、関東公方となり、東国において『公武合体』の夢を実現せよ、と天が命じているのだ！」

　すでに完全に武家と化した姿で、室内に入ってきた者がいた。

　近衛前久だった。

　義輝は（うむう。この場に弁べん舌ぜつ巧たくみな藤孝がいてくれれば、この男をうまく説得できるのだろうが、余ではもはや止めきれん）と、自分のもとから「天の時」が去って行く痛みを胸に感じながら、目を閉じていた。

「よいな義輝。私は、越後へと下向するぞ」

「いや、しばし待て。ご高こう齢れいとなられた姫巫女さまがまもなく退位される。新たな姫巫女さまの即そく位い式しきが近い。関白たる者が姫巫女さまの即位式に出席しないなど、前代未み聞もんだぞ」

「……そうであったな。ならば、即位式までは京に留まろう。越後下向は即位式を終えてからにせねばなるまい。だが景虎はただちに越後へ戻もどさねばならんぞ、義輝」

「……どうしても、公家でありながら関東公方となり、西国と東国、武家と公家とを一体化させるという無む謀ぼうな夢を捨てられぬのか、近衛よ」

「むろん。長尾景虎という英えい雄ゆうが越後に現れたことこそ、わが夢が天の時を得た証あかし。私は、たとえお前に止められようとも、越後へ行くぞ。そして、広大な関東の地を御所と幕府の支配下に──いわば幕府の『天領』と成すのだ。三好の執拗なまでの強さは、背後に四国を押さえていることから来る。われらは、関東を押さえればよい。幕府復興というお前の悲願も、それで果たされる」

「だが武田晴信をどうする、近衛！　余が斡あつ旋せんした和睦すら平然と破棄するあの者を！　たしかに景虎は強い。しかし関東遠えん征せいなど、武田晴信がいる限りは不可能だ！　景虎が関東へ出兵すれば、またしても晴信は川中島に現れ、越後を窺うかがう。いつまでも同じことの繰くり返しにしかならんぞ！　しかも、北条家と反北条勢力が激しく戦っている関東へと景虎が本格的に参戦すれば、景虎は関東に縛しばられ、もはや上洛できなくなる！　それでは、足利幕府は──そして、景虎は──」

「景虎の心はすでに関東へと。わが夢に、共感してくれている」

「景虎は、自分を頼たよってくる誰だれの願いをも聞き遂とげようとしているだけだ。愚ぐ直ちよくなまでに、男たちの夢を背負い続けているのだ！　だが関東遠征だけはならん！　公家が関東公方になるなど、実現不可能な世よ迷まい言ごとよ！」

「私は北きた畠ばたけ顕あき家いえとなるべく、剣けんを習い、弓きゆう馬ばの修しゆ業ぎように明け暮れてきた！　それでも私を武家として認めぬのか、義輝！　公家に生まれた者は、しょせん死ぬまで公家に過ぎぬと、腹の底で私を低く見ていたのか!?」

「低く見ているのではない。余が足利家の男であると同じに、そなたの身体からだに流れる公家の『血筋』は、どうしようもない事実だ！　とりわけ武家の国・関東ではそうだ！　そなたは学を修め武道を修めたが、関東武士というものを知らん。近衛家を主家として尊重し、そなたを厚こう遇ぐうしてきた薩摩の島しま津づ家などとはまったく違ちがう！　そなたの失敗に、景虎を巻き込ませるわけにはいかぬ！」

　将軍・足利義輝と、関白・近衛前久は、今や景虎を巡って決けつ裂れつ寸前となっていた。互いに至近距きよ離りから睨にらみ合い、今にも抜ばつ刀とうして戦いはじめんばかりの勢いで口論を続けた。

　景虎は、「お、お二人とも、おやめください。義兄弟にして、武家と公家の頂点に立つお方同士が、仲間割れなど……」とけんめいに二人をなだめたが、景虎抜ぬきでは幕府復興は成り立たないと知っている義輝と、景虎を得た今こそが公武合体の夢を実現する最初で最後の機会と知っている近衛は、まったく譲ゆずらない。

　越後で複数の男たちから同時に求きゆう婚こんされた時以上に、景虎は惑まどっていた。

（このままでは、三好松永から幕府の実権を奪い返すどころか、御所と幕府とが敵同士になってしまう。なぜだ。なぜ、わたしが現れると、男たちの友情にひびが入り、わたしを巡って争いはじめるのだろう……義輝さまも近衛さまも、戦国日ノ本の混乱に終しゆう止し符ふを打つべく高こう邁まいな志を遂げようとしている無む欲よくで無私なお方なのに、なぜこんなことに）

　どのみち景虎は、このままではまたしても「武田晴信」という存在に引かれて越後へ戻るしかない──。

　景虎の生涯が壮そう大だいな徒労に終わろうとしている。そう悟さとった直江大和はこの時、足利義輝に目め配くばせしていた。

　お嬢さまを関東へ連れ去ろうとする近衛前久をこの場で暗殺せよと将軍がお命じになれば、ただちに決行し、わたくしは自害いたします、と──。

　しかし、宇佐美定満が、その直江の腕うでをぎゅっと握って、（立ち上がるな）と無言のうちに直江を制止していた。

（「直江大和乱心」というおためごかしで事件を処分しようとしても、必ず景虎にも責が及ぶ。てめえが養女に取った与よ六ろくにもな。関白ってのは、人間のうちでもっとも高貴な『血』を引く公家の中の公家だけが上り詰つめることのできる、いちばんの頂点なんだぜ。神に仕える巫女の一族である姫巫女さまは人間ではなく神の眷けん属ぞくだから、関白こそが日ノ本の人間界における至高の存在ってえことだ）

（そのような『血』による序列があるからこそ、乱世はいつまでも治まらぬではないですか、宇佐美さま──近衛前久は美しい夢に憑つかれていますが、まるで現実が見えておりません。当人に悪意がないだけに、かえって厄やつ介かいなのです。近衛をお嬢さまの生涯にかかわらせてはなりません。関白を関東公方にするための関東遠征など……！）

（邪じや魔まだから暗殺するってぇやり方は、義でもなければ慈じ悲ひでもない。それに直江、お前じゃ無理だ。近衛は強い。この場にいる男たちのうち、剣けん豪ごう将軍・義輝に次ぐ強さだ。やる時は、暗殺稼か業ぎように長たけたオレがやる。この、宇佐美定満がな）

（なりません！　あなたを失えばお嬢さまがどれほど悲しまれるか！）

（てめえを失ったって同じだ、直江！）

（わたくしはいつ死んでもお嬢さまが傷つくことのないよう、憎にくまれ口ばかりを叩たたいてきました。この場は、わたくしが──）

（馬ば鹿か野や郎ろう！　てめえの憎まれ口なんぞ、敏びん感かんな景虎が本気で受け取ってきたと思っているのか!?）

　直江大和と宇佐美定満の間にも、凄すさまじい緊きん張ちよう感かんが奔はしっていた。

　景虎は、ついに、「結論」を述べねばならなかった。

「え、越後へと帰き還かんし、越中の神保を平らげます。それで、武田晴信も川中島から兵を退ひくでしょう。義輝さま。わたしはいつか必ずや、後こう顧この憂うれいを断って一万の兵を率いて京に戻ります。それまでどうか、ご無理をなさらぬよう……今川義元の上じよう洛らくが実現することを、祈いのっております」

　足利義輝も、「帰るな」と景虎に命じることはできなかった。

「大義である。景虎、余はあきらめておらぬぞ。必ず、京で再会しよう。こんどこそ、余を支えてくれ」

「……御ぎよ意いです。ありがたき、幸せ」

　これで近衛前久の越後下向は止められなくなったと直江大和は顔を曇くもらせ、宇佐美定満もまた景虎の運命が暗転したことに心を痛めていた。義と、慈悲と、そして合戦。本来ならば並立しえないものを、景虎はすべて成し遂げようとあがき続けてきた。その結果──ついに、越中、信濃川中島、関東八州の三正面作戦へと、景虎は踏ふみ込みつつある。上杉憲政だけを担かつぐ関東遠征なら、まだ成功の可能性はある。だが、近衛前久がいては無理だ。関東武士たちが、関白の威い光こうに従うはずがない。むしろ反感を買われるばかりなのだ。

「景虎よ。私はそなたと、血判状を交かわす。今は義輝とこうして対立することとなったが、関東遠征は必ずや義輝のためとなる。武家と公家とがひとつになり、日ノ本をひとつの国と成すのだ」

　近衛前久だけが、関東遠征の成功を信じて涙なみだぐんでいた。近衛の最大の不幸は、西国に薩摩の島津家をはじめとする忠実な「家臣」を持っていたことだった。東国にはそのような武家はいない、という事実を実感することができなかった。かの北畠顕家は遠く奥おう州しゆうに拠きよ点てんを築き、関東から畿内へとがむしゃらに突つき進んで華はな々ばなしく戦ったではないか。関白たる私と軍神・景虎が組めば、関東平定と、関東からの上洛遠征とはともに可能だ。さほど日数は要さぬ。近衛は、そう信じていた。




　　　　※




　長尾景虎が越軍を率いて京から去った後──。

　吉田神社に籠こもり、不ふ眠みん不休で「仕事」を進めていた細川藤孝が、義輝のもとに久々に顔を出した。

「……寝ていないのか。お前。目に隈くまができているぞ」

「ええ。三条西家より伝承された『古今伝授』の解読作業を仕上げておりましたのでね」

「解読？　ついに成功したのか？　さすがだな、藤孝！」

「『古今伝授』のことはよろしいのです。殿との、なんとしても長尾景虎を引き留めねばなりません。殿と、そして足利幕府のために」

　すでに景虎は越後へ発たった。引き留めることはできん。引き留めれば、武田晴信が越後を奪うばい取ってしまう。あの者は将軍が結ばせた和議をも平然と破は棄きしてのけたのだ、と義輝は無念の思いを押し殺しながら藤孝の肩かたを叩いていた。

「……そうですか。間に合いませんでしたか。いや、たとえわたくしが間に合ったところで、景虎どのの運命を変えることはできなかったということですか……」

「近衛前久の越後下向の話が流れれば、まだ、わからぬ」

「それでは近衛さまを弑しいし奉たてまつりますか、殿」

「無理を言うな藤孝よ。将軍が関白を殺すなど、ありえん。そのような真ま似ねをすれば、足利将軍は朝敵となる。そうなれば都の混乱は応仁の乱どころでは済まんぞ。二条御ご所しよも、姫巫女さまのやまと御所も、なにもかもが焼き尽くされるだろう。もう人間は誰も、京では生きられなくなる。それほどの破は滅めつが訪おとずれるだろう。武辺者の余とて、それくらいはわかる」

「……でしょうね。まことに、人間個人の力は微び々びたるもので、運命に逆らうことは実に難しい。このままでは長尾景虎は、近衛さまとともに関東遠征へ向かうことに。三好松永と殿との政権を巡めぐる戦いは、いよいよ泥どろ沼ぬま化かします。殿のご命運は尽きましょう」

「だがまだ、今川義元がいる。すでに義元から密書が届いている。あの者は太原雪斎が整備した今川軍のほぼ全軍を率いて、上洛を開始した。美濃の斎藤家も、近江の六角家も、ともに義元の上洛に協力するという。野望の塊かたまりである武田晴信とて、同盟国の今川を止めることはできんぞ」

　そうはなりません、と細川藤孝は目を伏ふせていた──。

　それからしばらくして──「危急の事態あり」と、二人のもとに間者が姿を現していた。

「上洛を目指して行軍していた今川義元軍、桶おけ狭はざ間まにて織田信奈軍の奇き襲しゆうを受け、壊かい滅めつ！　今川義元は織田家に捕ほ虜りよとして捕とらえられ、今川家は一日にして東海の覇は者しやの座から転落いたしましたぞ！」

　足利義輝は「ば、馬ば鹿かな!?　あの、織田信奈が……たしかに、常人とは思えぬ英雄の器うつわではあったが……尾張一国の兵力であの今川に勝てるはずがない！」と思わず叫さけんでいた。が、細川藤孝はさほど驚おどろいた様子も見せなかった。あたかも、はじめから今川義元が桶狭間で敗れることを知っていたかのように。

　しかし、藤孝は「義元が生きている」という一点に、興味を抱いだいたらしい。

「……今川義元が、殺されずに捕虜に？　ほう……奇き妙みようなことになったようですね。もう少し、織田家について探さぐりを入れてきていただきたいのですが」

　間者は「御意」とだけ答えて、すぐに闇やみに消えていた。

「殿。これで歴史が動きます。今川義元が倒たおれ、織田信奈が歴史の表おもて舞ぶ台たいに。長尾景虎と今川義元を失った足利幕府は、三好松永との果てしない泥沼の如ごとき戦いへと。そして──」

「そして景虎は、近衛とともに関東遠征へ向かうであろうな。今川家が瓦が解かいすれば、東国の三国同盟は崩ほう壊かいする。扇おうぎの要たる義元を失った武田も北条も、大いに揺ゆれる。景虎は──行くだろう。三国峠を越こえるだろう。今川義元が倒れた分まで、自らが幕府を、余を支えねばならぬと覚かく悟ごし、関東平定事業を急ぐだろう」

　だがしかし、織田信奈はどうやって今川軍を倒した？　兵力差は圧あつ倒とう的だったはずだ、信じられん、と義輝は呻うめいていた。もしも織田信奈と長尾景虎の上洛時期が重なっていれば、あるいは──だが、二人は、すれ違った。かつて織田信奈が上洛した時には、まだあの者は尾張一国を統一したばかりで、しかも美濃の斎藤義よし龍たつが織田信奈を暗殺すべく京に刺し客かくを放っていた。あのような状じよう況きようでは、織田信奈を長く京へ留とどめることなど到とう底ていできなかった。悔くいても、はじまらん。

　それに──織田信奈は、足利幕府の権威などを認めていなかった。余と目を合わせた瞬しゆん間かん、あの幼い娘むすめの瞳ひとみは、燃えるように輝かがやいていた。わたしが望むものは「天下」、と堂々と余に挑ちよう戦せん状を叩きつけてきた。武田晴信も、あのような目の持ち主なのだろう。戦乱を終わらせ天下を治める者は、あるいは武田晴信か、織田信奈。この二人のうち、いずれかではないのか。足利幕府は、やはり消え去る運命なのではないのか。

「殿。殿のお感じになっていることは、わかります。ですが、そうはさせません。殿にはこの細川藤孝がおります──」

　藤孝はいかにしてこの余の逆境を覆くつがえすつもりなのか、義輝は考えたが、わからなかった。この異才を誇ほこる異母弟の考えは、愚ぐ直ちよくな義輝にはまるで読めなかった。ただひとつ、はっきりしていることがあった。それは、長尾景虎が近衛前久とともに関東遠えん征せいを実行する「時」が来てしまった、という動かしがたい現実だった。







　第二話　関かん東とう遠えん征せい







　ついに上洛軍を興おこした「海道一の弓取り」今いま川がわ義よし元もとが、尾お張わりを統一したばかりの弱小姫ひめ大名・織お田だ信のぶ奈なに敗北し捕らわれる──「桶おけ狭はざ間まの合戦」の衝しよう撃げきは、戦国日ひノ本もとの情勢を一気に覆した。

　自前の領土も兵もほとんど持たない剣豪将軍・足あし利かが義よし輝てるによる新生足利幕府構想は、「管かん領れい・長なが尾お景かげ虎とら」と「副将軍」足利一族の名門・今川義元を武と政まつりごとの両輪としてはじめて成立するものであり、その義元が織田家に捕らわれて今川家が「死に体」となったことは義輝の構想が破は綻たんしたということを意味していた。

　太たい原げん雪せつ斎さいと今川義元の双そう方ほうを失った今川家は、義元の母・寿じゆ桂けい尼にの奔ほん走そうによってかろうじて空中分解・消滅を免まぬかれたが、それでも今川家の崩壊を止めることはできなかった。雪斎が「義元の新たなる軍師」と見込んでいた三み河かわの松まつ平だいら元もと康やすは、生まれ故郷の岡おか崎ざき城に帰還し、幼なじみだった織田信奈と同盟した──これで三河は織田家の領域となり、今川家の上洛の道は断たれた。もっとも、義元が織田家に捕らわれているのだから、その時点でもはや今川家の上洛など夢のまた夢となっているのだが──。

　こうなると、武たけ田だ晴はる信のぶと山やま本もと勘かん助すけが越えつ中ちゆうの国こく人じん衆や一いつ揆き衆を動かして長尾景虎を越えち後ごへ押し戻もどしたことは、かえって裏目となった。

　対長尾景虎同盟とも言える「三国同盟」は、事実上、破綻。

　越後へ帰還した長尾景虎は生しよう涯がい初の越中一揆討とう伐ばつへと向かっていたが、すぐに片を付けることは間ま違ちがいなく、「景虎はいよいよ関東管領・上うえ杉すぎ憲のり政まさを奉ほうじて関東へ遠征してくる」「将軍足利義輝が景虎に関東遠征の許可を与あたえ、関白・近この衛え前さき久ひさが越後まで下向してくる」という噂うわさが東国全土を駆かけ巡った。

　武田家も、北ほう条じよう家も、関東の反北条勢の大名たちも、混乱した。




　いずれにせよ、上洛して将軍の近衛兵として働き畿き内ないの混乱を鎮しずめるという志を晴信に妨ぼう害がいされた長尾景虎が激げき怒どしていることは間違いない。景虎が次に進むは関東か、川かわ中なか島じまか。武田晴信は急きゆう遽きよ、躑躅つつじヶが崎さき館やかたで評定を開いた。

「勘助。今川義元の将星が落ちること、お前の宿すく曜よう道どうでは読み切れなかったな。なにが起きている？」

「そ、それが、わかりませぬ……」

「わからない、とは？」

「……ううむ……何者かがそれがしの宿曜道の力に干かん渉しようし、今川義元の運命の軌き道どうをねじ曲げているとしか思えませぬ……」

「たしかに今回の桶狭間の合戦は、異様なことだらけで、あたしにもさっぱり理解できない。義元は織田信奈に捕らわれていながら出家もせず、首も刎はねられず、織田家から客人待たい遇ぐうを受けて生かされたままになっているという。織田信奈といううつけ姫が侮あなどれない切れ者だということは、尾張に放った歩き巫み女こたちから聞かされていたが、同時にヘンなサルを飼って連れ回している奇妙人だということも聞いている。『今川家』と『駿する河が遠とお江とうみ』を放置して東とう海かい道どうを切り取りに来ない織田信奈の心中が読み切れない。これほどの大勝利を収めていながら、なぜ国を奪いに来ない？　今川家はもう崩壊寸前なのだぞ。織田信奈はあたしと同様に銭ぜにに細かい実利主義者だという。景虎のような義将ではないはずだ──もしかして織田信奈は東国を捨て置いて、機を窺うかがい軍を率いて上じよう洛らくするつもりだろうか。だとすれば、あれは恐おそろしい姫武将だぞ」

　山本勘助も、晴信と同意見だった。天下には、いそうにもない英えい雄ゆうがいるものだ、と感かん嘆たんしていた。それにしても解げせない。義元は日ノ本史上に残る大敗北を喫きつしていながら、なぜ生きているのだ。今川義元の「天命」を操作している者がいるとしか思えない。そうか。それがしがあの夜に見た「天命を動かす者」の宿星。尾張へと落ちていったあの星は、織田信奈のもとに！　ならば。「天命を動かす者」は、織田信奈を選んだということか？

　だが、まだだ。この事態を奇貨として、御お屋や形かたさまを天に押し上げてこその軍師！

「おそれながら御屋形さま──これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機です。川中島より直なお江え津つに抜ぬける北の道、突とつ破ぱは容易ではござらん。しかし、雪斎と義元なき駿河を奪うは、卵の殻からを破るが如き容易たやすさ。当初の計画通りに、駿河を奪う時が来たかと。名目は、当主を失った今川家を武田家が保護し、義よし信のぶさまの奥方の松まつ姫さまに今川家の家か督とくを継つがせ、今川と武田の両家を合体させるということでよろしいでしょう。なにしろ松姫さまは義元の妹です。寿桂尼どのをはじめとする今川家の人々は、武田家に準ずる待遇を与えて手厚く保護すればよいのです。事実、当主不在となった今川家は、自力では駿河を守りきれませぬ」

「しかし三国同盟は形式上まだ生きている。武田から同盟を一方的に破棄すれば、今川家の残党はともかく、小お田だ原わらの北条氏うじ康やすが黙だまってはいまい。義理人情の問題ではない。あたしを『同盟破りの女』とみなし、駿河防衛を名目に駿河へと兵を入れて武田に敵対するだろう……景虎を越後に呼び戻してしまった以上、武田は今、北条と揉もめている場合ではないぞ、勘助」

　駿河が敵方に奪われれば、その隣となりの小田原も危あやうい。御屋形さまが同盟を破棄せずとも、北条氏康は小田原の西を固めるために駿河を併へい吞どんするでしょう、同盟国を保護するという名目で。結局は早い者勝ちです、と勘助は脂あぶら汗あせを流しながらこんこんと説いた。

　織田信奈の勢力が東へと伸しん張ちようしてこないことが、事態を複雑にしていた。普ふ通つうに考えれば、織田信奈は三河、遠江、駿河へと一いつ気き呵か成せいに今川方の領土を蹂じゆう躙りんするべき好機なのだ。

　副将の信のぶ繁しげは、

「姉上の思いのままに。長尾景虎が現れて以来、姉上は川中島に固こ執しつしてもともとの目標を見失っている。海を目指し駿河へ向かうか、東とう山さん道どうから上洛するべく美み濃のへ向かうかは、姉上が決めること。わたしたち武田一家は、総力をあげて戦うわ」

　と姉の晴信に判断を委ねた。そもそも対景虎防衛同盟である三国同盟は、上洛を目指す武田家にとっては「足かせ」でしかない。今川義元の上洛が成功していれば、武田は今川の下風に立たされるところだったのだ。だが、そうはならなかった。こんどこそ、長尾景虎との不毛としか思えない川中島での局地戦に終しゆう止し符ふが打てるかもしれない、と信繁は期待していた。

　しかし弟の義信が、駿河攻ぜめに猛もう反はん対たいした。

「待てよ姉上！　勘助もだ！　駿河今川家は俺の妻の実家だぜ？　親おや父じどのだっているんだ！　駿河に兵を入れて奪うばうっていうのなら、俺と松との政略結けつ婚こんはいったいなんだったんだ？　まして松は姫武将じゃねえ！　傀かい儡らいにするなど、俺は絶対に認めねえからな！」

　義信は義理堅がたい。その上、飯お富ぶ兵ひよう部ぶとの淡あわい恋こいを断念してまで三国同盟成立のために今川家から松姫を妻として迎むかえている。駿河攻めは、義信にとっては飯富兵部と松姫に対する二重の「裏切り」に他ほかならない。

　晴信にも、義信が激怒する理由は痛いほどにわかっていた。いまだ妻を迎えていない朴ぼく念ねん仁じんの勘助ですら、義信の意見を押し殺すことははばかられた。

「にんにん。ずいぶんと揉めているでござるなあ。大おお殿とのさまより密書を授さずかってきたでござるよ」

　駿河からふらりと戻って来た猿さる飛とび佐さ助すけが、天てん井じようにぶら下がりながら、晴信の胸元へと武田信のぶ虎とら直筆の密書を放り投げていた。

　武田信虎は駿河に追放されて以来、しばらくは荒あれていたが、近ちか頃ごろは今川家のもとで悠ゆう々ゆう自適の日々を過ごし、時には京を訪おとずれて御ご所しよの公く家げや幕府の要人たちとも会見し、完全な「隠いん退たい生活」を送っていた。駿河で妻と子を新たに成して、そうとうにもうろくしているという噂まであった。しかし、それらの信虎の昼ひる行灯あんどんぶりは、すべて演技だった。娘の晴信に駿河を奪わせるべく、東とう奔ほん西せい走そうして暗あん躍やくしていたのだ。すべては今川家の監かん視しの目をすり抜けるための芝しば居い。京と駿河を往復しながら遊び暮らす日々の裏では、今川家の内部に潜ひそむ親武田派の面々の調略に奔走していた。

『当主の義元を織田信奈に捕らわれ、松平元康に離り反はんされた今川家は完全に空中分解した！　晴信よ、とうとう決起の時が来た。今じゃ。ただちに同盟を破は棄きし、駿河へと出兵し、駿すん府ぷ城を奪い取るのじゃ！　義元が率いていた上洛軍三万は四散し、今や駿河は空白地帯も同然じゃ！　そなたが甲か斐いよりただちに駿河へと兵を進めれば、わしは同時に内部から親武田派の面々を蜂ほう起きさせようぞ。反対するだろう太た郎ろうにもよく言ってきかせよ！　義では家は守れぬ。海を制さずして武田家の存続はない、と！』

　お慎つつしみを、と止めていたのに……父上の身が危うい、と晴信はほぞを嚙かんでいた。

「三万の上洛軍が幻まぼろしの如く霧む散さんした今なお、太原雪斎が残していった今川家の諜ちよう報ほう組織は健在だ。父上の内部工作はすぐに今川方に知られることになる！」

　山本勘助も身を乗り出していた。信虎の追放を具申し実行させた勘助ではあるが、信虎を死なせるつもりはない。それでは、晴信は「父殺し」の娘ということになってしまう。

「左様。大殿さま……信虎さまは以前から今川家に『油断ならぬ者』と目をつけられておりますれば、今川方に討うたれる恐れ、大。これまでは今川家が強大だったからこそ、信虎さまは捨て置いても構わぬ程度の存在とみなされ、安全だったのです。しかし今の溺おぼれる今川家には、信虎さまを泳がせておく余よ裕ゆうなどございませぬぞ。信虎さまを救きゆう援えんすべく駿府へ出兵なされますか、御屋形さま？」

「いや……出兵すれば、父上は殺される。あの鷹おう揚ような義元ならば父上が謀ぼう略りやくを企たくらんでいる証拠を摑つかんでも殺しはしなかったろうが、その義元がもういないのだ。父上を駿河から甲斐へとお迎えするのが先だろう。その後から、駿河へと出兵し奪おう。まだ間に合う」

「あいや。信虎さまを甲斐へ戻せば、武田家は混乱いたしますぞ。必ずや、信虎さまと御屋形さまの間で権力争いが繰くり返されまするぞ」

「姉上。わたしも、勘助と同じ理由で甲斐へ父上を戻すことには反対よ。姉上と父上の和解は、必ず果たさねばならない。でも、まだ早すぎる。姉上が上洛を果たし、天下を手中にしてからよ。主君が二人並び立てば、武田家は崩ほう壊かいしてしまう」

「待てよ姉上！　次じ郎ろう姉さんもだ！　駿河出兵がいつの間に既き定てい路線になっちまったんだよ？　断固として、俺は反対だっ！　だいいち義理を破れば破るほど、長尾景虎は姉上を倒たおすべき敵かたきといよいよ憎にくんで攻せめかかってくるぜ！」

　晴信は（命の危機にある父上を迎えたくとも迎えられない……これが「父を裏切った娘むすめ」が支し払はらうべき代だい償しようなのか……）と思わず落らく涙るいしそうになり、慌あわててうつむいていた。

　そんな晴信の姿を天井にぶら下がりながら眺ながめていた佐助が、「駿河でバナナを盗ぬすんできたでござるよ。御屋形さまもいかが？」とバナナを放り投げて苦笑した。

「軍師どのも、御屋形さまも、心配ご無用でござるよ。大殿はその密書を拙せつ者しやに渡わたした直後に、今川方から追っ手を差し向けられて、からくも船で伊い勢せへと逃にげたでござる。かく言う拙者もさんざん追いかけられたでござる。大殿の動き、今川方には最初からバレバレだったようでござるよ。なにしろ目立つお方ですからなあ、うきゅきゅ」

「伊勢へ!?　父上が!?」

「なぜ伊勢なの、佐助？」

「『今、わしが甲斐に戻れば、必ずや晴信と揉める。わしには、今の晴信は川中島なんぞで長尾景虎という一種の変人と鬼おにごっこをしながら遊んでいるようにしか見えぬ。わしを甲斐から追放しておきながら、実にふがいない。許せぬ。斬きりたくなる。この父が邪じや魔まになり動けぬというのならば、海路より西のかた伊勢へと去ろう。必ずや駿河を奪えと晴信に伝えよ』、と──」

　山本勘助が、「なるほど」と膝ひざを打ちながらうなずき、

「すでに尾張・三河は下げ克こく上じようの家・織田家の勢力内ですから、信虎さまは入れませぬ。織田信奈は容よう赦しやなく信虎さまを捕とらえるでしょうから。ですが伊勢は名門・北きた畠ばたけ家と伊勢神じん宮ぐうの神人どもが治める古き国で、以前にも信虎さまは伊勢詣でと称して北畠家を訪問しております。敢あえて北条家へ向かわれなかったのは、やはり御屋形さまに三国同盟を破棄させて駿河を盗とらせるため」

　と、信虎の思考の流れを晴信たちに伝えた。

　晴信は、目をしばたたかせながら、

「伊勢とはまた、はるか遠くに行ってしまわれた……父上。駿河を奪ったのちは織田信奈と戦い、東海道筋を西進して自分に会いに来い、そう仰おつしやるのですね。今川家なき今こそ、武田が天下を盗る道が目の前に開けた。東海道を堂々と進軍して、瀬せ田たに武田の旗を立てよ、と」

　と唇くちびるを嚙みながら、「駿河攻ぜめを」と号令を発しようとした。

　だが、律りち儀ぎな義信はなおも反対した。

「松を傀儡当主にはさせねえ。俺は松を離り縁えんして駿河へ追い返すぜ、姉上！　どうして姉上も次郎姉さんも、親父どのをそこまで恐れる？　親父どのを甲斐に呼び戻もどしてさっさと和解すればすむことだ！　今さら、斬り合いになんかならねえ！」

「義信。お前が怒おこる気持ちはわかる。駿河を奪うから妻と離縁しろ、とは言えない……しかし、今、武田がこのまま座して動かねば、天の時を摑み損ねてしまう。置き捨てられている駿河を、誰だれかが必ず奪う。父上が伊勢へ向かわれた今こそ、駿河攻めの好機なのだ」

「駿河の次は伊勢かよ。親父どのは、次は京まで行っちまうぜ！　どんどん遠ざかるばかりじゃねえかよ！　いい加減に仲直りしやがれ！　俺は駿河攻めには絶対に賛成しねえ！」

「でも太郎。いずれ長尾景虎は川中島へ来るわ。わたしたちがどれほど止めても、そうなったら姉上はまたしても川中島へ向かう。膨ぼう大だいな時間と将兵が川中島で浪ろう費ひされ、武田は駿河攻めの機会を逃のがしてしまう」

　信繁が義信を説得しようとしたが、義信は、首を縦に振ふらなかった。

「俺は、碓氷うすい峠とうげを越こえて上野こうずけを奪い取る。真さな田だ幸ゆき隆たかが上野に詳くわしい。あいつを軍師として北関東に武田の拠きよ点てんを作る！　駿河の代わりに上野をぶんどってくる。長尾景虎も、関東への玄げん関かん口となる上野を俺に奪われれば、川中島なんぞ放置して三み国くに峠を越え、関東へと出てくる。そこを北条と武田の連合軍で叩たたけばいい。さしもの毘び沙しや門もん天てんも、北条と武田の連合軍が相手なら、勝てる道理はねえ！　姉上と景虎の長年の争いに決着がつく！　それでいいだろう！」

　真田幸隆は、北きた信濃しなのを追われて上野の上杉憲政のもとに寄宿していたことがある。たしかに、上野の情勢を熟知しているし、上野には箕みの輪わ城主・長なが野の業なり正まさをはじめ、かつての仲間が割かつ拠きよしている──。老将・長野業正は、上杉憲政が越後へ亡命して以後も、関東管かん領れい家の家臣として上野に割拠し、絶望的とも言える反北条の戦いを続けていたのだ。

　晴信も信繁も、この義信の戦略に反論することができなかった。

　対景虎戦の主戦場を川中島から関東の上野へ移せ、北条との連合軍を成立させて関東で景虎を叩け、そのために今川家との信義を守れ、というのだ。

　どうやら真田幸隆どのが、奥方と晴信さまとの間で板いた挟ばさみになり苦く悩のうしておられる義信さまを見かねて入れ知ぢ恵えしたらしい、と勘助は気づいた。

「御屋形さま。真田どのが動いてくれれば、西上野までは奪えるでしょう。武蔵むさしを支配する北条どのと、西上野を奪った武田とがともに景虎の関東遠えん征せい軍を待ち受ければ、挟きよう撃げきが可能です」

「だが川中島でこんどこそ景虎に勝つために進めている海かい津づ城の普ふ請しんはどうする、勘助」

「そちらは、この勘助と春日かすが弾だん正じようとで、着々と進めて参ります。越後へ戻ってきた景虎の目をできるだけ関東に引きつけておき、その隙すきに海津城を完成させてしまいます」

「……わかった。義信、真田とともに必ず箕輪城を落とせ。しかし、長尾景虎が関東へ出てくるまでの短い期限だ。もしも失敗すれば、駿河攻めに移行するぞ」

「任せておけ、姉上！　いいな！　親父どのをさっさと迎えろよ！　親父どのも姉上も頑がん固こすぎる！　日を置けば置くほど、どんどん遠ざかっていくぞ！」

　そうか。景虎とだけではなく、あたしは父上とも鬼ごっこを続けているのか、と晴信は嘆たん息そくしていた。そもそも、父上を追放した瞬しゆん間かんから合戦と謀略の日々にのめり込んでいた。それ以来、あがけばあがくほど、足あし下もとまで泥どろ沼ぬまにはまっていくような。

　戦えば戦うほど、「幸福」が遠ざかっていくような。

　そんな、気がした。

　あの、なにがあっても動じずに笑いながら受け流してしまう今川義元は今頃、自分を倒して捕らえた織田信奈のもとでなにを思い、どのように生きているのだろうか、とも。義元は今、歴史に名を残すほどの生いき恥はじを晒さらしている。あたしならば、耐たえられるだろうか、と思った。

　本来ならば、父上ではなくあたしが今川家へ義ぎ妹まいという名の人ひと質じちとして送られるはずだった。その運命を受じゆ諾だくしていれば、あたしはおそらく今頃、織田信奈のもとに捕らえられていただろう。あたしと勘助が運命に抗あらがわなければ、そうなっていたのだろう。

　そのような人生も、あるいは、それはそれである意味においては幸福だったのかもしれない、少なくとも合戦と謀略とで心身を消しよう耗もうし、たいせつな人々を死地に追いやる辛つらさを味わうことはなかった、と晴信の心は揺ゆらいだ。だがもう、後戻りはできないのだ。逃げていく者がいるのならば、どこまでも追いかけて、手に入れるしかないのだ。

「……姉上……」

　信繁が晴信の手を握にぎりしめている姿を睨にらみながら、義信は吼ほえていた。

「姉上も次郎姉さんも、いい加減に婿むこを取ればいいんだ。いつまでも姉妹しまいでくっついて、二人して男を寄せ付けねえから、俺や親父どのの気持ちがうまく伝わらねえんだ。まあ、いいや。俺が勝ちゃいいんだ、勝ちゃあよう！　行ってくるぜ！」




　　　　※




　今川家の崩壊。松平元康の離反に続き、武田信虎の出しゆつ奔ぽん。そして「武田晴信が駿河を狙ねらっている」との情報を、風ふう魔まが摑んでいた。三国同盟は、消しよう滅めつの危機に瀕ひんしている。そして、上じよう洛らくし将軍のもとに留とどまって三み好よし松まつ永ながと泥沼の戦いを繰り広げるはずだった長尾景虎は、越後に舞まい戻ってきている。

　織田信奈の彗すい星せいの如ごとき出現によって、「今川が西へ向かい、北条が関東を支配し、武田が越後へと向かう」という三国同盟戦略のなにもかもが破は綻たんしている。「駿河攻こう略りやく」の最大の足かせだった父・信虎が駿河から出奔した以上、武田晴信が「駿河攻略」という今まで隠かくしてきた野望を顕あらわにすることは間ま違ちがいない。すでに時間の問題と言っていい。

　北条家でも、軍議となった。

　小田原城で、風魔から次々と情報を受けていた北条氏康はもう、生きた心ここ地ちがしなかった。武田北条と結んでいる今川義元が上洛に成功すれば、必ずや京で長尾景虎と対立し、畿内の情勢は応おう仁にんの乱の時のようにぐちゃぐちゃになる。なにしろあの「妖よう怪かい」とも言うべき松永久ひさ秀ひでが絡からんで毒を振りまくのだから、親武田北条の今川と反武田北条の長尾がうまくいくわけがない。最終的には今川も長尾もどちらも共とも倒だおれ。剣けん豪ごう将軍は立派な志はあるけれども、東国の情勢をまるで理解できていないわね、と笑っていた矢先のこの事態急変である。

「織田信奈っていったい何者なの。どうやって今川義元率いる三万の上洛軍を倒したの。義元は出家もせずに織田家に捕らわれたままのうのうと暮らしているというし、訳がわからないわ！　保護するという名目で駿河を奪うばいましょう！　そうしないとあの強ごう欲よくな晴信が駿河に来る！　三国同盟が決定的に破綻すれば、長尾景虎の関東遠征にはもう対たい抗こうできないのよ！」

　氏康を悩なやませている事態がもうひとつ。

　弱り目に祟たたり目──関東全土で、未み曽ぞ有うの大だい飢き饉きんが発生していたのだ。

　民たみも武家すらも、餓うえはじめていた。

「ふぉっふぉっ。まだ三国同盟は生きておるぞ、お嬢じよう。武田晴信は駿河ではなく、西上野へと出兵して箕輪城を押さえ、長尾景虎の関東遠征を牽けん制せいする、と使者を送ってきおった。西上野の領有権を認めてくれるならば、ともに景虎と上野で戦える、とな」

　おばばこと最長老の北条幻げん庵あんが笑った。

「どちらにしても火事場泥どろ棒ぼうだわ！　武田晴信、あの女は……！　放置しておけば、絶対に駿河を奪うに決まっている！」

「でも西上野への武田軍の駐ちゆう屯とんを認めなければ、長尾景虎を相手に単独で戦うことになっちゃうよ、お姉ちゃん」

　のんびりした性格の妹・北条氏うじ政まさが、ご飯に汁しるをかけながら呟つぶやいた。あまりにも関東の食しよく糧りよう事情が切せつ迫ぱくしているので、氏康は「民の苦しみは北条の苦しみ」と宣言して年ねん貢ぐを大おお幅はばに減げん免めんした。だから北条家の人間もみな、汁かけご飯でかさ増ししているのだ。

「氏政！　汁はいちどで全部かけきりなさい！　どうして、何度も注つぎ足すのよ？」

「えー。だって、うまく目分量ではかれないよ。いちどじゃ、かけきれないよ～。かけすぎたら、溢あふれちゃうじゃない」

「ああもう。つなは、どうすればいいと思う？　ほんとうに晴信は悪あく辣らつだわ。こんな時に限って、いつもの川中島出兵にかからずに、関東に景虎をおびき寄せる餌えさを撒まくだなんて！」

　氏康と幼い頃ころからともに育てられてきた義妹の北条綱つな成しげが、珍めずらしく軍議の席で口を開いた。綱成は駿河から亡命してきた外と様ざまの娘むすめで、北条の血を引いていないために、このような席では常に立場をわきまえて控ひかえている。が、北条家が擁ようする最強の武将である。河かわ越ごえ夜よ戦いくさも、河越城に籠ろう城じようする綱成と、奇き襲しゆう部隊を率いて河越城救きゆう援えんに駆かけつけた氏康との呼吸がぴったりと合っていたからこそ、奇き跡せき的な勝利を得ることができたのだ。

「……姉上。最善手は、風魔を動かして織田家から今川義元を救出し、駿河の国主の座に復帰させる、これだと思います。今川義元さえ駿河に戻れば、武田晴信は駿河を攻せめる口実を失います。ですが」

「だけど、どだい無理な話ね。かといって、北条が今、今川家の保護を名目に駿河へと出兵すれば……駿河は簡単に奪えるけれども、晴信とあとあと直接対決させられる羽目に。織田信奈は狡こう猾かつだわ。義元の身み柄がらだけを奪って、今川領を完全に放置するだなんて……なんて奴やつなのかしら。義を知らしめるためと称しようして城も奪わない馬ば鹿かな戦を繰くり返す景虎や、目先の領土欲しさにいつもあくせく戦っている晴信よりも、織田信奈のほうがずっと厄やつ介かいかもしれないわね」

　西上野へ晴信が兵を出したということは、いずれにしても長尾景虎は関東へ来る。これが、北条一族の出した「現実的」な結論だった。氏康は、甘い希望的観測などはいっさい持たない。むしろ、最悪の事態を常に想定して動く。それでもなお、現実はその想定を飛び越して最悪の中の最悪へと至ることがあるのだ。今がそうだった。義元が織田信奈に敗れ、関東が飢饉に襲おそわれ、上洛したはずの景虎が東国に戻ってくるなど、さすがの氏康もこれほどに最悪が重なるとは考えていなかった。

「おばば。氏政。つな。晴信が西上野で暴れている隙に、われら北条は東の仇きゆう敵てきを片付けましょう」

「関東諸将のうち、反北条家の旗はた頭がしらといえば、お嬢──関東管領に忠節を貫つらぬいてきた箕輪城の長野業正と、そしてもう一家」

「そうよ。南なん総そうの里さと見み家よ！　景虎が関東に出兵してくる前に里見家を徹てつ底てい的に叩いて動けない状態にしておけば、残りの連中は越後人の景虎なんかには従わないわ！　常陸ひたちの佐さ竹たけ義よし重しげ、武蔵の太おお田た資すけ正まさや成なり田た長なが泰やす、下野しもつけの宇う都つの宮みやや小お山やま。どいつもこいつも坂ばん東どう武士らしく気位が高く、関東管領にすらまともに従わなかった連中よ。ただ、忠義心に篤あつい長野と、南総に里見独立王国を築き上げて北条と徹底的に争おうという強きよう烈れつな戦意を持つ里見だけは違う。長野は晴信に任せ、われらは里見家の本城・久く留る里り城を攻めるのよ！」

　決して景虎と里見を合流させてはならぬということじゃなお嬢、と幻庵がこくりこくりと半ば寝ね落ちしながらうなずいていた。

「急ぐわよ、つな。氏政。このたびの戦に、北条家の運命がかかっているのよ。これまで今川家と北条家とは、唇くちびると歯のような関係だった。今、その今川家が河越夜戦を超こえる大惨ざん敗ぱいを喫きつして事実上滅ほろんでしまった。たった一日で。北条は、この運命に飲み込まれてしまってはいけない！」




　　　　※




　武田軍に攻められた西上野・箕輪城の長野業正。

　北条軍に攻められた南総の里見家。

　この両者は当然、越後の「義将」長尾景虎のもとへ救援要よう請せいを出した。もっとも、正確に言えば景虎にではなく、景虎のもとに亡命している関東管領・上杉憲政に、ではあるが。常識で考えれば、越後守護の景虎には関東まで出兵しなければならない義理はないのだ。

　京から断腸の思いで越後に帰き還かんしていた景虎は、電光石火の勢いで越中へと攻め入り、神じん保ぼ家が立て籠こもっていた富と山やま城を陥かん落らくさせるや否いなや、風のように春日かすが山やま城へ舞い戻もどっていた──久々に家族と団らんの時間を過ごせると思っていた矢先の、相次ぐ「関東出兵」の要請だった。

　近衛前久も、新たな姫ひ巫み女この即そく位い式しきを終えれば、すぐに越後へ下向するという。足利義輝は、近衛前久の足止めをついにあきらめたらしい。

　すべてが、「関東遠征」へと流れているかのように、景虎は思った。

　しかし、軒のき猿ざるを放って調べれば調べるほど、関東は広大である。

　その広大な大地に多くの諸将が独立し、乱立し、合戦に次ぐ合戦の日々が続いているという。

　武田晴信のように切り取った土地を領国化していかなければ、関東の混乱は収まらないのではないか、と景虎ですら危き惧ぐしていた。「関東管かん領れい」と「関白＝関東公く方ぼう」という二つの権けん威いを頂点に据すえて「新たな関東支配体制」を整えるだけでは、気性が荒あらく独立心が強い関東武士たちはまつろわないのではないか。いわば揚あが北きた衆しゆうのような男たちが無む尽じん蔵ぞうに割かつ拠きよしている、それが関東という世界なのだ。

（川中島で晴信を破ることもできず、京で将軍さまのために戦うこともできず、ついに越中にすら兵を入れてしまった。この上、関東へ進めばわたしは四方面作戦を強しいられることになる……いくら毘沙門天の化け身しんであろうとも、ひとつしかない身体からだで四つの戦線を維い持じし、すべての戦線で義を実現することなど、できるはずがない）

　春日山城の毘び沙しや門もん堂に一人で籠もり、景虎は「毘沙門天の声」に尋たずねた。

　三国峠を、越こえるべきかと。

「北条氏康と関東諸将の争いはかねてから続いていましたが、武田晴信が上野を奪い取ろうとしています。晴信に攻められている長野業正どのは、今なお関東管領上杉憲政さまに忠誠を誓ちかっている得がたい忠臣。わたしは、越えつ軍は、三国峠を越えるべきでしょうか」

　これは武田晴信の罠わなかもしれない、と景虎は危険を感じ取っていた。

　川中島を奪い取るために、関東へわたしを引き込もうとしているのではないか、と。

　関東へと乗り出すことは、生しよう涯がいの半ば以上を関東に捧ささげることを意味する。関東を近衛前久のもとに束ねるという事業を完成させない限り、再度の上洛は難しくなろう。

　しかし──この夜ついに、毘沙門天の声は、聞こえてはこなかった。

　己おのれ自身の意志で決めよ、と告げられているのだ、と景虎は思った。

　そして同時に、かつて複数の男たちに求きゆう婚こんされた時のように叡えい山ざんや高こう野や山さんへ逃にげてはならない、逃げればそれはつまり敗北なのだ、と暗に教えられたのだとも。

　その毘沙門堂を、はじめて訪おとずれた者がいた。

　毘沙門堂には、景虎以外、何なん人ぴとたりとも入ってはならないという厳命がある。が、ただ一人、その定めを踏ふみ越えることのできる人だった。

　景虎の母。かつて「虎とら御ご前ぜん」と呼ばれていた青せい岩がん院いんだった。為ため景かげの死後は出家して夫の菩ぼ提だいを弔とむらっている。

「……母上？」

「悩んでいるようね、景虎」

　すでに世を捨てた青岩院が景虎の政まつりごとに口を挟はさんだことは、これまでなかった。

　だが、幾いく人にんもの男たちの懇こん願がんに応え続けた結果の度たび重かさなる戦線拡大の果てに、生涯を費ついやす事業となる関東遠えん征せいに向かうか否かで迷い、人生の転機を迎むかえた景虎を、捨て置けなかったらしい。

「この毘沙門堂はまるで、母の胎たい内ないのようね。狭せまくて静かで、そして景虎、あなた以外の者は誰だれも入ることができない……」

「……薄うす暗ぐらくて、わたしの目にも肌はだにも優やさしいこの毘沙門堂に籠もると、感覚が冴さえ渡わたります。ですが今日は、なぜか毘沙門天の声が聞こえてこないのです、母上」

「あなたが人々から毘沙門天の化身と信じられるようになったきっかけは、この母が観みた夢なのよ、景虎。あなたを身ごもった時、母の胎内に毘沙門天が入ってくる夢を観た……その噂うわさが巡めぐり巡って、あなたの神秘的な姿と相まり、ついにはあなた自身が毘沙門天そのものなのだという伝説になっていった。でも、この母にとってはあなたは人間の子供よ。綾あやと同じ。なにも変わらない。神の化身などではないわ、景虎」

「では、わたしが聞いている毘沙門天の声は……」

「わたしが観た夢と同じに、あなた自身の内なる心の声でしょう。人は、観たいものを観て、聞きたい言葉を聞くのよ。あなたは余人よりも感覚が鋭するどい。動物と会話することもできるし、自分自身の内なる心と対話することもできる……あなた自身は、どうしたいの？」

「……父上が乱した関東の秩ちつ序じよを、復興したいです。わたしの姫ひめ武将としての生涯は、父上の罪を償つぐなうことからはじまりました。ですが欲よくの戦を続け、わたしを毘沙門堂から引きずり出そうとしている武田晴信が蠢しゆん動どうしている限りは、長く関東に留とどまることはできないでしょう。それに……たとえ関白さまと関東管領さまを関東へお連れして関東公方家と関東管領家を復興しても、わたしが越後を捨てて関東を領国化しない限りは北条が必ず巻き返すでしょう。こたびの関東遠征でことをし損じれば、川中島よりも酷ひどいことになるかもしれません。かの諸しよ葛かつ孔こう明めいの北ほく伐ばつも、成功の可能性があるとすれば第一次出兵の時だけでした。二度目以後の出兵は無残な結果となりました」

「……関東の民は」

　青岩院は、告げた。

「関東の民は今、飢き饉きんで餓えているそうよ。城を盗とらない、土地を奪うばわない義戦を貫くというあなたの志を遂とげるならば、関東の餓えた民を救うということを第一の目的として実行すればどうかしら」

「……越後には、直なお江え大和やまとが溜ため込んだ膨ぼう大だいな米があります、母上」

「救民のためにその備び蓄ちく米まいを関東へ──たとえ土地を奪わずとも、関東の民の心を摑つかめる。あなたが義将であると証明できるわ、景虎。ただ」

「ただ？」

「できるならばいつか、毘沙門天の化身という影かげの立場を抜ぬけ出して、あなた自身の生を生きてほしい。できれば、景虎の子を……わが孫を、この手に抱だいてみたい。この母も、年老いて強ごう欲よくになったものね」

　青岩院は、たとえ関東復興が夢のままに終わっても、義を貫き民たみを助けることはできる、と景虎に教えてくれたのだった。

　関東の飢饉を救う……民政に主しゆ軸じくを置く北条家はもともと善政を敷しいてきたため、備蓄米などはほとんどないという。対する越後には、貿易で稼かせいだ膨大な富があり米があり黄金がある。

　景虎は、決断した。

「すべての声に応えて、義の戦を貫く」という最初の誓いを果たす、その結果がどうなろうとも、と。

　そもそも関東の秩序の崩ほう壊かいは、景虎の父・長尾為景が、一族の仇あだである為景を討うつために越後へ攻めてきた関東管領・上杉顕あき定さだを返り討ちにして殺したことからはじまっている。

　景虎のもとに亡命している上杉憲政は、為景が殺した当時の関東管領の孫にあたるのだ。貴公子である上杉憲政がその件を景虎に語ることは決してないが──。

　わたしは父・為景の「罪」を清算するために生まれてきた、その「証あかし」がこの真っ白い肌と赤い瞳ひとみなのだと、景虎は信じている。

　為景が破は壊かいしたものを、景虎はすべて復旧しなければならない。青岩院が願う景虎自身の「生」は、その後でやっとはじまるのだ。

　越後守護・上杉家の復興。

　越中一いつ揆きとの和解。

　関東管領・上杉家の復興。

　この三つの事業を成し遂げた時、やっと、景虎は父の犯おかした罪から自由になれるのだ。

　その、はずだった。

　越後守護・上杉家の復興は、自ら越後上杉家の名みよう跡せきを継つぐことで変則的とはいえひとまず果たされたが、残る二つは目も眩くらむような難事業としか思えなかった。

　京で管領として将軍を支え畿内に平和をもたらすという夢も、越中一揆との和解を成立させねば、困難となっている。

　なにを成そうとしても、常に、武田晴信が立ちはだかってくるのだ。

　あの、永遠に時間が止まっているかのような川中島に、誘さそい出してくるのだ。

　そして景虎自身も、晴信に呼ばれれば、行かざるを得ない。川中島で晴信と戦っている時だけが、「自分自身の人生を生きている」と実感できるかけがえのない時だったから──。

　だがその思いを振ふり切って、景虎は「関東管領復興」という生涯の大事業に手をつけることを決意していた。晴信が川中島ではなく上野に出兵したことが、最後の一押しとなった。

　毘沙門堂を出た景虎は、広間に越後の男たちを集結させていた。

　宇う佐さ美み定さだ満みつ。

　直江大和。

　長尾政まさ景かげ。

　柿かき崎ざき景かげ家いえ。

　北きた条じよう高たか広ひろ。

　斎さい藤とう朝とも信のぶ。

　そうそうたる武将たちを前に、

「関東管領・上杉憲政さまを奉ほうじて、関東へ出兵する。わが父・為景が破壊した関東の秩序を、わたしとお前たちとで再興する。関東管領さまも、関白さまも、わたしを頼たよられている。これ以上逡しゆん巡じゆんすることはできない」

　と、宣言した。

　景虎を支え育ててきた宇佐美定満も直江大和も、「やめろ」とはもう、言わなかった。

　すでに、京から越後へ帰き還かんした時から、この日が来ることを覚かく悟ごしていたらしい。

　ただ、悲しげに景虎の横顔を見つめていた。

　胸の痛みを感じながら、景虎は関東遠征軍の陣じん立だてを定めていった──先せん鋒ぽうには景虎に激げき烈れつなまでの忠節を誓っている猛もう将しよう・柿崎景家。中軍には、かねて「関東遠征派」だった北条高広と長尾政景の二人。後ご詰づめに、本ほん庄じよう繁しげ長なが率いる揚北衆。軍師役には、宇佐美定満。言うまでもなく関東管領・上杉憲政も形式上の「総大将」として遠征に同行する。春日山城の留守居役に、直江大和と村むら上かみ義よし清きよ。進軍の総勢は八千。残りの兵は春日山城の防衛にあてざるを得なかった。常に、武田晴信が川中島から春日山城を襲しゆう撃げきする可能性があるからだ。

　広大な関東を平定するには、あまりにも兵は少なく、三国峠越ごえの長い行軍路は厳しい。季節はすでに秋から冬になろうとしていた。

　それでも、景虎は父・為景が犯した最大の罪──「関東管領殺し」を償うために、三国峠を越えようとしていた。




　越軍八千は、関東への玄げん関かん口にあたる上うえ田だの魚うお沼ぬまに集結し、三国峠を越えてついに広大な関東八州へと進軍した。

　関東管領・上杉憲政は、長尾政景とともに従軍した。景虎が上じよう洛らくした時にはもう半ばあきらめていたが、ついにこの時が来た、と憲政は上気している。だが、関東遠征派の首しゆ魁かいであるはずの長尾政景は、

「川中島なんぞでの武田晴信との鬼おにごっこなど、くだらんと思い、関東遠征派などという派は閥ばつを組んではいたが、まさか実現してしまうとはな。しかも、よりによって御所から関白を迎えて関東公く方ぼうに据すえようとは……景虎は底そこ抜ぬけの馬ば鹿かだ。そして、上杉憲政。貴様もな」

　と浮うかない表情のまま行軍を続けている。

　軍神・長尾景虎、立つ。

　越軍、関東遠征を開始。

　この情報が関八州に雷らい鳴めいの如ごとく轟とどろくや否いなや、関東の諸将はかたずを吞のんで越軍の動きを注視することとなった。

　上野最大の要地は、中央に位置する廏まや橋ばし城。東は下野、北は越後、西は信濃、そして南は武蔵へと連なる「関東の臍へそ」とも言える城で、なんとしてもこの廏橋城を北条方から奪わねば越軍は進退できない。

　しかし三国峠から廏橋へ出る途と上じようには、北上野の要所・沼ぬま田た城が立ちはだかっている。利と根ね川支流が築いた河岸段だん丘きゆうの段差を天然の城じよう壁へきとして用いた「丘おか城じろ」で、もともとは沼田氏という国こく人じんの本城だったが、主君・上杉憲政の亡命以後、来たるべき長尾景虎の関東遠征を前に上杉派と北条派との間で激しい争そう奪だつ戦が繰くり広げられ、この時すでに北条方が押さえていた。

　景虎が電撃的な出兵を敢かん行こうしたその時、北条軍の主力はまだ里見戦に投入されていた。景虎は柿崎景家ら先鋒隊に命じて沼田城を攻こう略りやくさせ、たちまちのうちにこれを落とした。越軍の兵士たちは毘沙門天の真言を唱えながら一心不乱に崖がけを這はい上がり、沼田城本丸を奪い取ってしまった。

　関東で景虎が武ぶ威いを直接示したのは、この戦いくさがはじめてだったが、越兵たちのあまりの異様な士気の高さと、本ほん猫びよう寺じ一揆衆を思わせる死を恐おそれぬ強さに、人々はただ驚おどろき呆あきれるばかりだった。

　北条高広が「関東遠征を継けい続ぞくするためには、上野に長尾軍の拠きよ点てんが必要です。それがしを城代に」と主張したが、「関東遠征ははじまったばかりだ。そなたを城代とするのはまだ早い。沼田の城は沼田家の者に返す」と景虎は突つっぱね、廏橋城へと連なる街道を突き進んだ──。

　天然の要害と呼ばれていた沼田城が噓うそのようにあっけなく陥かん落らくしたさまを観た廏橋城の国人たちは「このまま北条方として戦うか」「景虎に降くだるか」で対立して騒そう然ぜんとなり、たちまちのうちに越軍に飲み込まれた。

　沼田城と廏橋城をほとんど犠ぎ牲せいも出さずに攻せめ落とした景虎の武威を観た上野の諸将は、あっけにとられた。

　景虎が落とした城も土地も奪わないことが知れ渡わたり、しかも飢饉のために籠ろう城じようが困難となっていたことが、景虎に有利に働いたと言える。

「わたしは上杉憲政さまを関東へお戻もどしし、北条家を征せい伐ばつするために来た。こたび越軍が落とした城は奪わず、もとの城主に再び返す。降こう伏ふくした城の諸将と領民には、越後から運んできた米を分け与あたえる」

　この景虎の布告を聞いた上野の主要な国人のほぼすべてが、続々と景虎のもとに降伏・帰順を申し出てきた。

　だが、越軍が三国峠を越こえるよりも早く独力で武田義信軍を撃退し、上野における最強の武人と讃たたえられることになった箕輪城主の長野業正が、なぜか参陣してこなかった。

　また、景虎率いる越軍の圧あつ倒とう的な強さを直接見ていない下野や武蔵、常陸の諸将は、景虎と北条との間でなおも揺ゆれ動いており、反応がはかばかしくない。

　景虎は廏橋城に留まり、関東諸将に「関東管かん領れい家復興の義戦をはじめる。関東遠征軍に参戦せよ」と次々と使者を送った。

（ここまでは、諸葛孔明の第一次北伐と同じだ。ここまでは……）

　かつて、いにしえの唐から国くにで山奥の小国「蜀しよく」の丞じよう相しようを務めていた諸葛孔明は、漢かん王朝復興という大義のため、下げ克こく上じようの国「魏ぎ」が支配する旧都・長ちよう安あんを奪だつ回かいするべく北伐軍を興おこした。長安周辺の諸しよ豪ごう族ぞくや異民族が次々と諸葛孔明に靡なびいた。諸葛孔明は、魏の主力部隊が集結する前に長安を奇き襲しゆうするか、あるいは奇襲せずに主力決戦を堂々と行うか、二択たくを迫せまられた。その結果──主力決戦を選んで、そして敗れた。第二次北伐以後は、魏が長安の守りを完全に固めてしまったために大きな成果をあげることはできず、ついに長安を奪回し漢王朝を復興することはできなかった。

　わたしの関東遠征も同じだ。この第一次遠征で北条を倒たおせなければ、北条氏康は守りを固めてしまうだろう、関東の秩ちつ序じよ復興は困難になる、と景虎は知っている。しかし、北条氏康が里見と戦っている隙すきに小田原を奇襲するという卑ひ劣れつな手を、景虎はやはり用いたくはなかった。義戦なのだ。関東諸将を関東管領のもとに集結させ、同時に北条軍をも一いつ箇か所しよに集結させて、ただいちどの堂々たる決戦で北条を倒す。それ以外に、身体からだの弱い自分が関東を関東管領の名のもとに平定する道はないと思われた。

　それに、「救民」という母の言葉が景虎の背中を押していた。越軍の兵たちに乱取りや狼ろう藉ぜきを禁じ、上野から集まってくる将兵や慰い撫ぶした土地の民たちには次々と越後から輸送した米を提供した。命令に反し義に叛そむいた越兵はやむを得ず処しよ罰ばつした。

　だが、現実主義者の北条高広が、廏橋城で開かれた軍議の席上で、ついに景虎に激しく意見した。

「沼田城ではそれがしは折れましたが、この廏橋城だけは越後軍の武将が直接統治しなければなりませんぞ。廏橋は、関東、信濃、越後を繫つなげる絶対的な要地にございます。諸葛孔明の北伐になぞらえれば、長安と蜀との中ちゆう継けい地点にあたる漢中に匹ひつ敵てきする城。私利私欲なく大義のために戦ったかの諸葛孔明ですら、漢中を北伐作戦のための軍事基地・兵へい站たん基地として、そして魏の侵しん攻こうを阻はばむための防衛拠点として支配し続けました。漢中が落ちれば蜀もまた滅ほろぶ、と諸葛孔明は理解していたのです。廏橋は、それがしが統治いたします。城主にせよとは言いませぬ。城代で構いませぬ。これは、それがし個人の稼かせぎや欲よくとは別の話です。この城は越軍の関東遠征の要なのです」

　この時ばかりは宇佐美定満と長尾政景の両名も、北条高広の意見に賛同した。

「越後から関東は遠い。それに、景虎。お前もすでにその目で見たとおり、関東は広大だ。越軍は、これから上野をはじめとする関東諸将をかき集め、北条軍と戦うために南下する。兵站を維い持じするためには、上野の廏橋に拠点を築き上げなければならねえ。これほどの大遠征だ。補給線の維持こそがなによりも重要なんだ。諸葛孔明の北伐が失敗した理由も、兵站に手間取ったことにある。山中の天険の地である蜀から魏領内への食しよく糧りよう輸送には、大変な労力が必要だった。諸葛孔明は魏軍に持久戦略を採られ、兵ひよう糧ろうが尽つきて撤てつ退たいするという不毛な遠征を何度も繰り返した。まもなく季節は冬になり、三国峠は雪に覆おおわれる。そうなれば、越後から新たな兵糧は届かない」

「フン。俺も忠告しておく。貴重な兵糧を上野の田舎いなか侍ざむらいや土民どもにくれてやるなど、愚ぐの骨頂よ。飢き饉きんから民たみを救済すると貴様は言うが、そんなことは関東を平定してから考えることだ。順番が逆だ、景虎。こうして貴様が救った関東の国人どもと領民どもは、腹が満ちればまた北条に靡き貴様に叛くぞ。なぜそれが理解できん。人はな、与えられた恩義などはすぐに忘れて、屈くつ辱じよくと怒いかりだけを記き憶おくし続ける生き物なのだ。疑うのならば、俺を見ろ。この俺が、貴様に心服していると思うか？」

　兵站については直江大和に一任してある。直江ならばやり遂とげてくれる、と景虎は答えた。宇佐美は「そうか。直江の旦だん那なならば、兵站を維持するための策があるのだろう」と渋しぶ々しぶうなずいたが、政景は納なつ得とくしない。

「景虎よ。戦場で敵に米を配り歩くなど、婦人の仁だ。こうやって廏橋に居座って北条との一撃決戦を望むのは、匹ひつ夫ぷの勇だ。食い物なんぞいくら与えても独立心旺おう盛せいな関東武士は靡かんし、北条氏康は戦えばすなわち負けるとわかっていながらお前との一撃決戦など絶対にやらん。どうせ三国峠が雪に覆われる前に越軍は撤退する、と氏康はわかっている。このままさっさと関東を南下し、小田原城を奇襲しろ」

　王道を行く景虎と、覇は道どうを目指す政景とは、常に意見が対立する。

　越後亡命以来、両者の仲立ち役として動いていた関東管領・上杉憲政が、速戦奇襲を唱える政景をなだめた。

「政景。きみの意見は戦術的には正しいが、戦略的には問題がある。いいかい。関東の情勢については僕がもっとも詳くわしい。景虎は上野の大部分をたちまち平定したが、西上野の箕輪城を守る長野業正がまだ帰順していない。業正は、落ち目だった僕に忠実に仕えてくれた猛将だが、河越夜戦で僕が大敗した折に息子を戦死させている。その後、姫ひめ武将相手に負け続けてなるものかと頭に血を上らせた僕が碓氷峠を越えて武田晴信と戦った時も、業正は『無む謀ぼうな戦です』と僕を止め続けた。業正の忠告を無視したあげく関東から逃にげだした僕を担かついでいる景虎のもとに参じるなど、頑がん固こ者の業正にとっては気分がいいことではないだろう……それに」

「それに？」

「相模さがみの小田原まで攻せめ進むためには、武蔵という広大な国を通過しなければならない。武蔵の主要な城──河越城、江え戸ど城、岩いわ付つき城、松まつ山やま城はすべて北条方が支配している。それらすべてを無視して小田原へ進軍するのはさすがに無茶だよ。たとえ小田原城を奇襲で奪うばい取れても、越軍は帰り道を失ってしまう。今、北条氏康が南総の里見を攻めているのは、里見と越軍が連合すれば面めん倒どうになるとわかっているからだろうが、小田原へと越軍を釣つり出して武蔵を塞ふさぎ、越軍の退路を断つ『罠わな』としても有効だよね」

「……フン。なるほどな。諸葛孔明の第一次北伐の際にも、長安奇襲を進言した魏ぎ延えんの意見は却きやつ下かされたが、あれは諸葛孔明が臆おく病びようだったのではなく……」

「長安を奪った後、守りきる算段がつかなかったということもあるだろうね。奇襲して点としての長安を奪っても、東と西から挟きよう撃げきされればとても守れない。孔明は長安の西側の涼りよう州一帯の豪族衆を自軍に帰順させて背後を固めてから、長安へ進出するつもりだったんだよ」

「しかし現実問題として、諸葛孔明は北伐に失敗した。魏延の長安奇襲策を採用していれば」

「それは、肝かん心じんの野戦に負けたからだよ。景虎ならば、北条に勝てる」

　時間を取るか、地勢的な理を取るか。どちらが正しいとも断言できない。いずれにせよ、これは結果論としてしか判断できない問題だった。宇佐美定満は迷った結果、関東を熟知した関東管領・上杉憲政の意見を重んじるべきだ、と景虎に告げていた。

「政景の小田原奇襲策も捨てがたいが……直江の旦那が兵站問題をどうにかしてくれるというのならば、長野業正と武蔵・下野・常陸の国人衆の帰順を待ったほうがいいだろう、景虎。少なくとも、武田軍の猛もう攻こうを凌しのいでみせた猛将・長野業正は、関東遠征軍に引き入れねばならねえ」

「……そうだな、宇佐美。憲政さまの一の忠臣を捨て置いて関東をこれ以上切り取ることは不義にあたるな……しかしわたしが廏橋城に留とどまったまま彼の参さん陣じんを黙だまって待っていては、北条氏康を利することになるだろう」




　その北条氏康が、動いた。

　氏康は、景虎が関東に出てくるよりも先に南総の里見家を叩たたいて越軍との合流を阻そ止ししようとしていたが、いざ三国峠を越えてきた景虎の侵攻の速さは氏康の想定をはるかに超こえていた。景虎は、野戦では無敵の神将だが、攻城戦はあまり得手ではない。それに、関東の地勢にも疎うとい。屈くつ指しの「丘おか城じろ」である沼田城攻ぜめにある程度手こずるだろう、と考えていたのだ。

　だが、沼田城どころか、上野の中心にあたる廏橋城までをも瞬しゆん時じに奪い取られていた。

　しかも、気が短い、長期にわたっては戦えないので常に決着を急ぐ、と言われていたはずの景虎が、その廏橋城に腰こしを据すえて動かない。

　冬になれば越軍は越後へ戻る羽目になる。だから焦あせって進軍を急ぐはずだ、と氏康は読んでいた。しかし、動かない。

　そんな氏康のもとに、下野の山城・唐から沢さわ山やま城を支配している佐さ野の昌まさ綱つなが、北条方から景虎方へと寝ね返がえったという知らせが入った。佐野昌綱の領国もまた、飢饉に苦しんでいた。佐野昌綱は景虎の武威を見たわけではないが、目の前の食糧を求めての寝返りらしい。

「いけない。もしも景虎が関東を本格的に領国支配するつもりでいるのならば、城を奪わぬ義将という評判は大おお噓うそだったことになるけれど、同時に北条家存亡の秋だわ！　上野に居座られてしまっては、関東から景虎を駆く逐ちくできなくなる……！　その上、下野までが景虎に靡いたら、北関東はことごとく景虎のものに！」

　青ざめた氏康は里見家との合戦を中断し、急いで北武蔵の要よう衝しよう・河越城へと入り、さらに利根川の南に位置する松山城へと北上した。

　廏橋城まではまだ距きよ離りがあるが、松山城からは上野・下野いずれへも兵を進められる。

　松山城を大本営と定めた氏康は、妹の氏政に命じて、下野・唐沢山城の攻略を命じていた。三万の大軍を預けての決死の攻略戦である。唐沢山城にも、兵糧がない。故ゆえに、難攻不落の山城と呼ばれる堅けん城じようであろうとも、今ならばすみやかに落とせるはずだった。

　一方で、氏康自身は松山城に留まり、廏橋城の景虎を牽けん制せいした。越軍は強いが兵数が少ない。北条には、数の有利がある。この段階で武蔵一国はなおも北条のものであり、西上野・箕輪城を守る長野業正は、箕輪城攻略を焦った武田義信軍をかろうじて追い払はらった直後にその武田方の真田幸隆から調略を受けており、去就定まらぬ状態だった。

　剛ごう直ちよくな老将・長野業正は心情的には旧主・上杉憲政のもとにはせ参じたいが、かつてともに上野で同どう僚りようとして過ごしたこともある真田幸隆に「義信さまの軍を撃退したことで、あなたの武名と面目は保たれました。上杉家はもう命運が尽きた家ですよ。この上、一族を滅めつ亡ぼうさせてまで忠義を貫つらぬかずとも」と口説かれ、河越夜戦で失った息子のことを思い懊おう悩のうしているともいう。

　このため、西を長野業正に、南を北条氏康に挟はさまれたかたちになっている景虎は、唐沢山城へ兵を割さくことができない。

　景虎が廏橋城に留まっているうちに、唐沢山城を落としてしまえば、越軍の下野への進出は阻止できる。

　下野を守り通せば、常陸も武蔵も北条から離反することはない。越軍を上野で止めることができる。冬が来れば、越軍は上野から撤退せざるを得なくなる。

「おばば。越軍がもしも二万の大軍であれば、防ぎ止められなかったわ。でも八千ならば、一部隊としてしか動けない。武田晴信が川中島や西上野にさんざんちょっかいをかけてくれたおかげで、防ぎきるめどがたちそうだわ」

　北条幻庵を相手に汁しるかけ飯を食しながら、氏康はようやく一息ついていた。とにかく、今の関東には兵糧がない。妹の氏政に家か督とくを譲ゆずる芝しば居いを打ってでも餓うえた領民を慰撫しなければならないと覚かく悟ごさせたほどの有様である。対する越軍には、大量の兵糧がある。対陣が長引けば長引くほど、関東諸将は食糧を求めて越軍に靡く。が、唐沢山城を押さえてしまえば、関東諸将の動どう揺ようは収まる。数に劣おとる越軍は上野から出られない。

「そううまくいけばいいがのう、お嬢じようよ。長尾景虎。あれはただの人間の小こ娘むすめじゃが、ある意味ではほんものの毘沙門天の化け身しんぞ。唐沢山城攻めが逆目に出ねばよいがのう」

　百戦錬れん磨まの長老・幻庵は、なにごとかを予感していたかのようだった。




　唐沢山城、三万の北条軍に包囲される。

　この一報を軒猿から聞いた景虎は、「ただちに唐沢山城を救きゆう援えんする」と決めた。しかし、松山城に北条氏康が、箕輪城に長野業正が、それぞれ兵を率いて待機している。長野業正はなおも景虎方に参じないまま、籠ろう城じようの準備をはじめていた。どうやら、旧友の真田幸隆が業正の動きを封ふうじ、武田方に引き入れようとしているらしい。またしても武田晴信が、と景虎は憤いきどおった。

　現状では、廏橋城の兵を動かすことはできない。

　しかし景虎は、五十騎きの旗本衆のみを連れて唐沢山城へ行く、と宇佐美たちに告げた。この時、景虎はすでに馬に乗っている。

「宇佐美よ。諸将よ。これは北条征せい伐ばつと関東管かん領れい復興のために起こした義の戦いくさだ。北条征伐のために関東諸将に参戦を呼びかけておきながら、今、北条方からわが方へ加わってくれた唐沢山城を見捨てるわけにはいかない。わたしは北条軍を断ち割って、単騎で唐沢山城へ入ろうと思う。わが義心を関東の諸将に知らしめる」

　慌あわてた上杉憲政は「僕が長野業正のもとへ出向いて直接参陣を頼たのんでこよう。短気はよすんだ」と景虎を止めた。

　宇佐美定満は「さあ、また無茶を言いだした。唐沢山城主の佐野昌綱は兵糧が目当てだ。あいつは叛はん服ぷく常ない男で、越軍に忠誠を誓ちかうような奴やつじゃない！　北条との決戦に命を賭かける時期はまだ先だ！」と景虎を説き伏ふせようとした。

「いや、問題ない宇佐美。関東武者たちは武勇のみを頼むという。ならば、わたしが五十騎の旗本衆とともに敵中突とつ破ぱを敢かん行こうしようとする姿を見ても、驚おどろきこそすれ、槍やりも合わせずに遠巻きに弓矢や鉄てつ砲ぽうの弾たまだけを浴びせてわたしたちを討うち取ろうとはしないだろう。唐沢山城を包囲している総大将が北条氏康ならば容よう赦しやなくやらせるかもしれないが、幸いにも北条氏政は人が好いい姫武将だという。ならば、可能性はある。中ちゆう途と半はん端ぱに千や二千の兵を率いて突とつ撃げきするよりも、はるかに勝算が高くなる。わたしは敵勢の『気』を感じることができる。きっと、突破できる穴を見つけてみせる」

「だがよ、景虎！　ただ五十騎で三万の敵兵へ突つっ込もうだなんて、無茶すぎる。お前、怖こわくはないのか……!?」

「宇佐美。わたしだってもちろん恐おそろしい。しかし、毘沙門天の化身ならば、勇気を奮い起こせるはずだ。それに──戦場で倒たおれる時はいつも通り、わたしが倒れる。そこで、戦は終わる。旗本衆を巻き添ぞえにはしない」

「それじゃあ、五十騎で三万の北条軍へと突撃。その上、その死兵の先頭に立つというのか？　お前……」

「わたしは討ち死にするために戦っているのではないぞ。突破できる『気』が見当たらねば、無む駄だな突撃はしない。だから川中島では、わたしは武田晴信の陣に突撃をかけられないでいるだろう？　突撃する時は、勝機を摑つかんだ時だけだ」

「だとしても」

　ただ一人、長尾政景だけが、

「行くのなら行け。お前が倒れれば、毘沙門天の化身ではなかった。それだけのことよ」

　と景虎の無謀な出陣を容認し、逆にけしかけてきた──あるいは、政景もまた、信じていたのかもしれない。景虎が奇き跡せきを起こすことを。

　しかし、景虎を見守り続けてきた宇佐美定満は、どうしても納なつ得とくしなかった。その宇佐美の髭ひげと髪かみにいつの間にか白いものが交じっていることに、景虎ははじめて気づいた。あの若々しかった宇佐美も歳としを取り、老いはじめているのだ、と知ると、不意に胸が苦しくなった。

「なあ、景虎。もういいんだ。お前は、毘沙門天になりきらなくてもいい。たとえ三万の北条勢を五十騎で断ち割って唐沢山城へ入る奇跡を成し遂とげたからって、お前は決して……幸福にはなれない……人間でないものへと、さらに近づいちまう。オレはお前に義の戦を説き、直江は慈じ悲ひを説いたが……お前を『神』にするつもりなんて、なかった。関東全土にお前が毘沙門天の化身としての武ぶ威いを示しちまえば、もう後あと戻もどりはできない。引き返すなら、今だ」

　すでに軍師でもなければ、姫武将長尾景虎の後見人でもなかった。

　宇佐美定満はただ、この少女を地上に引き留めたかった。景虎は今、人間の身でありながら天に昇のぼろうとしている。

「……宇佐美。嫁よめを取って跡あと継つぎを作れ。わたしが戦死したら、守護の座は政景に。宇佐美と、そして直江と、三人で越後を守ってほしい」

　政景、てめえも止めろ！　と宇佐美が吼ほえた。

　政景はしかし、

「フン。いったんやると決めた以上は、誰だれがなんと言おうがやり遂げようとする娘だということは、お前がいちばん知っているだろうが──だがな、景虎。やり遂げることと、やり遂げようとすることとは、違ちがうぞ。お前は、『やり遂げようとする』過程にこそ価値があると信じている。救いがたい愚おろか者よ。すべては『やり遂げた』という結果なのだ。結果にだけ、価値があるのだ」

　わたしはそうは思わない、政景、と景虎は呟つぶやき、そして廏橋城から旗本勢を率いて飛びだしていた。




　北条氏政は、信じられない光景を見た。

　長尾景虎が総勢四十五名の旗本勢だけを率い、三万の北条軍が包囲していた唐沢山城へと行軍してきたのだ。五十騎のうち五騎は、景虎の強行軍について行けずに中途で脱だつ落らくしたらしい。

「お姉ちゃんは、景虎は廏橋城を動けないと言っていたのに。どういうこと……!?　あんな少人数で、いったいなにをするつもり？　背後に伏ふく兵へいがいるの？　なにかの策略？」

　音もなく北条の本ほん陣じんに姿を現した風魔忍しのびたちが、慌てる氏政に告げていた。

「いえ、伏兵はおりません」

「長尾景虎は、あれだけの人数で唐沢山城を救援するつもりです」

「そんな。信じられないよ。そんなこと、できるはずがない。どうやって三万の北条兵を蹴け散ちらすつもり？」

「蹴散らすことはできません。ただ、包ほう囲い網もうを断ち割って唐沢山城に入城することはできるはずだと、あの異形の姫ひめ武将は本気でそう考えています」

「自らの関東遠征が義戦であることを知らしめ、毘沙門天の化身であることを知らしめることで、孤こ立りつした唐沢山城の将兵たちと、関東全土で北条に屈くつ服ぷくしている国こく人じんたちの士気を鼓こ舞ぶすることができると」

　それほどの勇気を、まだ幼いとも言える姫武将が持ち得るものだろうか？　景虎と氏政とはさほど年ねん齢れいが変わらないはずだった。

　北条氏政は「お姉ちゃんなら、問答無用で遠くから包み込んで矢と鉄砲で討ち取るだろうけど……できないよ。どうしよう。どうしよう」と震ふるえていた。




　この時、白馬に跨またがっていた景虎は甲かつ冑ちゆうさえも着けていない。

　甲冑を外し、重量を限界まで減らすことで、馬の「速度」にすべてを賭けていた。

　怯おびえながらも「最後の一兵となっても景虎さまをお守りいたします！」と叫さけぶ旗本勢たちに、「そなたたちはここで待機せよ。わたしが先導して道を開く」と伝えながら、三万の北条兵の陣形を、そして「気」を、感じ取っていた。

　瞼まぶたを閉じ、精神を集中した。

　恐きよう怖ふ。死。父の姿。荒あらぶる鯨げい海かい。自らの心の臓の鼓動。

　天と地の間に、ただ一人、景虎は存在していた。

　なんという孤独だろう、と景虎は思った。

　龍りゆうの背中が見えた。北信の山々だった。隣となりに、晴信がいた。

（武田晴信。わたしは、天の高みまで昇りつめる。捕とらえられるものなら、捕らえてみよ。わたしを地へと引きずり下ろしたいのならば、追いついて引きずり下ろしてみるがいい。わたしは、どこまでも駆かける）

　北条軍の将も兵も、ただただ息を吞のんで景虎を凝ぎよう視ししている。

　三万の軍勢が、今、文字通りの「金かな縛しばり」にあっていた。

　唐沢山城の城門へと連なる「道」を、景虎は心眼で捉とらえた。

　その小さな一点をこじ開けるために。

「運は天にあり、鎧よろいは胸にあり、手て柄がらは足にあり」

　馬上で景虎はそう唱えながら、ただ一騎で北条軍三万へと突っ込んでいた。

　しばし、北条軍は時間が止まったかのように静まりかえっていた。

　彼らはほとんど恍こう惚こつとした表情で、神を見るかの如ごとく、景虎を凝視していた。

　が、三万の北条軍の誰かがまず「景虎が動いた！」と叫んだ。

　防げ！　という悲鳴が木霊こだました。

　その瞬しゆん間かんに、北条軍の将兵たちは、「天」から関東の大地へと引き落とされ、臨戦態勢に入っていた。

「死」が、景虎に迫せまっていた。

　矢が目の前を飛び交かい、銃じゆう弾だんが馬の鼻をかすめ、凄すさまじい轟ごう音おんと三万の関東武士たちの雄お叫たけびが耳を突き破らんばかりに襲おそってきた。

　だが、北条方の兵たちが放つ一本の弓矢も、一発の弾丸も、人馬一体となって高速で大地を自在に駆ける景虎には当たらなかった。

　これほどの攻こう撃げきが、当たらないはずがない。

　しかし、直撃すべき矢も銃弾も、景虎は、そして景虎を乗せた白馬は、まるで龍のように大地の上を跳はねながら紙一重で避よけ続ける。一歩も退ひかない。右へ左へと揺ゆれつつも、ひたすらに、前へ、前へと、がむしゃらに突き進みながら。

　こんなものは、人間の武将がやる戦ではない。

　北条氏政は、衝しよう撃げきのあまり下知することができない。

「なぜ、三万の敵軍の中を、駆けられるのだ。なぜ、前進できるのだ」

「……人間ではない……！」

「ほんものの毘沙門天だ！」

「撃うつな！　矢を射かけても、毘沙門天の化け身しんには当たらない！」

「かくなる上は接近し、押し囲んで槍で討ち取る他ほかはなし！」

　腕うでに覚えのある幾いく人にんもの北条武者たちが、誇ほこりある関東武士たるわれらが姫武将一人に怯えていてはならぬ！　関東武士の名折れよ！　と勇気を奮い起こし、槍を構えて次々と名乗りをあげながら景虎に打ちかかっていった。

「数が多い。不殺の掟おきて、守れぬかもしれぬ。許せ」

　景虎は、十文字槍を構えると、四方から攻せめ寄せてくる北条武者たちを一人、また一人と薙なぎ払はらっていった。

　北条方の槍先は、景虎の身体からだには当たらない。

　見えるはずのない背後からの攻撃をすら、景虎は避ける。避けながら、同時に相手を打ち倒す。これは目が開いている者の動きではない、「気」を直接感じ取って動いているのだ、もしかして景虎はほとんど目が見えていないのではないか、と風魔忍びの一人が氏政に漏もらしていた。

「見えていない？　景虎が盲もう目もくだという話は、聞いていない、けれど……」

「あのわずかに見える赤い瞳ひとみと白い肌はだは、日光に弱い者特有のものです。動物でも人間でも、ごく希まれに生まれてきます。あるいは神として崇あがめられ、時には不ふ吉きつの象しよう徴ちようとして怯えられる。忍びの里へ預けられる者もおります。景虎は、薄うす暗ぐらい場所では目が利きくでしょうが、これほどの日光を浴びている時にはほとんど見えないと思われます。それで、あのような信じがたい蛮ばん勇ゆうを奮うこともできるのやもしれません」

「……そんな話……噓うそのような……でも」

　幾たびも決死の覚かく悟ごで打ち合いを挑いどんだ男たちは、ことごとく景虎の槍に突き飛ばされ、馬上から転がり落ちていた。

　ひたすらに唐沢山城を目指して突き進む景虎を討ち取ることは、誰にもできなかった。

　しかし景虎は身体が弱い。その体力は、限度を超こえようとしている。

　次し第だいに、息があがってきた。

　心の臓の鼓動が、早はや鐘がねのように速くなっていた。

（宇佐美。すまない。息を吐はくことすら辛つらい。これまでかもしれない）

　景虎は、非力な己おのれの肉体の限界を悟さとり、「死」からはもはや逃のがれられない、と思った。

　だが──。

　あり得ない光景を見せつけられた北条軍の将兵たちの心が、折れた。彼らは、不ふ屈くつの闘とう志しと無限の勇気を放ち続ける景虎の姿をもはや直視できなかった。誰もが「夜や叉しや羅ら刹せつとは是これなるべし」と怯え、「景虎に怯えるは武士の恥はじにあらず」「関東武士であろうとも、神を殺すことはできぬ」と口々に叫びながら、いっせいに大地を割るかのように左右へと逃れて景虎に「道」を譲ゆずっていた。

　景虎は、わたしは今、生きながらに天の高みに昇った、と悟った。だが、そこに喜びのような感情はなかった。北条氏康では、わたしを天から引き落とすことはできない。晴信でなければできない。そう、思った。そして次の瞬間に、「できる限り致ち命めい傷しようを与あたえぬように戦ったが、あまりにも打ちかかってくる敵が多すぎた。もしかしたら、わが槍やりで人を殺あやめてしまったかもしれない」と罪の意識に怯えた。

　だが、その思いを押し殺しながら、景虎は蒼そう天てんへ十文字槍を高々と掲かかげていた。

「旗本勢よ、今だ！　わたしが通る道をまっしぐらに駆けよ！」

　景虎は千々に乱れる心を庇かばいながら、真っ二つに割れた北条勢のまっただ中を中央突とつ破ぱし、四十五騎きの旗本勢とともになにごともなかったかのように唐沢山城へと入城を果たした──。

　景虎を迎むかえた唐沢山城に籠ろう城じようしていた佐野家の将兵たちは、全員が狂きよう乱らんしていた。

「なんと。信じられぬ！」

「景虎どのが龍の如く、三万の北条兵を断ち割って」

「われらを救いに来られた……！」

「まことの毘沙門天が降臨した！」

　彼らは感かん涙るいし、全員が命を捨て、猛もう然ぜんと城から打って出ていた。

　北条氏政は「ダメ。ダメ。退たい却きやく！　退却！　退却の鐘かねを！」と全軍に退却を命じたが、その時、すでに北条軍三万はいっせいに崩くずれていた。

　関東全土に、この唐沢山城の奇き跡せきは、たちまちのうちに伝わっていった──。




　唐沢山城から潰かい走そうした北条軍の将兵たちは、もはや景虎に抗あらがう戦意を喪そう失しつしていた。

　松山城で氏政たちを出迎えた北条氏康は、この事態をにわかには理解しきれなかった。

「わずか五十騎足らずで、三万の包囲軍を突破して唐沢山城へ入城……!?　軍記物語じゃあるまいし、そんな馬ば鹿かなことが」

「ほんとうなんだよ、お姉ちゃん。容よう赦しやなく遠巻きにして矢と鉄てつ砲ぽうを撃ち続ければ、討うち取れただろうけれど……それでは北条軍と関東武士の名めい誉よを汚けがすことになる。腕に覚えがある北条軍の勇者たちが槍で景虎を倒たおそうと次々に勝負を挑んで、そして」

「そのことごとくを突つき倒し、斬きり捨て、突破してしまったというの？」

　うん。あれはもう人間じゃないよ。毘沙門天の化身という噂うわさはほんとうだよ！　と氏政がまるで景虎を崇すう拝はいしているかのように瞳を輝かがやかせるので、氏康は「あなたまで景虎を拝んでどうするのよ！　あれは、ただの小こ娘むすめに決まっているでしょっ！」と妹のおでこをぺちんと叩たたいていた。

　北条家最強武将、「つな」こと北条綱成が、廏橋城攻ぜめの総大将役を務めたいと氏康に切りだした。

「関東諸将は、唐沢山城の奇跡を見聞きして動どう揺ようしています。これ以上景虎を捨て置いては、『武』こそ力と信じている関東諸将は次々と北条から離り反はんします。あたしが景虎と決戦します」

「それはできないわ。つながもしも景虎に敗れれば、北条家は崩ほう壊かいしてしまう。河越夜戦の時のように、知略を練って勝てる条件をじわじわと整えていかなければ。景虎を相手に、一か八かの博ばく打ちは打てないわ」

「たしかにそうです。しかし……」

「おばば？　武田晴信からの援えん軍ぐんは？　去就を定めかねて揺れていたはずの箕輪城の長野業正は、いっこうにこちらに使者を送ってこない。どうやら、長野はもうあてにできないわ。晴信自身が武田軍を率いて西上野に入ってくれないと、西と南からの挟きよう撃げき策は崩れる」

　幻庵は、上野名物の「焼きまんじゅう」をもりもりとほおばりながら、

「武田晴信からの援軍は三百ということじゃ、ふぉっふぉっ」

　と笑った──氏康は手て許もとの鞭むちを思わず地面へと叩きつけていた。

「なんですって!?　あの女……！　こんな時にかたちばかりの援軍をよこすだけで動かないだなんて？　なんのための三国同盟なのよ？」

「三国同盟はすでに事実上破れておる、お嬢じよう。さりとて、晴信がこのまま景虎が関東を平定するさまを黙だまって見ているはずがない。『現在、松まつ代しろに海津城を建築中。年が明ければ完成する予定。海津城ができあがればただちに川中島へ出兵して、越後を脅おびやかす。それまで耐たえられよ──ただし長年のよしみがある北条に忠告しておくが、決して景虎と正面から決戦してはならない。年明けまで耐えられなかった場合は、どうなっても知らんぞ』とのことじゃ」

「年明けって。景虎が上野で年を越こすはずがないでしょう。三国峠が雪に包まれる前に、越軍は越後へと撤てつ退たいする！　晴信はいったいどういうつもりなのよ！　要は、北条と景虎が嚙かみ合うさまを眺ながめて漁夫の利を得ようとしているのね！」

　そもそもお嬢が川中島で景虎と晴信を嚙み合わせようと画策したのがことの発ほつ端たんじゃて。まさか景虎が周囲の弱き男どもから乞こわれるままに片かたっ端ぱしから「義戦」を開始するなど、想像もしておらなんだからのう、と幻庵はさらに笑った。この間、健けん啖たん家からしく焼きまんじゅうを食べ続けている。

「お姉ちゃん。越軍は関東では年越しできないんだよね。だったら、それまで我が慢まんしようよ。たしかにじっとしていれば、次々と離反者は出るかもしれないけれど、越軍が越後に帰国すれば討とう伐ばつできるよ。もう少しの我慢だよ」

　氏政のとぼけた声が、錯さく乱らん寸前だった氏康を落ち着かせていた。

「……そうね。そうだったわ。景虎は上野では越えつ年ねんできない。救民と称しようして兵ひよう糧ろうを無む駄だに配り歩いているから、年を越すにも兵糧がない。必ず年末には越後へいったん引き返すはず。景虎が去ってから、北条から離反した連中を叩いて帰順させてしまえば、今は越軍に荒あらし回られている関東を再び北条の手に取り戻もどせる」

　しかし、冷れい徹てつなはずの氏康の読みは、こんどばかりは当たらなかった──景虎は冬が訪おとずれ雪が降りはじめても廏橋城から動かず、ついに越軍は関東で年を越したのである。




「お嬢さま。越後の備び蓄ちく米まい、すべて三国峠より運んで参りました。春日山城に蓄たくわえた金銀を、上田から三国峠を越えるための『山道』の整備と、米の買い占しめにことごとく投じたので、長尾家の蔵くらはもう空っぽですよ」

　景虎が廏橋城に諸将を集めて自ら琵び琶わの曲を聴きかせるという「年始の宴えん」を開いていたところに、ついに直江大和が到とう着ちやくしていた。不可能と言われていた冬の三国峠越ごえを敢かん行こうし、しかも膨ぼう大だいな量の兵糧を輸送してきたのだ。

「直江、大義。輜し重ちようを任せれば、やはりお前は頼たよりになるな」

　オレは軍師として頼りにならねえってことが言いたいのかよ景虎、と宇佐美定満がぼやいたが、景虎は苦笑するばかりだった。

　宇佐美は「唐沢山城の合戦」以来、ひたすらに「もうこんな無茶は二度とやるな」と景虎の身を案じるばかりで、ほとんど軍略を出してこない。

　まるで口うるさいだけで心配性しようの親のようだ……と景虎は口では迷めい惑わくがりながらも、そんな宇佐美の姿を眺めながら、宇佐美は自分にとってはずっと父親であり兄だったのだ、とようやく心で理解していた。

「お嬢さま。これ以上の補給はもう不可能ですよ。ないものは出せません。関東の飢き饉きんはまだ続いております。虎とらの子の兵糧を、可能な限り倹けん約やくせねばなりませんよ」

　直江大和もまた、宇佐美定満がいつの間にか老け込んでいることに少々驚おどろいたらしかったが、その直江もまた景虎から見れば気づかないうちに歳としを重ねていた。無類の釣つり好きで遊び回っている宇佐美はともかく、童どう貞ていとやらを貫つらぬいて清らかに生きている直江は歳を取らない、となんとなく信じていた景虎は、またしても衝撃を受けていた。

（人は老いる。老いて、死へと近づいていく。不思議だ。あれほどケンカを重ねてきた宇佐美と直江なのに、老いはじめた、と気づかされると同時に、かけがえのない人たちだったのだ、と気づくとは……）

　どうしたのですかお嬢さま？　と直江大和がいぶかしんだ。

「ともに関東遠えん征せいへ行こうと誓ちかったはずの近衛前久さまが来ないことを心配しているのですか？　近衛さまは姫ひ巫み女こさまの即そく位い式しきを終えられ、すでに越後に到着しております。雪が溶とければ三国峠を越えて関東へ入られます。もっとも、あのお方は軽けい忽こつですし見込みが甘い。関東には来ないほうが、お嬢さまにとっては幸運だと思いますが」

　景虎は、「い、いや、近衛さまのことは疑っていない。あの方は必ず来られる……なんでもない」と唇くちびるを尖とがらせると、

「宇佐美、直江。この兵糧は、飢饉で苦しんでいる関東の民たみたちに無む償しようで分け与える」

　と宣言していた。

　直江大和は「なんのためにわたくしが苦労して兵糧を運んできたと思っているんですか？　もう補ほ充じゆうはできないのですよ。あなたには戦略というものがないのですか」と呆あきれ、宇佐美は「景虎。お前さえ無事に越後へ帰ることができるのならば、オレはもうなにも言わねえ」とうなずいていた──。




　唐沢山城で景虎が発揮した神がかりの武辺の伝説と、不可能と信じられていた冬の三国峠越えを達成した直江軍の合流、そして「関東の民に越後の米をすべて分け与える」という義将の宣言。

　関東全土の国こく人じん衆は、いっせいに景虎のもとへとはせ参じた。唐沢山での景虎の一騎駆がけ伝説を耳にした武士たちは景虎を「毘沙門天の化け身しん」と崇あがめ恐おそれ、彼らが統治している領国の民たちは誰だれもが生き延びるために食しよく糧りようを求めた。

　まず、関東管かん領れい・上杉憲政が直接箕輪城へ乗り込んで説得した結果が出た。

　ついに、真田幸隆の調略と旧主・上杉憲政への義理との間で揺ゆれていた箕輪城主・長野業正が景虎のもとに参さん陣じんしたのだ。

　長野業正は老将である。病を得ていたらしい。これまで腰こしが重かったのも、病が最大の理由だったらしい。

　業正は河越夜戦で息子を北条方に討たれ、上杉憲政が越後へ亡命した後も上杉方として上野で粘ねばっていたが、つい最近まで武田義信軍の猛もう攻こうを受けていた。武辺者の長野業正は意地だけで城を守り通した。しかし、すでに身体からだは老いさらばえ、気力も萎なえつつあった。旧友の真田幸隆のもとに降くだるか──と心が折れかけていたところに、景虎の「唐沢山城の合戦」の奇跡を知り、そして上杉憲政自身が箕輪城へと乗り込んできて「河越夜戦の折は僕が愚おろかだった。関東から逃にげだした関東管領のために戦えとは言わない。どうか、景虎を助けてやってほしい。彼女は、常に自分を頼ってきた男たちの祈いのりを聞き遂とげようと戦い続けてきた。この関東遠征では、誰かが、彼女を支えねばならない」と頭を下げたことで、ついに決断した。

「景虎どの。残り少ない拙せつ者しやの命、長野一族の命運とともに、ことごとく景虎どのに委ねましょう。これより、この長野業正が南関東への道案内役を果たさせていただきまする」

　かたじけない、と景虎は長野業正の手を取ってうなずいていた。

「戦いくさで命を落とした息子や郎ろう党とう、将兵たちの復ふく讐しゆうのために戦えと言われれば、拙者は断っておりました。残り少ない命を、そのような虚むなしい恨うらみのために浪ろう費ひしたくはない、と。しかし憲政さま曰いわく、景虎どのは関東の秩ちつ序じよと義を再興するために戦われていると聞き、事実、関東の民に越後の兵糧を与あたえるさまを見ました。そして今、景虎どののお顔を拝見いたし、確信いたしました。あなたの義を、純じゆん粋すいさを、信じまする」

「お身体の具合はいかがです、長野どの。ご無理をなさらぬよう」

「景虎どのこそ。拙者の命を、そなたの義戦のために使い切っていただきたい」

　長野業正と景虎とは、顔を合わせるや否いなや、意気投合していたと言っていい。

　これで、西上野の脅きよう威いは去り、上野のほぼ全域が景虎方に靡なびいた。

　武田晴信による西上野からの牽けん制せい策は、破は綻たんしたのだ。

　上野を代表する猛将・長野業正が上杉憲政と長尾景虎のもとに合流したことから、北条と景虎の間で揺れていた関東諸将はいっせいに景虎方へと奔はしった。

「ワシが『坂ばん東どう太た郎ろう』じゃ～っ！　関東武士には意地がある！　西国からやってきた北条づれには決して屈くつ服ぷくせぬ！　景虎どの、わが武勇をとくとご覧あれ！」

　常陸の佐竹義重。常在戦場。常に甲かつ冑ちゆうを着込み面当てをつけて、地べたに転がって寝ねているという一種の奇き人じんで、合戦が飯よりも好きという名うての猛将。佐竹家の家か督とくは父・義よし昭あきが握にぎっているが、合戦は常に率先して義重がこなす。病弱な父親には似ても似つかぬ豪ごう傑けつである。ちなみに、親おや父じ臭くさい口調だが、実は十代の少年である。頰ほお当あてを外すと力が出ないらしい。

「吾わが輩はいたち武蔵の面々も、景虎さんよう、あんたに乗ったぜえ！　嫌いや々いやながら北条に従っていたが、吾輩らしくもねえ！　やめたやめた！　犬わんわんの餌えさをくれるってんならよう、北条との決戦、やってやるぜえ！」

　武蔵・岩付城主の太田資正。武蔵の諸将は、武蔵の南の要地・江戸城と北の要地・河越城を押さえた北条に屈服させられて渋しぶ々しぶ従属していたが、景虎に惚ほれ込んだ太田資正が景虎方に奔ったのを見て、忍おし城主の成田長泰たちもいっせいに景虎方へと寝返っていた。

「犬わんわん、とは？」

　太田資正は、北条が操る風魔衆の策略戦に対たい抗こうするべく、忍しのびを用いようとした。しかし「武辺」にこだわる関東武士には、「卑ひ劣れつ」な忍びを扱あつかう風習がなく、実力のある忍びを雇やとえなかった。時折伊い賀が、甲こう賀がから東国へ腕うで利ききの忍びが流れてきても、北条、武田が雇ってしまうのである。ついに、犬を用いた。犬の嗅きゆう覚かくならば、風魔の裏をかける、と気づいたのだ。逆に言えば太田資正はそこまで追い詰つめられていたということだ。

「岩付城はよう、犬わんわんの太田王国と呼ばれていらあ！　人間よりも食い扶ぶ持ちがかかるんだぜえ！」

「……わかった。犬にも兵糧を与えよう」

　さらに──。

　常陸の小お田だ氏うじ治はる。「やってやるぜえ！　北条をボコボコにしてやんよう！」と叫さけびながら威い勢せいよくはせ参じたが、その身体は北条との戦でボロボロだった。闘とう志しだけは高いが戦えばすなわち負けるので、一年中怪け我がをしているらしい。

　武蔵の松山城主・上うえ田だ朝とも直なおからも、「今はわが城に北条軍が入っているので動けないが、上田家は景虎どのにお味方したい」との密書が届いていた。

　下野からは宇都宮広ひろ綱つな、小山秀ひで綱つな、那な須す資すけ胤たね。

　そして、関東制せい覇はを目指す北条にとって最大の仇きゆう敵てき、上総かずさ安あ房わの里見義よし堯たか・里見義よし弘ひろ親子。

　景虎の神がかりの武勇と、越後の兵糧米とが、関東のあらゆる人間を景虎のもとへと集結させることになったらしい。

　景虎と上杉憲政を囲んで、関東諸将が次々と名乗りをあげている中──。

　大変なことになったな、と宇佐美はため息をついていた。

「おいおい。直江の旦だん那な。まずいぜ。こいつら、景虎のもとに来れば飯が食えると思っていやがる。このままじゃあ、関東遠征軍は十万を超こえるぞ！　全員を食わせ続けるなんぞ、とても無理だ！」

「三万ほど集まればそれでよかったのですが。十万のうち、戦意がある兵は三万程度でしょう。七万は、食糧目当ての烏う合ごうの衆です。長期戦は困難となりましょう……それに、関東の飢饉はまだ続いております。兵糧の現地調達も難しいですよ」

　お嬢じようさまが惜おしげもなく関東に兵糧を配りはじめたことも計算外でしたが、あまりにも唐沢山城で「強さ」を見せすぎました、と直江大和は眉まゆをひそめていた。

「関東の窮きゆう民みんに兵糧を与えて慈じ悲ひを示し、失しつ脚きやくしていた関東管領を押し頂いて関東に義を示す。お嬢さまは、わたくしと宇佐美さまの理想を、志を、こうして見事に実現してくださいました。ですが……」

「いくらなんでも、頼りにされすぎだ！　川中島も越中もまだ片付いていないんだぜ。景虎がこのまま関東に留とどまれるのならばともかく、いずれ越後へ戻らねばならねえ。こいつらすべてを救うことなど、人間の少女にすぎない景虎には無理だ。兵糧には限りがあり、景虎の体力にも限界がある。唯ゆい一いつの可能性があるとすれば、北条氏康との主力決戦。それしかない」

　長尾政景もまた、宇佐美と直江に「連合軍を結成するならば、味方は厳選せねばならん。景虎は誰もかもを拾い上げようとする。どいつもこいつも味み噌そも糞くそも一いつ緒しよだ。これでは兵を集めすぎだ。あいつは加減を知らん。いつぞやの求きゆう婚こん騒さわぎの時と同じではないか」と危機感を吐と露ろしていた。

「俺は景虎が関東の王になることには異存はない。むしろこのまま景虎が上杉憲政とともに関東に居着いてくれれば、主あるじ不在となる越後は自動的に俺のものになるから、ありがたい。だがな、武田晴信は必ずよたび川中島に出てくる。山本勘助が普ふ請しんしている海津城が完成してしまえば、もはや川中島から武田軍を駆く逐ちくすることは不可能となるぞ。川中島での武田晴信との堂々巡めぐりの戦いに決着をつけられねば、関東管領の復興も足利幕府の復興も、ただの夢物語に終わる──あの娘むすめは、自分にすがるあらゆる男の祈りと願いを聞き遂げねばならないと思い込んでいるのよ。さっさと身を固めさせて人間の世界に引きずり落とさずに、貴様ら二人が景虎を過保護すぎるほどに守ってきた結果は、まもなく出る。むろん、『悲劇』としてな」

　政景の皮肉に対して、宇佐美も直江も、反論することができなかった。




　景虎、上野廏橋城で越えつ年ねん。

　しかも雪の三国峠より、越軍の補給部隊が来たる。

　ついに、長尾業正が景虎のもとに合流し、雪崩なだれを打ったように関東諸将のことごとくが景虎方へと奔った。

　武蔵岩付城の太田資正が景虎方に奔ったことは、北条にとっては一大事なのである。岩付城は武蔵のほぼ中心部に位置し、岩付城に景虎が兵を進めれば武蔵を貫く主要な街道筋を押さえることができる。つまり──武蔵の大部分はもはや景虎の掌しよう中ちゆうに落ちたも同然であり、景虎は相模・小田原城までまっしぐらに突つき進むことができるのだ。

　しかも、下野の諸将も、「反北条」の中心人物たる常陸の佐竹義重と南総の里見家も、みな景虎に加勢した。

　北関東から武蔵、南総にかけての広大な地域を、唐沢山城のただ一戦で景虎は傘さん下かに入れてしまったことになる。

　関東遠えん征せい開始時には八千しかいなかったその軍勢は、すでに十万を超えたという。

　対する北条は国人衆に次々と離り反はんされ、動員兵力が激減していた。つまり、戦力差は逆転している。

　さらに。

　松山城主・上田朝直に異心あり。

　風魔忍しのびからこの情報を摑つかんだ北条氏康は、即座に松山城からの撤てつ退たいを決めていた。上田を暗殺して松山城であくまでも粘るという道もあったが、そのようなことをすればひとたび景虎についた関東諸将はもう戻もどってこない。

　だが、氏康にも光明はあった。景虎が調達した越後の兵ひよう糧ろうがどれほど膨ぼう大だいであろうとも、このような野放図な分配を続けていればいずれ尽つきる。そして、武田晴信の言葉が確かならば、長きにわたる川中島での合戦に決着をつける武田の最終拠きよ点てん・海津城がまもなく完成するはずだ。

「松山城は放ほう棄きするわ。もはや景虎の攻勢を『面』で守ることは不可能。『点』での各個防衛に戦略を変へん更こう。武蔵の最終拠点・河越城と江戸城、関東公く方ぼうの居城たる下総しもうさの古こ河が城、鎌かま倉くら防衛の拠点・玉たま縄なわ城、そして北条家の本城である相模・小田原城を中心に、分散して籠ろう城じよう。兵糧は不足しているけれども、耐たえ抜ぬくのよ。景虎は愚かにも兵糧を十万の関東遠征軍の将兵に配り続けている。耐えていれば必ず兵糧は尽きる。絶対に景虎と戦ってはならないわ。ひたすらに城門を閉じて餓うえを凌しのぎ、時間が尽きるのを待つのよ」

　北条氏康の知ち謀ぼうは、この「北条家滅めつ亡ぼう」の危機に面して、最大限に発揮されている。広大な関東平野に景虎を引き込む一種の「焦しよう土ど戦術」を氏康は採用していた。そもそも、すでに関東平野は飢き饉きん状態である。実際に焦土戦術を行わなくても、はじめから関東には兵糧がないのだ。しかも、巨きよ大だいなひとつの「公く界がい」を形成している小田原城の城内には、小田原の領民たちと彼らが育てている作物をともにことごとく収容することができる。

　廏橋城から小田原城までの距きよ離りは、果てしなく長い。

　景虎は小田原城に氏康が隠かくれれば、短期決戦を目指して小田原城まで追いかけてくるはずだ。その行軍途と中ちゆうで必ずほころびが出る。風魔衆を駆く使しして、破綻させてみせる。

　景虎のもとに集結した「関東遠征軍」が三万ほどであれば、氏康は決戦を主張する綱成の意見を採用しなければならなかっただろう。だが、景虎のもとに集まった兵は十万である。寄り合い所帯とはいえ、河越夜戦の折に上杉憲政が率いていた大軍とはまったく違ちがう。仮に七万が傍ぼう観かんしても、景虎率いる三万が野戦で戦えば、全軍をあげて挑いどもうが北条軍は容易たやすく打ち破られるだろう。北条の兵は、相次ぐ国こく人じんの離反によって大おお幅はばに減っているのだ。しかもみな景虎を「まことの毘沙門天」と恐おそれており、士気は下がりきっている。

「姉上。景虎は年を越こえても越後に戻りませんでした。この上まだ、時間切れを待つのですか。蓄たくわえも少ないままに籠城を続ければ、士気はさらに下がります。北条軍が誇ほこる五ご色しき備ぞなえのすべてを投入して、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に出るべきです」

　主戦派の綱成は氏康の消極的すぎる「焦土戦術」に異を唱えたが、氏康は「あなたが討うち死にするとわかっていて、そんな命令は下せないわ」と首を縦に振ふらなかった。

「つな。長尾景虎は強い。途方もなく強い。戦の天才としか言いようがない。でも──あの女には、惜しいことに『時間』という概がい念ねんがない。あるいは、乏とぼしい。まるで地上を這はい回る私たち人間とは時間の感覚が違うかのように。景虎に勝てなくてもいい。城に籠こもって、隠れ続けていてもいい。私たちは、毘沙門天を名乗るあの軍神に対して、『時間』を武器として戦うのよ」

「ですが。景虎をここで倒たおさねば、おそらく武田晴信が、因いん縁ねんの川中島で景虎を相手に一大決戦をするでしょう。臆おく病びようにも逃にげ続けて時間切れを待つ戦法を採った北条は、生き延びても、武田の下風に立たされます。後世の歴史家たちは、こぞってそのように書き記すでしょう。武田晴信と長尾景虎は、戦国の英えい傑けつであったと。しかし北条氏康は、小田原城に籠もり卑劣にも景虎と決して戦おうとしなかった、と……」

「……構わないわ。北条家の悲願、関東平定。関東に、畿内の情勢に左右されない恒こう久きゆう的な独立王国を築くというお爺じいさまの宿願。私の代で『実現』しなければ、北条家三代の戦いが払はらった犠ぎ牲せいは無む駄だだったことになってしまう。だから……これで、いいのよ」

　綱成は「姉上」と氏康の白い手を握にぎりしめ、唇くちびるを嚙かみながら耐えた。

　氏康率いる北条軍本隊は松山城を逃げるように捨てると、小田原城を目指して撤退に次ぐ撤退を重ねた。しかしその道中には、景虎方へと寝返った国人衆の拠点が無数に点在している。敵中の逃とう避ひ行こうだった。

　多た摩ま川を渡わたり武蔵を抜けて相模へ到とう達たつした時には、氏康を守る兵士の数は半減していた。

　小田原城で餓えながら籠城しなければならないという絶望的な焦土戦術。半数の兵士たちが討ち死にとそして餓が死しを恐れて、逃ちよう散さんしたのである。しかも彼らには、景虎のもとへ行けば食える、という逃げ道があった。義将・景虎は、降こう伏ふくした兵を決して殺さない。すでに、関東全土にこの事実は伝わっていた。これもまた、景虎のもとに関東諸将が集まり続けている一因であった。

　氏康が小田原城に到達した時には、もはや戦う気力を残している兵はほとんどいなかった。

　誰だれもが、空腹に苦しみ、敗走に疲つかれ果て、そして「毘沙門天」長尾景虎の影かげに怯おびえきっていた。

　小田原城に領民が次々と駆かけ込む中、廏橋城から十万の大軍を率いて景虎が出しゆつ陣じんしたという報が飛び交かった。目指すは関東公方の居城たるべき古河城と、そして北条家の本城・小田原城だという。

　しかもすでに古河城は、戦いらしい戦いもないままに、あっけなく落ちたという。

　北条の傀かい儡らいではない新たな関東公方さまをお迎むかえし、関東管領・上杉憲政さまとともに古河城で「関東府」を再興していただく、と景虎は宣言したという。関東諸将の城も領土も、越軍は奪うばわない。かつての関東公方体制のかたちに──わが父・為景が破は壊かいしてしまった「本来あるべき関東の秩ちつ序じよ」を復興すると景虎は宣言し、その言葉のすべてが「本気」であることを景虎とともに進軍する佐竹義重、長野業正ら関東諸将もまた信じて疑わないのだという。

　まもなく、下げ克こく上じようの戦国時代を日ノ本にもたらした北条家は三代目──氏康の代で滅亡する、と関東の誰もが震しん撼かんした。







　第三話　関かん東とう管かん領れい上うえ杉すぎ謙けん信しん







　甲か斐いの躑躅つつじヶが崎さき館やかたでは、武たけ田だ晴はる信のぶが妹の逍しよう遥よう軒けん信のぶ廉かどに命じて「不ふ動どう明みよう王おう像」を制作させていた。奇き妙みようなことに、自分自身を不動明王のモデルに用いよ、等身大の立像にせよ、と注文をつけてのことである。つまり、逍遥軒が制作していた仏像は不動明王像という名の「武田晴信像」だったのだ。しかも外見と寸法を生身の晴信そっくりに仕立て上げただけでなく、晴信自身の髪かみの毛までも材料として用いさせた。

「姉上。これって、呪じゆ術じゆつ的な意味でもあるのかな。自分の身代わりとして作らせた影武者人形に髪の毛を封ふうじるって」

「……ん？　あ、ああ。そうだ、これは戸と隠がくし対策だ。加か藤とう段だん蔵ぞうが束ねている戸隠忍にん群ぐんや飯いい縄づな忍群の中には、予想できない異能者もいるらしい。どのような呪術を用いてあたしに害を為なすかわからん。不動明王像と称しようしているが、実際には身代わりだ」

「加藤段蔵は景かげ虎とらの出しゆつ奔ぽんを手引きしたかどで越えち後ごと手切れして以来、戸隠を守るので手一いつ杯ぱいで、武田方の姫ひめ武将に暗殺など仕し掛かけてこないと思うけれどもねえ。まあいいや」

　背の高さと胸の大きさ以外は瓜うり二ふたつのわたしが言うのもなんだけど、姉上は世に比類なき美人サネ、そろそろ婿むこを取って世よ継つぎを作ったほうがいいんじゃないかねえ、と逍遥軒は不動明王像に漆うるしを塗ぬりながら苦笑するが、晴信は、

「あ、あたしは武田家当主として忙いそがしい。婿取りならばお前と次じ郎ろう信のぶ繁しげが先だ」

　と首を縦に振らなかった。

「わたしは絵を描かいているほうが性に合っているし、次郎姉さんは姉上が独身を貫つらぬく限り独身だよ」

「……長なが尾お景虎との川かわ中なか島じまでの勝負がつくまでは、他ほかのことは考えられない」

「姉上は躑躅ヶ崎館に毘び沙しや門もん天てん像を入れようとしていると聞いたサネ。もしかして毘沙門天像と不動明王像は、長尾景虎の分身と姉上ご自身の分身とで一いつ対つい。つまり、『お揃そろい』のお人形遊びなんじゃないかって、次郎姉さんが」

「……じ、次郎は景虎のことを意識しすぎる。決して、そういうつもりでは……」

　だがそうなのかもしれない、この地上では、景虎と友として過ごすことはできない。せめて仏界に見立てた想像上の世界でだけは。そう思ってあたしは自分自身を不動明王に見立てて立像を作らせているのかもしれない、と晴信はふと気づいていた。

「太郎ちゃんは西上野こうずけを力押しで慌あわてて攻こう略りやくしようとした結果、失敗して謹きん慎しん中だし、太郎ちゃんを補ほ佐さしていた真さな田だ幸ゆき隆たかも長なが野の業なり正まさの調略に成功できなかった。次郎姉さんは姉上が自分よりも景虎に夢中になっているといつも青ざめているし、父上は駿する河がを追われて伊い勢せへ逃走。このままでは武田家はばらばらになっちゃいそうだよ。まあ、わたしはただの道楽者だから、どこにも行きようがないけれどもサ」

「……川中島での戦いは次の一戦で終わる。西上野などは後回しでいい。海かい津づ城が完成すれば、甲斐から川中島への補給路は盤ばん石じやくになる。景虎が不毛な関東遠征という泥どろ沼ぬまに足を突つっ込んでいる隙すきに……」




　その川中島から戻ってきた山やま本もと勘かん助すけが躑躅ヶ崎館を訪おとずれたのは、深夜のことだった。

　だが勘助が府中へ戻って来た時、晴信は館の裏にそびえる要よう害がい山やまに登り、積せき翠すい寺じ温泉に入っていた──。

　勘助は、片足を引きずりながら積翠寺温泉へと直行した。

「久々だな勘助。海津城、完成したか」

　晴信は湯に浸つかったまま、岩いわ陰かげに伏ふしている勘助と対面していた。考えてみれば奇妙なことなのだが、勘助が四し郎ろう勝かつ頼よりを崇すう拝はいする一種の紳しん士し的修道士だという事実は武田家のみなが知るところとなっているので、このような場所で二人が顔を合わせてもその関係を疑う者など皆かい無むなのだ。むしろ晴信は（湯からあがってあたしの胸を勘助に見られては、勘助は「おぞましいものを見てしもうた」と倒れてしまう）と勘助を気き遣づかわねばならなかった。なんでこんなことで年とし頃ごろの姫武将が逆に男に気遣わねばならんのだ、と思うと馬ば鹿か馬ば鹿かしくもあったが、武田家のきょうだいが戦略方針を巡めぐって分ぶん裂れつしつつある今、勘助には救われる思いだった。

「完成しました、御お屋や形かたさま。長尾景虎の関東遠えん征せいが二年越しのものになったことが幸いいたしましたぞ。これで川中島を恒久的に武田軍が統治する仕組みが、ほぼ整いました。北きた信濃しなのの民心を束ねてきた善ぜん光こう寺じの秘仏は今、甲斐にあり。松まつ代しろに、武田の軍事基地たる難攻不落の海津城あり。長尾景虎が関東から戻もどってきた時には、もはや手て遅おくれでございます」

「仏を奪い、武の拠きよ点てんも築いた。これで北信濃に残るは、山の神──戸と隠がくし山やまと飯いい縄づな山やまだけだな。加藤段蔵が守るご神体の『石』はしかし、巨大すぎて運べぬぞ。春日かすが山やま城から近すぎるから、戸隠に駐ちゆう屯とんし占せん領りようし続けることも困難だろう」

「しかし加藤段蔵もまたすでに景虎と手切れしております。長尾景虎は男どもの志をすべて引き受けて男どもを惹ひきつけますが、ただひとつのことがらにおいてだけ、男の夢を拒きよ絶ぜついたします。結果、彼らに次々と離り反はんされる。そのような宿命の御ご仁じんなのでしょう」

「加藤段蔵はむしろ、景虎の出奔を手助けして越後の男武将どもに激げき怒どされ、越後を追われた側だがな。が、その段蔵も、景虎を拐かどわかして隠すことは結局できなかったのだな……」

「御屋形さま。ご決断の時です。猿さる飛とび佐さ助すけたち真田忍にん群ぐんを動員し、『石』を破壊いたしましょう」

「……そうだな。村むら上かみ義よし清きよはすでに越後で生しよう涯がいを終えるつもりになっている。後は、戸隠の連中と、そして景虎自身のあたしに勝ちたいというこだわりだけだ。戸隠の『石』が消え去れば、信濃の山の神々はすべて武田家という人間の力に屈くつしたことになり、景虎が川中島に固こ執しつする意味も消える……」

　それでは猿飛佐助と望もち月づき千ち代よ女めを中心に決死隊を編制し、「石」を爆ばく破はいたします、と勘助は告げた。

「しかしながらこの大仕事、入念な準備が必要です。今すぐにはかかれませぬ。しかも景虎がこのことを気取れば、必ずや阻そ止ししましょう。越えつ軍の守りが手て薄うすとなった時を狙ねらわねばなりません」

「……景虎は、関東遠征の最さ中なかにあたしが西上野や川中島であれこれと謀ぼう略りやくを巡らせていることに耐たえかねているだろう。景虎が義とやらを実現するためには武田晴信はどうしても倒さねばならぬ宿敵であり、武田家が海へと進出するためには川中島での越軍との果てしない死し闘とうを次の一戦で終わらせねばならない。あたしと景虎は、川中島で雌し雄ゆうを賭かけて決戦することになるだろうな。やるならば、その時だな。が、勘助。われらは、正面から越軍と決戦して、景虎に勝てるか」

「ははっ。海津城が完成した以上、よほどの悪手を打たぬ限り敗北はござらん。そして、万が一景虎に押された場合の策も、いろいろと練っております」

「……川中島で、武田家は貴重な時間と将兵を浪ろう費ひし続けてきた。長かったが、ついにあの景虎に勝つ時が近づいているのだな、勘助」

「御ぎよ意い。勝たねば義よし信のぶさま信繁さまともに納なつ得とくいたしますまい。国こく人じん衆も同じことです。川中島で消しよう耗もう戦を続けている限り、国人衆に新たな知行地を与あたえること、叶かないませぬ……次の戦いくさに敗れれば、御屋形さまが築き上げてきた武田家の和は崩ほう壊かいいたします」

「ならばもう一押し必要だな。万が一にも景虎が越後と川中島を捨てて関東に本拠を移してしまえば、景虎との決戦、行えなくなる。関東管領家の復興など絵に描いた餅もちで、今さらどのような努力をしたところで不可能だが、景虎はあれでいちど引っかかると執念深い。このまま北ほう条じようとの戦いにのめり込んで、あたしを忘れる可能性も、なくはない」

「あ、いや。御屋形さま。それならばそれでもよいとは思いますが……景虎が関東に完全に本拠を移転して越後の守りを長尾政まさ景かげにでも譲ゆずり渡してしまえば、駿河よりも先に直なお江え津つの海へと出ることも可能でしょう」

「理り屈くつで言えばそうなる。しかしそれでは意味がないのだ、勘助。あたしと景虎とは、直接決着をつけねばならないのだ。父を救うために毘沙門天などという神仏の物語を背負い込んで越後守護だの関東管領だのの復興のために奔ほん走そうしてきた景虎が正しかったか、父を追放してまでも自ら甲斐の女王となり、東国を新たなる人間の国として造り替かえようとしたあたしが正しかったか──どうしても、川中島に景虎を呼ばねばならない」

　勘助は、隻せき眼がんを潤うるませながら、

「……止めても、どうにもなりませんな。御屋形さまと長尾景虎はお互たがいに、それぞれのお父上と離別した時から、時間が止まっておりまする。お互いの時間を再び未来へと進めるためには、決戦をする他はありませぬ。御屋形さまの、お心のままに」

　と、頭こうべを垂れていた。

「ただし、戦場において再び御屋形さまのご家族、ご家来衆に無用な犠ぎ牲せいは出さぬとこの勘助は誓ちかいましたが、軍神・景虎が相手ではさすがに保証いたしかねまする。この勘助、最小限の被ひ害がいに食い止めて最終的な勝利を御屋形さまにもたらすことはお約束しますが、犠牲は覚かく悟ごしていただきまする」

「あたし自身の命を含ふくめて、覚悟の上だ。東では長尾景虎が関東遠征に乗り出して破竹の進しん撃げきを続け、西では今いま川がわ義よし元もとを倒たおした尾お張わりの織お田だ信のぶ奈なの力が急激に増大している。座していては、海を持たない武田は滅ほろび去ることになるだろう。これ以上、時間を浪費することは許されない」

　あたしはこれより武田信しん玄げんと名乗る、と晴信は勘助に告げていた。

「武田、信玄？　出家なされるので？」

「あたしは坊ぼう主ずにも尼あまにもならんが、形式上はそうなるな。あたしの真意は、景虎には伝わる。二人だけの秘密の『合図』のようなものだ。あたしが信玄と改名すれば、景虎は必ず、川中島に来る」

　ならばそれがしも出家して剃てい髪はつし、道どう鬼きとでも名乗りましょう、御屋形さまのために鬼となってでも「天下最強」への道を切り開きましょう、それで崩壊寸前となっている武田家の和を守ることもできましょう、と勘助は答えていた。

「お前が剃髪するのか？　いよいよ貧相になるから、よしておけ……先に嫁よめを取らぬか、勘助」

「すべては長尾景虎との勝負に勝ってからのことでございます。ですが、まあ、御屋形さまは剃髪なさらぬほうがよろしいでしょう」

「当然だ。髪は乙女おとめの命だぞ」

「御意。ですが、人間の男女には不ふ浄じような毛というものがございましてな。そのような不浄なものが生えておらぬ幼子と比べて、大人の女の身体からだのなんとおぞましいことか！　想像しただけでこの勘助、この世の残ざん酷こくさ恐おそろしさに憤ふん慨がいして倒れそうになりまする！」

「……お前も、初対面の時からその妙な童女への信しん仰こう心だけは変わらんな……まあ、いい」

　海津城の城主に春日かすが弾だん正じようを命じ、同時に「高こう坂さか」と改名させよ、と晴信改め信玄は告げていた。高坂は、北信濃の名族の名である。春日弾正による川中島支配力を高めるための策だった。

「しかし御屋形さま。長尾景虎ほどの者、あるいはこのまま関東遠征に成功してしまい、海津城完成の報を知っても越後に戻ってこられなくなるということも」

「……残念だが、それはない……どれほど景虎の志が美しく、その理想が高こう邁まいであろうとも……いちど壊こわれてしまったものはもう再び元に戻すことはできないのだ、勘助……諸行は無常也なり、だ。必ず、景虎は川中島に来る」

　御屋形さまは今、甲斐から追放してしまった父・信のぶ虎とらさまのことを思っているのだ。その心中を察しながら、勘助は瞑めい目もくしていた。




　　　　※




　武田晴信と山本勘助による川中島奪だつ取しゆの策謀が進む中──足あし利かが体制下での関東府の拠点とも言える古こ河が城を落とした長尾景虎は、十万の関東遠征軍を率いて武蔵むさしから多た摩ま川を越こえ、北条家の本国・相模さがみに入り、鎌かま倉くらをも横断。

　ついに、北条氏うじ康やすが籠こもる巨城・小お田だ原わら城の包囲を開始していた。

　武蔵の河かわ越ごえ城、江え戸ど城、相模の玉たま縄なわ城といった北条方の拠点はことごとく景虎の進軍を阻止しようとせずに籠ろう城じように徹てつし、景虎が望む野戦での一いち撃げき決戦を避さけ続けた。その結果、景虎は無人の野を進むが如ごとき勢いで一気に小田原まで進軍していたのだ。

　道案内役を買って出た老将・長野業正は、体調を崩くずすことが多くなっていたが、

「古河城を落とした今、焦あせることはございません。河越城、江戸城と順番に攻こう略りやくして、まずは武蔵を完全に固めてしまいましょう。北条三代が拡張し続けた小田原城はとてつもない巨城にて、十万の軍勢をもってしても容易には落ちませぬ」

　と慎しん重ちよう論を説いた。だが、問題があった。直なお江え大和やまとは越後の米をすべて関東へと輸送したが、宇う佐さ美み・直江の目もく論ろ見みでは関東軍は総勢三万程度になるはずだった。しかし現実には、景虎の人気と「行けば食える」という噂うわさが噂を呼んで、その数が十万にまで膨ふくれあがってしまった。十万もの軍勢を食わせることは、難しいのだ。つまり、関東遠征軍には、長々と戦う時間が残されていなかったのだ。

　そのことを知っている北条氏康は、どれほど景虎のもとに集まった関東諸将から罵ば倒とうされようとも、卑ひ劣れつと侮あなどられようとも、小田原城の城門を固く閉じて決して出てこない。玉縄城も河越城も、同様である。関東武士の聖地である鎌倉の防衛すら放ほう棄きして、氏康はひたすらに決戦を避け続けた。

　小田原城攻ぜめを開始したその日。

　景虎は小田原城に籠もる城兵たちが見える最前線にまで陣じんを進めて、床しよう几ぎに腰こしを下ろしながら米代わりの酒を飲み、弁当に箸はしをつけるという暴挙に出ていた。

　どれほど決戦を挑いどもうとしても、自分に野戦では勝てないと知っている北条氏康は出てこない。

　策を用いて戦に勝とうとする武田晴信ですら、ここまで逃にげ続けることはできないだろう。北条が三代がかりで奪うばい取ってきた上野、武蔵、相模、鎌倉。氏康は、そのことごとくを、北条三代が築き上げてきた「関東の覇は者しやたる北条」という自尊心とともに投げ捨てた。

　越後の荒あら々あらしい男武将たちのもとで育ってきた景虎には理解しがたい種類の人間であり、驚おどろくべき忍にん耐たい力だった。

（これでは、わたしが氏康をいくら挑ちよう発はつしたところで、無む駄だだ。なんというしたたかな女だ……まるで諸しよ葛かつ孔こう明めいとの決戦を避け続けた司し馬ば仲ちゆう達たつだ。まさか、鎌倉の防衛まで放棄するとは、これでも関東武士なのだろうか）

　短気な景虎は「いっそ女の衣装でも贈おくってやるか」と思い詰つめたが、そもそも氏康は女なので、意味がなかった。

　ならばわたし自ら銃じゆう弾だんが届く距きよ離りまで接近して、北条軍の将兵たちの忍耐力を決壊させる他ほかはない、と景虎は決断したのだった。関東武士たちは、「武」に関しては日ひノ本もとのいかなる武士よりも誇ほこり高い。いかに氏康といえども、将兵たちが「ここまでされてまだ逃げ隠かくれするのか」と激げき昂こうすればもはや抑おさえきれなくなるはずだった。鎌倉はそれほどの聖地である。かつて源みなもとの頼より朝ともが日ノ本史上初の武家政権──幕府を開いた土地であり、源げん氏じから幕府の実権を簒さん奪だつした元祖北条氏もまた鎌倉に政庁を置いてきたのだ。その元祖北条氏を打倒した足利家は、やまと御ご所しよとの対立問題があったために京に幕府を置かざるを得なくなったが、鎌倉に関東公く方ぼうを配置して東国を支配させてきた──。

「景虎！　弾たまが当たったらどうするんだ、やめろ！　引っ込め！」

　心配した宇佐美定さだ満みつが景虎の手を引っ張るが、景虎は「宇佐美こそ危ないぞ」と床几から動かなかった。

　小田原城の櫓やぐらから銃弾が次々と景虎めがけて撃うち込まれてくるが、景虎には当たらない。ぎりぎり射程の範はん囲いに景虎は入っているが、しかし、この当時の種たね子が島しまの命中精度は低い。数もごく少なかった。西国ではすでに種子島の量産が開始されているが、東国ではまだ物もの珍めずらしい存在だったのだ。

　やがてその種子島の弾も、尽つきた。

　景虎の豪ごう胆たんぶりを目まの当たりにした関東諸将は騒そう然ぜんとなった。毘沙門天の化け身しんという噂はまことだった、と。だが、長期戦は困難と見た景虎の挑発に、氏康はなおも耐えきってみせた。

　やむを得ず徹てつ底てい的な力押しをはじめたくとも、総攻めにかかる戦意を持つ軍団は越軍本隊・長野業正軍・里さと見み軍を主体とするおよそ三万のみで、七万の兵は「しばし様子を見ましょう」と唱えて動かない。

　戦意が高かった太おお田た資すけ正まさには、武蔵での河越城・江戸城に対する押さえ役を任せている。下野しもつけや常陸ひたちの諸将は、さほどの戦意がない。北条軍を敗走させ続け、相模の小田原城まで攻め寄せたことで、諸将はおおむね満足してしまっている。しかしそれよりもなによりも、兵ひよう糧ろうがないのだ。諸将に「戦え」と命じても、兵たちが餓うえている。

　毘沙門天は霞かすみを食っていればいいが、人間は義だけでは食えないからな、と鎌倉での後ご詰づめを命じられて後方戦線に留とどまっている政景が笑っている顔が思い浮うかび、景虎は思わずかっとなった。足あし下もとに、青竹を振ふり下ろしていた──。




　──宇佐美の再三の要よう請せいに折れた景虎は、本陣を安全な位置へ移した後、宇佐美、直江、そして長野業正の三人を呼び寄せて軍議を開いた。

「長々と攻城戦を続ける兵糧はない。そして氏康はどのように挑発されようとも絶対に戦わないつもりだ。どうすればいい」

「ですから気前よく兵糧を配りすぎたのです、お嬢じようさま。十万のうち七万は、餓えを凌しのぐために集まってきた無駄飯食らいです。慈じ悲ひは無限大でも、兵糧は有限なのですよ」

「まずいことになってきたぞ景虎。越軍は関東遠えん征せいでの乱取りや村々の襲しゆう撃げきを禁じていたが、大軍に膨れあがった連合軍の兵士たちは餓えている。あちこちで乱取りを開始しつつある。だが、この小田原周辺の民たみはみな、あらかじめ作物をすべて刈かり取って小田原城に入ってしまっている──広大な関東の平野を利用した焦しよう土ど戦術とでも言うべきか」

　直江大和は「仮に乱取りを黙もく認にんしたところでこの飢き饉きんでは集められる兵糧には限りがあり、兵糧はあと二週間も持ちません」と訴うつたえ、宇佐美定満は「無駄飯食らいになっている七万を解散させて総兵数を三万に減らし、全軍撤てつ退たいすると見せかけて北条氏康を引き出し、野戦決戦に持ち込むしかない」と進言した。

　長年の間、氏康と戦ってきた長野業正はしかし、

「……偽いつわりの撤退をしたところで、氏康は出てこないじゃろう。出てくるとしても、綱つな成しげや氏うじ政まさら、北条一族の妹たちを繰くり出して様子を見るじゃろう。北条氏康とはそれほどに用心深い姫ひめ武将じゃ。大義も名分も武士としての見み栄えや誇りもなにもかも捨てて、ひたすらに実利を取る。決して負けない戦いくさをやる」

　と、宇佐美が考案した「偽りの撤退戦術」がうまくいかないことを告げていた。

「だが爺じいさん。氏康は、河越夜戦では少数で関東管かん領れい軍を奇き襲しゆうしたぜ。勝ち馬に乗るべき時は乗ってくるはずだ」

「それものう、宇佐美どの。総大将の上杉憲のり政まささまと関東諸将との間に風ふう魔まを放って不和の種を蒔まき、内部分ぶん裂れつを誘さそっておいてからのことよ。乾けん坤こん一いつ擲てきの奇襲に天運を委ねたのではないぞ」

「箱はこ根ね山やまに結界を張っている山の民・風魔か……日ノ本の忍しのびではないらしいな。軒のき猿ざる衆を配置してはいるが、なかなか包ほう囲い網もうにかからねえ。こいつは一ひと筋すじ縄なわではいかねえな」

「むしろ十万の大軍、しかも寄り合い所帯という点で、河越夜戦の折の関東管領軍と、今の景虎どの率いる関東遠征軍とは、よく似ておる。氏康は風魔を用いて、景虎どのとわれら関東諸将の和を分断する策に出てくるのではないか」

　加藤段蔵と戸隠忍にん群ぐんがいてくれれば、あるいは風魔に対して強固な結界を張れたかもしれないのに、と景虎は思った。だがすでに、「高こう野や山さん出しゆつ奔ぽん」という景虎の迷いのために越軍は加藤段蔵との共きよう闘とう関係を失ってしまっていた。それに、加藤たちは戸隠を守護する山の民だ。武田晴信が戸隠を狙ねらっている今、遠く関東にまでは出てこないだろう。

「佐さ竹たけどのや里見どのとも相談したのじゃが、この上は景虎どのに廏まや橋ばし城に入っていただき、長尾家の本城を春日山城から廏橋城に移転していただくのが最善手かと思われまする。越後の守りは政景どのや宇佐美どのらに預けて、上野から関東を支配していただきたい」

「いや、それはできない。わたしは春日山城に生まれ、春日山城に育った」

「わかります。わかりますが、景虎どのが越後へ戻もどれば、北条は再び息を吹ふき返しましょう。氏康もそれがわかっていて、景虎どのの撤退をひたすら待っているのですぞ」

　景虎は目を閉じて、どこまでも平野が続く関東とはまるで異なる故郷の山々を思い返していた。あの、進軍を阻はばみ続ける越後の雪ですら懐なつかしい。

　直江大和が「関東もそうですが、越後は諸豪族の集合体にすぎません。下か越えつの揚あが北きた衆しゆうにしても、中ちゆう越えつの北きた条じよう高たか広ひろらにしても、強力な武ぶ威いを誇るお嬢さまが不在となれば、長尾家からの独立を画策しはじめましょう」と長野業正に言い含ふくめていた。

「そうですか……越後も関東と同様の政情なのですな。しかし景虎どのの武威をもってすれば、越後の国こく人じん衆を問答無用で家臣団化して絶対的な主君として君臨することもできましょうに。逆らう者を順番に倒たおしていけば、容易なことかと」

　お嬢さまがそのようなお方でしたら、さっさと廏橋城を直ちよつ轄かつ支配しておりますよ、まして廏橋城への本城移転など夢のまた夢でしょう、と直江は苦笑いしていた。

「長野業正。そなたの進言はありがたいが、春日山城から関東まではあまりに遠すぎる。思い切って関東への本拠移転を断行すれば、越後の諸将が動どう揺ようし、必ずあの武田晴信が好機到とう来らいとばかりに川中島から越後を窺うかがう。武田晴信が川中島を狙う限り、わたしは春日山城をいつまでも留守にはできないのだ」

「……そうでしたな。武田晴信が……わが箕みの輪わ城に攻め寄せてきた時はからくも撃退できましたが、あれは弟の義信が率いる部隊で、武田本軍ではござらなんだ。あの野望の姫武将は今後も、西上野と川中島の両面で、景虎どのを妨ぼう害がいし続けましょうな」

　これ以上十万の大軍で小田原城を包囲していては、軍規はますます乱れ将兵もいよいよ餓え、関東の民をさらに苦しめるばかりになってしまう。救民のための軍が、民を略奪する軍へと変へん貌ぼうしてしまう。それでは、関東遠征は義戦でもなんでもなくなってしまう。

　景虎が「あと二週間のうちに氏康を引き出して決戦する他はない。なにか手段はないだろうか」と唇くちびるを嚙かんでいると──。




「越後より、関白・近この衛え前さき久ひささま、ご到着」




　馬上で鎧よろい兜かぶとに身を包んだ「武家関白」近衛前久が、関東管領・上杉憲政を連れて本陣へと乗り込んできたという。

　近衛さまを新たな関東公方に推おすという話は、北条との戦いを終えてから関東諸将に切りだすつもりだったはずだ。今、合戦中にその話を持ち出せば関東諸将は動揺する。だから当面は廏橋城に留まっていただくはずだったのに、なぜ今？　と景虎は戸と惑まどった。

　宇佐美も直江も、関白の小田原参陣についてなにも聞いていなかった。

　使者曰いわく、廏橋には関白の「影かげ武む者しや」を置いてきたのだという。

　近衛さまはどこまでも東国武士の統領として振る舞まうおつもりらしい、と景虎は思った。




　風魔経由で近衛前久の小田原入りを知った北条氏康は、「ついに反撃の時が来たわね」と微笑ほほえんでいた──しかしその氏康の頰ほおは、げっそりとこけていた。当主の氏康も妹の氏政も、小田原城に入った足軽兵や領民たちとともに、少量の汁しるかけ飯だけでひたすらに餓えを凌いでいたのだ。そうでなければ、これほど逃げ続け隠れ続けながら、「いっそ決戦を」と涙なみだを流して訴えてくる北条軍の将兵らを思いとどまらせることなどできなかった。

　鈴すずを鳴らし、闇やみの中に風魔衆の統領・風魔小こ太た郎ろうを召しよう喚かんした氏康は、「ただちに工作を開始して」と小太郎に告げていた。

「関東諸将の間に、噂うわさをばらまくのよ。かつて川中島で武田と景虎が長なが対たい陣じんした折には、なぜか、あの二人の姫武将がただならぬ恋こい仲なかにあって密会を重ねているというあり得ない噂が駆かけ巡めぐって、両軍の将兵の士気を下げた。その手を用いるの。姫武将同士の逢おう瀬せなんて噓うそ臭くさい話でも、士気が落ちている戦場の将兵たちは信じた。まして男と女の仲ならば、容易に信じる。しかも今、小田原を囲んでいる関東十万の将兵の誰だれもが、心のうちでは、美の化身たる長尾景虎を己おのれのものにしたい、と羨せん望ぼうしているのだから──その男どもの野心の炎ほのおを、ちょっとだけ煽あおってあげれば、あとは燎りよう原げんの火の如ごとく燃え広がる」

　小太郎は「御ぎよ意い」とだけ返答し、姿を消した。小太郎の声は独特のもので、男なのか女なのかわからない。その「面」に覆おおわれた素す顔がおも、誰も見たことがなかった。

　冷れい徹てつな北条氏康は、武田信玄とも長尾景虎とも異なっている。殿との方がたを理想化することもなければ、恐おそれて忌き避ひすることもなかった。「姫武将」という立場が武器ともなり、同時に致ち命めい的てきな弱点ともなることを、知り抜ぬいていた。

　長尾景虎は、上じよう洛らくした折に関白・近衛前久と恋に堕おちた。

　だから近衛前久は、将軍足利義よし輝てるの猛もう反はん対たいを受けながら、異例中の異例とも言える東国下向を強行した──長尾景虎と結ばれるために。

　武家と公家。道ならぬ恋のために、在あり原わらの業なり平ひらの如く都を捨てて関東へと。

　近衛前久は都では名うての美男子で、「姫武将殺し」である、と。

　この最後の「前久が美男で姫武将殺しと呼ばれている」というあだ名の件だけは、事実だった。

　その事実にわずかな噓を巧たくみに織り交ぜた「噂話」という名の毒を、小太郎率いる風魔衆が十万の関東遠征軍へと向けていっせいに放っていた。




「関東諸将よ、私が関白・近衛前久である。このたびはやまと御所の姫ひ巫み女こさま、および、わが義ぎ兄けい──幕府の『大樹』こと将軍足利義輝より、関東公方に就任し上杉憲政・長尾景虎とともに関東の戦乱を鎮しずめよという内ない諾だくを授さずかり、下向することとなった」

　風聞の「種」が蒔かれて芽を出しはじめたまさにその時、近衛前久は小田原城を包囲している関東諸将の主要な面々を呼びつけて「関東公方就任」を宣言していた。近衛は景虎よりもさらに性急である。義輝の制止をようやく振り切って関東に下向したことに高こう揚ようしていた。その上、藤ふじ原わら家の頂点に立つ御おん曹ぞう司しである彼は、下々の噂話など意に介かいさない。自分と景虎との醜しゆう聞ぶんが関東遠征軍の間に広まりつつあることは知っていても、その噂がこの景虎の関東遠征にとって決定的な「落とし穴」になることには気づいていなかった。

　しかも、悪いことに──「私は今日より公く家げではなく武家として生きる」と決意して総そう髪はつに甲かつ冑ちゆう姿という武家らしきいでたちで関東諸将の前に現れた若き関白・近衛のその顔立ちは、当人の意志とは無関係に、どうしようもなく「公家」だった。色白で面おも長ながで、まさに「貴人」という言葉がふさわしい高貴な美男子である。近衛が廏橋城から連れてきた関東管領・上杉憲政も東国を代表する風流人として名高かったが、都の殿てん上じよう人びとはやはり格が違ちがった。近衛家の「血筋」が、近衛前久の容姿にはっきりと受け継つがれていたと言っていい。

　この日、景虎は朝から例の「月のもの」を迎むかえて陣屋で寝ね込んでいた。宇佐美定満と直江大和が風魔衆による暗殺を警けい戒かいしながら景虎の看護に当たっていたこと、敵味方の誰も信用せず用心深い長尾政景が柿かき崎ざき景かげ家いえや北条高広ら越軍の主力武将とともに東相模における重要拠きよ点てんである鎌倉の玉縄城包囲に当たっていたこと、老体に鞭むち打うって小田原まで進んできた副将の長野業正もまた熱を出して寝込んでいたことなど、様々な不運が重なっていた。その結果、「なんと関東の平野とは広大なことか。なんと相模湾わんとは美しいのか」としびれを切らせた近衛前久が暴走してしまったのである。

　同席を求められた関東管領・上杉憲政は、関白の命令に逆らうことができず、やむを得ず関東諸将と近衛との仲立ち役を務めるべくこの「関東公方就任宣言」の席に出席していた。だが、関東に生まれ育った彼は、まるで関東武士たちの事情を知らない近衛とは違う。上杉憲政は、関東遠えん征せい軍が空中分解するさまを容易に予見できた。

（関東公方就任宣言など、早すぎる。性急すぎる。小田原城はすでに兵ひよう糧ろうも戦意もない。あと一押しで落城するんだ。景虎が十万の軍勢に小田原城を攻せめよと大号令をかければ、それで。それなのに……関白さまは、ご自分と景虎の醜聞を意に介していないのか？　大変なことになる。大変なことに……！）

　近衛前久の「関東公方就任」宣言。これを突とつ然ぜん聞かされた関東諸将は戸惑い、激げき怒どしながら口々に異を唱えた。

　関東における反北条家の一番手とも言える南なん総そうの里見義よし弘ひろをはじめ、下野の宇う都つの宮みやや小お山やま、那な須す、常陸の小お田だや佐竹ら、ほとんどすべての関東諸将が、

「関東は武家の世界。長らくわれらを押さえつけようとしてきた都の公家を関東公方に迎えるなど、決してあり得ぬ」

　と憤ふん慨がいしたのである。

　近衛前久が理想として描えがいていた公武合体策は、あまりにも新しすぎた。周到な根回しが必要だったのだ。関東諸将の誇ほこり高さと公家への拒きよ絶ぜつ感を知っていた宇佐美も直江もそのつもりで、近衛の関東公方就任の件については先延ばしにしていた。結局は景虎が強すぎたことが、近衛の先走りを招いたのだ。

　打だ倒とう北条を悲願としている里見義弘は、あと一歩で小田原城を落とせるところまで来たというのに関東遠征軍がここで空中分解してしまっては生しよう涯がい悔くいを残すと焦あせり、

「関東公方には、代々、足利家の者が就つく。これが関東の習わしでございます。ただいまの関東公方・足利義よし氏うじは北条家の血を引く者にして、北条家が担かついでいる傀かい儡らいゆえ、われらは正式な関東公方として認めてはおりません。ですが、だからと言って関白さまを関東公方に頂くこと、われらは同意できませぬ。幼いながらも、北条の血が入っていない関東公方家の足利藤ふじ氏うじさまをこそ、関東公方に就けるべきかと。関白さまは幼き藤氏さまの後見人として後うしろ盾だてに回っていただければ」

　と近衛を説得しようとした。

　しかし近衛前久は、

「聞け。かつて源頼朝を将軍として担いだ鎌倉幕府は、その源氏将軍を三代で滅ほろぼし、都より藤原摂関家や姫巫女さまのご一族を招いて形式的に将軍の座に就けていたではないか。当時の公家将軍は傀儡ではあったが、公武は関東において緩ゆるやかに合体されていた。だから今のような戦乱もなかった。武家と公家とが融ゆう和わされていたからこそ、元げん寇こうという国難にも対処できた。関東武士と都の公家とが分ぶん裂れつした瞬しゆん間かんから南北朝の戦乱がはじまり、応おう仁にんの乱から現在の戦国の世へと至ることとなったのだ。私自身が関東を支配するつもりはない。関東管かん領れい・上杉憲政の権威のもと、長尾景虎に実行支配させる。関東武士が公家将軍を担いでいた当時のかたちに戻もどせ、それで公武は再び合体し、東国の戦乱は終わる、と私は言っているのだ」

　と反論した。近衛の言っている理り屈くつは正しいかもしれないが、鎌倉幕府の記き憶おくなど、もう関東武士には残っていない。むしろ後ご醍だい醐ごと足利との泥どろ沼ぬまのような内戦が続いた南北朝の動乱以来、関東武士は足利幕府の足を引っ張り続けた公家に対しては警けい戒かい心しんと嫌けん悪お感かんしかない。

　これは「建けん武むの新政」の悪夢の再来だ、公家が長尾景虎の武を利用して関東を簒さん奪だつしようとしている、と諸将は憤いきどおった。

　佐竹義よし重しげが、諸将を代表して近衛に斬きりかからんばかりの勢いで詰つめ寄っていた。

「関白どの、だまらっしゃい！　ワシら関東武士は公家の犬ではないわ～っ！　この件、景虎どのもご承知なのか？　だとすれば、景虎どのへの求心力も低下してしまう！」

「景虎と私とは、京で志をともにすると誓ちかい合った仲だ。私が関東公方の座を望んでいる件、むろん景虎も承知の上である」

「……む、む……景虎どのは殿方からの頼たのみを断れぬお方。関白どのに騙だまされておるのじゃ～っ！」

　佐竹義重は（ほんとうだとしても、それを今ここで言うのか。なんたる浅せん慮りよ！）と近衛の甘さと正直すぎる直情的な性格に戸惑っていた。たしかにこのお方は、どこか景虎どのと似ている。二人は乱世を憂うれう「志士」として肝かん胆たん相照らしたのだろう。佐竹義重はそう理解して渋しぶ々しぶ納なつ得とくしようとした。

　しかし。

　この時、佐竹義重が内心恐れていたことが起きた──北条氏康が関東諸将の心に蒔まいた「近衛前久と長尾景虎の恋」という醜聞が、近衛の発言によって爆ばく弾だんのように引火し、炸さく裂れつしていたのだ。

　もっともこの噂に動どう揺ようしていた男が、武蔵・忍おし城主の成なり田た長なが泰やすだった。成田長泰は、行ぎよう人にん包づつみに顔を隠かくして堂々と関東を進軍していた長尾景虎に熱ねつ烈れつな恋をしていたのだ。有力な関東諸将のほとんどが男武将だったことが、氏康が用いた「噂爆弾」を限りなく有効にした。越後ほど極きよく端たんではなくても、平たいらの将まさ門かどの時代以来、古参の名族揃ぞろいである関東では、姫武将は散見されるが「大名」格の姫武将はほとんど見られない。これは関東武士の「公家嫌ぎらい・西国嫌い」とも関連がある。西国との関係が深い今川家や武田家とは違っていた。今川家は、太たい原げん雪せつ斎さいが京で育ててきた今川義元を駿河へ呼び戻して主君の座に就けたのだし、武田信虎は保守的な印象が強いが実は京の公家衆たちとの関係が深く、早くから姫武将という風習をよく取り入れていた。そして、関東における最大の例外が、西国から下げ克こく上じようを果たして関東へ侵しん攻こうしてきた北条家なのである。

　ともあれ「景虎を公家などに奪うばわれたくない」と悶もだえた成田長泰は、公おおやけの席で口にしてはならない言葉を、思わず近衛前久に対して吐はいていた。

「関白さまは、長尾景虎どのと京で恋仲になられたのだとか。こたびの異例の関東下向も、景虎どのとの身分違いの恋を成じよう就じゆするために都から逃のがれる口実であったと聞いておりますぞ！　関東公方は名ばかりで支配せずと言うが、景虎どのを妻にするのであればつまり関東は関白さまの国ということになりますな……！」

　なにを言っている、無礼な、と近衛前久は顔をしかめていた。

　しかしその怒ど気きを孕はらみながらも高貴な近衛の表情がまた、成田長泰たち関東諸将の疑ぎ惑わくを深めた。

「景虎は武家。私は公家だ。まして景虎は生しよう涯がい不ふ犯ぼんを誓っている。恋仲になどなろうはずがない。私は戦乱の世を立て直すという志を景虎とともに果たすために敢あえて都を捨てて関東へ来た。関白自らが関東公方に就任し公武合体を成し日ノ本の戦乱を終わらせるというわが構想は、断じて私個人の欲よく得とくから出てきたものではないし、まして景虎と恋仲になど──姫巫女さまに誓って、私も景虎も公私混同などしておらぬ！」

「関白さまは、都では『姫武将殺し』と呼ばれる名うての風流人であったとか。そのご尊顔を拝して、噂はまことであったとこの成田、確信いたしました。景虎どのとの間になにもないと言われても、信じられませぬな」

「……ぶ、ぶ、無礼者めが！　景虎を穢けがすような発言は許さぬぞ！　あの者は、父親が乱した関東に秩ちつ序じよを再興するために生涯を捧ささげて戦っているのだ！」

「景虎どのがそのおつもりだとしても、関白さまとの関係が潔白だとは、にわかには信じられませぬな！　そもそも関白さまは、関東足利家をなんと考えられる！　足利家から関東公方の座を奪うということは、公家が武家を飲み込むということ！　われら都にまつろわぬ関東武士を滅ぼすおつもりか！」

「関東公方足利家は、同じ足利の分家でありながら都の将軍家に刃は向むかい続けてきた。その結果が、この東国の大乱ではないか！　足利宗家の将軍・義輝はわが義ぎ兄けい！　私の関東公方就任は、足利宗家の意思と考えよ！」

「将軍の命令であろうとも、公家に仕えることなど、吞のめませぬ！」

　事態は紛ふん糾きゆうした。

　関東諸将との揉もめ事ごとについては百戦錬れん磨まの関東管領・上杉憲政が、近衛前久の耳元に口を寄せて、

「彼らは気位が高く、これまでの歴史的経けい緯いから公家に対しては疑心暗あん鬼きなのです。頭を深々とお下げください。誠心誠意、異心なきことを訴うつたえてくだされば、彼らの心も少しは収まりましょう」

　と近衛をなだめたが、「公武合体」という美しい理想がこのようなかたちで崩くずれ去っていくさまを目まの当たりにして、これでは戦国日ノ本はいつまでも終わらぬ、この国は内輪で揉めている間に南なん蛮ばん諸国に侵食されて滅び去ることになる……と衝しよう撃げきを受けていた近衛もまた、完全に頭に血が上っていた。

「断る！　関白たる私を愚ぐ弄ろうしたことも耐たえがたいが、無私の心で関東へと入って来た景虎を色狂ぐるいの娘むすめ扱あつかいするとは、許せぬ！　こやつらは、自分たちで景虎を関東に呼んでいながら……！」

「そこをこらえて、頭をお下げください。この関東では、関東公方も関東管領も、関東諸将に担がれるお飾かざりにすぎません。関東で生きていくには、忍にん耐たいが必要です」

「関東管領たる者がそのような弱よわ腰ごしだから、関東はこれほど乱れたのだ！　主君が家臣たちの顔色を窺うかがい続ける限り、関東の戦乱は堂々巡めぐりになる！　叛はん意いを抱いだいた者は、景虎に成敗させればよい！」

「関白さま。それを言ってはなりません！」

　景虎が「必ず敵を許し決して殺さない」ということを、すでに関東諸将は知り抜ぬいている。

　北条方から景虎陣じん営えいへ寝ね返がえっていた武蔵松まつ山やま城主の上うえ田だ朝とも直なおは、

「拙せつ者しやは松山城へ戻り申す。ご免めん！」

　と席を立ち、小田原包囲軍から抜けて帰国してしまった。

　景虎から謀む反ほん人とみなされても、討とう伐ばつはされまい。もしも討伐されても、降こう伏ふくして詫わびれば必ず命は助かる。人ひと質じちとて、よほど悪質な叛意を示さない限りはまず取られる恐おそれはない。

　関東諸将の心は景虎の「殺さず」という慈じ悲ひの精神と、近衛前久の「公武合体」という飛ひ躍やくしすぎた理想論との間で揺ゆれ、一人、また一人と、（関白に関東を明け渡わたすわけにはいかん。北条を倒たおしても、公く家げに関東とそして景虎どのを奪われてしまうのならば、まったく意味がない。それに、ここで勝手に帰国しても、景虎どのに殺されることはない。ならば……）と「帰国」へ傾かたむいていった。

　あの景虎に救われた唐から沢さわ山やま城主の佐さ野の昌まさ綱つなの失望は、とりわけ大きかった。佐野もまた、景虎に魅み入いられ恋こいに堕おちていた一人だったのだ。




　激怒して近衛のもとから去った成田長泰は、景虎が寝込んでいた本陣へと乱入していた。

　この時、景虎は寝しん台だいの上に一人きりで、宇佐美定満、直江大和ともに席を外している。

「景虎どの！　これはどういうことか！」

　朝から激しい腹痛に襲おそわれて臥ふしていた景虎には、なんのことかわからない。

「……これ、とは？　乙女おとめの寝所に無断で入るなど、無礼だろう」

「関白・近衛前久との恋仲の噂うわさでござる！」

「……近衛さまと……わたしが？　まさか。あのお方は公家の頂点、わたしは越後の武家にすぎない。身分が違ちがう……それに」

「身分の壁かべを越こえるための、公武合体というわけですな？　関八州は、近衛前久にあなたが用意した引き出物か！」

「……わからない。なにを言っているのだ？　小田原城攻ぜめはどうなっているのだ」

「では、近衛前久との祝しゆう言げんの噂は噓うそだと仰おおせか」

「……祝言？　あり得ぬ。わたしは、生涯不犯を誓っている身だ。毘沙門天の力と引き替かえに、生涯不犯を通さねばならない。悪いが、わたしは誰だれのものにもならぬ。なれないのだ」

　誰のものにもならぬ、と景虎から告げられた成田長泰は、前後不覚となり、その心は千々に乱れた。

　決して、景虎を利用して関東を支配したいのではない。それでは近衛と同種の輩やからということになり、関東武士の名折れとなる。だが……成田長泰は、弱々しく臥せって震ふるえている景虎の白い肌はだと赤い瞳ひとみに魅入られてしまった。このまま引き返しては、失しつ恋れんしたことになる、永遠にこの娘を手に入れられない、と惑まどった。

「毘沙門天の力と引き替えに……修しゆ験げん道どうや仏ぶつ僧そうと同じく、あなたは純潔を守ることで神通力を得ている、そう仰おつしやるのですな？」

「わたしの場合は神通力のためというのとは少し違うが、俗ぞく世せの執しゆう着ちやくを断ち切ることで毘沙門天の化け身しんとして生きられるという点では、似たようなものかもしれぬ。越後の諸将にはすでに、納得してもらっている。わたしが、生涯夫を迎むかえぬことを」

　これほど美しい女によ人にんが。そんなことはあり得ぬし、許されぬ、と成田長泰はいよいよ惑わく乱らんした。景虎が途と方ほうもないお人好よしで、男から頭を下げられて救いを求められれば否いなとは言えないことはすでに成田長泰も理解していた。このままでは近衛前久が景虎を奪ってしまう。すでに奪われているのかもしれない。たとえ近衛の関東公方就任を阻そ止ししても、その時は関東管かん領れい・上杉憲政が……！　いや、上杉憲政はもう何年も越後で暮らしている。景虎に琵び琶わを教えているという。もしかしたら……。

「……ならば、力ずくで手に入れねばならぬようですな。ご免！」

　成田長泰は、激しい嫉しつ妬とに身を焦こがしながら、景虎の白い手を摑つかんで押し倒そうとした。景虎は腹痛でほとんど身動きができない状態だったが、加藤段蔵から学んだ「術」を用いて自分の腕うでを摑んだ成田長泰の身体からだをふわりと宙へ浮うかせると、「なにをするのだ、無礼者め！」と慌あわてて放り投げていた──。

　このような忌いまわしい時に、なぜこの男は。

　怯おびえた景虎は青竹を手にとり、転がされて呻うめいている成田長泰の額を打ち付けていた。

「景虎！　短気はよせ！　関白が関東公方就任を宣言しちまったらしい。関東諸将は騒そう然ぜんとなり、関東遠えん征せい軍は空中分解しつつある！　こらえろ！」

　景虎のために作った特製の食事を運んできた宇佐美定満は、景虎が怒いかりと恐きよう怖ふとに震えながら成田長泰を青竹で叩たたいている光景に出くわし、慌てて二人の間に割って入っていた。

「しかし宇佐美。この男は、臥ふせっているわたしの純潔を奪おうとした！　他ほかの罪は許せても、これだけは許せぬ！　この男は斬きる！」

「宇佐美どの、それがしを斬るなら斬れ！　だが、罪など働いたつもりなどない！　それがしが奪わねば、あの近衛前久に奪われてしまう！」

「……成田の旦だん那な。行け。さっさと出て行かないと、景虎はあんたを斬っちまうかもしれねえ。生涯不犯の誓ちかいを脅おびやかされた時、景虎は……我を忘れる。こいつは北条の罠わなだぜ。疑心暗鬼を起こさせて関東諸将を分ぶん裂れつさせる。河越夜よ戦いくさの時と同じ手だ。あんたら、何度引っかかったら懲こりるんだ？」

「……北条の罠であろうがなんであろうが、もはや関東と景虎どのを奪おうとした近衛前久への疑いと諸将の怒りは解けませんぞ、宇佐美どの。景虎どのに早く殿との方がたを娶めとらせておけば、よかったのです。これほどの女人に生涯不犯などと言われれば、男はみなおかしくなってしまう。景虎どのはかつて男どもの求きゆう婚こんに耐えかねて越後から出しゆつ奔ぽんしようとしたそうですが、次は関東からも逃にげることになるでしょうな。おさらばでござる！」

　成田長泰は額から血を流しながら、去っていった。

　宇佐美定満は、「天の時が景虎の手からこぼれ落ちた」と思わず嘆たん息そくしていた。

　成田長泰に襲われそうになった景虎は咳せき込みながら、寝台の上で膝ひざを抱かかえて小刻みに震えていた。

「……宇佐美……成田だけではないのか。多くの関東武士が、わたしと近衛さまの噂とやらを真に受けて……そして嫉妬し、怒おこっているのか。わたしを、手に入れたいと。わたしを穢したいと。わたしを……犯おかしたいのか、彼らは」

「……景虎。あいつらだって、ケダモノじゃねえ。人間だぜ。善の心も悪の心もある。女人に対しても、肉欲もあれば、憧あこがれの心もある。ただ……お前は美しすぎ、そして、近衛の旦那もまた美男すぎた。関東武士はこれまでの歴史的経緯から、公家に対してぬぐいがたい劣れつ等とう感がある。劣等感が疑心暗鬼を生み、嫉妬心を生む……そこを北条氏康に、うまく利用された。上杉憲政がどうにか鎮しずめようと奔ほん走そうしたが、逆効果だった。あの旦那もまた美男子で、しかも越後の府中で長らく暮らしていたからな」

「……関東遠征は、そのような理由で失敗に終わるのだな、宇佐美……わたしが男武将ならば、このようなことにはならなかったのではないか。わたしはもう……男どもと同じ世界で、生きていたくない。わたしは、ずっと子供のままでいたかった。乙女になど、なりたくなかった……」

　ふるふると震えている景虎の背中を、宇佐美はそっと撫なでていた。

「生老病死は人の定めだ、景虎。お前が越後の守護代の家に生まれたことも。為ため景かげの旦那の娘として生まれたことも。姫ひめ武将として生まれたことも。なにもかも、宿命としか言えねえ。お前がほんとうに、もう限界だというのならば……直江の旦那に頼たのんで、高野山へ連れて行ってもらうこともできるが……」

「仏の世界も武家の世界も同じだ。変成男子とならなければ、女人は救われぬ、宇佐美。わたしは、穢けがれている……今だって、この寝具を脱ぬげば、太ふと股ももは血まみれだ」

「そうじゃねえ。血は生命の源だぜ、景虎。お前がたしかに生きているという、証あかしだ」

「わたしはいっそ、縫ぬいぐるみになってしまいたい。縫いぐるみは愛らしい。そして、罪がない。血を、流さない。誰も、殺さない」

「……景虎」

　宇佐美が関東行軍中に縫い上げた兎うさぎの縫いぐるみを、景虎はそっと腕の中に抱だきしめていた。

　いつしか、青ざめた表情を隠かくせないでいる直江大和が、入室していた。

「お嬢じようさま。宇佐美さま。上杉憲政さまが諸将と近衛さまの間を調停するべく奮ふん闘とうされておられますが、事態は悪化の一途を辿たどっております。諸将が揉めているだけならばまだしも、空腹に苦しむ兵士たちの不満までが、爆ばく発はつしてしまいました。もはや小田原城への総そう攻ぜめは不可能です。佐竹義重と小田氏うじ治はるは、ともにこの騒そう動どうに対しては冷静ですが、小田原からの撤てつ退たいを進言しております」

　直江は、「関東遠征はこれまでうまく行きすぎました。兵へい站たんに夢中になっていたわたくしの失策です」と唇くちびるを嚙かんでいた。

「かつてお嬢さまが越後守護代となった時、春日山城でわたくしと宇佐美さまは一芝しば居いを打ちました。二人が景虎さまを奪うばい合って一人が失しつ脚きやくする。自作自演で『景虎さまの奪い合い』という寸劇を盛り上げておいて、諸将から景虎さまの婿むこを決めるまで五年の猶ゆう予よを引き出す。あの折は、宇佐美さまと田舎いなか芝居の詳しよう細さいを詰つめて慎しん重ちようにことを運んだものでしたが……わたくしも、老いました」

「……直江。わたしが今さら高野山へ登って出家すると言えば、お前は失望するか。それとも」

「お嬢さまに失望することなど決してございません。わが力の限界をこそ恥はじております。かつて、綾あやさまに代役をお願いしてお嬢さまをあの長尾政景の手から守り、さらにお嬢さまを越後守護代にお就つけした頃ころは、お嬢さまを自らの妻にしたいと煩はん悶もんする越後の男どもの心が手に取るようにわかったものです。彼らの煩ぼん悩のうと恋心を見通せたからこそ、読み切れたからこそ、わたくしはすべてに先回りすることができたのです。お嬢さまをずっと自分の娘のような目で見てこられた宇佐美さまには、できなかったことを……ですが、わたくしももう、老人ですね。関東でも越後と同じことになる、こんな簡単なことすら、今のわたくしにはわからなくなっていたのですね……わたくしはお嬢さまにお仕えする間に、いつしか過去に植え付けられた疵きずを癒いやされ、救われていたのかもしれません。ですが」

　宇佐美定満は、かつて若かりし頃、直江大和は景虎に越後を救う希望を見み出いだすと同時に、密ひそかに景虎に恋に近い感情を抱いだいていたのだ、その矛む盾じゆんした感情に彼自身が苦しんでいたのだ、だからこそ長尾政景たちの「先手」を打つことができたのだ、とやっと気づいた。景虎にはしかし、伝わっていないらしい。直江は、景虎には伝わらないように慎重に語っているのだ。それでいい、出来た男だ、と宇佐美は思った。

「お嬢さま。出家はいつでもできます。どうか婿をお取りください。ただし相手は、お嬢さまご自身が恋された殿方でなければなりません。いつのことになるか、わかりませんが……近衛さまとの醜しゆう聞ぶんの噂はそれで消えます。そして、関東遠征であろうが、川中島出兵であろうが、上じよう洛らくであろうが、なんでも構いません。今いちどやり直しましょう」

「……恋をすれば、わたしは死ぬ。毘沙門天が、そう告げた」

「それは、お嬢さまの思い込みです」

「……わたしは殿方に恋をすることができない。どういうものか、まるでわからないのだ。わたしにとって殿方とは、父上や政景のように恐ろしい獣けもののような存在か、あるいはお前と宇佐美のように優やさしくわたしを見守り支えてくれる存在か……その、どちらかでしかない。わたしは、身体は成長したが……心はまだ子供なのだろうか」

「今はわからずとも、いずれ、その時が来るでしょう。できれば、わたくしと宇佐美さまが生きているうちに、その時が来てほしいものですが」




　諸将と兵士たちの相次ぐ離り反はんで、関東遠征軍が騒然とする中。

　近衛前久と上杉憲政、そして病びよう軀くを押して長野業正が。

　景虎と宇佐美、直江の前に揃そろい踏ぶみしていた。

　長野業正は、もはや長くは生きられないだろう、と景虎は心を痛めた。この行軍は、老いて病を抱えた彼には厳しすぎたのだ。

「景虎どの。関東武士の失態をお見せしてしまい、申し訳ございませぬ。拙せつ者しやが近衛さまをお止めできていれば。かくなる上は、小田原城の囲みを解いて撤退する他はござらぬ。兵ひよう糧ろうが尽つきた上に士気が落ち、和が乱れております。事態は河越夜戦同様となりつつあり、このまま次々と兵が帰国すれば氏康が得意の奇き襲しゆうをかけてくる恐おそれがあります」

　景虎は痛む下腹部を苦しげに押さえながら、

「わたしも、床とこに臥していた。月に一度はこうなる。関白さまとわたしが同席できていれば、このようなことには。申し訳ない」

　と業正に詫わびるしかなかった。が、業正は、

「景虎どのはお若いのです。命の火が、燃えているのです。朽くちていく拙者にとっては、むしろ目め出で度たいことです」

　と微び笑しようを浮かべていた。

　そして近衛前久は、「諸将のあらぬ疑いを解くためでおじゃる」と、白しろ塗ぬり・お歯黒・描かき眉まゆの「公く家げ化け粧しよう」姿で現れて景虎たちを驚おどろかせていた。すでに鎧よろいも脱いでいる。

「『武家関白』じゃなかったんですかい？」

　と宇佐美が思わず近衛の異変にたじろいだが、近衛は、

「公家は公家、武家は武家。麻ま呂ろは思い知ったでおじゃる。はじめからこの公家姿で関東諸将の前に顔を見せておれば、景虎と麻呂の醜聞など一笑に付されてそれで終わりでおじゃったわ……人は、生まれながらに己おのれの血と身分に縛しばられているでおじゃる。関東まで来てもなお、麻呂は藤原家の人間である宿命からは逃のがれられなかったでおじゃる」

　と、雅みやびな公家言葉で返答していた──もう、近衛の感情は誰だれにも読み取れない。入念な化粧とその公家言葉によって、すべてが隠されてしまっていた。

「公武合体の夢は、しょせん夢でおじゃったな。麻呂は、関東でこの日ノ本の現実をよく学んだでおじゃる……これより麻呂は、武士を蔑さげすむでおじゃる。しょせん武力を持たぬ公家にできることは、その血筋を誇ほこり武士を見下し、都で風流と策さく謀ぼうに生しよう涯がいを費ついやすことのみと、思い知らされたでおじゃる……それに麻呂が公家然として徹てつ底てい的に武士を蔑めば、関東武士どもの憎にくしみはすべて麻呂に。景虎への連中の怒りは、いずれ晴れよう」

　近衛さまは痛く失望しておられる……景虎は、このようなかたちで夢破れた近衛の心情を思うと言葉が出てこなかった。小田原攻ぜめの最さ中なかに関東公方就任を宣言した近衛が性急すぎたことは言うまでもない。だが、景虎もまた、あまりにも性急に小田原城まで攻め上ったのだ。

　なによりも、彼自身が唾だ棄きしてきたであろう「お歯黒」の仮面を被かぶってしまった近衛は、もはや武士に対して心を開くことはないだろう、義ぎ兄けいの足利義輝に対してすら。そう思うと、景虎は（将軍さまの運命もまた、破は滅めつへと向かいつつあるのではないか）と案じずにはいられなかった。

　近衛さまは、変わられてしまった。心を閉ざされてしまった。

　きっと近衛さまとわたしとは、このまま永遠に袂たもとを分かつことになるのだろう。

　そう思うと、景虎はこみ上げてくる涙なみだをついに抑おさえきれなくなった。

　無言で、落らく涙るいした。

　そして、奔走も虚むなしく関東諸将の分裂を防ぎ得なかった関東管かん領れい・上杉憲政は──。

「景虎。きみと僕との間の醜聞も、このままでは消えない。僕は越後にあまりにも長居しすぎた。このままでは、関東に秩ちつ序じよを復興するというきみの夢は完全に頓とん挫ざしてしまう。元はと言えば、東国一の貴公子などと自うぬ惚ぼれてきみを口説き落とすことができれば関東を奪い返せるなどという浅ましい打算から越後へ亡命した僕の責任だ。しかし、僕にはもう領土も兵もない。今の僕にできることは……」

　上杉憲政は、景虎が興おこした関東遠えん征せい事業の大義名分を守るために、景虎自身の夢を守るために、なによりも景虎への「礼」を尽くすために、一大決意をして景虎のもとを訪おとずれていたのだった。

「景虎。上杉家の家か督とくも関東管領職も、すべてきみに譲ゆずる。僕には子がいない。落日の関東管領家のために無私の義戦を続け、長年にわたり尽くし続けてくれたきみを、僕の猶子とする。僕の名より──『憲政』より一文字を与あたえよう。『上杉政まさ虎とら』と改名するがいい。僕に残されているもののすべてを、きみが持っていけ。きみはこれより、関東管領・上杉政虎となる。たとえ北条が支配する関東の古き秩序を復興できずとも、関東管領上杉家を、きみが守り残すんだ。もう、関東遠征を繰くり返さずともいい。婿を迎むかえ、上杉家の世よ継つぎを産んでほしい」

　上杉憲政もまた、景虎に「夢」を託たくした。

　近衛前久が「やめておくでおじゃる。上杉家と関東管領職などを継げば、景虎はそれこそ生涯を関東に縛られるでおじゃるぞ」と憲政に忠告したが、憲政は「関東管領の存在こそが、景虎にとって消えない呪のろいとなっている。上杉家の血筋などは、僕の代で終わりでいい。これで景虎は解放される。もう、上杉家に忠誠を尽くさずともよい。彼女自身が上杉家そのものになるのだから。今は無理でも、いつか、必ず」と首を縦に振ふらなかった。

　宇佐美定満も直江大和も、止めなかった。上杉憲政は今、景虎に深々と頭を下げて泣きながら「僕が生きた証をきみが継いでくれ」と懇こん願がんしている。景虎が、拒きよ絶ぜつできるはずがなかった。すべての男の夢を、景虎は背負い、そして叶かなえねばならないのだ。

「……憲政さま……」

「これで、僕ときみとの醜聞の噂うわさも立ち消えになる。それに、関白さまの関東公方就任の計画が泡あわと消えた今、きみが僕の猶子となり関東管領となる以外に、関東戦線を崩ほう壊かいさせずに防ぎ止める道はない」

　いつかどこかで聞いた言葉だった──このお方は、どこか兄上に似ておられた。だから、恋こいに堕おちることができなかったのだろうか。憲政さまに恋をして死ぬのであれば、それはそれでよかったというのに。わたしはまだ、童女のままなのだろうか。あの武田晴信がいまだに殿との方がたと恋に堕ちないのと同じに。

　景虎は上杉憲政の手を取り、そして赤い瞳ひとみを再び涙に濡ぬらしていた。

「鎌倉の鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうで、お受けいたします。関東は必ず、関東管領のもとに」




　小田原城の包囲を解いた景虎は、鎌倉の鶴岡八幡宮へと後退し、「関東管領就任」の儀ぎ式しきを強行した。ひとつには近衛前久の関東公方就任計画に徹底的に反対する関東諸将の分ぶん裂れつを防ぎ止めるためであり、近衛や上杉憲政との醜聞を打ち消すためでもあった。小田原城を落とせなかった時点で、景虎の関東遠征は事実上、失敗に終わった。

　上杉憲政は、父・長尾為景が破壊した関東の秩序をついに復興できなかったと悔くい嘆なげく景虎を見ていられなくなり、今後の景虎の関東での苦戦を予期し、関東の秩序の「形式」だけでも景虎は復興を果たした、というかたちを与えたかったのだ。十歳になる以前より関東の戦乱に巻き込まれ、流る転てんの生涯を送ってきた上杉憲政にとって、景虎は自分に安住の地を与えてくれた女め神がみそのものに等しい。景虎が生涯不ふ犯ぼんを貫つらぬくのならば、「関東管領」と「上杉家」という自分の肩かた書がきだけでも、遺産として与えたい。そう願った。

　景虎が「関東管領」に就けば不毛な関東遠征を繰り返すことになる、と危き惧ぐした宇佐美定満がこの話を結局は認めたのも、景虎自身の関東に対する負い目が少しでもこれで癒やされれば──という希望ゆえだった。そしてもうひとつ。景虎が関東武家にとっての絶対の聖地・鶴岡八幡宮で北条家を差し置いて関東管領に就任するという「挑ちよう発はつ」を北条軍が黙だまって見ていられなくなり、鎌倉へ攻めてくる可能性を期待してのことだった。

　河越夜よ戦いくさの再現を果たすために、鶴岡八幡宮に集まって酔よいしれている関東遠征軍へと氏康自身が奇襲を敢かん行こうする。

　この薄うすい可能性の糸を、宇佐美は摑つかみ取りたかった。

　太た刀ち持ちには、「ついに景虎さまが、越後守護から関東管領へ。関東を統すべる女王へ──関東管領上杉家そのものを継がれたのだ。感無量である。南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」と号ごう泣きゆうしている柿崎景家と、対照的に「……」と寡か黙もくな斎さい藤とう朝とも信のぶの二人が選ばれた。二人とも、今回の関東遠征では北条高広とともにいくつもの城を落とす大功をあげた。景虎はどれほど関東の城を席せつ巻けんしようとも関東の土地を切り取らないから、彼らには「感状」が与えられるだけであり、実利はない。それでも、「上野、武蔵、相模に越軍の城代を置かねば関東遠征など不毛ですぞ」とぼやく北条高広を除く越後の男武将たちは黙々と景虎を支え、戦い、忠誠を誓ちかい続けていた。彼らは、景虎が「関東という土地」を欲ほつして戦っているのではなく、父・為景が壊こわした関東の秩序を復興するために戦っていることを知っていた。同時に、近衛前久の関東公方就任計画が近衛自身の暴走と風魔衆が蒔まいた噂とによって立ち消えになってしまったことを、景虎が深く悔くいていることも──。

　この儀式を強行する当日の早朝。

　陣じん幕まくで準備に入っていた景虎は、軒猿を通じて武田晴信の動きを知った。

　直江大和が、景虎に事実を淡たん々たんと報告した。

「山本勘助が松代に海津城を完成させたそうです。ついに、甲斐から上田を経由して川中島へと至る新たな補給路を繫つなげられました」

「……そうか。西上野に姿を見せないと思ったら、川中島を奪うばい取るために動いていたのか……上野に割り込んで越軍の退路を断つのではなく、川中島へ今いちど出てこい、と……晴信め」

「戸隠山・飯縄山への攻こう勢せいも進めているようです。戸隠山を武装占せん拠きよするためというよりも、どうやら運うん搬ぱんが困難なご神体の『石』を破壊するためらしいです。それで、加藤段蔵たち戸隠忍にん群ぐんは目的を失い、四散しましょうから」

「直江。あの者がわたしを越後から連れ出したことをまだ怒おこっているのか？　加藤段蔵と和解し、ともに戸隠の『石』を守れ」

「怒ってはおりませんが……戸隠の結界を破壊されれば、川中島から春日山城への道を塞ふさぐ『壁かべ』を武田に突とつ破ぱされます。加藤に和わ睦ぼくの使者を送りましょう。しかし、ひとつだけ、武田に奇き妙みような動きが」

「奇妙な動き？」

「武田晴信、姫ひめ大名という地位は捨てぬままに、なぜか出家。武田信玄、と改名したということです」

「……武田……信玄……」

　戸隠の山で邂かい逅こうしたあの時に、晴信が「仮名」として用いていたあの名前を、今になって。

　自らの「本名」にした、というのか。

　いつまでも関東に関わっていないで川中島・善ぜん光こう寺じ平だいらに出てこい、とわたしを呼んでいるのだ、と景虎は瞬しゆん時じに理解していた。

「直江。武田晴信、いや、武田信玄をこれ以上捨て置いては、関東の仕置きも上じよう洛らくも頓挫する。わたしが上洛し、あるいは関東に遠征するたびに、あの者はわたしの志を妨さまたげるために画策する。そして、海津城が完成した今、川中島はもはや半ばあの者に奪われたも同然。武田信玄と川中島でこんどこそ決戦し、倒たおさねばならない……関東管領上杉家の名みよう跡せきを継いだことさえも、無む駄だになってしまう」

「それではこの儀式が終わり次し第だい、越後へと引き返しますか」

「分裂騒そう動どうで四散しつつあるとは言え、まだわが手て許もとには士気が高い三万の兵がいる。本来ならば、北条との決戦を行いたい。だが、北条氏康が小田原城に籠こもったまま鎌倉を放置し続けるというのならば、後こう顧この憂うれいを断つためにいったん越後へと戻もどり、川中島で武田信玄と雌し雄ゆうを決する他ほかはない」

　自分と景虎との醜しゆう聞ぶんは、景虎にとって命取りとなる。景虎とそして武家の前で再び素す顔がおを見せまい、「公家」として振る舞まわねばならないと決意した近衛前久はこの時もお歯黒・白粉おしろいの麻呂姿で陣屋を訪れていたが、「越後へと帰る」という景虎のこの言葉を聞いて、激げき昂こうしていた。

「景虎、それはならぬでおじゃる！　そなたは今日より関東管領でおじゃるぞ！　その関東管領が関東から出で払はらってしまえば、北条氏康は必ず反転攻勢に出るでおじゃる！　これはすべて武田信玄の挑発でおじゃる！　川中島など、関東にも畿き内ないにも関係のない土地でおじゃる。村上義清にももはや北信濃に帰るつもりなどない！　武田など捨て置き、関東にあと一年、踏ふみとどまるでおじゃる！」

　直江大和が、「ですが武田を捨て置けば春日山城まで脅おびやかされます」と関東の地図を広げ、

「上杉憲政さま、新たに関東公く方ぼうとなられる足利藤氏さま、そして関白近衛さまのお三人には、関東公方の本拠地たる古河城に留とどまっていただきます。古河城を新たな関東府の御ご所しよとなし、上野は長野業正どのに、武蔵は太田資正どのに守っていただく。そしてお嬢じようさまの再度の関東入りをお待ちいただくということでどうでしょうか？」

　と近衛前久に提案した。が、近衛は、

「関東管領の位を捨てた憲政、実権なき童女の足利藤氏、公家の麻ま呂ろが古河に留まっても、関東諸将の多くは従わぬでおじゃる。成田や宇都宮、小田らは言うに及およばず、佐竹義重も里見も気位の高い者ども。麻呂は、関東における公家の無力を思い知ったでおじゃる。この武家の国は、畿内とは違ちがうでおじゃる……どこまでも広大な平野が広がる関東には、いざという時に逃にげ延びる叡えい山ざんも吉よし野のの山もないでおじゃる。武なき者どもが古河城に籠もったところで、半年持ちこたえられるかどうか」

　とすっかり弱気になっていた。北きた畠ばたけ顕あき家いえにならん、と関東へ勇ゆう躍やくしてきた近衛だったが、公家にまつろわぬ関東武士の実情を突つきつけられた今、景虎不在の関東を束ねて守りきる自信などとても持てなかった。「公武合体」という新しき夢を描えがく先見の明を持っていた近衛前久だが、「胆たん力りよく」が欠けていたと言っていい。剣けんの腕うで前まえは一流である。合戦を恐おそれるということもない。むしろ、自分に武家の血筋と八千の兵力と忠誠無比な一族郎ろう党とうがあれば、自力で天下統一のために戦えたものを、と嘆いてきたほどに好戦的な男である。しかし、現実には公家である彼は一兵の兵力すら有していない。結局、やまと御所と姫巫女さまのもとを離はなれた自分には関東の武家どもを従わせる威い光こうなどないのだ、それどころか景虎の美しき夢に泥どろを塗ぬってしまった……という失望と後こう悔かいが、近衛を弱気にしていた。

　さらに、困こん惑わく顔の宇佐美定満が将軍・足利義輝からの書状を届けてきた。

　武家の統領たる足利義輝は、関東は公家に対してまつろわぬ土地、近衛前久が関東公方に就任することはできまい、近衛を関わらせれば景虎の関東遠えん征せいを失敗させてしまう、ともとより近衛の先走りを危惧していた。そこで、関東で近衛と関東武士たちの対立が表面化し遠征が頓とん挫ざしてしまう前に、いったん景虎を越後へと引き上げさせようと、策を講じて「書状」を送ってきたのだった。しかし、その書状は、義輝も近衛も想像していなかった「景虎の関東管領就任」の儀式当日に届いた。義輝は、一歩及ばなかったのだ。あるいはこれが景虎の天命だったのかもしれない。

『以前景虎と揉もめ事ごとを起こして今は三み好よし家に厄やつ介かいになっている小お笠がさ原わら長なが時ときが、故郷の信濃に帰りたい、と余に懇願してきた。義将・長尾景虎は罪は罰ばつすれど罪を犯おかした者をことごとく許すと聞く。小笠原長時の罪を許し、彼を信濃に戻してやってはくれぬか』

　すでに義輝は、武田信玄を信濃守護に任命している。小笠原長時はもう信濃守護ではなく、この命令にはほんとうは道理はない。だが、

『武田晴信は余との約定を無視して川中島を奪おうとしている。これは足利幕府に対する不忠であり、そなたへの不義である。ただちに川中島へ出兵して武田晴信と雌雄を決せよ──余は、いつまでもそなたの上洛を待っている。余の心を示すために、そなたにわが名より一文字を与あたえる。これからは、長尾輝てる虎とら、と名乗ってほしい』

　と、義輝の書状は「義」の論理を盾たてに景虎を説得していた。彼が書状を書いた時点で、晴信が「信玄」と改名したことを、義輝はまだ知らなかった。にもかかわらず、義輝は景虎と晴信との川中島決戦を望んだ。

　今、わたしを巡めぐる人々の運命のすべてが「川中島」へと集約されつつある、と景虎は感じていた。松代に海津城を築き上げ、信玄と改名した武田晴信も。今川義元を欠いたまま京で三好松まつ永ながとの政権を巡る抗こう争そうに奔ほん走そうしている足利義輝も。そして近衛前久が構想した「公武合体策」が破れ、暗あん礁しように乗り上げているこの関東遠征の成否も──。

「なにもかもが、川中島での武田軍との決着をつけなければ、先へと進めずに暗転してしまう。今日より上杉家を継つぐわたしは、急いで川中島という籠かごから飛び立たねばならない。もう……信玄と、川中島で過ごしている時間は、ない」

　近衛前久は、「景虎が越後へ去れば、麻呂と憲政がどれほど古河で踏ん張ったところで、諸将は次々と北条方へと寝ね返がえるじゃろう。ことに、小身の国こく人じん連中は……己おのれの『土地』を一所懸けん命めいに守るべく、その時その時の強き者に靡なびき続けるでおじゃる。関東武士とは畢ひつ竟きよう、そういう連中でおじゃる。麻呂の公武合体の夢は、ここで終わるのでおじゃるな」と目を閉じていた。近衛が抱いだいていた武家への憧あこがれは、彼自身が武家となることを拒きよ絶ぜつされた心の傷が発ほつ端たんとなって、今や武家への嫌けん悪お感かんへと変へん貌ぼうしつつあった。さらには、ともに「公武合体」を進めてきたはずの義兄弟・義輝への怒いかりさえも生まれていた。義輝は京の幕府を立て直すために景虎を欲し、近衛は関東の地に公武合体を成すために景虎を欲した。男女の恋こいとは違うが、結局は、景虎の奪い合いであった、といっていい。その奪い合いに、義輝が勝利しつつある、と近衛は思った。関東に公家が下向しても決して関東武士たちはまつろわない。義輝の言葉が正しかったのだ。やはり義輝は武家の統領であり、自分は公家の統領なのだ。両者の道がともに交わるということは、ないのだ──。

「景虎よ。いや、今日より上杉政虎であったか。あるいは、輝虎と呼ぶべきか。そなたが越後へ去れば、関東遠征の構想は瓦が解かいするでおじゃる。それでも、麻呂を振ふり切って越後へ戻り、またしても川中島へ行くでおじゃるか。ならばもはや、麻呂が関東に留まる意味も、なくなるでおじゃる」

「……近衛さま。必ずや次の一戦で、武田信玄を破ってご覧に入れます。長対陣も和睦もありません。わたしはこれまで、決して敵味方の将兵を無駄に犠ぎ牲せいにしない美しき戦を、心がけて参りました。ですが、近衛さまと上杉憲政さまを古河城に捨て置いて川中島で信玄と鬼おにごっこを続けるつもりはありません。わが命を賭として、武田軍と正面から激げき突とつし、撃げき破はいたします。この戦を、短期決戦にして、越軍の全力を傾かたむけた最終決戦といたします。どれほどの犠牲を払ってでも武田信玄を誅ちゆうし、ただちに関東へ舞い戻ります。お約束します」

　そう。もう……鬼ごっこではない。わたしは、武田信玄を、討うたねばならない。関東のためにも、近衛さまのためにも、将軍義輝さまのためにも……東国にも西国にも「秩ちつ序じよ」の復興が必要なのだ。それは足利将軍家であり、幕府であり、御所であり、関東府である。今、それらのすべてが瓦解しつつある。北信濃の領土問題など、今の日ノ本全体から見れば、小さな問題にすぎない。それがなぜわからない信玄。それほどまでに、わたしと戦いたいのか。それらすべての古き秩序を破は壊かいしなければ、新たな世直しなどはできないと言うのか。どちらかの命が尽つきるまで、この戦いは終わらないのか。

　景虎は、「敵味方に甚じん大だいな犠牲が出るために、決して実戦では用いぬと決めておりましたが……すでに春日山城の毘び沙しや門もん堂にて、必勝の陣立てを考案しております。武田信玄を討ちます」と近衛に告げ、そして就任式に出席するために立ち上がっていた。

「わたしには、政虎という名と、輝虎という名。いずれも選びがたいです。ですから、これからは──わたしも、出家名を名乗りましょう。上杉謙信、と」

「上杉……謙信、とな!?」

　武田信玄の「招集」に、景虎は、いや上杉謙信はかくして、応こたえていた。誰だれに理解できずとも、信玄には理解できる。謙信が、「川中島で最後の決着をつけよう。わたしの志が正義なのか、そなたの野望こそがまことの力なのか。いずれが、日ノ本の戦乱を収めるにふさわしいか。すべてを、次の一戦で決めよう」と信玄の挑ちよう戦せんに応じたことに。

　この、赤い瞳ひとみと白い肌はだを持つ越後の少女を「姫武将」として育成し続けてきた宇佐美定満と直江大和は、景虎の唐とう突とつな改名になんらかのただならぬ運命を感じ、そして、「オレたちは」「お嬢さまを、ここまで連れてきてしまったのですね」と震ふるえていた。しかし、それは景虎がついに東国武士の頂点に立ったという感激の震えではなかった。

「あの虎とら千ち代よが、越後守護・長尾景虎となり、そして」

「関東管かん領れい・上杉謙信に」

　景虎は、父・為景が壊こわした関東管領上杉家を自ら継ぐことで、そしておそらく短いであろう命を関東の平定に捧ささげて奔走することで、為景の罪を生しよう涯がいを賭かけて償つぐなおうとしている。

　もう景虎は、二度と京の地を踏めないのではないか。

　誰とも恋に堕おちることなく、このまま天の高みに昇のぼりきって、孤こ独どくに生涯を終えてしまうのではないか。

　オレたちは──ほんとうに景虎を「幸福」にできたのだろうか。

　関東管領・上杉謙信の誕生。

　もはや、東国武士の誰も、彼女に触ふれることはできない。

　なんぴとも、神聖にして侵おかすべからず。

　上杉謙信は、すでに人間の少女にあらず。毘沙門天の化け身しんである。神がすべての男の夢を叶かなえるためには、いかなる男の求愛も拒こばみ続けねばならないのだ。

　だが。

　ただ一人だけ──反骨の武将・長尾政景だけが、あきらめていなかった。




「……愚おろか者め……景虎め。なにが、『上杉謙信』だ。空っぽの生涯を、空くう虚きよな己の心を、そのような虚きよ飾しよくで満たせると思うな。関東管領も。上杉家も。お前の満たされない心の穴を埋うめるための、ただの観念にすぎん。必ず、この俺が地上へと引きずり下ろしてやる」




　俺は宇佐美とも直江とも違う。貴様を、己の娘むすめのように慈いつくしむ感情など、かけらもない。俺の心に渦うず巻まくものは、欲よく望ぼうのみよ。もしも武田信玄が次の川中島の合戦で貴様を倒せねば、もはや信玄に見切りをつけ、この俺自らが貴様を奪うばう。越後がどうなろうとも、綾がどう思おうとも、構わん──。

　政景は自分自身にそう言い聞かせながら、景虎の関東管領就任式の準備にかかっていた。




　北条氏康は、ついに小田原城から出てこなかった。

　景虎を相手に河越夜よ戦いくさを再現できるなど、徹てつ底ていした現実主義者の氏康は当初から期待していなかった。ただ景虎をいったん関東から撤てつ退たいさせられればそれでいい、たとえ五度十度と景虎が関東に遠征してきても、そのたびに籠ろう城じようし、時間切れを待てばいい、と全人生を賭けた「長期戦」を覚かく悟ごしたのだった。

　鶴岡八幡宮にて、長尾景虎は上杉憲政から上杉家の家か督とくと関東管領の職を移い譲じようされ、「関東管領・上杉謙信」となった。

　鶴岡八幡宮の大おお銀杏いちようのもとに佇たたずむ謙信のその異形の美しさを、関東諸将たちは羨せん望ぼうの目で見つめ続けていた。成田のように打ちよう擲ちやくされようとも、謙信を娶めとりたい、と多くの関東武士たちは煩はん悶もんした。

　とりわけ、唐沢山城で彼女に救われた佐野昌綱は、この時より死ぬまで謙信への思いを断ち切ることができず、魅み入いられたように謙信に謀む反ほんし続けることになる。謀反すれば謙信が現れる。そして、佐野の罪を咎とがめずに許す。ただ謙信に侍はべるよりも、謙信に逆らいその毘沙門天の力をもって徹底的に叩たたきのめされ、そして「そなたの罪を許す」と謙信に告げられるほうが、佐野はより深い法ほう悦えつを得られるのだった。そして関東諸将の多くが、次し第だいにこの佐野と同じような心理状態に陥おちいっていく。

　だが、関東管領となり関東武士の頂点に立った謙信に、武士としての純然たる忠誠を誓ちかう硬こう骨こつ漢たちもまた、関東には揃そろっている。

　鎌倉を発たち、近衛騒そう動どうの折に北条方に寝返った武蔵松山城を電光石火の速度で奪だつ回かいした謙信は、関東の押さえを委ねた三将に「しばし関東を頼たのむ」と告げていた。

「長野業正。太田資正。佐竹義重。それぞれ、上野、武蔵、常陸の押さえを頼む。わたしは必ず、一刻も早く武田信玄を討って関東へと舞まい戻もどってくる。それまで、古河城に新たに政庁を開かれる近衛さま、憲政さま、藤氏さまのお三方をお守りし、補ほ佐さしていただきたい」

「了りよう解かいいたしました。拙せつ者しやに残された生涯を賭けて。古河城の上杉憲政さまと越後とを繫つなぐ上野の道、必ずこの業正が死守いたしまする」

「任せてくれやあ！　犬わんわんは無敵だあ！　畜ちく生しよう！　吾わが輩はいの犬どもを小田原攻ぜめへ連れて行っておけば、風魔衆なんぞに好き放題されることも……くうう！　安心しな！　武蔵一国、吾輩が切り取ってやるぜえ！」

「それにしても主君の色いろ香かに惑まどうとは、成田は情けなや！　ワシは戦にすべてを捧げた坂ばん東どう太た郎ろう！　生涯、この甲かつ冑ちゆうを脱ぬぐことはなく、寝ね床どこに入ることもない！　故ゆえにおなごの色香にも迷わぬ！　決して北条づれには靡かぬ、負けぬ、引き下がらぬぅ！」

　だが問題は山積していた。老体に鞭むち打うって関東遠征に参戦した長野業正は病やまい篤あつく、太田資正は北条を支持している自らの一族と対立しており、常陸統一を目指す佐竹義重は同じ常陸の国人・小田家らと不仲な上、会あい津づの蘆あし名な家らが支配する奥おう州しゆうへの野心も抱いている。関東管領職を捨てた上杉憲政が、これら関東諸将を束ねることは難しい。まして謙信との醜しゆう聞ぶんを否定するために「お歯黒の麻ま呂ろ」となり、武家との間に壁かべを作ってしまっている近衛前久には。

　北条高広がなおも「いずれにせよ関東を平定するためには廏橋城だけは越軍が支配しておかねばなりませんぞ。関東管領におなりになった今ならば大義名分がございます」と進言したが、謙信はこの時も「関東管領になってすぐに関東の土地を奪うなど、見苦しい真ま似ねだ。拠きよ点てんは必要だが、まだ時期尚しよう早そうだ」と北条の言葉を採用せず、春日山城へと向かっていた。

　北条高広は、（謙信さまが首しゆ尾び良く武田信玄を次の戦で仕留められればよいが、謙信さまはどこまでもお優やさしく、そして敵に甘い。もしも信玄を仕留め損そこねたならば、関東は謙信さまの留守を狙ねらって蠢しゆん動どうする北条と、そして西上野を狙う武田の両者にじわじわと侵しん食しよくされていく。上野廏橋城は越後防衛のためにも絶対に失えぬ要地。やれやれ。汚よごれ役を買ってでも、守り抜ぬかねばな。北条氏康にわたりをつけねばなるまい）と首を振っていた。




　謙信が関東遠えん征せい軍の副将として信しん頼らいし重用した長野業正は、謙信が越後へ去ってまもなく病に倒たおれ、ついに謙信に再会することなく箕輪城で病びよう没ぼつした。長野業正は、自分が死ねば箕輪城はいずれ武田軍に奪われることとなり、謙信の第二次関東遠征計画に重大な支障が生ずることを予期していた。よほど無念だったのだろう。息子に、

「拙者が死んでも葬そう儀ぎをあげてはならぬ。拙者の遺い骸がいは、謙信どのをお迎むかえするための一いち里り塚づかに埋めよ。決して武田・北条には降こう伏ふくしてはならぬ。もしも長野家の武運が尽きたならば、潔いさぎよく一族ともに玉ぎよく砕さいせよ」

　と遺ゆい言ごんし、息を引き取った。謙信が関東を留守にしている間、北条の猛もう攻こうに耐たえかねた諸将のうち誰かが北条に靡なびけば、謙信はその将を討とう伐ばつし、そして「許す」。これが習慣化してしまえば、謙信はひたすらに裏切った諸将を討伐して「許す」ことを繰くり返す、まるでもぐら叩きのような無意味な関東遠征を延々と続けねばならない。「決して敵に降伏するな、長野家は一族ともに玉砕せよ」という長野業正の鬼の如ごとき、そして非常識な遺言は、謙信の生涯を案じて出た言葉だったのだろう。決して謙信に叛そむかずに忠義を貫つらぬき、堂々と玉砕する──そのような先例を築くことで、関東諸将の謙信からの離り反はんを防ぎたかったのだろう。

　だが、北条氏康はその長野業正の上を行った。氏康は、徹底的に敵対勢力を潰つぶす「力押し」を避さけ、武力行使という鞭とともに「懐かい柔じゆう策」を織り交ぜて関東諸将を徐じよ々じよに切り崩くずしていく。もしも長野業正があと一年か二年生きていれば、関東諸将は謙信のもとにひとつとなっていただろう。しかし、そうはならなかった。

　が、越後へ帰国したばかりの謙信は、長野業正がまもなく没ぼつすることをまだ知らない。川中島で武田信玄を討つ。それで自分を縛しばっているすべての時間が動きはじめ、すべての秩序を復興することができる。そう、信じていた。

　近衛前久。上杉憲政。足利義輝。彼らに残された時間はもう少ない。

　東国と西国を荒あらし続ける下げ克こく上じよう勢力──北条氏康と三好松永勢を駆く逐ちくし東西の秩序をともに回復させるためには、どうしても、川中島での武田信玄との決戦に勝ち、そして、信玄を討たねばならなかった。

　義を掲かかげて二度の上じよう洛らくを果たし越後守護代の家から関東管領へと一気に駆かけのぼった上杉謙信と、甲斐信濃の大地に根を張りながら一歩一歩這はうように領土を切り取り神々の力を奪い取り人間の国を築き上げてきた武田信玄。

「第四次川中島の合戦」はかくして、両姫ひめ武将の「決戦」の舞ぶ台たいとなるべくしてなった。







　最終話　流星光底







　長なが尾お景かげ虎とら改め関かん東とう管かん領れい・上うえ杉すぎ謙けん信しん、越えち後ご春日かすが山やま城へと帰き還かん。

　休む暇ひまもなく、ただちに川かわ中なか島じまへの四度目の出兵を宣言。

　甲か斐いの躑躅つつじヶが崎さき館やかたでは、「もはや武たけ田だ家内で割れている場合ではないわ。この戦、今までの川中島での馴なれ合いのような合戦とは違ちがう。武田家の命運と、そしてなによりも姉上ご自身のお命がかかっている」と察した副将・武田信のぶ繁しげが、駿する河が侵攻を巡めぐって対立していた弟の武田義よし信のぶと飯お富ぶ兵ひよう部ぶ、そして山やま本もと勘かん助すけの三人を極ごく秘ひに招集し、姉・信しん玄げんに内密のまま「軍議」を開いていた。

　政略結けつ婚こんの犠ぎ牲せいとなった義信と飯富兵部は、桶おけ狭はざ間まの合戦で当主・今いま川がわ義よし元もとを失った駿河へ侵攻しようと動きはじめた信玄と感情的に対立している。駿河との絆きずなを結ぶために、二人は淡あわい初はつ恋こいの想おもいを断ち切ったのだ。それなのに、今になってその駿河を奪うという。とりわけ、純じゆん粋すいで正義感の強い義信が「今川を攻めたら北ほう条じようまで敵になっちまう。三国同盟はなんだったんだよ。もう姉上の横暴にはついていけねえ、納なつ得とくできるか！」と憤ふん慨がいするのも当然だった。

　それでも、信のぶ虎とらが今川家の人ひと質じちとして駿すん府ぷに軟なん禁きんされたままだったら、さしもの信玄も駿河へ兵を向けることはできなかった。

　が、信虎は信玄に駿河攻めを強行させるべく駿府であれこれと画策し、今川義元にその動きを察知されてすでに駿府を脱だつ出しゆつ、伊い勢せへと出しゆつ奔ぽんしている。

　今や、武田家は信玄と勘助が唱える南進論を支持する駿河侵攻派と、義信の「義」を支持する三国同盟維い持じ派とに分ぶん裂れつしようとしていた──。

「太た郎ろう。飯富兵部虎とら昌まさ。勘助と高こう坂さか弾だん正じようが、ついに海かい津づ城を完成させたわ。次の川中島での合戦は、文字通り、武田家の命運を賭かけた血戦となる。越後上杉家の強さはあくまでも謙信個人の強さ。この血戦で上杉謙信を討うつことができれば、越後・直なお江え津つへの道が開ける──直江津を盗とることができれば、駿河の海を望む必要もなくなるはず。武田家を守るために引き裂さかれてしまった二人の気持ちはわかるわ。でもどうか、この来たるべき一戦では、姉上のために戦ってほしい……」

　義信は正義漢だが、人の心の機き微びに鈍にぶいところがある。だが、次じ姉しの信繁が、信玄が「川中島」という狭せまい空間に囚とらわれて上杉謙信との戦いとも逢おう瀬せともつかない日々に心を奪われ、貴重な時間を消しよう耗もうしていることに誰だれよりも胸を痛めていることくらいは、義信にもわかっていた。

「……言われなくても。駿河を盗る盗らないの話以前に、上杉謙信との戦いにだけは決着をつけねばならねえ。次じ郎ろう姉さんにとっちゃ、上杉謙信は姉上の心を奪い取って川中島に閉じ込めてしまった憎にくい相手だ。姉上はどんな神々も仏も信じようとはしなかった、人間の世を切り開くと豪ごう語ごし、そのためならばてめえの親おや父じどのを駿河へと追放することすらためらわなかった……」

「だが皮肉にも、太郎。よりによって『毘び沙しや門もん天てん』という生きている神に、姫さまは……いや、信玄さまは取りつかれちまった。今川義元が倒れたことで、戦国の世は一気に動きはじめている。これ以上川中島に固こ執しつしていたら、信玄さまがやってきたことはなにもかも無む駄だになっちまう。おめえの祝しゆう言げんもな。あたしたち家臣団が命を捨てて、あの無敵不敗の毘沙門天をぶち殺すしかねえだろうさ──あたしは、やってやるぜ」

　イナゴの佃つくだ煮にをかじりながら、飯富兵部が義信の言葉を継ついだ。飯富兵部は義信が今川家から妻を娶ってからも、独身を通している。

「……海津城が完成した以上、犀さい川がわ以南の川中島はもちろん、犀川以北の善ぜん光こう寺じ平だいらも、戸と隠がくし・飯いい縄づなの山々も、北きた信濃しなののことごとくはもはや武田家に降くだるしかござらぬ。すでに川中島での戦いは事実上、武田の勝ちにござります。上杉謙信が京の都に、そして関東にと義軍を派は遣けんし天てん女によのように日ひノ本もと全土を奔ほん走そうし続けている隙すきに、われら武田は地を這うかの如き遅ち々ちとした歩みを重ねて猫ねこの額の如き川中島をついに占せん拠きよいたしました。ですが、留守を突つかれた上杉謙信は容易には認めますまい。われら武田を叩き潰さねば、関東管領として関東を治めるという謙信の志も頓とん挫ざいたします。こたびの決戦は、御お屋や形かたさまと上杉謙信、いずれが倒すか倒されるかまで続くという、これまでの日ノ本の戦史にもなかった凄せい惨さんなものとなりましょう……上うえ田だ原はらの合戦や砥と石いし崩くずれ以上の、凄惨なものに……」

　武田家に不和を生じさせたそもそもの元げん凶きようは、御屋形さまのお心にくすぶっていた「野望」の炎ほのおを煽あおった自分である。山本勘助は、武田家の父子たち、そしてきょうだいたちの間にこれほどの亀き裂れつを入れてしまったことを悔くいていた。大おお殿とのさまと御屋形さまとが家か督とくを巡って争っていたあの時に、もう少し穏おん便びんな方法を用いていれば……御屋形さまはたしかに甲斐一国を手に入れられ、信濃の大部分を奪うばい取った。しかし、御屋形さまが「守るべきもの」と思い定め、美しき理想としていた「武田家の和」は、崩ほう壊かいの一いつ途とを辿たどっている。禰ね々ねさまも亡なくなり、義信さまはその恋を引き裂かれ、逍しよう遥よう軒けん信のぶ廉かどさまはいつの間にか世を捨てた「影かげ武む者しや」となり、典てん廏きゆう信繁さまもまた御屋形さまの心を上杉謙信に奪い取られたと苦しんでおられる。

　生来お優しい御屋形さまのお心はいかばかりか、と勘助は苦く渋じゆうに満ちた表情で呟つぶやいていた。

「皆みな々みな様さま。武田家の不和はすべてこの勘助の罪にござります。わが軍師生命を賭けて、必ずや上杉謙信を川中島で討ち取りまする。それで、目映まばゆい天を見上げて彷徨さまよっておられる御屋形さまのお心は、地に戻りましょう。武田家へと。甲斐信濃の土の上へと。不毛な関東遠征から戻って来たばかりの越えつ軍は疲ひ弊へいしきっております。川中島で謙信を討ち取り、犀川を越こえて善光寺平と戸隠を落とし一いつ気き呵か成せいに直江津を奪い取れば、敢あえて駿河へ攻せめ入る必要もなくなります」

　義信は、勘助と和解するように、との信繁の勧かん告こくをこれまで素す直なおに聞けずにきたが、

「駿河攻めを、取りやめてくれるのか？　ほんとうか？」

　と思わず身を乗り出していた。

「はっ。謙信さえ討ち取れれば。斜しや陽ようの今川家を北条家の保護国と成し、その見返りとして今川家から続々と国こく人じんが離り脱だつし大名なき状態になりつつある東三み河かわを武田領とすることを北条氏うじ康やすに認めさせれば、かろうじて東とう海かい道どうへの道を確保できまする。北条氏康は上洛の野望を持ちませぬゆえ、小お田だ原わら城の背後に位置する駿河さえ押さえられるならばと乗ってきましょう。大きな湊みなとを持たぬ東三河程度の田舎いなかを奪ったところで武田家の国力はさほど高まりませぬが、尾お張わり・美み濃のへと進む道が開けます」

「姉上もその話、承知しているのか？」

「御屋形さまは、義信さまのお気持ちと武田家当主という立場との間で板いた挟ばさみとなり、苦しんでおられます。すでに、内々に承知してくださっています」

「……そっか……姉上も……」

「ただし、そのためには越後の豊ほう穣じような海が……直江津が必要です。交易が生みだす巨きよ万まんの富が、上洛を目もく論ろむ武田家にはどうしても必要です」

　上杉謙信を討つ、それでいいんだろう、だったら戦うまでだ！　と義信が吼ほえ、飯富兵部が「あたしと太郎に任せろ！　相手が毘沙門天だろうがなんだろうが、『飯富の赤あか備ぞなえ』は負けねえ」と義信の手を取っていた。お二人に夫婦めおととして結ばれていただきたかった、と勘助は胸を突かれた。

「信繁さま。これで、武田家の和は蘇よみがえりましてござりまする。必ず、上杉謙信に勝てます」

「でも、勘助。わたしにはどうしても気がかりなことがあるの」

「と、申しますと？」

「……上杉謙信の戦いくさは常に義戦。あの者は、合戦で敵の大将を討ち取る、ということを自らに禁じてきた。でも、今回だけは違うと思うの。姉上が川中島と西上野こうずけで蠢しゆん動どうする限り、関東管領家の復興は不可能。関東遠えん征せいが空から振ぶりに終わった今、謙信はそのことを痛感しているはず。そして、北条氏康は決して謙信と正面から決戦しようとはしない。今後も、絶対に──ならば」

「謙信もまた、御屋形さまを討ち取るべく、戦う、と？」

「ええ。本来、武士の合戦とはそのような性質のもの。そしてあの者が『本気』を出して戦ったところを、まだ、誰もその目で見たことがない。勘助。わたしは悪い予感がするの……姉上は……もしかしたら、謙信に敗れるのではないかと。姉上はほんとうは心のお優しいお方。勝利のため、武田家のためにその手を血で汚よごしてきたけれど、決して心の奥底までは非情になりきれない。そして、姉上は、悔くやしいけれど義を貫つらぬく謙信の生き様に惹ひかれている」

「それ故ゆえに、御屋形さまは謙信に敗れるかもしれぬ、と……？」

「わたしと姉上とは、生まれた日こそ違えど、双ふた子ごのようなものだった。幼い頃ころから……姉上が父上にいじめられ傷つけられた時には、わたしの心も姉上と同じだけ傷ついてきた。姉上のお心は、わたしには、自分のことのようにわかる。なんとなく、悪い予感がするの。姉上は……謙信に勝つために、ここまで武田軍を鍛きたえ続け、天下最強の名にふさわしい精せい鋭えい部隊を築き上げてきた。けれども、最後の最後の段階で、謙信を討ち取れないのではないか、と……」

　今ここで姉上の宿星を占うらなって、勘助、と信繁は命じていた。

「それだけはできませぬ！　自分の主あるじの星を占い運命を覗のぞき見るなど、家臣として不忠不ふ遜そん！　家中の乱れの原因ともなりまする！　御屋形さまの宿星を読み運命を覗くことは、この勘助、己おのれに禁じております！」

「いいえ。武田家が振ふり絞しぼることのできるありとあらゆるものを『力』として結集しなければ、上杉謙信には勝てないわ。たとえどのような運命が予言されるのだとしても──勘助。わたしたちは、逃にげてはならない」

「不ふ吉きつな未来が見えれば、なんとします」

「その時はわたしが、姉上の運命を変えてみせるわ」

　義信が「おいおい。主君の星を読むのはまずいんじゃねえのか」と生なま唾つばを飲み、飯富兵部が「すすす宿すく曜よう道どうなんてあたしは信じねーが、だだだ大だい凶きようの未来が出ちまったらどうするんだ？　へそ盗られるのか？」と怯おびえたが、信繁の決意は固かった。信虎追放の時も、そうだった。敬愛する姉・晴はる信のぶ──信玄の運命の岐き路ろにさしかかった時、日頃は柔にゆう和わで自分の我を出そうとしない信繁は、別人のようになる。天下大乱を治めることのできる英えい傑けつの表情を、今の信繁に、勘助は見た。あるいは、はじめから武田信虎の人物鑑かん定てい眼が正しかったのかもしれない、と勘助は気づき、震ふるえた。信繁が、父親に憎まれて泣き続けていた姉にこれほどに固執しなければ、あるいは武田家は──。

　武田信玄の宿星は、羅ら睺ごうの星である。

　勘助は、その信玄の運命を、「読んだ」。

　観みてはならぬものを、観た。

　震えながら、信繁と義信、そして飯富兵部に、告げていた。

　己の隻せき眼がんが読んだ、武田信玄の運命を。

　まさか。

　御屋形さまはご健康である。

　用心深く影武者を配し、身体からだをいたわるべく温泉での湯治を欠かさず、武田家を「天下最強」とするまでは生きねばならないと長ちよう寿じゆを保つことを心がけておられる。

　お父上を駿河へ追放して以来、御屋形さまは、武田家当主としての責任を一身に背負われてきた。どれほどの重圧があろうとも、どれほどの苦難が降りかかろうとも、生きて武田家を守り抜ぬき最強の国となすことこそが、己の使命でありお父上への罪つみ滅ほろぼしであると信じて、国主として超ちよう人じん的な努力を重ねながらも同時にお身体の健康を保つことを心がけ続けてこられた。

　それなのに。

　これが──これが、御屋形さまの運命だというのか!?　そんな馬ば鹿かな！　あんまりだ！　それでは、それがしは御屋形さまをかかる結末へと導くための疫やく病びよう神がみにすぎなかったのか？　それがしなどが御屋形さまの前へ現れなければ、御屋形さまは駿河で静かに絵を描えがき心静かに暮らすことができたのではないのか？　甲斐武田家は信繁さまが継つぎ、御屋形さまと離はなれて一人立ちを果たした信繁さまは「天下人」として覚かく醒せいし、そして今頃は……！

　勘助は、「それがしこそが武田家に凶をもたらす悪星であったのか!?　それがしが御屋形さまにお仕えしたことが間ま違ちがいであったのか？」と叫さけびたかった。




「……お、御屋形さまのお命は……まもなく……尽つきまする……！　や、病ではなく……戦死……！　御おん首くびを、落とされます……！　このようなことのできる武将は、天下に一人しかおりませぬ！　御屋形さまは……川中島にて、上杉謙信にお敗れあそばされます……！」




　義信が「……噓うそだろ、おい」と言葉を失い、その義信の震える手を握にぎりしめながら飯富兵部が「占いだ、外れることもあらぁ」と必死で励はげます。

　信繁は、しかし、冷静にして沈ちん着ちやく。誰だれよりも敬愛してやまない長ちよう姉しの運命を告げられながらも、泰たい然ぜん自じ若じやくとしていた。

　勘助には、にわかには信じられなかった。

　孫そん子し曰いわく──疾はやきこと風の如ごとく、徐しずかなること林の如く、侵しん掠りやくすること火の如く、動かざること山の如し。

　御屋形さまは、その孫子が理想とした「最強の武将」へと成長するべく、何度も挫ざ折せつし、たいせつな人を失い、それでもなお血ち反へ吐どを吐はくような努力を続けてきた。だが、まことに「天下人」の才覚を持って生まれてきたお方は、孫子が理想とする「最強の武将」の資質を備えてこの戦国乱世に生まれてきたお方は、御屋形さまではなく、次じ妹まいの武田信繁さまであったのだ、と勘助はようやく気づいた。

　父親に愛されなかった長姉への深すぎる愛ゆえに、このお方は、その途方もない器量も才覚もすべて押し隠かくして、自ら望んで御屋形さまの影かげとなり、御屋形さまを背中から支える副将となって、これまで──。




「山本勘助、大義。もうひとつ。この武田信繁の宿星を、読みなさい」




　主家の人々の宿星を読んではならぬ、それは不遜であり、主家の人々の運命を狂くるわせる行こう為いである。それが軍師山本勘助が己に課した「規律」だった。

　だが、姉の討うち死にを宣告されながら不動の姿勢を保ち凜りんとして勘助の隻眼を凝ぎよう視ししている信繁を前に、「できませぬ」とは言えなかった。

　予感は、適中していた。

　直情型で先走る義信と飯富兵部の二人に聞かれれば、武田家の運命はもはやどれほど狂うかもわからぬ。またしても、武田家が割れてしまうかもしれぬ。

　だから。

　信繁の耳元に「おそれながら」とそっと唇くちびるを寄せ、

「……あなたさまは、武田家を率いて天下を盗とられる運命のお方でございます。天下人となるために必要な天運も。才覚も。器量も。慈じ悲ひ心も。義も。ご寿じゆ命みようも。なにもかもを、生まれながらにしてすべて備えておられます……それでもなお野戦決戦に及およべば、戦の天才・上杉謙信にだけは勝てますまい。ただ、上杉謙信にはないものを。天下を盗るに十分な、長き命を。あなたさまはお持ちです……」

　と、勘助は消え入りそうな小声を発して、信繁ただ一人に耳打ちしていた。

　その勘助の言葉を聞いた信繁は表情を変えずに、

「勘助。今日のこと、他言無用よ。これより先は軍師として川中島で謙信に勝つ策だけを、考えなさい」

　と、返答していた。やはり、泰然自若としている。信繁がなにを思いなにを決断しているのか、勘助をもってしても、読み切れなかった。

　ただひとつ、わかることがある。

　信繁は、己の宿星を知ってもなお己自身で天下を盗るつもりなど毛頭なく、あくまでも姉・信玄の運命を変えるために抗あらがおうとしている、ということだった。

　越軍が川中島を目指して春日山城から進しん撃げきを開始した、という情報を知らせる「烽火のろし」が海津城から天空へと昇のぼり、甲斐信濃の山々に設けられたいくつもの烽火を経ておよそ二時間をかけて甲斐の躑躅ヶ崎館へと伝わってきたのは、この時である。




　　　　※




　関東管かん領れいに就任した上杉謙信は、越軍とともに三み国くに峠とうげを逆に越こえて越後・春日山城へと帰き還かんしたが、古こ河が城に近この衛え前さき久ひさと上杉憲のり政まさを、京の二条御ご所しよに足あし利かが義よし輝てるを待たせている今の謙信に休む暇ひまはなかった。

　実に二年越ごしとなった長期関東遠征で疲ひ弊へいし、しかも所領を与あたえられることもなくただ消しよう耗もうしていた越後の将兵たちに向けて、謙信は、切々と訴うつたえねばならなかった。

「川中島で武田信玄との長きに亘わたる因いん縁ねんに終しゆう止し符ふを打つ。今までわたしは敵を殺さずと定め、義戦を貫いてきた。しかし、武田信玄にこれ以上野望の戦を続けさせる限り、わたしには京の戦乱も関東の戦乱も止めることができない──わたしは、武田信玄を討つと決めた。これが、川中島での最後の戦いになる。信玄もまた、武田家のすべてを賭かけてわたしを倒たおすつもりで攻せめかかってくるだろう。わたし自身も。そして大勢の将兵も。川中島の地に倒れるかもしれない。だが、どうか──あと一戦。あと一戦だけ、義のために戦ってほしい」

　謙信は、関東で窮きゆう民みんのために兵ひよう糧ろうを惜おしみなく配り続けた。その結果、すでに春日山城の国庫は空になっている。「第二次川中島の合戦」の時のような長期戦は望めなかった。しかも、武田方は川中島の東に位置する松まつ代しろに、一大拠きよ点てんとなる海津城を完成させている。天下の奇き才さいとも言うべき山本勘助の縄なわ張ばりによるこの城は、背後に山々を背負い、千曲ちくま川を天然の堀ほりとして用いた難なん攻こう不落の要よう塞さいで、容易に落とせる城ではない。つまり、速戦も難しかった。

　北条家こそ滅ほろぼせなかったが、謙信が上杉家を継ついで関東管領に就任したことで「これで義は果たした」「われら越後衆も、しばし休める」と安あん堵どしていた越後諸将は、その謙信が武田信玄との「最終決戦」をはじめると宣言したことに激しく動どう揺ようした──。

「あの山本勘助が全知全能を賭けて築城した海津城は、力押しでは落ちぬ。川中島も善光寺平も、すでに武田から奪うばい返すことはできない。われら北信濃衆はもう、この越後でご主君の家臣として生しよう涯がいを終え、越後に骨を埋うめる所存。そもそも小お笠がさ原わら長なが時ときはもはや信濃守護にあらず、将軍足利義輝の本意はご主君を関東から呼び戻もどすことにあった。ご主君、それでも川中島へ行くと申されるのか」

　北信濃衆を束ねる村むら上かみ義よし清きよ──謙信は、今や身も心も越後人になりきろうとしていた義清の嫡ちやく子しに越後の名家「山やま浦うら家」を継がせるつもりになっていた──が、謙信にやんわりと諫かん言げんした。

　北条氏康が逃げ続けたため、関東で暴れ足りなかった柿かき崎ざき景かげ家いえは「私は謙信さまのご命令とあらば、修しゆ羅らとなり鬼おにとなりて戦場の最前線で戦うのみ。関東遠えん征せいでの鬱うつ憤ぷんを晴らしてくれるわあ！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」と白い歯を輝かがやかせながらうなずき、本ほん庄じよう繁しげ長ながも「謙信さまが義を果たされるために行くのならば、ボクはともにどこまでも参ります！」と「第四次川中島出兵」を承しよう諾だくしたが、多くの国こく人じん衆は「わ、われらは人間にござる。しばし休ませていただきたい……！」「いくら謙信さまが毘沙門天の化け身しんといえど、海津城を完成させてしまった武田軍と正面から激げき突とつすれば、関東遠征で疲弊した越軍は全ぜん滅めつするやもしれませぬ」と矢継ぎ早の連戦となるこの出兵に容易に賛同しなかった。

「そなたたちが疲つかれ切っていることも、兵糧が少ないことも承知している。だが、今こうしている間も、京の将軍家と関東の近衛さまと憲政さまは、秩ちつ序じよを乱し下克上をなさんとする北条氏康に圧あつ迫ぱくされて越軍の帰還を待っているのだ。今までわたしが義をなそうと兵を興おこした時、常に、野望の武将・武田信玄がわたしを妨さまたげてきた。この世に純じゆん粋すいな義などない、義も慈悲も乱世を平定する力など持たない観念にすぎない、人が救われるには『力』を持たねばならない、力なき武にはなにも成し遂とげられない……そう信じる武田信玄は、どこまでもわたしの志を妨げ続けるだろう。その結果、幕府も、関東府も、滅びようとしている。いつか信玄にわたしの義が伝わると信じて川中島に時間を費ついやしてきたわたしが甘かったのだ。もはや、猶ゆう予よはならない。わたしを頼たよってくださった殿との方がたたちのためにも──信玄との馴なれ合いのような戦いくさの繰くり返しを、川中島での堂々巡めぐりの輪りん廻ねを、断ち切らねばならない」

　長尾家改め上杉家の関東における支配拠点となるべき「廏まや橋ばし城城代」の座に引き続きこだわり続けている北きた条じよう高たか広ひろは、

「武田信玄は、海へ出なければなりませぬ。捨て置けば、いずれは東海道へ向かうでしょう。すでに今川家は今川義元を失い、事実上滅びております。もはや上杉武田両家ともに、川中島などに固こ執しつする理由はございません。謙信さまは関東と都とに、そして武田信玄は東海道に向かう時が来たのです。愚ぐ行こうですな」

　と反対したが、「信玄はわたしの関東遠征を妨ぼう害がいするために西上野をも奪うつもりだ。いずれは箕みの輪わ城も廏橋城も奪い取ろうとするだろう。二度と関東遠征を妨害させぬためにも、どうやっても倒さねばならない。海津城を完成させた信玄と山本勘助が『これで上杉謙信に勝てる』と確信している今が、その最初で最後の好機だ」と謙信は北条高広の忠告を退けていた。

　北条高広は、

「やれやれ。それもたしかに道理ですな。ただし、こたび信玄を討ち漏もらした時には、関東遠征の継けい続ぞくは困難となります。その時は、他国の土地を奪わずという謙信さまの誓ちかいに例外を認めていただきたい。それがしに、廏橋城城代の任務を必ずや賜たまわりたい」

　と迫せまり、謙信から「……やむを得ないな」と確約を得て、「でしたら、それがしはわが北条の兵どもとともに、命を賭けて川中島で戦いましょう」と苦笑しながら引き下がった──。

　計算高い北条高広ははじめから、「廏橋城城代就任」の確約さえ取れればそれでいい、と割り切っていたのだろう。

　しかし、なおも納なつ得とくできない国人たちは、数え切れないほどいた。北条どのはよいが、われらはどうなる、と彼らは憤ふん慨がいしていた。

「すでに謙信さまは関東管領。関東のほうが大事です」

「やるならば、西上野で信玄と激突し葬ほうむるべきでしょう。武田方が海津城を擁ようする今の川中島では不利です！」

「戦って得られる土地もないのに、川中島で武田を相手に越後の運命を賭けた決戦を行うなど……」

　彼らの多くが、いわゆる「関東遠征派」の国人たちだった。

　上杉憲政が古河城に留とどまっている今、関東遠征派の統領的な立場にいる長尾政まさ景かげに対しても、男たちは言いつのった。

「政景どの、こたびの川中島出兵に反対していただきたい」

「川中島でわれらが武田信玄と戦えば、その隙すきに北条氏康が関東で空き巣狙ねらいをはじめて一気に巻き返しましょう！　関東平定の大業は瓦が解かいいたしますぞ！」

「上杉家がまことに関東の覇は者しやとなるためには、謙信さまは関東上野へと本城を移されたほうが合理的。越後は、長尾家ご一門の政景どのが守るべきでしょう！」

「このままでは……われらは、戦っても戦ってもあの広大な関東に一片の土地も得られぬのです！　ましてや、川中島などという猫ねこの額の如ごとき狭せまい土地などのために死戦に挑いどむのは……！」

　今や、義将・謙信と関東の土地を望む関東遠征派諸将との間に、一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感かんが漲みなぎっている。

　長尾政景の発言次し第だいでは、この軍議の席で越後は二つに割れるかもしれなかった。

　しかし「野望の男」長尾政景もまた、謙信と信玄の「決着」は何なん人ぴとたりとも止められるものではないと熟知している。義を実現するために天に生きる謙信と、野望に憑つかれて地に生きる信玄との激突は、逃のがれられない宿命なのだ。宇う佐さ美み定さだ満みつであろうとも、直なお江え大和やまとであろうとも、そして政景自身であろうとも、二人の姫ひめ武将の激突を止めることは許されないのだ。

　が、長尾政景は、生来欲よくが薄うすく浮うき世よ離ばなれした「風流心」を持つ貴公子の上杉憲政とは違ちがう。黙だまって「見事な覚かく悟ごだ、謙信。貴様に血の忠誠を捧ささげよう」と謙信にひれ伏ふすような男ではなかった。政景は、誰だれにも、ひれ伏さない。父親が長尾為ため景かげにひれ伏して生いき恥はじを晒さらした時から、そう、決めたのだ。

「フン。景虎よ……いや、今は『上杉謙信』だったな。貴様がほんとうに信玄を討つというのならば、上うえ田だ長尾家の一族郎ろう党とうすべての命を捧げて貴様の義のためにとことん戦ってやろう。千曲川と川中島を血に染め、武田兵を皆みな殺ごろしにしてやろう。ただし」

「……ただし？」

　謙信の表情が怒いかりと戸と惑まどいとに歪ゆがんでいた。

「関東遠征の失敗でまだ悟さとれぬか、謙信。人間にとってもっとも重要なものは、『結果』なのだ。『過程』などではない。ましてや、『志』などは、『欲望』を美しく言い換かえたにすぎず、笑止。こたびの決戦で信玄を討うてねば、お前は結局は人間の小こ娘むすめにすぎず、毘沙門天の化身などではなかったということだ。貴様がどう言いつくろおうが、俺は、そう結論する。その時は、躊ちゆう躇ちよなくこの俺が貴様から越後を奪い取る。俺の背後には今や、関八州の広大な平野に魂たましいを奪われ欲の炎ほのおに火を付けられた関東遠征派の諸将がついている。俺が主君になれば、越軍は関東の肥ひ沃よくな土地を奪い放題だからな……謙信よ。お前が信玄を殺し損そこねたら、春日山城は俺がいただく。もともと貴様は生涯不ふ犯ぼんの身、貴様の後こう継けい者しやは俺の娘・卯う松まつなのだ。信玄に敗れ、転てん輪りん聖じよう王おうになり損なった暁あかつきには、叡えい山ざんにでも高こう野や山さんにでも去いね。出家でもして、仏ぶつ陀だにでもなんにでもなれ。衆しゆ生じように、なんの力も持たぬ気休めの『言葉』でも唱えよ。それが、お前にふさわしい生き方だったということだ」

　北条高広の「催さい促そく」にはかろうじて耐たえた柿崎景家がついに「貴様ああああ！　この期ごに及んで謙信さまを脅おどすつもりかああ！　まだ、謙信さまに帰順しておらなんだのかあああ！　どこまで謙信さまのお志を冷笑するかあ、不ふ遜そん者があああ！」と激げき昂こうして政景の胸ぐらにつかみかかったが、謙信は「承知した、政景」と政景の燃えるような瞳ひとみを睨にらみながらうなずいていた。

「諸将と兵たちにだけ『合戦に命を捧げよ』と訴え、わたし自身はなにも賭けないならば、そのような戦は不義だ。わたしは、わたしの志と命のすべてを、この一戦に賭ける。わたしが信玄を討てねば、その時は政景、お前の好きにするがいい」




　春日山城に帰還すると同時に、直江大和は胸の痛みを覚えて倒れていた。

　謙信が毘び沙しや門もん堂前に諸将を集めて「出しゆつ陣じん指令」を布告した軍議に出席することもできず、春日山城の中腹に建つ直江屋や敷しきで床とこに臥ふしていた。

　咳せきの中に、血が交じっている。

　雪の三国峠越ごえが祟たたったのかもしれませんね、と直江は思った。

　二度の上じよう洛らく。関東遠征。そして川中島での度たび重かさなる武田信玄との戦い。さらには、越後の経済を動かし国と民たみを豊かにするための内政。それらすべての膨ぼう大だいな仕事を、直江大和は謙信の背後を支えながら黙もく々もくとこなし続けてきた。妻を娶めとることもせず、まるで出家僧そうのように粗そ食しよくと独身生活を貫つらぬき、与えられた時間のすべてを謙信の「夢」に捧げ尽つくしてきた。謙信に尽くし続けているうちに、彼の傷ついていた心は、いつしか癒いやされ、満たされていた。救われていた。しかしついに、身体からだに限界が来たのかもしれない、と気づいた。

「義ち父ち上うえ。替かえの寝ね間ま着きです。川中島への参戦はあきらめられませ」

　樋ひ口ぐち村出身の養女・直江与よ六ろくが、「わが病を誰にも悟らせぬよう」と言いつけていた大和を一人で介かい抱ほうし続けていた。

　与六は切れ者だが、気位が高いところがあり、宇佐美定満のもとから来た頃ころには「わたしはこんなところへ来とうはなかった！」と口くち癖ぐせのように騒さわいでいた。万事適当な宇佐美定満は自分の城へと集めた姫武将候補生たちを甘やかすが、直江大和は幼かった与六にも容よう赦しやなく、そして常に冷たかったからだ。

　しかし、その与六も、今は大和を父と慕したい誠心誠意仕えている。

　ともに暮らすうちに、どこか、実の父子のように心が通っていた。お互たがいに、無愛想で口が悪いところは改まっていない。ついに生涯独身を貫いたが、この屋敷に与六がいてくれたからわたくしは今まで孤こ独どくを憂うれうことなく必死に生きてこられたのだ、と大和は思った。

「わたくしが参戦せねば、誰が輜し重ちよう隊を率いるのですか。戦は、武人のみでやるものではないのですよ」

「わたしが！　こたびの武田信玄との決戦を、与六の初うい陣じんとします！」

「馬ば鹿かなことを。お前はまだ幼い。いくらわたくしでも、日ノ本史上に類例のない激戦に、素人しろうとの娘を放り込めません。謙信さまが認めませんよ」

「ですが……義父上のお身体は……」

「わたくしはあくまでも後方支し援えんと輜重を担当しますから、問題ありません。あと一戦くらいでしたら、保もちます。与六。人は必ず死にます。重要なことは生きた日数ではなく、与あたえられた日々の中で、なにを成そうとしたか、です」

「……義父上はそこまで、謙信さまのために」

「いえ、人はそこまで美しくは生きられませんよ。わたくし自身が生きるため、だったのかもしれません。ですが、お嬢じようさまのお心はいまだ満たされていない……まだ、癒やされていない……これほどに乱世に翻ほん弄ろうされる大勢の男たちの、多くの人々の祈いのりを聞き、願いを叶かなえ、志を助けて戦い続けてこられたにもかかわらず……お嬢さまの心は、餓うえ渇かわいておられます。かつて、わたくしは慈じ悲ひを、宇佐美さまは義を、お嬢さまに説かせていただきました。ですが。義と慈悲だけでは、お嬢さまを癒やすことはできませんでした。むしろお嬢さまは自分を人間の眷けん属ぞくとは考えず、毘沙門天の化身だと信じるようになってしまいました。なにかが、足りないのです。なにかが……」

　幼い与六には、その「なにか」の姿がまだ、見えてこなかった。

「与六。お嬢さまの片かた腕うでとなる軍師候補として育てられたお前には、初陣で討ち死にしてもらっては困るのです。お嬢さまに足りぬなにかを、お前が探すのです」

「わたし如きに、探せるのでしょうか」

「お前はまだ若く、そしてお嬢さまと同じ姫武将です。あのお方には、同性の友がいなかった。ただ一人、武田信玄を除いては……ですが、信玄とお嬢さまとは、敵味方として川中島で戦う運命……だからこそ、お嬢さまにはお前が必要なのです。お嬢さまの欠けてしまった魂を満たすことのできるなにかを、生しよう涯がいを賭かけてでも探すのです」

「わたしにとっては、謙信さまはまことの毘沙門天の化け身しんに思えます。光り輝かがやいて見えます。その謙信さまの魂を癒やすものを、どうやって見つければよいのでしょうか。自信が……ありません」

　お前は幼く、未熟です。しかし、あの宇佐美さまがお嬢さまの未来の片腕として選ばれた者です。いずれわかる時が来るでしょう、と直江大和は床の上で苦笑いを浮かべていた。

「おいおい、なんだ。どうしちまったんだ、直江の旦だん那な？　遺ゆい言ごんなんぞ、まだ早いぜ。ほら与六、関東土産みやげ、うさちゃんの新作縫ぬいぐるみだ！　今回のはすげえぞ！　増ぞう殖しよくするうさちゃんだ！　見ろ見ろ、口から『ちびうさ』の群れがドバー！　知ってるか、兎うさぎの繁はん殖しよく力は異常！　オレさまの生殖力はもう、しょんぼりだがな……」

　静かな直江屋敷に、不意の、来客があった。

　宇佐美定満だった。

「う、宇佐美さま!?　どうしてここに？」

　だが、与六の記き憶おくにあった、あのいつも若々しい宇佐美ではなかった。

　老いている……と与六は小さな胸を痛めた。

「……軍議に顔を出さなくてよいのですか？　またしても長尾政景が言いたい放題に好き勝手を言っているのではないのですか？」

　直江大和が顔をしかめた。

「まあな。軒のき猿ざるによれば、政景は川中島で謙信が信玄を討てねばこんどこそ越後を奪うばってやると息巻いていて、謙信はかなり切羽詰つまっているらしい。越後の諸将の半数は、土地の一片も奪わず空から振ぶりに終わった関東遠えん征せいに引き続いてまたしても不毛な川中島に駆かり出されたことに不満を募つのらせている。そもそも、兵ひよう糧ろうも尽きているしな」

　あの男は我が欲よく塗まみれですが、常に理り屈くつは正しいのです。お優やさしすぎるお嬢さまはほんとうに信玄を討てるでしょうか。親友を討てるのでしょうか。討てねば越後はお嬢さま派と政景派との二つに割れます。そうなれば越後は滅ほろびましょう──と直江大和は淡たん々たんと告げながら、宇佐美に視線で訴うつたえていた。

（もしも政景が越後を割ろうとしたその時には、わたくしが政景を暗殺しましょう。政景はお嬢さまが「義」によって束ねている越後にとって、どこまでも獅し子し身中の虫なのです。彼自身が、その役目を己おのれに背負わせて、そして死ぬまで降りるつもりがないのです。いえ、たとえ死んでも降りないかもしれません。上洛、関東遠征、川中島での決戦、そのすべてが中ちゆう途と半はん端ぱで明確な「益」のない結末を迎むかえれば、政景の力はこれまでにないほどに増大いたしましょう。もしも政景自身が越後簒さん奪だつの意志を曲げたとしても、事態は政景擁よう立りつへと転がっていきます。今回ばかりは止めても無む駄だですよ）

　長年謙信のもとで共きよう闘とうしてきた宇佐美定満と直江大和は、今や視線だけで互いの意志を伝え合うことができる。

（旦那には無理だ。その時には、オレが殺やる。相打ちに持ち込む策を練れば、やれる）

（宇佐美さまには、まだ生きていただかねばなりません。わたくしはもう、長くないようです。ですから、わたくしが）

（死に損ないの旦那じゃあ、いよいよ無理だ。オレは律りち儀ぎに童どう貞ていを貫いた旦那と違って、釣つりに酒に美人のお姉ちゃんにと遊び回ってさんざん「生」を満まん喫きつした。謙信を除けば、地上に未練はねえ。一足先に涅ね槃はんに行って、待っていてやるさ）

（ですが。政景を含ふくめてわたくしたち三人がともに逝いってしまえば、お嬢さまはどうなるのですか。あまりにも、おかわいそうです）

（だからよ、与六を育ててきたんだろうが）

　与六には、二人の父親がなにを語り合っているのか、わからない。

　宇佐美定満が、きょとんとしている与六の頭をぽんと撫なでながら、告げた。

「なあ与六。少々早いが、お前、この場で元服しろ」

「元服ですかっ!?　それはつまり、初陣が近づくということですね!?」

「まあな。謙信も、そろそろてめえの手て許もとでともに戦ってくれる姫武将が欲しいだろう。ただし、だ。今回の合戦はダメだ、お前の初陣は次の機会だ。お前は直江の旦那に似て戦いくさ下手そうだから、いきなりでかい戦を仕切ろうとしたりするなよ？」

「これはしたり。わたしは宇佐美さまの軍学と義父上の政まつりごとの才覚をともに受け継つぎ、兼かね備そなえております！　わたしに大軍を授さずけていただければ、義風堂々と戦ってご覧に入れますよ！　毘沙門天を補ほ佐さする義将として！」

　宇佐美が、いったいどこからこんな自信がわいてくるんだ？　と首を傾かしげ、いくら矯きよう正せいしてもこの尊大な性格は直らないのです、と直江大和が苦笑していた。

「まあ、いい。なあ、与六。お前は、オレが認めた越後随ずい一いちの利口者だ。そして、謙信と相通じる爽さわやかな義の心を生まれ持っている。実戦で経験を積んでいない今は自信過か剰じようでも、いずれ成長する。これからは『兼かね続つぐ』と名乗れ」

「『兼続』……ですか？」

「オレの義と、旦那の慈悲を、ともに兼ね備えているんだろう？　二人の後を継げ。オレと旦那は、その生涯を、謙信を補佐するという夢に捧ささげてきた。オレたちの志を兼ね備えたお前に、その夢の続きを、託たくすぜ」

　まるで遺言のような……不ふ吉きつな……と、与六は胸がうずいた。だが、宇佐美定満は変わらず、優しかった。こうして頭を撫でられていると、それだけで「わたしは戦国の世を生きていける」と勇気を与えられるようだった。

「与六、いえ兼続。人には、できることとできないことがあります。分をわきまえ、己の能力の限度を見定めることも、軍師たる者の務め。名前負けせぬよう、励はげみなさい。ですが……お前にはさほど戦の才はありません。そもそも宇佐美さまですら、謙信さまの軍才に比べればまるで大人と子供なのですから。お前はですから軍師というよりも、宰さい相しようになることを心がけたほうがよいでしょう」

　直江大和は相変わらず無愛想で口が悪い。だが、内心では与六を実の娘むすめ以上に愛してくれていたことが、今の与六にはわかる。この乱世を生き延びるために必要なことのすべてを、与六は二人から学んだ。

「宇佐美さま。義父上。わたしはこれより、直江兼続と名乗らせていただきます！　そしていつの日か必ず、宰相として、越後第二の姫武将として、謙信さまにお仕えいたします。生涯に、わたって」

　いつかきっと、謙信さまのお心を癒やすことのできる「なにか」を、わたしは見つけだしてみせます、と与六改め直江兼続は誓ちかっていた。

　できうれば、二人の父が存命のうちに、と兼続は祈った。




　　　　※




　上杉謙信率いる越後軍は、春日山城を出立し、決戦の地・川中島へと、進軍した。越軍のほぼ全兵力──総勢一万五千の大軍が、北ほつ国こく街かい道どうを進んで善光寺平へと入り、八月十五日に善ぜん光こう寺じ・横よこ山やま城に着陣。川中島と千曲川を隔へだてて聳そびえ立つ海津城に籠こもる武田方の守将・春日かすが弾正改め高坂弾正へと迫せまった。

　高坂弾正はただちに武田軍が誇ほこる「烽火のろし」を掲かかげて、甲斐府中へと「越軍川中島へ出現」の急報を送る。

「第四次川中島の合戦」の、勃ぼつ発ぱつである。

　善光寺の本堂に本営を置いた謙信は、この夜、久方ぶりにその男と会っていた──蜘く蛛ものように手足が長く、幽ゆう鬼きのような長い顔を持つ瘦やせた忍しのび。鳶とび加か藤とうこと、加藤段だん蔵ぞうだった。

　すでに善光寺の北部にそびえる霊れい山ざん・戸と隠がくし山やまと飯縄山は、武田方の付け城によってその背後を脅おびやかされている。信玄は、戸隠山のご神体である「石」の破は壊かいを宣言していた。持ち運べぬのならば、いっそ壊こわしてしまう、と戸隠忍にん群ぐんに通達してきたのである。川中島で武田と上杉の決戦がはじまれば、戸隠山にも武田兵の別働隊か、あるいは真さな田だ忍群が決死の覚かく悟ごで突とつ入にゆうしてくるだろう。

「……加藤段蔵？　そなた、直江大和の監かん視しの目を潜くぐって忍び入ってきたのか？」

「そうではない。むろん、勝手に入ろうと思えば入れたが……こたびは直江大和より、目通りを許されてな。奴やつは暗に、貴様を拐かどわかして山の彼方かなたへと連れ去るなら今が最後の機会だ、と俺をそそのかしているのかもしれん」

「直江大和が……なぜだ？　川中島で信玄と雌し雄ゆうを決しようとしているこの時に……？」

「あの男も老いた。決戦に及およべば貴様が信玄に敗れるのではないか、と恐おそれているのだろう。もっとも、お前が俺などに拐かされることなどない、とも信じているようだがな」

「そうか？　いちどそなたは、わたしを叡山へと連れ去ったのだぞ」

「しかし、俺は貴様を盗ぬすみ出しこそすれ、豪ごう盛せいのもとへと丁てい重ちように届け、貴様を奪わなかった。この言葉の意味がわかるか、景虎。いや、上杉謙信」

　今はそのような話をしている場合ではない、と謙信は頰ほおを赤らめていた。謙信は、肌はだが透すき通るように白い。感情が乱れれば、すぐにわかる。

「……俺は、日ノ本という国を呪のろい武家を呪い、戸隠の『石』に魂たましいを縛しばられて生きてきた亡ぼう霊れいのような男よ。男女の愛も恋こいも知らぬ。故ゆえに、これまで俺が貴様に対して抱いだいてきた感情は、人間の女に対するものではなかった。貴様への想おもいは、俺の執しゆう着ちやくは、とどのつまりは神を求め救いを求め魂の解放を求める感情だった。物言わぬ『石』の代わりに、生きている貴様を信しん仰こうしていたにすぎん……越後でも関東でも、多くの男武者が同じような境地に陥おちいってきたのだろうが、俺はきゃつらほど愚おろかではなかった。故に、貴様を奪える好機を摑つかみながら、奪えなかったのだ。『石』を抱だいたところで、俺の魂は救われん。貴様が毘沙門天の像を拝むのも、俺が戸隠の『石』を守るのも、ともに、人の世から己の脆ぜい弱じやくな心を守るために偶ぐう像ぞうに魂を縛り付ける行こう為いにすぎん」

　そなたはいつか必ずわたしを裏切る者だと信じていたが──しばらく会わぬうちに、忍びというよりも僧そう侶りよのようになったな、と謙信は思わず漏もらしていた。

「なぜ叡山へ連れ去る道程で貴様を奪わなかったのか、なぜ戸隠に引き返してしまったのか。戸隠に籠もりながら俺は悩なやみ続け、考え続けてきた。俺の魂は常に戸隠の『石』に縛られている。だから、奪えなかったのだ。下界を捨て、戸隠の忍びとして生きている間も、俺の魂のなにかが欠けていたのだろう。毘沙門天の化身とやらになり果てた貴様の魂も、同じだ。俺が『石』代わりに貴様を抱いても、貴様の魂は毘沙門天に捕とらわれたままだ。お互たがいに同じものを欠いたものがかたちばかり交わったところで──結局は幻げん滅めつと悲劇しか生まぬ。貴様を救うこともできず、俺もまた救われない。故に、俺は躊ちゆう躇ちよしたのだ。思えば直江大和は、利口な男だった」

　そなたの言葉は難しくてわからぬ、と謙信は眉まゆをひそめていた。わたしになにが欠けているというのだろう。加藤段蔵になにが欠けているというのだろう。直江大和が利口な男だとは、どういう意味なのだろう？

「謙信よ。俺はしょせん『石』に縛られて生涯のほとんどを浪ろう費ひしてしまった野良犬よ。俺は、父も知らぬ。母も知らぬ。己が何者なのかも知らぬ。主あるじを持たず田畑を持たず住む家を持たない山の民たみの一員だった、ということしかわからぬ。幼き頃ころには、戦乱の中で餓うえてただ一人、山中を逃にげ惑まどっていた記憶しかない。まさに、人間以下の存在だった。人の世に生きる己の無力さを呪い、戸隠の山に逃げ込み、『石』の光を浴びて異形外道の術を操る『鳶加藤』となった時より、俺の身体からだは大地の力から自由になった。しかしその代だい償しようとして、この魂を『石』に縛られたのだ──しかし、貴様は違ちがう。たしかに貴様もまた毘沙門天とやらに魂を縛られているが、貴様には宇佐美定満も、直江大和もついている。人を殺す術しか知らぬ狷けん介かいなはぐれ忍びとは、違う。今はわからずとも、いずれ理解する時が来る。突然に、その時は訪おとずれるだろう」

　月の光が、この外道の忍びの髪かみを照らしだしていた。白はく髪はつだった。ああ。加藤段蔵も、老いたのだ、と謙信は気づき、そして、泣きたくなった。

「上杉と武田の決戦がはじまると同時に、真田忍群は戸隠の結界へと突入してくるだろう。俺もまた、猿さる飛とび佐さ助すけとの最後の決戦に及ばねばならん。このまま去れば、これが今生の別れになるかもしれんが、今宵こよいの俺はまだ貴様を拐かさぬ。迷めい妄もうは、晴れた。そうだ。俺が、一歩先へと進むためには──『石』から己の魂を解放せねばならんのだ。武家の世を、人の世を呪いながら外道の術を操る魔ま人じんではなく、人間として、生きるために。『石』を巡めぐって続いてきた佐助との戦いに、決着をつける」

「……人間として……生きるために……わたしも、信玄との戦いに決着をつければ……人間に、なれるのだろうか」

「少なくとも、一歩、先へ踏ふみ出すことはできる。俺の迷いも貴様の苦しみも、すべては心のうちに生まれいずる幻まぼろしにすぎない。上杉謙信よ。貴様は、春日山城に生まれ落ちたその時から、人間なのだ。己おのれの手で、摑み取れ。毘沙門天の呪いから、己の魂を解き放て。俺が貴様を拐かすことになるとしても、ならないとしても、貴様が己自身の意志で自らの生を選び取るとしても、すべては、その後だ」

　謙信が「加藤段蔵よ。それは愛の告白なのか、それとも」と問いかけようとした時には、もう。

　加藤段蔵の姿は、いつの間にか本堂内から忽こつ然ぜんと消えていた。

「──いずれ戸隠から川中島にかけて、真田忍群の夜や襲しゆうを阻はばむために深い霧きりが出る。才さい蔵ぞうが『霧きり隠がくれの術』を用いて、佐助どもの視界を塞ふさぐ。その時、武田信玄と貴様もまた、視界を塞がれることになるだろう。だが赤目の貴様は、視界が利きかぬ戦いに、慣れているはずだ──」

　段蔵の残した言葉だけが、本堂の内側に鳴り響ひびいていた。




　一いつ刻ときののち──同日深夜。

　謙信は、直江大和と宇佐美定満の両名を本堂へと呼び出していた。

「越軍の兵ひよう糧ろうは、切り詰つめても残り一ヶ月分しかない。このまま善光寺に座していれば、またしても犀川を挟はさんで睨にらみ合いとなり、兵糧が尽つきる。さりとて、勝負を急いで海津城を包囲すれば武田信玄の思う壺つぼとなる。信玄はゆるゆると川中島へ向かうそぶりをみせながら、山中を自在に駆かける神しん出しゆつ鬼き没ぼつの機動力を発揮して海津城を攻せめる越軍の背後へ回ろうとするだろう。そこでわたしは、越軍の主力一万三千を率いて犀川を渡わたって川中島へ入り、そのまま堂々と海津城の正面を行軍し、海津城のすぐ西にし隣どなりにそびえる妻さい女じよ山さんに本ほん陣じんを移そうと思う」

　犀川を渡り、敵の懐ふところに？　自ら退路を断つのですか、と直江大和は賛同しかねるように謙信を問いただしていた。謙信の「閃ひらめき」とも言える天才的な戦術眼そのものには、疑いを抱いてはいない。それにしても、武田方の最重要拠きよ点てん・海津城を無視してさらに南下し自ら敵中に飛び込むなど、常識や理り屈くつでは割り切れない無む謀ぼうさだ。あまりにも危険な賭かけだった。

「海津城を守る高坂弾正がお嬢じようさまに釣つられて飛びだしてくれば、信玄が川中島に着く前に海津城をやすやすと奪うばうことができましょう。しかし、高坂弾正は通つう称しよう『逃げ弾正』と呼ばれる慎しん重ちような姫武将。釣られませんよ」

「はじめから高坂弾正を釣り出すことなど考えていない、直江。妻女山まで南下して、敢あえて死地へと飛び込むことそのものが、わたしの目的なのだ。信玄は生来用心深い。わたしのほうから虎こ穴けつへと飛び込んでいかねば、決戦に持ち込めまい」

「そこまでして、乾けん坤こん一いつ擲てきの決戦を望みますか。加藤段蔵と会わせたことが、逆効果になったようですね」

「よいのだ、直江。善光寺と横山城に、お前と、二千の輜し重ちよう隊を残しておく。たとえ信玄が川中島に着陣しても、北にお前が、南にわたしが布陣していると知れば、信玄は挟きよう撃げきを恐れて犀川を容易に渡れぬ。越軍の将兵たちの退路を、確保してくれ」

「かしこまりました。命に代えても。しかしそのような大事な役目を仰おおせつかった以上、わたくしは犀川の渡と河か拠点を確保することで精せい一いつ杯ぱいとなりましょう。戸隠までは手が回らなくなりますが」

「戸隠については、加藤段蔵に賭ける。わたしと信玄とが戦っている間、きっと『石』を守ってくれるはずだ」

「鳶加藤は、この世の誰だれにもまつろわぬ男。お嬢さまをいずれ裏切る者ではなかったのですか？」

「……裏切りは必ずしも悪ではない。人の行動原理には必ずなんらかの理由があり、その理由の十割が悪とは言いきれない。善も悪もともに、人の心のうちで戦っている。その己の内面で生じている善と悪の戦いの原因を、外の世界へ求めた時、人は『悪』を誰かの内側に見み出いだしてしまうのではないだろうか。そして、憎にくしみが生じる。わたしはそんな気がしているのだ、直江」

「……武田信玄もまた、十割の悪に染まった純じゆん粋すいな悪人ではない、と？」

「そんなことは、はじめからわかっている。彼女は、ほんとうは心の優やさしい人だ。お父上に愛されなかった心の傷を塞ぐために、天下最強の武将に、甲斐の虎に、ならねばならなかったのだ。あの勇ゆう壮そうな『風ふう林りん火か山ざん』の旗を掲げて大地を駆ける武田騎き馬ば隊の馬ば蹄ていの音が、わたしには、信玄の泣き声に聞こえる……それでもなお……わたしは信玄を、信玄はわたしを、倒たおさねばならない……この川中島での輪りん廻ねを断ち切り、前へと進むために」

　宇佐美定満、長尾政景、柿崎景家、北条高広、村上義清、斎さい藤とう朝とも信のぶ、本庄繁長ら越軍の主力部隊はすべてわたしとともに妻女山へと入る。もとより海津城の攻こう略りやくや善光寺平の奪だつ回かいなどはわたしの眼中にはない。わたしがなすべきことは武田信玄自身との「決着」なのだ、と謙信は直江大和以外のほぼすべての武将に出立を命じていた。

「だが謙信、越軍の兵糧は一ヶ月保もたない。自ら囮おとりとなって妻女山に孤こ立りつしてもなお、信玄が動かなければ？」

「宇佐美。信玄は必ず動く。信玄が海を求めて直江津を奪うとしても、今川家と手切れして駿河へ出るとしても、いずれにせよこたびの決戦でわたしを倒さねばならないのだ。だからこそ、信玄は改名した。このわたしを、川中島へと呼ぶために」




　八月十六日未明。

　上杉謙信は一万三千の越軍を率いて海津城の目前を悠ゆう然ぜんと行軍し、西に隣りん接せつする妻女山へ布陣。自ら、兵法の常識を無視して敵中深くまで乗り込んでいた。もしも武田信玄が犀川を渡る道を遮しや断だんすれば、謙信も越軍も再び越後の地を踏むことは不可能になる。それほどの無謀な戦術だった。




　　　　※




　ほぼ同時刻、海津城より伝わる「烽火のろし」の伝言を躑躅ヶ崎館で見た武田信玄もまた、「やはり謙信は来た。川中島で二人の最後の決戦をはじめる時が来た」と緊きん張ちように震ふるえながらうなずいていた。お互いに青ざめて脂あぶら汗あせを流しながら、軍師・山本勘助とともに軍議の準備を整えていた時。

「しろうかつよりも、あねうえとかんすけとともに、たたかいます。『たけだ』のいもうととして」

　諏す訪わ家の忘れ形見──諏訪四し郎ろう勝かつ頼よりが巫み女こ姿で二人の前に現れ、「出陣」を乞こうてきた。

　しかし信玄には、幼い勝頼を、武田家を待ち受けている運命の死地へと連れて行くことはできなかった。

「相手は毘沙門天を称しようする軍神・上杉謙信。この戦いくさは、今まで武田家が経験したことのない激戦になる。勝頼の気持ちは嬉うれしいが、今回だけは耐たえてくれ」

「……でも、あねうえ。きっと、このいくさ、あねうえとかんすけは……」

「心配するな。武田には大勢の勇将名将が勢せい揃ぞろいし、甲こう州しゆう兵たちは強い。たとえ謙信が相手でも敗れはせぬ。それに……万が一あたしたち武田のきょうだいが誰一人甲斐へ戻もどってくることができなければ、残された武田の妹が、家を継つがねばならない。勝頼、その任務をお前に託たくす」

「……あねうえ」

　勝頼さまは諏訪の巫女にして神人の末まつ裔えい。武田家を覆おおっている不ふ吉きつななにかを感じておられるのだ……と勘助は涙なみだぐみそうになりながら、かろうじて感情を押し殺し、「軍師」の表情を保っていた。

「勘助。勝頼は幼い。戦に緊張し、怯おびえているのだ。当然のことだ……お前からも言葉をかけて安心させてやれ。天下一の軍師と天下一の家臣団、そして最強の武田騎馬隊をもってすれば、上杉謙信との決戦とて負けるはずはない、と」

「……ははっ。勝頼さま……この勘助、武田軍の勝利を、お約束いたします。御屋形さまもそれがしも勝頼さまを甲斐に残して二度と戻ってこないなどということは、決して！」

　勘助は、勝頼の目を覗のぞき込むことをためらった。宿すく曜よう道どうによれば、御屋形さまの命はもはや尽きておられる。この川中島の決戦で、おそらくは上杉謙信に討うたれるのだ。勝頼さまもきっと、諏訪の神人の血の力で、その運命を感じ取っておられるのだ。空約束などを交かわしてはならない。だが、どうすれば……どうすれば、御屋形さまをお救いすることができるのだろう？

「かんすけ。てんとちとが、あばれようとしている。とがくしと、すわとがふうじてきた『ちりゅう』が、かりたてられようとしている。あねうえがあぶない。『いけにえ』がひつようならば、このかつよりがつとめよう。すわのみこのちが、『ちりゅう』を、きっと、しずめてくれる」

「……地ち龍りゆう……!?」

　われらはこたび、越軍との決戦と同時進行で真田忍にん群ぐんを動員して戸隠の「石」を破は壊かいしようとしている。「石」を壊こわせば、信濃に眠ねむる地龍を駆り立てることになる、というのか？

「かんすけ。しんではならない。かつよりを、みがわりのいけにえにもちいてほしい」

「できませぬ。幼子が老人の身代わりになるなど、あってはならぬこと！」

　勘助は「御屋形さま。勝頼さまは日ノ本でもっとも古き神々の血を伝承されておられる巫女。不吉です。今の越軍には兵糧がありますまい。今年は出陣を見送ることにいたしましょうか。捨て置けば、越軍は一ヶ月のうちに撤てつ退たいいたしましょう」と信玄に切りだしたが、信玄は「謙信を裏切ることは、ならぬ。それではあたしは、なんのために謙信の関東遠えん征せいを妨ぼう害がいし、小田原からはるばる川中島まで謙信を呼んだのだ。必ず戦い、必ず勝つ。四郎の血を生いけ贄にえになどせずとも、あたしとお前の力で──人間の力で、毘沙門天を地に落とすのだ」と承知しなかった。承知しないことは、勘助も知っていた。勘助は日ひ頃ごろは「畏おそれ多い」と触ふれることもできなかった勝頼の頭をそっと撫なでながら、「御屋形さまは勝頼さまを、生け贄の巫女とは思っておりませぬ。あなたさまは、御屋形さまの、武田の妹なのです」と微笑ほほえみ、「必ずこの山本勘助が、御屋形さまに勝利を。そして、生きて勝頼さまのもとへ帰って参ります。お約束いたします」と破顔していた。いつもの、穢けがれなき童女に怯える偏へん屈くつ男の表情ではなかった。

「……やくそくをまもれ、かんすけ。かつよりはそなたを、ちちと、おもうておる」

　御ぎよ意い、と勘助は頭こうべを垂れていた。

（勝頼さまもまた、御屋形さまの命運が川中島で尽きると予感しておられる。この勘助が、いかなる手を使ってでも御屋形さまの運命を変えねばならぬ。この一戦に勝つために、それがしは、生まれてきたのだ──御屋形さまと勝頼さまを再び生きてこの世で引き合わせるために、それがしは諸国を放ほう浪ろうし、軍師となったのだ）










　　　　※




　八月二十四日。

　信玄率いる武田軍二万が、上田を経て千曲川沿いに北国街道を北上し、川中島に到とう着ちやくした。

　武田典廏信繁。武田義信。武田逍遥軒信廉。飯富兵部虎昌。山本勘助。真田幸ゆき隆たか。真田の「双ふた子ご」。馬ば場ば信のぶ房ふさ。飯富三さぶ郎ろう兵びよう衛え。そして工く藤どう祐すけ長なが。

　武田軍の主力すべてが、よたび川中島へと集結したのである。

　だがこの合戦は、今までの川中島での戦いとは根本的に異なる。長らく越軍と奪い合ってきた川中島・善光寺平・戸隠山のことごとくを武田方のものとし、越軍を永久に北信濃から締しめ出すための文字通りの「決戦」となる。今川家が事実上崩ほう壊かいし、尾張の織お田だ信のぶ奈なの勢力が急激に台頭してきた今、もはや謙信と終わらない鬼おにごっこを続けている猶ゆう予よはない。この決戦に勝たねば武田家に未来はない、と諸将すべてが決死の覚かく悟ごを固めていた。

「御屋形さま。海津城を『餌えさ』に用いて越軍をおびき寄せ、その背後を奪うという第一の策は、敗れました。海津城を攻めるどころか、上杉謙信はその海津城を素通りして川中島の南側──妻女山に布陣しております。十日近くにわたって、動くそぶりも見せずわれら武田軍を待ち受けていたようです」

　謙信は気が短い。しかも越軍には兵糧がない。一時は妻女山に籠こもったとしても、三日も我が慢まんできまい、ゆっくりと行軍すればいずれ海津城という餌に釣つられるはず──勘助と信玄はそう考えて、敢あえて行軍を遅おくらせてきたのだった。だが、謙信は動じなかった。「川中島の南なん端たんの塩しお崎ざき城に入り、海津城と塩崎城から妻女山の越軍を挟撃いたしますか？」と馬上で揺ゆられながら焦あせりを隠かくせない勘助が信玄に囁ささやいたが、信玄は、うなずかなかった。

「いや。塩崎城に入ってしまっては、謙信に武田軍二万の軍勢を見せつけて挑ちよう発はつすることはできない。川中島を南北に横断し、犀川南岸の茶ちや臼うす山やままで悠然と行軍しよう」

　犀川南岸の茶臼山へ？　たしかに善光寺に待機している直江大和隊を押さえることはできるが、そこまで北上してしまっては妻女山の謙信に退路を塞ふさがれる恐おそれが。危険すぎる、と勘助はいよいよ焦った。

　御屋形さまは、謙信が自ら妻女山という死地へ飛び込んださまを見て、謙信に完全に同調しておられる。ご自分もまた、茶臼山という死地へと飛び込もうとしている。謙信の捨て身の戦術に付き合おうとしている。

　たしかに、こたびの戦に必ず勝つと決めたからには、大だい胆たんな賭かけも必要だ。しかし、今まであれほどに慎しん重ちように合戦を進めてきた御屋形さまが……やはり、運命は宿曜道が知らしめたとおりの結末へと進んでいるのではないか……と勘助は気が気でなかった。だが、「御屋形さまは謙信に敗れて命を落とされる運命です」などとは、言えるはずもない。その運命を回かい避ひさせてこその軍師なのだ。

（なんと言われようとも、宿曜道などを用いて主家を占うらなうべきではなかった。まことに天下を統すべる才の持ち主は、お優しすぎる信玄さまではなく、典廏信繁さまであったのだ。が、しかし、信繁さまがその才を発揮するためには、御屋形さまという存在が必要なのだ……）

　乱世を治める天下人たる器うつわを持って生まれてきた、武田典廏信繁。だが、信玄がここで夢破れて死ねば、信繁は生きながらに屍しかばねのようになってしまうだろう。信繁は、父・信虎によって姉の信玄と引き離はなされ、姉妹しまい同士でいがみ合い対立させられる運命に、必死で逆らってきた。二人は、分かつことのできぬ存在なのだ。

　だが、信繁がそれほどに庇かばい続け守り続け慕したい続けてきた信玄は──信玄の魂たましいは、「天」を生きる少女・上杉謙信に惹ひかれている。信繁の心情はいかばかりか。

　しかしそれでもなお信繁には、信玄しかいないのだ。

　信玄が死ねば、その瞬しゆん間かんに、信繁の魂も死ぬのだろう。

（御屋形さまが倒れられれば、信繁さまのお心も壊れる。武田は滅ほろぶ……だがこの勘助が、そうはさせぬ。御屋形さまも信繁さまもともに、それがしが、山本勘助がお守りする！　勝頼さまとの約束、必ず果たさねばならぬ……！）

　武田軍二万は、この日、犀川南岸の茶臼山に布ふ陣じん。

　川中島を挟はさんで、上杉謙信と武田信玄とが、互たがいの主力軍を率いたままよたび睨にらみ合うこととなった。




　敢えて川中島を北上して善光寺に近い茶臼山に入った信玄に対し、妻女山の謙信は、なおも動かない。

　越軍の兵ひよう糧ろうが一日また一日と減っていく中、謙信は上杉憲政から琵び琶わの手ほどきを受ける際に愛用していた「朝あさ嵐あらし」を手に、「平へい家け物語」の曲を弾ひき続けていた。春日山城と違ちがい、この妻女山には、謙信が毘沙門天の声を聞くために籠もるべき毘沙門堂はない。しかし、外界から完全に己おのれの肉体を隠してしまわずとも、琵琶の音が五感を鋭えい敏びんにしてくれる。謙信は琵琶の音の中に、閃ひらめきを求めていた。

（下野しもつけの古河城では、憲政さまが近衛さまとともにわたしを待っておられる。だが、焦るな。焦ってはならない。相手は、度たび重かさなる死し闘とうの果てに最強の武田軍を構築した武田信玄。信玄は今や、人間の武将が到達できる最高の高みに立とうとしている。わたしを戦場で破る力を持つ、ただ一人の者だ……わたしを、天から引き下ろすことのできる、ただ一人の強敵だ……この勝負、先に浮うき足立ったほうが、敗れる）

　武田軍が茶臼山まで北上して越軍の退路となる犀川への道を塞いだことと、兵糧が底を突つきつつあることに動どう揺ようした越後諸将は、謙信に「まさか信玄がわれらを置いてかほどに北上するとは。このままではわれらは川中島に孤こ立りつし、兵どもは餓うえて四散してしまいます」「来春、十分な兵糧を調達してから再戦すべきです」と進言した。が、謙信は「直江は善光寺を守りきる。退路を失うことなど心配する必要はない。茶臼山への布陣は、そのように諸将を動揺させようという信玄の手だ」と首を縦に振ふらなかった。

「この合戦は、乾けん坤こん一いつ擲てき。いずれかが動けば、相手も動き、半日で勝敗が決する──」

　謙信は一度目の上じよう洛らく以来、「源げん氏じ物語」の虜とりことなっていた。生しよう涯がい不ふ犯ぼんの姫ひめ武将は、自分自身が決して生きることのできない目め眩くるめく恋こい物語の世界を、想像の中だけでも生きてみたいと密ひそかに願っていた。その願いを、「源氏物語」が叶かなえてくれたと言っていい。しかしいざ戦場で琵琶を取れば、謙信は軍記物語を──とりわけ「平家物語」を好んだ。この妻女山では、「実さね盛もり最さい期ご」を、弾き続けた。

　平へい氏しと源氏とが相争っていた動乱の時代。関東武士の斎藤実盛は、とある合戦で討ち取った源氏の大将の幼い息子むすこ・木き曽そ義よし仲なかを討ち取ることしのびなく、信濃へと送りとどけた。

　月日は流れ、年老いた斎藤実盛は平氏に仕える武士として、かつて自分が命を救った木曽義仲と戦うという運命に至った。死を覚悟した老境の実盛は、白しら髪が頭あたまを黒く染めて戦場に立ち、義仲の家臣・手て塚づか太た郎ろう光みつ盛もりによって討たれ、首を落とされた。しかし木曽義仲は、実盛がその頭を黒く染めていたこともあり、その首が自らの恩人・実盛その人のものだとは信じられなかった。年老いた実盛ならば白髪頭のはずだと、この過か酷こくな現実を認められなかった。そこで、実盛と親しかった樋口次郎兼かね光みつを呼んで、その首が実盛のものか否いなかを確かめさせた──。





　手塚太郎馳はせ来たる郎ろう等どうに首取らせ木曽殿どのの御おん前まえに参つて、「光盛こそ奇き異いの曲くせ者もの組んで討つて参つて候そうらへ、大将かと見候へば続く勢も候はず、侍さむらいかと見候へば錦にしきの直ひた垂たれを着て候ひつるが、名乗れ名乗れと責め候ひつれどもつひに名乗り候はず、声は坂ばん東どう声ごえにて候ひつる」と申しければ、木曽殿、「あつぱれこれは斎藤別当にてあるごさんめれ、それならば義仲が上野へ越こえたりし時幼目に見しかば白はく髪はつの糟かす尾おなりしぞ、今は定めて白髪にこそなりぬらんに鬢びん鬚ぴげの黒いこそ怪あやしけれ、樋口次郎年とし比ごろ馴なれ遊んで見知りたるらんぞ、樋口呼べ」とて召めされけり。

　樋口次郎ただ一目見て、「あな無む慙ざん長なが井い斎藤別当にて候ひけり」とて涙なみだをはらはらと流す。

　木曽殿、「それならば今は七十にも余り白髪にもならんずるに鬢鬚の黒いはいかに」と宣のたまへば、樋口次郎涙を押さへて、「さ候へばこそそのやうを申し上げんと仕つかまつり候ふがあまりにあまりに哀あわれに覚えて不覚の涙のまづこぼれ候ひけるぞや、されば弓矢取る身は予かねてより思ひ出の詞ことばをば聊いささかの所にても遣つかひ置くべき事にて候ふなり、実盛常は兼光に逢あうて物語りにし候ひしは、六十に余つて軍の陣へ赴おもむかば鬢鬚を黒う染めて若やがうと思ふなり、その故ゆえは若わか殿との原ばらに争ひて先を駆かけんも大人げなし、また老武者とて人の侮あなどらんも口くち惜おしかるべしと申し候ひしか、まことに染めて候ひけるぞや、洗はせて御ご覧らん候へ」と申しければ、木曽殿さもあるらんとて洗はせて見み給たまへば白髪にこそなりにけれ──






　水で洗われた実盛の黒くろ髪かみがみるみる白くなっていくさまを見た木曽義仲は、ついにその首が実盛の首だと認めた。そして、「私はわが恩人を、実盛を、殺してしまったのか」と泣いたのだという。

（宇佐美定満も、直江大和も、あの加藤段蔵ですら、いつの間にか老いて髪に白いものが交じるようになった。段蔵などは、急激に老け込んで、完全な白髪となってしまった……）

　わたしはもう子供ではない。「実盛」に歌われる木曽義仲の悲しみがわかる年ねん齢れいになってしまったのだ。しかも、姫武将として命を奪うばい合う戦場に立っている──そう思うと涙がこぼれた。わたしを慈いつくしみ守り育ててきてくれた宇佐美たちを決して合戦で死なせてはならない、死なせたくはない、だからこそわたしは常に自ら先頭に立って戦い続けてきたのだ。だが、わたしは、武田信玄を討うつことができるのだろうか？　わたしのただ一人の友を、殺すことができるのだろうか？　信玄の首を落とすことが、できるのだろうか？

　戦いたくない、と謙信は思った。また、涙がこぼれた。

　宇佐美定満ただ一人が、無言のまま、そんな謙信の背後にそっと寄り添そっていた。この決戦でもしも信玄を倒たおせねば、宇佐美定満は越後を割ろうとしている長尾政景を道連れに逝ゆくことになるという定めを、謙信は知らない。知らせては、ならなかった。




　妻女山に籠もる謙信。

　茶臼山に籠もる信玄。

　両軍、川中島を挟んで数日間、まったく動かず。

　ついに、八月二十九日。

　憔しよう悴すいした信玄は勘助に「もはや時間がない。この勝負、今さら水入りにはできぬ。謙信もあたしも、今ここで決着をつけねばともに天の時を永遠に失う」と告げ、「無敵無敗の越軍を破るための策を出せ」と命じていた。

「両軍が正面より激げき突とつすれば、互いに無傷ではおられませぬ。武田軍、越軍、揃そろって壊かい滅めつする恐れがございます。決着を望む謙信とて、両軍の将兵の命の値打ちを思えば、そのような無む謀ぼうな真ま似ねはできますまい。われらから、妻女山の謙信へとさらに接近する他ほかはございませぬ」

「さらに接近する、だと？」

「左様。高坂弾正が守っている海津城へと、全軍で入りまする」

「……海津城！」

　死地どころではなかった。武田軍の退路を自ら完全に断ち、謙信の目前に全軍で飛び込む、と勘助は言っているのだ。同時に、謙信の退路も、断たれることになる。

「海津城と妻女山とは、文字通り、目と鼻の先。互いに必殺の間合いへと踏ふみ込んで、対たい峙じいたします。そこまで接近すれば、両軍はもはや、決して退ひくこと叶いませぬ。ただいま、日ノ本すべての者どもが、この竜りゆう虎こ相打つ戦国史上最大の決戦に注目しておりまする。先に兵を退いた者の負けとなります。ならば不敗の神将を自認する謙信は、必ず動きまする。動かねばならぬのです。そこに、勝機を見み出いだしまする」

「そこまでせねば、ならないのか」

「この勘助も、かかる事態はできうる限り避さけたかったところです。しかしながら、相手は上杉謙信にござります。犠ぎ牲せいを払はらわずに倒すことは、不可能です」

　ついに武田信玄と上杉謙信の長年の戦いに決着がつく。天下最強、日ノ本最強は武田か、上杉か。西さい条じよう山やま、東とう条じよう山やま、あるいは川中島の河か川せん敷しきに、合戦とは無関係な見物人たちが「どうしてもこの日ノ本の歴史に語り継つがれる決戦を見たい」と命がけで続々と詰つめかけている。むろん、両軍が放った間者も大勢紛まぎれ込んでいるが、大多数は北信濃の領民であり、全国から押し寄せて来た旅行者であり、まつろわぬ山の民たみであり、各大名が「これほどの決戦となれば、なんとしても見聞して記き憶おくし、これからの戦いくさの参考にせねばなるまい」と放った「見聞者」たちである。

　勘助は、信玄に敗北と死の運命が迫せまっていることを知っている。知っているが、乗り越えねばならないのだ、ここで謙信を前にしながら退けば御屋形さまは生涯を「敗北者」として生きねばならなくなる、それでは信虎さまを追放したことも武田の家か督とくを継いだこともすべてが過あやまちだったことになってしまう──山本勘助は、たとえ信玄と自らがここで倒れようとも、信玄を人生の敗北者にだけはしたくなかった。いや、なにがあろうとも信玄の命は守り抜ぬいてみせる、「天」より上杉謙信を必ず引きずり下ろして御屋形さまと対等の「地」へと立たせてみせる、さすれば必ずや御屋形さまは自ら運命を覆くつがえし勝利を摑つかみ取れるお方である──そう信じ、最後の最後まで運命に抗あらがって戦い続けると決めていた。

　この数年、勘助は寝しん食しよくを忘れて謙信を戦場で倒す方法を考えに考え続けた。

　妻女山に登った越軍をその隻せき眼がんで凝ぎよう視しし続けるうちに、九く分ぶ九く厘りんまでできあがっていた必勝の「策」はついに、完成していた。

　いかに軍神であろうとも、見破れるはずがない。

「わかった、勘助。海津城に向かおう。越軍の兵糧、あと二週間が限度だろう。二週間で決着をつけられるか。あたしたちは謙信に、勝てるか」

「勝たねば、なりませぬ。生きるとは、戦うということにございます。御屋形さま」

　なにごとかを覚かく悟ごしたのだろうか。信玄が謙信と出会って以来、常に鬱うつ々うつとした表情が噓うそのように晴れて、幼き頃ころの笑顔を取り戻もどしていた副将・信繁が、「行きましょう、姉上」と信玄の手を握にぎりしめていた。

　武田軍、茶臼山を放ほう棄きして、妻女山の目前にそびえる海津城へ全軍で入城。

　武田信玄率いる武田軍と、上杉謙信率いる越軍。

　両りよう雄ゆうの激突は、もう、目の前だった。




　お互たがいに、手を伸のばせば届く至近距きよ離りで睨にらみ合いながら──。

　正面から激突すれば、勝敗を問わず甚じん大だいな被ひ害がいが出るほどに近づいてしまったがために、信玄もそして謙信も、容易には「攻こう撃げき」の下知を下せない。なんらかの事態の異変を──摑むべき「勝機」を待ち続けていた。

　勝利を収めるものは、「天」か、それとも「地」か。

　上杉・武田両軍ともに、身動きが取れぬまま、十日が過ぎた。




　そして九月九日、夕刻。

　戸隠・飯縄の山々から南方の善光寺平・川中島へと向けて、湿しめった強風が吹ふき下ろしはじめていた。この風は川中島一帯を覆おおい尽つくし、かつ、濃のう厚こうな夜よ霧ぎりになるだろう。

　武田方に与くみする真田忍にん群ぐんとの長年にわたる暗闘の果てに、今や残り少なくなった戸隠忍群は、戸隠山に結界を張っていた。その結界の奥で、南なん蛮ばん渡わたりの少女忍しのび・霧隠才蔵が、動いた。

　戸隠の一いつ本ぽん杉すぎの天てつ辺ぺんに屹きつ立りつして、佐助たち真田忍群の「気」を探さぐっていた加藤段蔵のもとに才蔵が現れた時には、すでに妙みよう高こうの山々の彼方かなたへと日が沈しずみはじめていた。

「カトー。真田忍群は必ずやこの霧に乗じて夜や襲しゆうか、あるいは朝あさ駆がけを敢かん行こうするはず。戸隠の麓ふもとに武田方が付け城を構築して以来、われらは弱体化し、数に劣おとる。佐助たちにとってはこの霧は好機だ。だから私は、むしろ『霧隠の術』を用いてこの夜霧を増ぞう幅ふくする。全山を霧で覆い尽くして、いっそこの戸隠の山を真っ白にしてしまおう」

「危険だな霧隠。われらの視界も、利きかなくなるぞ」

「私たちは戸隠山の地形や気流を熟知している。音と気配とを頼たよりに、動ける。対する佐助たちは真田の庄しようでの暮らしが長い。視界を塞ふさがれた戸隠山では十全の動きができまい」

　才蔵の鼻からは、血が流れていた。すでに、霧を増幅するために「霧隠の術」の力を解き放っているらしい。南蛮人であろうとも血は赤いのか、と加藤段蔵は思った。上杉謙信の血も、赤いのだろうか。

「命を削けずってでも、力を使い尽くす覚悟か。なぜ佐助のもとへ行かなかった、霧隠才蔵。あの娘むすめは、お前を慕したっている。南蛮から来たお前には、戸隠への義理も信しん仰こうもあるまい。俺はもともと一いつ匹ぴき狼おおかみ。来るものは拒こばまぬが、去るものは追わん。下山しても止めんぞ」

「……私は仏蘭西フランスからただ一人で信濃に来た。佐助にも真田にも、まして武田信玄にも憎にくしみはない。ただ、『石』を守りたいだけだ。いずれ、この信濃の国にもカトリックの宣教師どもが来るだろう。奴やつらは、ただ一柱、キリストの神のみを奉ほうじて、土地の氏うじ神がみを始末して回っている独善者たちだ。私が異い端たんでも邪じや教きよう徒との子孫でもなかったことを、奴らに知らしめるためには、奴らが奉じる神とは異なるこの信濃の古き神を──戸隠の地ち龍りゆうを封ふうじる『石』を、武田信玄から守り抜かねばならない。なぜ武田信玄は、『石』などにこだわる？　上杉謙信は、『石』を利用して異形の忍びを量産しようなどとはしない。それなのに、『石』を戸隠から持ち去れぬならば破壊するとは、いったいどういうつもりなのだ？」

　武田信玄は諏す訪わに続いて戸隠の「石」を破壊することで、信濃の古き神々を根絶やしにしようとしているのだ。それで毘沙門天に憑つかれている上杉謙信を神々のくびきから解放できると信じているのだ、と加藤段蔵は才蔵に答えていた。

「あの女は、上杉謙信を、天の世界から大地の上へと引き下ろそうとしているのだ」

「……戸隠の『石』を、そのような私情で破壊しようなど、武田信玄は傲ごう慢まんにすぎる」

「そうだね。ならば、武田信玄の執しゆう着ちやくのもとを断ってしまえばいい。上杉謙信を、倒してしまえばいいんだ。ボクに任せておきなよ」

　加藤段蔵と霧隠才蔵は、うっすらと霧が覆いはじめていた一本杉の彼方に、飯縄忍び・由ゆ利り鎌かま之の介すけの声を聞いた。本体がどこにいるか、由利鎌之介は悟さとらせない。

「由利鎌之介よ。うぬが、謙信を倒すだと？　われらは今、上杉軍と手を結び、武田方と戦っているのだぞ？」

「ふふ。信玄と謙信の鬼おにごっこが、この長きにわたる北信濃動乱のそもそもの原因なのだろう？　信玄は謙信を地に戻すことに固執し、謙信は信玄に己おのれの義を理解してもらおうとこだわっている。両者の激突の結果戸隠が滅ほろびてもボクには関係ないけれど、とばっちりを受けて、隣りん接せつする飯縄の山も神社もみな焼かれてしまうだろう？　信玄は用心深く、忍びを容易には寄せ付けない。でも、謙信は戦がはじまれば必ず一騎き駆けを敢行する。その時を狙ねらって、正々堂々、一対一で勝負しようと思う。武の頂点が勝つか、最強の忍びの術が勝つか。見物だろう？」

　由利鎌之介は、信濃に根を下ろす「異能」の忍びの中でも、異形の中の異形。男装しているから、ではない。呪のろわれた「飯い綱づな使い」なのだ。管くだ狐きつねと山々の飯綱たちを使役して、狙った獲え物ものを襲おそわせ、必ず仕留める。古来、忍術は呪じゆ術じゆつと一体だった。忍術の発はつ祥しようの地とも言われる飯縄には、その古式ゆかしい呪術的忍術が伝承されているのだ。由利鎌之介は、「飯綱使い」の術を伝承した最後の飯縄忍びなのだ。

「ま、そんな理由は後付けでね。ボクはただ、戦国最強の武将・上杉謙信と戦ってみたいのさ。飯綱使いの術が勝つか。毘沙門天の化け身しんが勝つか。負けたほうは、自分を呪い続ける『神』から、解放される」

　謙信と信玄の運命をかけた戦いに水を差すことになるぞ、と才蔵が止めたが、鎌之介は「きみだって、川中島へ霧を吹き込もうとしているじゃあないか」と苦笑して取り合わなかった。

「加藤段蔵。きみも、ボクを止めるかい？　でもダメだよ。だって、ボクを打ち負かすことができる者がいるとすれば、上杉謙信だけなんだ」

　段蔵は、「去るものは追わん。謙信が貴様の飯綱の術に倒たおされるのならば、そこまでだったということ。それに──貴様が言うとおり、この勝負、敗れた側は己に憑いた『神』から解放される──」と呟つぶやき、鎌之介を止めようとはしなかった。

「この白い霧が、ボクと謙信の一騎打ちを実現してくれるだろう。行ってくるよ──さあ、行くよ。飯縄権ごん現げん。毘沙門天を倒しに行こう。オン、チラチラヤ、ソワカ。オン、チラチラヤ、ソワカ──」

　鎌之介は今、解き放たれていた。戸隠の山々に潜ひそみ暮らす飯綱たちが、鎌之介の唱える真言に呼び寄せられるように、いっせいに動きはじめていた。




　同日、同時刻。

　川中島。

　海津城の物見櫓やぐらに結けつ跏か趺ふ坐ざしながら、戸隠の麓から吹き込んでくる湿った「気」の流れを読み取った山本勘助は、

「御屋形さまの運命を変える時が訪おとずれた。天の時が来た！」

　と狂きよう喜きすると、杖つえを突つきながら立ち上がっていた。勘助はかつて真田幸隆たちとともに忍び働きをしていた頃に膝ひざを壊こわした。以来、片足が不自由である。が、その膝の「痛み」が、川中島を包む「気」が湿し気けてきたこと、まもなく深い霧が川中島一帯を覆い尽くすことを、察知させていた。

　愛まな弟で子しの馬場信房を呼び、

「ただちに軍議を。今宵こよい、作戦を決行し、上杉謙信率いる越軍を撃うち破る！」

　と告げていた。

「……越軍を……それでは」

「十日間、耐たえに耐え、待ちに待った甲斐があったというものじゃ。わが一世一代の奇き策さくを敢行する時が来たぞ！」

　ただちに、海津城本丸の「評定の間」に武田信玄、武田信繁、武田義信ら武田家のきょうだいたち、「赤備え」を率いる武田最強の姫ひめ武将・飯富兵部、馬場信房や高坂弾正ら勘助の教え子たち、さらには真田幸隆と「双ふた子ご」ら真田衆らが続々と詰め寄せた。みな、十日にわたる越軍との睨み合いの中で緊きん張ちよう感かんを維い持じし続けてきた。誰だれもが、目を血走らせている。しかし、疲つかれている者はいなかった。

　この時信玄は、目の前にそびえる妻女山から流れてくる、謙信が奏でる琵び琶わの音に言葉を失い、（まるで天界に鳴り響ひびく音楽のような……）と陶とう然ぜんと聞き入っていたが、山本勘助の前に姿を現した時にはすでに武田家を率いる武将の表情になっている。

「御屋形さま。謙信との鬼ごっこは、こたびで終わりといたしまする。この山本勘助、乾けん坤こん一いつ擲てきの必勝の策──『啄木鳥きつつき』の策を編み出してございます。し損じれば、敵味方ともに甚大な死傷者が出るでしょう。川中島は血に染まりましょう。その時は、この首を落としていただきとうございます」

「わかった」

　ついにこの時が来てしまったのだ、と信玄は武む者しや震ぶるいを抑おさえることができなかった。

「御屋形さま。典廏信繁さま。たとえ飯縄を守護する大杉であろうとも、決して折ることのできそうにない巨きよ木ぼくであろうとも、こつこつと木の幹を削る『啄木鳥』の嘴くちばしによって折ることは可能です。われら武田兵の強さの神しん髄ずいは、『徐しずかなること林の如ごとく』という孫子の言葉を体現した山中での隠おん密みつ行軍を得意とすること、そして御屋形さまがおらずとも優すぐれた部将たちの統率力による同時複数部隊展開が可能なことにあります。今、両軍の本ほん陣じんはあまりにも近い。近すぎる。この近さを利用いたします。今宵『啄木鳥』の如く、妻女山に籠こもる上杉謙信をその嘴で倒すべく、武田軍二万の部隊を、二手に割ります」

　勘助の策は、妻女山と海津城の距離がほとんど離はなれていないこと、これから早朝にかけていよいよ深まるであろう夜霧による視界の遮しや断だん、そして勘助自身が海津城築城の折、近辺の山中に密ひそかに張り巡めぐらせていた秘密の「間かん道とう」、それらのすべてを利用した「奇き襲しゆう作戦」だった。しかも、ただの奇襲ではない。奇襲部隊を妻女山の後方に放ちつつ、妻女山から川中島へと下山してくる越軍をあらかじめ本隊によって「待ち伏ぶせ」し、挟きよう撃げき。その退路を断つという大だい胆たんなものだった。

「ただいま海津城に籠もるわれら武田軍は二万。妻女山の越軍は一万三千。さらに、越軍兵士と武田軍兵士の強さはほぼ互ご角かく。兵力差があるわれらが有利です。この千せん載ざい一いち遇ぐうの夜霧に乗じて、一万二千の別働隊──奇襲部隊を妻女山の背後へと密かに動かします」

　かつて塩しお尻じり峠とうげの合戦では、山中の間道を用いて小笠原長時に圧勝した。とはいえ、通常ならば、上杉謙信ほどの者を相手に、これほどの大がかりな奇襲はうまくいかない。が、霧が味方をしてくれる。しかも上杉方にはうかがい知れぬ「間道」を、勘助は海津城の周辺にすでに周しゆう到とうに張り巡らせている。海津城だけが「餌えさ」ではなかったのだ。真まことの「餌」は、海津城から蜘く蛛もの巣のように山々に張り巡らせた山道にあった。

「御屋形さま。信繁さま。移動距離が長ければ、謙信に気取られましょう。ですが、海津城と妻女山とは、互いの息が触ふれ合うほどの至近距離です。奇襲は必ず成功いたします。不意を打たれた越軍は妻女山より下山し、千曲川を渡と河かして川中島の八はち幡まん原ばらへと行軍することになりましょう。越軍が善光寺への退路を確保するためには、川中島を横断せねばなりませんゆえに」

「しかしその八幡原には、あたし自身が率いる八千の武田軍本隊が待ち伏せしている──越軍は妻女山から逆落としをかけて追撃してくる別働隊と、八幡原に盤ばん石じやくの陣を敷しいて堅かたく守る武田軍本隊とに挟撃され、犀川から善光寺へと敗走する道を断たれるということだな、勘助」

「御ぎよ意いにござります。むろん、謙信は恐おそれを知らぬ神将。そうやすやすとあきらめることはございません。力ずくで武田の挟撃網もうを突とつ破ぱし、善光寺へと抜ぬけようとするでしょう。この戦いくさの規模は、上田原の合戦を超こえましょう。想像を絶する激しい戦いになりましょう。しかしながら、越軍の八幡原で死にもの狂ぐるいの攻こう撃げきを支えきることができれば、妻女山を攻せめた別働隊が八幡原へと合流したその時点で、武田の勝ちでございます」

　信玄は、（謙信はどうなってしまうのだろう。彼女は常に、自ら先頭を駆かけて戦う。謙信は、助からぬのか……）と胸を詰つまらせながら、「甲斐守護職・武田信玄」として、勘助に笑顔を見せねばならなかった。

「よくぞここまで策を練りに練った。これで、勝てるな、勘助。長かったな。お前とあたしとが積せき翠すい寺じの温泉で出会って天下盗とりを語り合ってから、何年の歳月が流れたのだろうな。父上も。板いた垣がきも。甘あま利りも。横よこ田たも。きっと、あたしたちを支え、助けてくれるだろう。いつまでも続くと思われていた川中島での輪りん廻ねも、これで……」

　そこで、声が途と切ぎれた。嗚お咽えつをこらえていた。勘助への感謝に感極きわまったのか、勝利の喜びなのか、それとも友を失う悲しみなのか、あるいはそれらのすべてなのか。

　腹ごなしにイナゴの佃つくだ煮にをかじっていた飯富兵部が「行けるぜ、おい！　この霧きりがなけりゃあ土台、妻女山への奇襲なんぞ無理だったが、とうとう信玄さまは運を摑つかんだぜ！」と義信の肩かたを叩たたき、義信も「これで武田は直江津の海へ出られるんだな。直江津へ……必ず俺が謙信を仕留めてやる。絶対に善光寺へは逃にがさねえ」と目を輝かがやかせていた。

「そしてもうひとつ。真田幸隆どの、この機会を逃のがしてはなりませぬ。越軍と武田軍とが八幡原で激げき突とつしているその時に戸隠へ真田忍にん群ぐんを投入し、真田忍群の切り札『地じ雷らい也や』をなんとしても奥社まで辿たどり着かせ、『石』を破壊いたします。『人間』が『神』に勝利したことを、越軍の将兵たちに知らしめねばなりません。きゃつらは、上杉謙信をまことの神の化身と信じているがゆえに、死を恐れず、むしろ謙信のために死ぬことをこそ待ち望み、無類の強さを発揮できるのです。戸隠に地じ雷らい火びの烽火のろしがあがれば、越軍は少なからず動どう揺よういたします」

　慎しん重ちような信玄が、

「待て。あたしは、『石』が九く頭ず竜りゆうだの地龍だのを封じているという話を信じているわけではないが、『石』を破壊したことで万が一にでも川中島一帯に大おお地じ震しんが起きれば、いかがする。合戦どころではなくなるぞ」

　と勘助に尋たずねたが、勘助は、

「あいや。残念ながらわれらが持つ地雷火の威い力りよくでは、巨大な戸隠の『石』を完全に粉ふん砕さいすることは叶かないませぬ。『石』の一部を破壊した程度では、封ふう印いんそのものは完全には破れませぬ。地ち龍りゆうは多少暴れましょうが、砥石城攻略の折に起きた地震程度か、せいぜい少々強めの揺ゆれで収まりましょう。『石』を祀まつる洞どう窟くつ内で爆ばく発はつを起こして落盤を誘ゆう発はつさせ、『石』ともども洞窟を永遠に埋うめてしまうことこそが地雷火を用いる真の目的です──戸隠の連中にとっては、『石』の全損も落盤による消失も、同じことです。しかしながら、『石』が完全には消失していないと知れば何十年かけてでも洞窟を掘ほり返そうとする輩やからが現れぬとも限りませんゆえ、『破は壊かいした』と称しようしたほうがより効果的なのです」

　と答えていた。なるほど、と信玄はうなずいていた。

「……さすがですわね、勘助どの。でも……この霧の中で、真田忍群は……生せい還かんできるかしら」

「厳しい戦いとなりましょうな、幸隆どの。ですがそれは、われら将兵たちも同じです。佐助たちを危地へ送り込むこと、それがしも心が痛みます。しかし、御屋形さまの運命を切り開くために、なにとぞ……」

　拙せつ者しやは承知したでござるよ。御屋形さまに生きる場所を与あたえられたことを感謝している地雷也どのも同じでござるよ、お任せあれ、と天てん井じよう裏から佐助の陽気な声が聞こえてきた。

　しかし。

　ただ一人、副将の信繁が、勘助の「啄木鳥」の策に、異を唱えた。

「地形的に、越軍が善光寺へ撤てつ退たいするためには八幡原へ出るしかないことは間ま違ちがいない。でも勘助。別働隊が一万二千で、姉上が率いる本隊が八千という割り振ふりは、どうなの？　姉上をお守りする兵の数が少なすぎる。もしも別働隊が間に合わなかったら？」

「信繁さま。謙信率いる越軍はまことに強い。御屋形さまのもとに『人の和』を結集させたわれら武田軍の強さとはまた別種の強さを誇ほこります。佐助たちを危地に投入せねばならぬほどに……別働隊を八千に絞しぼれば、妻女山奇襲に成功しても、越軍を下山させて八幡原に追い落とせない可能性があります。それでは、ただ武田の兵を分散させ、兵数の利を捨ててしまう結果に。奇襲部隊には、越軍とほぼ同数の兵力が必要です。それと」

「それと？」

「別働隊を率いる総大将は、武田の副将たる信繁さまに務めていただきまする。これは、武田家の運命を賭かけた戦い。信繁さまを措おいて、これほどの大任を遂すい行こうできるお方はおりませぬ」

「……勘助。別働隊は、あなたが率いるべきよ」

「あいや。それがしは御屋形さまの軍師。この大勝負で、御屋形さまのおそばを離れるわけにはいきませぬ。最後まで御屋形さまの壁かべとなり、盾たてとなり、守護いたしまする」

　信繁は、「信玄はこの合戦で謙信に倒されて死ぬ」という勘助の宿すく曜よう道どうの予言を知っている。

　勘助は、信玄を生き延びさせるために、信玄の運命を覆くつがえすために、これほどの策を練り上げてきた。しかし、天運は人間には動かしがたい。万が一信玄の運命を覆すことができなかった場合、信玄と信繁の姉妹しまいのうち、いずれかだけでも生き延びさせねば武田家は滅ほろぶ。

　だから勘助は、別働隊の指揮を信繁に委ねようとしているのだ。

　策破れ、八幡原で信玄の「運命」が成じよう就じゆする事態になれば、勘助は敗軍の責任を負って信玄を守るために槍やりを取り、討うち死にする。

（その時は、信繁さまには決して後追いなど考えず、耐え凌しのいで別働隊の将兵たちを率い、どうか松代から上田を通り甲斐へと撤退していただきたい。御屋形さまが築き上げてきた武田家を継ついで守っていただきたい）

　そのために勘助は、信繁に一万二千の将兵の命を託たくさねばならないのだ。

　勘助は、放ほう浪ろうしていた自分を拾い上げ、それ以来ずっと互たがいに支え合ってきた主君の信玄の「死」をも想定せねばならなかった。苦く渋じゆうの策だった。非情の策だった。

　姉の運命を知っている信繁は、勘助の苦渋の決断をおもんぱかり、「わかったわ」と承知しようとした。だが、口から出てくる言葉は、まるで逆のものだった。

「勘助。たとえ姉上がわたしに別働隊の指揮を委ねると命じても、決して承しよう諾だくできないわ。わたしは、姉上とともに八幡原で越軍を待ち受ける！　この決戦で妹のわたしが姉上を守らずして、なんのための姉妹なの！　なんのためにわたしたちは、父上を駿河へと追放したの!?　他ほかの機会ならば、別働隊を率いても構わない。でも、上杉謙信と姉上とが雌し雄ゆうを決する今回だけは、絶対に承諾できない！　姉上には、わたしが必要なの……！」

　姉上の「運命」を覆すためには、わたしが必要なのだ、と信繁は心の中で叫さけんでいた。最後の最後まで、信繁さまは御屋形さまのために生き、そして死のうとしておられる。姉妹の仲を引き裂さく資格は、それがしにはない……勘助は、隻せき眼がんを閉じながら、「了りよう解かいいたしました」とうなずいていた。

　己おのれの運命を知らない信玄には、この勘助と信繁の諍いさかいの原因はよくわからない。が、両者がともにただならぬ「気」を発していることだけは感じ取れた。

「……そうか。あまりにも見事な策だったために、あたしはこんどこそ越軍に勝てると信じてしまったが……これで越軍に勝てる、と楽観していてはならないのだな……すまない。次郎信繁も勘助も、ともに八幡原本隊に加わり、あたしを守ってくれ」

「そうだ、それがいい！　別働隊の指揮は、俺に任せろ！　この太郎義信さまによ！　西上野では不覚を取ったが、絶対に謙信を倒たおしてやる！」

　義信が名乗りをあげたが、信玄と、そして飯富兵部が止めた。

「お前が別働隊を仕切ったら、勘助の作戦を忘れて暴れまわりそうだ」

「太郎は西上野でやらかして、功を焦あせっている。太郎、おめーは信玄さまを守れ。あたしが別働隊の先せん鋒ぽうに加わる。海津城の普ふ請しんに加わった逃げ弾正こと高坂弾正と、『林』の如き目立たない工藤祐長は、別働隊に欲しいところだな。道案内役と、奇き襲しゆうの成功確率をあげるお守りみてえなもんだ。あと……必要な武将は、山の道を熟知する軍師どのか真田どののどちらかだな」

「なんでえ。兵部がそう言うんならよ……俺と兵部が離はなれ離ばなれになって戦うってのはどうも縁えん起ぎが悪いが、しょうがねえな」

　勘助どのは信玄さまをお守りする役なれば、わたくしが別働隊に加わりましょう、と真田幸隆が微笑ほほえんでいた。

「もっとも、真田忍群を戸隠へ送ることで情報伝達の速度が低下いたしますが、『双ふた子ご』のうち一人を別働隊に、もう一人を本隊に配置いたしますれば、二手に分かれた互いの部隊の間での情報伝達はどうにかなりましょう。妻女山と八幡原とでは、少々遠いですが……」

　そういえば小こ姓しようの源げん五ご郎ろうは？　と信玄が思わず尋ねた。幸隆は、

「源五郎は、真田の庄で幼い二人の妹……源げん三ざぶ郎ろうと源げん二じ郎ろうのお守もりをしておりますわ。これほどの決戦ともなれば、わたくしも『双子』も生きて戻もどれるかどうか。せっかく真田の庄しようの町造りが軌き道どうに乗った今、真田一族を滅ぼすのも惜おしいですので」

　と苦笑していた。

　山本勘助は「えっ!?」と思わず声を漏もらしていた。

「源三郎に、源二郎？　まだ子供がおったのか？　いつ産んだのじゃ、そなた？」

　男女のことは、勘助にはよくわからない。勘助は、生まれながらの醜ぶ男おとこで、生まれ故郷の村ではろくに仕事もせずに「自分が軍師となったならば必ず主君に天下を盗らせてみせる」と意味のわからない放言三ざん昧まい。故郷を追われてからも「軍師」という夢に憑つかれ続け、奇き矯きような性格は変わらなかった。夢の中を生き、女によ人にんに相手にされることもなく、女人に興味を抱いだくこともなく、いまだ色いろ恋こいを知らない。だから古なじみの真田幸隆の「家族」についても、深く関わることを避さけてきたのかもしれない。

　が、それにしてもおかしい。なぜ気づかなかったのか。それがしは老いた。御屋形さまはご立派に成長なされた。新武田四し天てん王のう候補の娘むすめたちも……それなのに真田幸隆は、はじめて出会った時から、まったく老化していない!?

「そなたははじめて会った時からまるで歳としを取っておらぬ。ほんとうの歳はいくつなのじゃ？　よくよく考えればそなたはまるで不老。それがしをはじめ、みな相応に歳を重ねておるのに、そなた一人だけ若いままじゃ。今まで深く考えたことがなかったが、そなたはいったい何者なのじゃ!?」

「さて。女が美を保つこともまた忍しのびの術、でしょうか」

　真田幸隆は、曖あい昧まいに微笑んでいるばかりだった。

「あいや。煙けむに巻かれては困る！　二人の娘──『双子』だけを戸隠の『石』に挑ちよう戦せんさせたとばかり思うておったが、そなた、もしや」

「……この乱世を平定し公く界がいを保護してくださる『人間の王』を探し求めるために、長く生きねばならなかったまでですわ。ただ、それだけのこと。そして、すでにその悲願はこうして果たされております。あとは、御屋形さまと武田軍の力によって、戸隠の山の神を地上へと引きずり落とすのみ。それで、わたくしの夢は叶います──」

　これ以上の追つい及きゆうをあきらめた山本勘助は「ようも、若さを保ちながら子をぽんぽん産めるものじゃ……まるで大地の神じゃ……おなごは恐おそろしいのう……」と震ふるえながら、二部隊に分かれる武将の割り振りを信玄たち全員に伝えていた。

「妻女山を夜襲する別働隊は、飯富兵部どの、高坂弾正、馬場信房、真田幸隆どのらが率いる一万二千といたし、先鋒には武田家最強を誇る飯富兵部どの。中軍を率いる総大将は、冷静沈ちん着ちやくな馬場信房に任せるといたします。海津城周辺の地理に詳くわしい高坂弾正と、山中行軍に長たけた真田幸隆どのは、二人を補ほ佐さしていただきたい。いざという時には各自がさらに分散して臨機応変に対処していただく。御屋形さま率いる八千の武田本隊には、武田信繁さま、それがし山本勘助、武田義信さま、飯富三郎兵衛、工藤祐長、御屋形さまの影かげ武む者しや・武田信廉さま、さらには穴あな山やまどのをはじめとする武田のご一門衆を配し、霧きりの千曲川を渡わたり八幡原へと向かいまする。第三の部隊とも言うべき佐助たち真田忍群は戸隠へ。本戦の開始と同時に霧の戸隠へ突入し、『石』を破壊。『双子』は別働隊と本隊とに分かれ、万一の時には以心伝心の術を用いていただきまする。それぞれが文字通り命を賭とした厳しい戦いとなりますが、御屋形さまのご運命を開くために、みな、己の持てる力をすべて振り絞って戦っていただきたい……！　どうか、よろしくお願い申す……！　お願い申す……！」

　勘助はいつも大げさだが、今宵こよいはさすがに感極きわまって涙なみだぐみすぎる、あれほど傲ごう岸がん不ふ遜そんだった男がいったいどうしたのだろう？　と信玄が勘助の緊きん張ちようぶりを案じていると。

　その信玄の腕うでの中に、見知らぬ幼女がぽん、と投げ入れられていた。

「だ、誰だれの子？　真田幸隆のさらなる子供？」

「お、おおお。危ないではないか！　童女を放り投げるとは、なんたる不調法かーっ！　怪け我がでもしたらどうするのじゃ、誰じゃーっ！」

　天井裏から、佐助の陽気な声が聞こえてきた。

「その子は、拙者の妹の小こ猿ざるでござるよ。もしも拙者が戻ってこなかったら、御屋形さまにお預けするでござる。軍師どのに幼女を与えると、鼻血ばかり流して子育てにならぬでござるからなあ。うきゅきゅ。それじゃあ、ね」

「……佐助。死んではダメよ。必ず、戻ってきて……」

　心配ご無用。拙者は「石」を壊こわすついでに才蔵どのを連れ帰ってくるでござる、あれは「石」がある限り戸隠から出てこられないお方でござる、あれほどめんこいのに、もったいないでござるよ、と佐助は言い残し、そして気配を消していた。

　城も領地もそして勝利も、すべてはたいせつな家族の「命」との等価交こう換かん。信玄は父を駿河に追って以来、ずっとその思いに囚とらわれ、苦しんできた。佐助が、今まで連れてきたことのない妹を自分のもとに……それも、これから決戦がはじまるという戦場のまっただ中で……奇き妙みような佐助の行動になにか不ふ吉きつなものを感じながら、信玄はそっと「小猿」を抱だきしめていた。

「みなの者、ただちに行軍を開始する。しかし、絶対に飯を炊たくな。夜の霧の中とはいえ、炊すい飯はんの煙けむりを発見されれば謙信に奇襲作戦を悟さとられてしまう。戦場用の非常食で──イナゴの佃つくだ煮にと信玄みそで腹を満たせ！　米どころか塩にも事欠くわれらは、常に餓うえてきた。餓えを満たすために、戦い続け他国を切り取ってきた。米を食わずとも死力を尽つくして戦うことができる、それが武田兵の強さだ」

　信繁、勘助たち武田家臣団が「御ぎよ意い」と唱え、いっせいに立ち上がった。

　九月九日、亥いの刻。

　武田軍が、動きはじめた。




　　　　※




　霧に覆おおわれた夜の妻女山──九月九日、亥の刻。海津城から二手に分かれて動きはじめていた武田軍は、炊飯の煙をあげていない。仮にあげていたとしても、この夜霧の中では妻女山から見ることは不可能だったろう。

　しかし、謙信は突とつ如じよとして、宇佐美定満たち重臣を集め、

「これよりただちに妻女山を下山し、千曲川を渡と河か。川中島へと行軍する」

　と告げていた。

　戦いくさの天才・謙信は神将である。謙信が遂すい行こうする無私の義戦に疑問と不満を抱く者はいても、その軍略と采さい配はいに疑問を抱く者は越後の勇将たちの中には一人もいない。だが、さすがの越後の男たちが、この時ばかりはどよめいた。なぜ妻女山を捨てて川中島の平地に全軍を晒さらさねばならないのか。いったいどういう意図なのか、謙信の突然の「閃ひらめき」の本意を摑つかみかねた。

「霧に乗じて海津城に夜襲をかけるのではなく、川中島へ、だと!?　妻女山を捨てて、無人の川中島へ向かうとは、いったいどういうことだ？　越軍の二倍近い兵力で籠ろう城じようしている要害・海津城を力押しで攻せめ取ることなどできんぞ。まさかこの霧を奇貨として夜よ逃にげするつもりになるような貴様ではあるまい。説明しろ！」

　越後の男たちを代表して、長尾政景が「理り屈くつを述べてもらわねば諸将も兵たちも不安に駆かられる」と謙信に迫せまった。が、謙信自身にも、「理屈」を語ることはできなかった。なにかに魅み入いられたかのように赤い瞳ひとみをきらめかせながら、

「毘沙門天からの声を聞いた。川中島へ来い。八幡原へ来い、と。いや、毘沙門天ではないのかもしれない、武田信玄が、わたしを呼んでいるのかもしれない。必ず、川中島に、信玄は来る。わたしを、待っている」

　と、幾いくたびか理屈にならない理屈を繰くり返した。だがその謙信の目は、毘沙門天の化け身しんであると唱えている時の神がかりの目、ではなかった。まるで、人間に恋する女め神がみのような……政景は、謙信と信玄の間には何なん人ぴとたりとも割ってはいることは叶かなわぬのだと、改めて思い知らされていた。

　柿崎景家が「たとえ理屈で説明できずとも、謙信さまが閃かれた軍略に誤りなどない！　武田信玄との決着の時、来たれり！　越後の勇者どもよ！　謙信さまとともに死ね！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」と立ち上がり、北条高広もまた「武田信玄がこれほど謙信さまに肉にく薄はくし決着を迫る機会はまたとありますまい。ここで戦わずして退ひけば、今後、越軍は都へも関東へも一歩も進めませぬ。武田軍との命のやりとりは大赤字となりましょうが、参りましょう」とうなずいた時、政景もついに、

「……謙信の魂たましいは、武田信玄に惹ひかれている。どうやら武田信玄がこの地にある限り、この世に生きる限り、俺には謙信を手に入れることはできんらしい。わかった。行こう。この俺が、武田信玄を葬ほうむり去る」

　と、謙信が命じた人じん智ちでは説明のつかない異様な渡河作戦を、承しよう諾だくした。

「ただし謙信よ。敵はあの武田信玄。遭そう遇ぐうしても、いつものような一騎き駆がけは許さんぞ。越軍の将兵すべてが、貴様を守り武田軍を粉ふん砕さいするための『盾たて』となる。貴様が毘沙門堂で考案した例の『禁じ手』を用いるのだ」

「政景……わたしは常に、一騎駆けを己おのれに課してきた。越軍の将兵の命を守りながら戦うことを、第一に考えてきた。北条や三み好よし松まつ永ながが相手ならば、決して用いてはならない『禁じ手』だ。しかし、あの天下最強の軍団を率いる武田信玄と決着を付けるためならば、わが道理を曲げてでも越軍の軍紀を変えること、やむを得まい……ただしこの『禁じ手』を実戦で用いるのは、これが最初で最後だ」

　謙信よ、ついに天の高みから駆け下りて大地に立つか、武田信玄はそれほどの敵か、あるいは友か、と政景は問うた。謙信は、どちらを選ぶこともできず、にわかには返答できなかった。

　軍師・宇佐美定満は、（謙信は……景虎は、なにを感じ取っているんだ。オレにもわからねえ。まるで、謙信と信玄の命が、互たがいを強きよう烈れつに惹き寄せ合い、衝しよう突とつしてともに消しよう滅めつしようとしているかのような……妻女山を下りれば、そこは謙信にとっての、「死地」だ。行かせたくはない）と戸と惑まどいながらも、「謙信の軍師」として最後の最後まで己の役目を果たし抜ぬく道を選び取っていた。

「全軍、馬の口を覆い、鳴き声を封ふうじろ。馬に鞭むちを入れるな。千曲川を渡河していることを決して武田に知られてはならねえ。そして、もうひとつ。この妻女山に、留守を守る決死隊を残していかねばならない──越軍が川中島へ出れば、武田は必ずや兵の一部を割さいて妻女山を奪うばおうとするだろう。妻女山に居残って全軍玉砕してくれる奴やつらはいないか？　いないのなら、オレが妻女山に残るが……」

「信濃衆に任せてくれ、宇佐美どの。この村上義清が百人の決死隊とともに妻女山に踏ふみとどまり、越軍の軍旗をかざし続ける。しかし武田軍はすでに、この妻女山に向かっているのかもしれんな……ご主君と信玄とは、どこかで、魂が繫つながっておられる。それは、武将として孤こ高こうを生きる道を選せん択たくした少女同士の淡あわい恋などという甘いものではなく……」

　あるいは、越後と甲斐の「王」の家に生まれた時からの宿命とも言うべき縁えんなのかもしれん、と義清は言いかけた、が、途と中ちゆうで言葉を切っていた。主君の前で老いた降将が口にするには、そのような言葉は感傷的にすぎる。代わりに、

「武田軍は強い。かつてはこの俺を打ち破るために、そしてその後はわれらがご主君を倒たおすために、武田軍は血を流し無数の犠ぎ牲せいを払はらいながら強くなり続けた。その練度、闘気、粘ねばり強さ、結束力、いずれも日ノ本最強だ。越後の男どもよ、信濃より亡命した男どもよ。貴様らは、これまでずっとご主君の武と慈じ悲ひによって庇かばわれ続けてきた。今こそ、そのご恩に報むくいる時であり、男として己の命を擲なげうって戦う時である。ご主君をお守りするために、ご主君の美しき義を戦国の地に実現するために、みな、この川中島で討うち死にせよ。卑ひ劣れつにも逃にげた者は、この村上義清がどこまでも追いかけて斬きる。地じ獄ごくの果てまでも、逃がさぬ」

　と、諸将を睨にらみつけていた。逃げる者など越後には一人もいませんよ、と本庄繁長が鼻を鳴らし、斎藤朝信は無言のまま立ち上がっていた。

　謙信は、「……すまない。みな……ありがとう……」と、越後と、そして信濃の男たちに頭を下げていた。感謝の涙を、流していた。もう、恐ろしいチチオヤの幻げん影えいは、どこにも見えない。宇佐美定満は、この時、謙信がいつかきっと毘沙門天のくびきから解き放たれ、人間の少女として地に降りる「時」が来ることを確信していた。しかしその「時」をもたらすためには、武田信玄との物語に決着をつけねばならない。謙信を、勝たせねばならない。守らねばならない。

　越軍もまた、動いた。

　鞭べん声せい粛しゆく々しゆく、夜、河を過わたる。

　戌いぬヶが瀬せこと雨あめの宮みやの渡しを渡河して、川中島・八幡原へ。

　妻女山に百の決死隊、千曲川沿いに押さえの九百を残し、一万二千のほぼ全軍が、霧に包まれた八幡原へと行軍した。




　翌朝──九月十日、卯うの刻。

　馬場信房、高坂弾正、飯富兵部、真田幸隆ら武田軍の別働隊一万二千が海津城から山道を迂う回かいして霧きりの妻女山へと攻め上った時。

　彼女たちは、妻女山の山頂に、信じがたいものを見た。

　妻女山を埋うめ尽くしているはずの越軍の陣じん地ちは、もぬけの殻からになっていた。

「……謙信が……いない……!?　そんな、馬ば鹿かな……!?」

　冷静沈ちん着ちやくで知られる馬場信房ほどの姫ひめ武将が、絶句していた。

「待てよおい！　どういうことだよ、これは？　越軍は……謙信は、どこへ消えちまったんだ!?　妻女山から善光寺へ撤てつ退たいするためには、山中の間かん道とうを通るか、千曲川を押し渡わたって川中島を通るか、二つの道しかねえぞ？　もしも山中を行軍していたのならば、あたしたちと鉢はち合わせしていたはずだ！　ってことは……!?」

　太郎と離はなれ離ばなれで行軍するってのはどうも縁えん起ぎが悪いぜ、と行軍中ずっと愚ぐ痴ちっていた飯富兵部が、かじっていたイナゴの佃煮を放り投げて怒ど鳴なっていた。

「大変です！　軍師どのの策を、見破られたんです！　謙信は、この霧に乗じて川中島を奇き襲しゆうし、信玄さまを討つつもりです！　われらがこのまま妻女山に留とどまっていては……下山しましょう！　妻女山は放ほう棄き！　千曲川を押し渡って、八幡原へ！　まもなく信玄さま率いる武田本隊と越軍本隊とが、この霧の中で接近遭遇します！」

　このような想定外の事態を迎むかえた時、撤退を躊ちゆう躇ちよしない高坂弾正がすかさず「即そく時じ撤収、本隊との合流」を進言する。

「佐助たち真田忍しのびがわが手て許もとにいれば、このような事態には。戸隠での忍び同士の決戦との同時展開が、裏目に出ましたわね。あるいはこの異様な霧は、戸隠を守ろうとしている才蔵の術によって増ぞう幅ふくされているのかも……その霧が、期せずして御屋形さまと勘助どのを動かし、そして謙信どのを動かしたのかも……なにもかもが、御屋形さまと謙信どのとの『決着』へと収束しようとしているような……」

　真田幸隆は、今川義元が織田信奈という異形の姫武将に討たれたと知った時から、なにかを感じていた。武田信玄も、上杉謙信も、川中島という閉じられた空間にあまりにも長くこだわりすぎた。二人はついにはこの国の「王」にはなれないのではないか、「運命」は織田信奈の星を輝かがやかせようとしているのではないか、と。両りよう雄ゆうは、あたかも織田信奈に天下を摑み取らせるがために、ここで竜りゆう虎こ相あい搏うってともに滅ほろびるのではないか、と。

　妻女山の山頂近くまで攻め上り、無数の空陣を目にして動どう揺ようする武田軍別働隊の前に──老将・村上義清がわずか百騎の部隊を率いて、逆落としをかけていた。

「武田の若き姫武将たちよ。わが宿敵真田よ。八幡原へは向かわせぬ。一いつ刻ときでも、半刻でも、四半刻でも、貴様らの行軍を遅おくらせてみせる。最後の一兵まで、われら信濃衆は戦う。もう、北信濃も善光寺平も、村上家すらも、どうでもよい。ご主君が抱いだく義の志を遂とげるために、ご主君を川中島の輪りん廻ねから解放するために、俺たちはここで土つち塊くれとなるのだ──！」

「上田原の合戦」で。「砥石崩くずれ」で。二度までも武田軍を打ち破り、板垣信のぶ方かたら武田の股こ肱こうの勇将たちをことごとく討ち取り、真田忍群と山本勘助の謀ぼう略りやくによって北信濃から追い払わねば勝つことすらできなかったあの村上義清が、百倍に勝まさる兵力を誇ほこる武田別働隊へとわずか百騎でいっせいに斬り込んできた。ひとたび北信濃を追われ、「土地を守る」という武士の意地を失ってからの村上義清は、一時は武田信玄に完全に乗り越こえられ、再起を果たせぬまま越後で朽くちかけていた。が、今、義清は「土地を守る」という武士の意地よりも美しい志に──謙信の「義」に、突つき動かされていた。もう、肉体はかつてのような力を振ふり絞しぼれないまでに、衰おとろえている。彼とともに長年武田と戦い続けてきた百騎の男たちも、そうだった。だがこの時、武将としての全盛期を越える「力」を、百騎の男たちは五体から解き放っていた。

「我に最後の力を与あたえよ！　信濃衆の男どもよ、みなここで俺とともに死ね！　ご主君の夢を、叶え給たまえ！」

　武田別働隊は、その多数が仇あだとなった。霧に覆われた山中では、進退ままならない。山頂から突とつ進しんしてくる村上軍を避さけながら千曲川まで駆け下りるには、あまりにも数が多すぎた。しかも、霧のためにまったく視界が利きかないのだ。全軍が、混乱の極きわみに陥おちいった。

「だあああああ！　畜ちく生しようおおおおおお！　またしても、村上義清かよおお！　このおおお、死に損ぞこないがああああ！　太郎が死んじまうじゃねーかよ！　あたしが、刺さし違ちがえてでもブッ殺してやる！」

　四し天てん王のう最後の生き残り・飯富兵部は、完全に頭に血を上らせていた。板垣。甘利。横田。四天王のうち三人までを、村上義清に討たれたのだ。そして今、義信が危地に陥っている──！

　武田最強の飯富兵部を制止できる者はいない。

　飯富兵部が「村上、あたしと勝負しろおおお！　出てきやがれええええ！」と咆ほう哮こうしながら山中を駆けはじめると同時に、高坂弾正は馬場信房に再度進言していた。

「馬場どの！　村上義清は飯富さまにお任せして、下山しましょう！　ここは逃げましょう！　合流が遅れれば遅れるほど、信玄さまのお命が危あやうくなります！　上杉謙信が、降将の村上義清を敢あえて決死隊として妻女山に置いていったということは、今までの義戦とはまったく異なる総力戦、殲せん滅めつ戦を開始したということ！　われらの合流が遅れれば、信玄さまも、軍師どのたちも、八幡原におびき出された将兵たちはみな、確実に……」

　わかった、と馬場信房がうなずく。

「……者ども。同士討ちをしてはならない。落ち着け……村上軍の矛ほこ先さきをかわしながら、これを迂回して川中島へと粛々と行軍する……」

「佐助がいれば、猿飛の術を用いさせて、この事態急変を御屋形さまに伝えられますものを」

　幸隆ほどの知ち恵え者が、「我、生しよう涯がいの過あやまちを犯おかせり」と悔くいていた。

「……わたくしも、老いたようです……勘助どのも……二人の知略をもってしても、上杉謙信は、なおも……あまりにも高すぎる、壁かべであったようです……まるで、人の前に立ちはだかる天そのもののように……御屋形さま……」

「双ふた子ご」の片割れ、幸隆の長女・真田信のぶ綱つなが、意を決して、幸隆に伝えていた。

「母者。『以心伝心の術』を用いて、本隊に加わっている妹にこの事態を知らせる……」

「……ここからでは距きよ離りがありすぎますわ！　それに、この霧は術の力をも遮さえぎっています。『以心伝心の術』は二人の身体からだに負担をかけます。二人とも、命を落としてしまうかも。たとえ落とさずとも、そのような無謀をやれば、もはや二人の肉体は……！」

「……真田にはまだ、源五郎、源三郎、源二郎が。母者。どうか真田の庄しようを築く夢を……われら『双子』の妹たちと、ともに」

　母の制止を聞くつもりは、はじめからなかった。

　真田信綱は、己の力の限界を超こえる「気」を、解き放っていた。

「伝わってくれ。妹よ。わが心を、言葉を、受け取れ。『妻女山はもぬけの殻。上杉謙信は越軍全軍を率いて、霧の八幡原へ──』！」

　言葉を、唱え終えるとともに。

　その鼻と目から鮮せん血けつが噴ふき出し、信綱は失神して落馬していた。

　心の臓が、止まっていた。

　幸隆は信綱のもとに駆かけ下り、娘むすめの蘇そ生せいを試みた。

　もう、城を調略し国を奪うために権謀術数を駆く使しする「謀将」の表情ではない。

　娘の命をこの世に留めようとけんめいにあがく、母親の顔になっていた。

「信綱……！　理り屈くつでは、わが身体から『力』を捨てて分け与えれば、生き返らせることはできる。でも、自らの『力』を酷こく使しして限界を超えてしまったこの子には、もう、これ以上新たな『力』を分け与えることはできない。ならば、せめて、心の臓だけでも。二度と再び武将として生きることはできずとも、どうか。どうか、命だけは……信綱……！　踏みとどまって……！」

　この両軍ともにまったく視界の利かない混戦の中、村上義清はたしかに、砥石城を奪い取った宿敵・真田幸隆の姿と声を間近に感じていた。幸隆は丸まる腰ごしだった。己おのれの身を守ることすら、忘れていた。だが、義清は幸隆を討てなかった。互たがいの志を賭かけて命を奪い合う戦場には男も女もない。ともに、等しく平等である。しかし、武将は討てても、俺には「母」は討てぬ、と義清は思った。







　九月十日早朝、同刻。

　暁あかつきに見る、千兵の大たい牙がを擁ようするを。

　八千の武田本隊を率いて八幡原に布陣していた信玄に随ずい行こうする「双子」の妹・真田昌まさ輝てるが「……姉者から……『伝心』が……この八幡原に、越軍が！」と叫さけんで、馬上から転がり落ちたのとほぼ同時だった。

　武田信玄と、そして軍師・山本勘助は、見た。

　夜明けとともに白く輝きを放ちはじめていた川中島・八幡原の霧の向こうから、漆しつ黒こくの軍団の「影かげ」が忽こつ然ぜんと姿を現していた。

　あれほど深かった霧が、幻まぼろしであったかのように、晴れていった。

「勘助。あれは。あの、『毘び』と『龍りゆう』の旗は──」

「お、お、お……まさか……そんな馬鹿な!?　待ち伏ぶせしていたのは、われら武田ではなく、上杉謙信のほうであったというのか？　『啄木鳥きつつき』を、見破ったというのか!?」

　いっせいに、黒い軍団の将兵たちが、なにかを唱えはじめた。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　毘沙門天の、真言だった。

　なおも勘助は、この光景を信じることができなかった。

　絶対に、見破られるはずがない。

　謙信が仮に奇き跡せきの如ごとき閃ひらめきで妻女山奇襲を察知したとしても、全軍で八幡原に奇襲をかけてくるなど、そのようなことは決してあり得るはずがない。

「あり得ぬ！　なぜじゃ。なぜ、見破られた？　なぜ、気取られた？　それがしが生涯を賭として築き上げ積み上げてきた軍師としての究極の秘策を……上杉、謙信……！」

「勘助。昌輝は倒たおれながらもなお、妻女山はもぬけの殻だったと繰くり返し伝えている。『双子』は、あたしたちを救うために限界を超えた力を用いたのだ。戸隠へ佐助たちを総動員したことが、裏目に出たか」

「御屋形さま。弁明の言葉も……ございませぬ……！」

「落ち着け。勘助。まだだ。まだ、敗れたわけではない。今いま頃ごろ、別働隊は必ず、八幡原に合流しようと駆けに駆けている。馬場たちが八幡原に到とう着ちやくすれば、越軍を挟きよう撃げきできる。それまで、なんとかして保もたせよ。策を繰り出せ」

「……いかぬ。いけませぬ。越軍の将兵ども全員の表情が、これまでとは異なりまする。生かして御屋形さまを甲斐へは戻もどさぬ、そのためならば全滅しようが悔いはない、ときゃつらは決死の覚かく悟ごでこの八幡原へ」

「だがわれらの退路はすでに越軍に断たれている。持ちこたえるのだ、勘助！」

「山本勘助！　『運命』を覆くつがえす時が来たわ！　姉上を守り抜ぬけば、あなたの勝ちよ！　どうか、情を捨てて、越軍の猛もう攻こうを防ぎきる策を……！　お願い！」

　この火急の事態に直面した副将・信繁もまた、信玄と勘助のもとへと急いで馬を飛ばして合流していた。

　信繁も、そして勘助も、信玄に逃のがれられない「死」の運命が訪おとずれたことを知ってしまっている。

　妻も持たず、子も持たず、すべてを「軍略」に賭してきた──そんな軍師としての生涯のすべてを否定され、上杉謙信という理を超えた異形の天才に渾こん身しんの策「啄木鳥」を完かん璧ぺきに破られてしまった勘助は、本来ならば、この時に心が折れていたはずだった。だが、信繁が「天下人」となるべき己の星をも捨ててまで姉・信玄を庇かばい続け守り続けてきたことを知ってしまっていた勘助には、もはや己の軍師としての矜きよう持じを奪うばわれた、わが生涯のすべては無む駄だであったと悔いて泣き伏せる猶ゆう予よすらなかった。

「御屋形さま。信繁さま。全軍をただちに、守りの陣じん形けいに──鶴かく翼よくの陣形に。左翼と右翼とに、飯富三郎兵衛、工藤祐長、信繁さま、義信さまら率いる各部隊を展開し、中央に位置する御屋形さまを鶴つるの翼つばさの如く包み込み、われら全員が一丸となって捨て身で御屋形さまをお守りいたします！　信繁さま、よろしくお願い申す！」

「承知。必ず、馬場、飯富、高坂、真田たちが駆けつけてくれる。姉上。これから、多くの将兵が死んでいく。それでも、耐たえて！　越軍の正面攻こう撃げきを受けきり、別働隊が到着するまで防ぎきれば、武田は、姉上は、天下最強よ！」

「……信繁……次郎……わかっている。上杉謙信は、このあたしを討うつために妻女山から下山し、霧きりを抜けて川中島にやってきたのだ。あたしとの決着をつけるために、天から地へと降り立ったのだ。今こそ、武田と上杉は、あたしと謙信は対等の地に立った。しかし戸隠の『石』を地の底へと埋うめ尽つくす地雷火の烽火のろしがあがれば、毘沙門天憑つきの越軍将兵どもも、必ずや動どう揺ようする。たしかに目算は狂くるった。それでも勘助の策はまだ、潰ついえてはいない！」

　武田軍とは、もはや目と鼻の先とも言うべき至近距離にまで、毘沙門天の真言を唱えつつ静かに行軍するその異形の軍団が迫せまっていた──。

「毘」と、そして「懸かかり乱みだれ龍りゆう」。越軍の軍旗が八幡原を埋め尽くさんばかりの勢いで翻ひるがえり、そして。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　越軍が、異様な「陣形」を、取りはじめていた。

　勘助も信玄も見たことのない、きわめて奇き妙みような陣形だった。いつもの越軍とは違う。謙信自身が単たん騎き突とつ出しゆつしてまっすぐに敵陣を割ろうと駆けてくる、あの陣形とはまったく違う。各部隊が「円」を描えがくように謙信率いる本隊の周辺を回転しながら、いっせいに武田軍へと向かってきたのだ。

「あれは、なんじゃ!?　あのような陣形が……あれは、いったい？　むしろ謙信を円の中心に閉じ込めて守りながら、全部隊が波のように次々と攻せめ寄せてくるとは？」

「勘助。武田軍が『鶴翼』の陣形で時間を稼かせぎ総大将のあたしを守ろうとすることすら、どうやら謙信に読まれていたぞ！　越軍は車輪の如く回転し続ける『円の攻撃』で、総当たりの玉ぎよく砕さい戦をやるつもりだ！」

　越軍はおよそ一万二千。武田軍は八千。しかし武田軍の統制力は、日ノ本屈くつ指しである。素早く「鶴翼」の陣形を取ることで、武田軍の防ぼう御ぎよ力は一・五倍ほどとなる。それで、兵力差の不利は補えるはずだった。別働隊の到着まで耐えきれるはずだ、と勘助は素早く計算していた。が、そうはならなかった。謙信は、勘助が「鶴翼」で時間を稼ぎ信玄を守り抜く持久戦術に出ることを想定して、禁断の陣形──「車くるま懸がかり」を考案していたのだ。全将兵が、次から次へと謙信を中心に回転し、円を描き、「鶴翼」の翼をもぎ取っていく。鶴の両翼を破って丸まる裸はだかにしなければ、謙信といえども不動の守りを固めた信玄のもとには到達できない。これまで、「一撃決戦」を求める謙信と、「不敗の守り」にこだわる信玄の戦いは常に膠こう着ちやくしてきた。互いに、攻め手を欠いた。二度目の川中島での対陣は、前後二百日に及およんだ。今ついに勘助の「啄木鳥」を逆に好機として捉とらえた謙信は、越軍将兵に犠ぎ牲せいを出さないという義戦の決まり手を捨ててまで、「車懸」の陣形で信玄へと至る道をこじ開けようとしている。

「啄木鳥」を破り、絶対的優位に立っているとはいえ、謙信には時間がない。戸隠の「石」を爆ばく破はされれば。そして妻女山から武田の別働隊が到着すれば。越軍は、全滅の危機に陥おちいる。だから謙信は信玄と勘助得意の持久戦術を、天才的な、しかし両軍に多大の犠牲を強しいる新戦術で粉砕するつもりなのだ。

　村上義清が考案した「槍やり衾ぶすま」に蹴け散ちらされ敗走した時も、目を覆おおう激戦となった。が、もはや事態はそれどころではなかった。全兵士の討ち死にを前提とした「車懸」など、正気の沙さ汰たではない。他ほかの武家では、絶対になし得ない究極の攻撃特化型陣形だった。まるで本ほん猫びよう寺じ一いつ揆き衆である。信玄の命の炎ほのおは、今や消えつつあった。

　辰たつの刻。

　もはや、霧は晴れた。

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！　我こそは、越後最狂、柿崎景家なりいいいいい！　わが主あるじ・謙信さまの義を貫つらぬくべく、武田信玄のみしるしをいただく！　これより修しゆ羅らの道に入る！　柿崎家の勇者どもよ、我とともに散れ！　散って、謙信さまの道を切り開くのだああああ！　腕うでを落とされ、足を斬きられようとも、這はいつくばって牙きばを剝むき、敵の喉のど笛ぶえへと食らいつけえええ！　命果てるまで武田の兵と戦い続けよおおおお！　死ね！　死ねえええ！　かかれええええっ！」

「車懸」の第一波を務める柿崎景家が高らかに名乗りをあげ、そして、まだ「鶴翼」の陣形への移行を終わらせていない武田軍の先せん鋒ぽう部隊へと、当たるべからざる勢いで押し寄せていた。

　両軍の先鋒同士で、激げき突とつが、はじまっていた。

　たちまちのうちに、前代未み聞もんの、殲せん滅めつ戦となった。

　勘助は「これでは両軍ともに甚じん大だいな被ひ害がいが出る！」と呻うめいた。

　武神として崇すう拝はいしてやまない謙信からはじめて「諸君の命を、この一戦に賭けてほしい。総攻撃を」と命じられた越軍の将兵たちは、あまりにも強かった。精強と統制を誇ほこる武田兵といえども、この兵力差ではとても保たない。これでは、半はん刻ときすら「鶴翼」は保たない。こちらの翼となる部隊が猛攻を受けて傷つき疲ひ弊へいしていくうちにも、「車懸」の円の回転は容よう赦しやなく続く。次から次へと新たな攻め手が、押し寄せてくる。

　これでは問答無用に両の翼をもぎ取られてしまう。そしてその時こそ、上杉謙信自らが信玄のもとへ斬り込んでくる時になるのだろう。

「北条高広、参る。戦場で柿崎どのとともに死に狂うなど、それがしの趣しゆ味みではないが──こたびだけはわが全身全ぜん霊れいを賭けて武田信玄どのを討たせていただき、関東管かん領れいの名のもとに廏橋城の城代を務めさせていただく！　北条隊よ、行くぞ。鶴の翼を、もぎ取るぞ。謙信さまの運命を切り開くのだ！」

「……続いて、斎藤朝信、参る……武田兵を、決して休ませるな」

　崩くずれていく。勘助が構築せんとしていた「鶴翼」が、実戦の中で鍛きたえ上げられた武田の精せい鋭えいたちが、一人の異形の天才が考案した「車懸」によって見るも無残なまでに崩れていく。

　勘助には、「車懸」が描く円の動きが、謙信と信玄を捕とらえて放さない川中島という「輪りん廻ね」そのものに見えていた。たとえ敗者となろうとも川中島より御屋形さまを逃にがさねば、と思った。だが、謙信に惹ひかれるかのようにこの川中島の八幡原へとやってきて、そして、ついに謙信と軍を率いて「邂かい逅こう」した信玄は絶対に逃げないだろう。訴うつたえても、無駄なことだ。訴えれば、信玄とそして信繁のこれまでの生しよう涯がいのすべてを、軍師である勘助自身が否定することになる。信玄がこの「運命」から逃げれば、川中島の輪廻はさらに続く──上杉と武田の決戦はさらに繰り返される。繰り返すごとに、両軍の死傷者も、増え続ける──どれほどの犠牲を払はらおうとも、立ち向かわねば、ならない。

「……だが、これではまことの殲滅戦だ。慈じ悲ひの心を封ふうじてまで……ここまでやらねば、御屋形さまには勝てぬ、と覚悟の上か。上杉謙信……！」

　姉上は──武田軍はあまりにも強くなりすぎたんだわ、と信繁が呟つぶやいていた。

「戸隠の烽火を待っている暇ひまはないな。これでは、たとえ戸隠を落としても越軍の士気は崩れぬ。最後はやはり、人だ。人の力が必要だ。馬場たちが八幡原へ駆かけつけるまで、あたしの命は保つか。保たせられるか、山本勘助！」

　諏訪法ほつ性しようの兜かぶとを被かぶりながら、信玄が問うた。勘助は「必ずや保たせまする」と震ふるえながら答えた。だが、勘助の隻せき眼がんにははっきりと見えた。信玄の宿星は、羅ら睺ごうの星は今、蒼そう天てんのうちに消えつつあった。

「……勘助。運命は、成じよう就じゆされようとしているのね」

　いかん。わが表情を信繁さまに気取られた、と勘助は気づき、震えていた。




　勘助の下知のもと、急ぎ「鶴翼」に展開しようとした武田の先鋒隊は、休む暇もなく「車懸」で攻めに攻め寄せてくる越軍の波状攻撃に完全に突つき崩されつつあった。

「姉上が必ず、妻女山から救きゆう援えんに駆けつけてくださるのだわ！　逃げてはいけない！　踏ふみとどまって、御屋形さまをお守りするのよ！」

　武田姫ひめ武将のうち最小最軽量をうたわれる、飯富兵部虎昌の妹・飯富三郎兵衛も。

「霧が晴れてしまったとたんに、この工藤祐長率いる部隊に容赦なく襲おそいかかってくるとは……ともに全滅も辞さず、という乾けん坤こん一いつ擲てきの戦いなのですね、これは！」

　常つね日ひ頃ごろはその存在感のなさを逆手にとった隠おん密みつ行軍を得意としている、工藤祐長も。

　容赦なく攻め立てられていた。

　飯富三郎兵衛と工藤祐長が声をあららげながら動揺する将兵を𠮟しつ咤たし、越軍の先鋒隊に反はん撃げきしてこれを追いかけようとすると、その部隊は波が退ひいていくかのように横方向へと移動しながら去っていき、新たな敵部隊が押し寄せてくる。

　気がつけば、「鶴翼」の右翼に展開した工藤部隊も、左翼に展開した飯富三郎兵衛部隊も、「車懸」の円移動の流れに引き込まれるようにじりじりと信玄本陣から離はなされ、越軍の中心──上杉謙信率いる越軍旗本部隊に吸い寄せられている。工藤も、飯富も、この事態に気づいた。まるで上杉謙信という「磁石」に両翼の部隊が強ごう引いんに吸い寄せられ、信玄を丸裸にしてしまおうとしているかのような。激しい津つ波なみに足を取られて、否いや応おうなしに流されていくかのような。しかし、どうしようもない。命を賭として目の前の敵と戦っている部隊に「後退せよ」と下知を飛ばせば、いよいよ士気が乱れ、壊かい乱らんしてしまう恐おそれがある。

　今や武田軍の右翼、左翼、ともに孤こ立りつしつつある。

　そしてそれは、鉄てつ壁ぺきの守りを誇るはずだった信玄本陣への「道」を、謙信の神がかりの戦術と越兵の恐るべき戦意とが強引に切り開こうとしている、ということでもあった。

　妻女山に登った別働隊は、村上義清率いる越軍信濃衆決死隊と、千曲川の渡と河か点を塞ふさいでいる越軍殿しんがり部隊とに挟きよう撃げきされ翻ほん弄ろうされている。いまだ、川中島に姿を現さない──。




「姉上。勘助。鶴かく翼よくの陣じん形けいは崩されつつある。お味方は壊滅寸前。妻女山の別働隊が帰き還かんするまで、保もたせるためには──」

「車懸」の波状攻撃に両翼をもぎ取られ、諸隊から引き離されて孤立しつつある信玄本陣で、信繁がついに意を決していた。

「姉上。『車懸』の異様な吸引力は、越後の猛もう将しよう・柿崎景家率いる部隊が放っている。わたし自身が一軍を率いて突とつ進しんし、柿崎景家の動きを止める。わたしの命と引き替かえにしても、柿崎景家を討つ。わたしが戦っている間、姉上は、この本陣に構えて決して動かないで。泰たい然ぜん自じ若じやく、不動の構えを武田の将兵たちに見せて。姉上が浮うき足立てば、武田軍は崩ほう壊かいしてしまう」

　信繁は、すでに「死」を決意していた。

　信繁が口に出さずとも、山本勘助には、信繁の「選せん択たく」が理解できた。

　信繁は、姉・信玄を天下に輝かがやかせたい、父・信虎に愛されなかったという悲しみから信玄を解き放ちたい、その思いを貫くために自分自身の人生と信玄の人生とを「等価交こう換かん」したのだ。勘助が、信繁に「信虎さまを駿河へ追放いたします」と打ち明けたその時から──。

　天下人となるべくして生まれた才気と生命力の持ち主でありながら。

　信繁は、自分自身が戦国の世に輝く星となることよりも、姉を輝かせる道を、選んだのだ。

　しかし信繁が甲斐国主の座を姉と「交換」してもなお、信玄が背負っていた悲劇の運命は、覆くつがえせなかった。

　まもなく、この川中島で、信玄の命は、尽つきる。

　鶴翼の翼つばさがともに折れて、信玄が丸裸になった、その時。

　越後の龍りゆうは──上杉謙信は、必ず、来る。

　もはや、わたし自身の「命」と、姉上の「運命」とを、等価交換するしかない、と信繁は「最後の選択」をしたのだ。

（勘助。あとをお願い。姉上の運命を覆せる者は、わたししかいないの）

　山本勘助は、言葉を失っていた。

　家族とは。

　姉妹しまいの情とは。

　かほどに分かちがたいものであったのか。

　それがしが、御屋形さまと信虎さまを引き裂さいたその時から、この日が来ることは定まっていたのだろうか。

　それがしは、なんという浅せん慮りよなことを、と惑まどった。

　それでも、御ぎよ意い、と返答せねばならなかった。ただちに武田信繁隊を最前線へと突撃させなければ、信玄の命運は確実に尽きる。しかし、どうしてもその言葉が出てこない。

「姉上。ともに過ごせた時間、幸福でした。本来ならば、手に入れることのできなかった幸福なひとときを……姉妹二人で過ごす時を与あたえてくれた山本勘助にも、感謝しています。行って参ります。馬場たち別働隊が駆けつけるまで、絶対に生き延びてくださりますよう。別働隊が到とう着ちやくすれば、戦局は一変します。武田の、勝ちです」

　それはならぬ！　と、信玄が叫さけんでいた。

　武田信玄は、甲斐の国主であり、武田家の当主である。

　武田軍を統率する絶対的な統領なのである。

　行け、と言わねばならない。

　だが、信玄は、信繁の手を握にぎりしめて、止めた。

　ここが戦場であることを、信玄は忘れてしまったかのようだった。

「……次郎……行ってはならない。行かないで……お願い……ここであなたを勝利と交換してしまうのならば、あたしは、いったい、なんのために……」

「姉上！　今は、勝かつ千ち代よとして振ふる舞まう時ではないわ！　姉上は甲斐の虎とら・武田信玄なのよ！　二万の将兵の命を預かる、戦国最強武田軍団の総そう帥すいなのよ！」

「……次郎」

「ここは戦場よ！　典廏信繁、と呼ぶのよ、姉上！」

「……信繁。それでも……どうか、行かないでほしい。この本陣に留とどまって、ともに越軍を防ぎきってほしい。あたしは」

「姉上……！　わたしは、常に姉上の陰かげに寄り添そうことこそを無上の幸福として、生きてきました。でも、そのご命令だけは……お断りします」

「……信繁」

「姉上。今、姉上が情に流されてわたしを手て許もとに留めれば、わたしたち姉妹はともにここで討うち死にすることになります。わたしが、必ずや姉上に勝利をもたらすための時間を稼かせぎます。姉上は、もう、だいじょうぶです。わたしがいなくとも、姉上は、生きて、そして幸福を摑つかむことができます。誰だれも正面から戦うことすらできなかった上杉謙信と堂々と対たい峙じし、そして生き残ることができれば──この決戦に注目している天下万民が、姉上を戦国最強の武将と認めます。あの、父上ですらも。もう、わたしの支えは必要ありません……わたしにとって、それに勝まさる幸福はありません」

　信繁が信玄の言葉を拒きよ絶ぜつし、命令を拒否するのは、これが生涯ではじめてのことであり、そして生涯最後のことだった。

「わたしに代わる副将には、工藤祐長を。日頃はまるで目立たないあの者こそ、武田の副将となるために生まれてきたかのような王おう佐さの才の持ち主。決して道を誤らず、私情に流されず、武田の副将としての責務をまっとうすることのできる姫武将。工藤に、甲斐の名門・内藤家を継つがせてくださいませ」

　この時──信繁はついに、一人立ちを、果たしていた。

　そして、信玄もまた。

「……わかった。信繁。別働隊が駆けつけるまで、『車くるま懸がかり』の猛もう攻こうを、防ぎ止めよ。武田家の命運を、信繁、お前に託たくそう」

「御意。諏訪法性の兜にかけて。御み旗はた盾たて無なし、ご照しよう覧らんあれ」

「もういちど、人として生まれ変わることがあれば、信繁。また、姉妹として」

「……こんどは戦国の大名の家ではなく、ささやかな山の民たみとして」

「次はあたしが、お前の妹に生まれてきても、いいだろうか」

「ううん。それはダメ。何度転生しても、わたしは、姉上の妹として生きたい。わたしは、幸せだったわ。ありがとう、姉上」

　信繁は馬上の人となり、そして、「典廏信繁隊、諸もろ角ずみ豊ぶん後ご隊、ともに前進！　『鶴翼』の陣形を再構築！」と叫びながら本陣から去っていった。

　姉妹は、別れた。

　もう、信繁が生きて戻もどってくることはあるまい。

　次に、信玄が信繁と再会する時は──。

　勘助は、無言で地に伏ふせていた。




「武田の副将、武田典廏信繁、参る！　柿崎和泉いずみの守かみ、尋じん常じように勝負！」

　信繁が「次郎」を名乗っていた頃から「守もり役」として信繁を支えてきた老将・諸角豊後は、越軍のまっただ中へ突進して討ち死にすることで時間を稼ごうと決断した信繁のもとに手勢を率いてはせ参じ、

「姫。最後までお供つかまつります。上田原で散った板垣どのに比べ、この諸角、少々長生きしすぎました。そのため、姫のご最さい期ごを見届けねばならぬ不運に巡めぐり会ったこと、後こう悔かいしております」

　と、馬に鞭むちを入れて信繁の隣となりに追いすがり、男泣きに泣いた。

「まだ討ち死にすると決まったわけではないわ！　諸角！　北条高広はあなたに任せた！　わたしは、柿崎景家を斬きる！」

「妻女山へ登った高坂、馬場、真田たち一万二千の別働隊が戻ってくるまでに、あの二人の猛将を討ち取ることができますれば、『車懸』の刃やいばは折れまする。円の中心に座している謙信をこそ、丸まる裸はだかに」

「そうよ。謙信を守る漆しつ黒こくの『刃』を折れば、姉上の勝利は、疑いなしよ！　これは負け戦いくさにあらず！　武田に、姉上に最後の勝利をもたらすための戦いなのよ！」

　信繁を「信玄さまに勝るとも劣おとらぬ名将」と慕したう信繁隊の兵たちが「そのとおり！」「最後の一兵となっても絶対に退かぬ！」「信繁さまをお守りせよ！」「天下最強は越軍にあらず、武田であると、日ノ本すべての者に知らしめる時ぞ！」と口々に叫び、「車懸」の「円軌き道どう」を形成し武田兵を薙なぎ払はらい続けている中ちゆう核かく部分へと、無む謀ぼう、あるいは蛮ばん勇ゆうと呼ぶしかない全軍での全速突撃を敢かん行こうしていた。




　左右の鶴つるの翼を剝はぎ取り終えつつあった越軍に、動どう揺ようが走った。

　工藤隊、飯富三郎兵衛隊、ともに矢尽つき刀折れて潰かい走そう寸前となっていたところに、武田の副将・典廏信繁隊と諸角豊後隊が死に狂ぐるいに狂って突進してきたため、謙信が摑みかけていた信玄本陣への「道」は再び遮しや断だんされた。

　残り時間が、刻一刻と減っていく。

　武田別働隊の千曲川渡河を阻はばんでいる殿部隊と村上義清隊にも、限界はある。村上隊は百、殿部隊を加えてもおよそ千。対する武田別働隊は一万二千。剛ごう将しよう・村上義清がどれほど周到に、執しつ拗ように妨ぼう害がいしようとも、必ず別働隊は、まもなく千曲川を押し渡わたって八幡原へと殺到してくる。

　ひとたびは謙信に「翼、もぎ取りましてございます。信玄本陣への道、一直線に開きましたぞ」と報告しようとしていた北条高広は、諸角豊後隊が北条の首を目指して討たれても討たれても前進してくるさまを眺ながめながら、

「やれやれ。諸角どのはともかく、よもや武田の副将、信玄に匹ひつ敵てきする器量人と呼ばれる典廏どのがここで死兵となって時間稼ぎに来るとは。信じがたい。これではたとえ別働隊が到着するまで本陣を支えきれたとしても、武田家は大赤字ではないか……なんという、執しゆう念ねん深さ。なんという、統率力。そして……なんという、非情さ。武田信玄……！　これが、武田家の底力か……！」

　と歯ぎしりしながら、馬上で大おお太だ刀ちを振りあげていた。

「このままでは謙信さまが危あやうい。大損ではあるが、それがしも、命を賭とさねばなるまい──諸角豊後どの。参りますぞ」

　柿崎景家隊が信繁隊に押されて後退を続けるさまを横目に、北条高広は「いかん、このままでは柿崎どのも討たれてしまう」と舌打ちし、諸角豊後の姿を乱戦の中に追い求め、「それがしは越後北条城主にして未来の廏橋城代、名門大おお江え家の末まつ裔えい、北条高広。諸角どの、一いつ騎き打うちを所しよ望もうする」と叫び続けた。




　北条高広隊のすぐ隣となりでは、柿崎景家隊が武田信繁隊の猛もう撃げきを受けていた。

　戦場では鬼おにとなる柿崎景家は、同時に、阿あ弥み陀だ仏ぶつへの信しん仰こう心深い仏の将でもある。姫ひめ武将と正面から「殺し合い」に及およんだ経験がなかった。信玄の妹・信繁が「車懸」の「刃」の中に全軍で突進してきたさまを見た柿崎は、（信玄の妹ぎみ、だとおおおお!?　いかん。いかん。私には、うら若き乙女おとめは斬れーん！　だ、だが、討たねば、謙信さまが討たれてしまう！）と惑った。その一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよが、ほころびとなった。信繁が戦場でその持てる「全力」を解き放って戦った姿を、これまで、越軍の誰も見たことがなかった。

「典廏信繁、ここに見参！　柿崎和泉守！　勝負！」

　信繁を先頭に、信繁隊の全兵が一個の鋭するどい「錐きり」となって「車懸」の外がい殻かくを強ごう引いんに断ち割りつつあった。

　武田の副将だ！　諏訪法ほつ性しようの兜かぶとだ！　と信繁に槍やりをつけようと打ちかかる越兵を、信繁は馬上から容よう赦しやなく次々と斬り捨てていく。

　柿崎景家は、ただちに己おのれの甘さを悟さとった。

　強い！

　あまりにも強い！

　私が間ま違ちがっていた！　この者、ただの可か憐れんな姫武将などではない！

　あるいは、武田信玄を超こえる武と才覚と器量の持ち主……！

　これが、武田の副将……そうか。武田には、はじめから「将」が二人存在したのだ！　孤こ高こうの一いつ匹ぴき狼おおかみであった村上義清がどれほど武田を破り続けても、ついに敗れ去ったはずだ！

　戦場には男も女もない。そこに戦う者は等しく「人間」のみ。「もののふ」のみ。村上義清の口くち癖ぐせを、柿崎景家は唱えていた。鬼にならねば、この英えい傑けつは斬れぬ。

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！　謙信さま！　私の罪を赦ゆるし給たまえ！」

　黒馬を駆かり、武田信繁のもとへと、突とつ進しんしていた。

「姉上の運命は、絶対にここで覆くつがえす！　わたしの命とともに、その命、持っていく……！」

　信繁が槍を構え、柿崎景家と交こう錯さくしようとしたその時。




「北条どの、隙すきありいいっ！　お覚かく悟ご！」

「憤ふん怒ぬ！」

　北条高広が、一騎打ちを受けた諸角豊後が突つき出した槍を自らの肩かたで受けると同時に、全身の筋肉を瞬時に硬こう直ちよくさせて槍の穂ほ先さきを「食って」いた。

「……ぬ、抜ぬけぬ!?　貴様、筋肉で槍先を……なんとおおおお!?」

「やれやれ。天あつ晴ぱれなお腕うで前まえ。ほんのわずかの差で、心の臓に食らっていたところ。勝負とはまことに紙一ひと重え。それがしが拾った運は、毘沙門天のご加護でありましょうか。いずれ冥めい土どで再会いたしましょう、諸角どの」

　諸角豊後の槍の初速は、あまりにも速かった。北条は、諸角との一騎打ちに敗れていた。しかし槍を避よけきれなかった北条高広は、咄とつ嗟さに、致ち命めい傷しようとなる心臓を庇かばって肩で槍を受けた。肩は破は壊かいされたが、長尾政景に勝るとも劣らぬ規格外の筋力で槍先を「固めて」しまった。

　諸角豊後は槍を手放して腰こしの太刀を抜こうとしたが、北条高広は諸角豊後と交錯するより先に、すでに大太刀を抜き終えている。

「……無念！　信繁さま！　こちらに気を取られては、なりませぬうううう！」

　北条高広が大太刀を一いつ閃せんし、諸角豊後の首が蒼そう天てんへ飛ぶと同時に。

　柿崎景家が「南無阿弥陀仏！」と涙なみだ声ごえを振ふり絞しぼりながら、信繁の肩から胸にかけて袈け裟さ斬ぎりに斬っていた。その柿崎景家の首筋からも、鮮せん血けつが飛び散っていた。信繁と柿崎景家の馬が交錯するその刹せつ那な、信繁の槍が柿崎景家の首をかすめていた。信繁の執念と技量とは、悪あつ鬼きと化した柿崎景家のさらに上を行った。喉のど仏ぼとけに、命中するはずだった。だが、

（……諸角……！）

　諸角豊後討ち死にの衝しよう撃げきが、信繁の手許をほんのわずかに、狂わせていた。

　文字通り首の皮一枚で命を繫つないだ歴戦の猛将・柿崎景家は、無意識のうちに「敵将」めがけて太刀を振り下ろしていた。

　相手がまだうら若い姫武将であると、考える暇ひまもなかった。

　剛ごう剣けん。

　心臓そのものを叩たたき斬る、致命傷となった。

　武田信繁は、この一刀で絶命した。

　心の臓が停止し、意識が飛び散っていくまでのほんのわずかな時間。

　信繁は、夢を、見ていた。

　過去の記き憶おく。忘れがたい思い出。すべてが、今、消えていこうとしている。

　血しぶきとともに、川中島の大地へと落ちていこうとしている。

　その夢の中で。

　最愛の姉が──勝千代が泣いていた。

　まだ幼い。何年前の記憶だったのだろうか。

　勝千代は、次郎信繁が物心ついた時からずっと、信虎に虐いじめられ泣かされ続けていた。これほど聡そう明めいで愛らしくて優やさしい姉上を、どうして。なぜ。信繁には、父の気持ちがまったく理解できなかった。これほどの理り不ふ尽じんがこの世にあっていいはずがないと内心、父に対して激しい怒いかりの感情を抱いだいていた。が、信虎は暴君である。その怒りを、隠かくしてきた。

　しかし。

『……父上が……あたしの源氏物語を取り上げて、燃やしてしまったの……』

　こんなものを読んでいるからお前はダメなのだ、四方を敵に囲まれた武田家の統領などうぬに務まるはずがない、うぬは武家にはなれぬ、惰だ弱じやくな、と勝千代を𠮟しかりつけ、蹴けり飛ばして、勝千代が宝物のように愛していた「源氏物語」全巻を火にくべてしまったという。

　勝千代は生まれつき感受性が高い。繊せん細さいな文学少女の資質を持っていた。孫まご六ろく信廉が「画才」の持ち主だったのと同じに。乱世の厳しさと戦場の殺さつ伐ばつさに耐たえられる人ではなかった。信虎が、姉妹しまいのうちでもっとも猛たけ々だけしく容赦がなく、しかも太郎にはない冷静さを持っていた自分に「武将」の資質を期待し、次期当主にしたがっていることは、薄うす々うすわかっていた。でも。だからって。父親が、こんなふうに自分の娘むすめを扱あつかっていいはずがない……！　誰だれよりもお優しい、姉上を……！

　信繁は、勝千代にすがりついていた。姉が、遠くへ行ってしまいそうな気がしたから。

『姉上！　だいじょうぶ。わたしがいるから！　わたしが妹として、ずっと姉上を守るから。わたし、立派な姫武将になる。姉上にお仕えして、姉上を盛り立てて、姉上を誰よりも立派な武田家の当主に……！』

　だから、どこにも行かないで。

　ずっと、姉上を、繫ぎ止めて……。

　そのためならば。たとえ父上とて、容赦はしない。姉上を傷つける者は、誰であれ許さない。わたしは姉上を守る「鞘さや」に。古今無む双そうの副将になってみせると、あの日、信繁は誓ちかった──。




『ありがとう、次郎ちゃん。だいじょうぶ。どこにも行かない。ずっと、一いつ緒しよよ』




（……姉、上……）

　蒼天に、羅ら睺ごうの星は、見えない。

　姉上の命を、わたしの命と、等価交こう換かんできたのだろうか。

　勘助。

　あとを、お願い──。

　急激に肉体が朽くちていく中。

　わずかに残されたいくつかの想おもいとともに、信繁の命が、川中島八幡原に散った。

「……私は……私は……斬きって、しまったのか。わが娘ほどの歳としの、姫を。これが、武家の宿しゆく業ごうというものなのか。謙信さま……あなたさまがあれほどに出家に焦こがれたお気持ちを、私は、今になって……私は、あなたさまと信玄との間に、お二人の友情に結ばれた関係に、なんという遺い恨こんを……」

　雄お雄お雄お雄お雄お、と柿崎景家が咆ほう哮こうする声が、八幡原に鳴り響ひびいた──。




　諸角豊後、討うち死に。

　武田典廏信繁、討ち死に。

　本ほん陣じんの隣となりに陣を敷しいてかろうじて耐えていた武田義信は、この急報を聞くや否いなや、完全に逆上した。もはや、小こ姓しようや副将たちが止めても、聞かなかった。
















　馬を駆り、信繁と諸角豊後が切り崩くずし揺ゆらいでいた「車くるま懸がかり」の陣立てをも無視して、まっしぐらに「円」の中心部分へ──上杉謙信の本陣へと突進していた。もう、生せい還かんするつもりなど、ない。この合戦の元げん凶きようを。上杉謙信を殺す。もう、飯富兵部の到とう着ちやくを待つつもりも、ない。俺一人で戦ってやる。姉上。兵部。そして、次郎姉さん。俺は、武田の「男」だ。俺がもっと有能な武将になっていれば、姉上が親おや父じを追放することもなかった。姉上が当主を継ついでこれほどに苦しむこともなかった。次郎姉さんが討ち死にすることもなかった。

「よくも……よくも。よくも。よくもやりやがったな……！　次郎姉さんを……殺してやる！　殺してやる！　越軍め！　上杉謙信め！　てめえら、一人残らず殺してやる！　殺してやるからなあああああ！」

　全軍総掛がかりでの突とつ撃げき陣形である「車懸」の円の中心──上杉謙信率いる旗本隊は、わずか五十。

　とはいえ、「車懸」に一体化した越兵は全員、死兵と化している。決して外殻の「刃やいば」を突破されることはないはずだった。しかし、信繁がその「刃」を切り崩していた。「武田信繁討ち死に」の衝撃は、敗走寸前となっていた武田軍の将兵たちを、かえって奮い立たせていた。

　信繁さまが、御屋形さまのために命を差し出された。信繁さまは姉に武田家の家か督とくを差し出し、甲斐一国を差し出し、ついにその命まで差し出された。最後の最後まで、御屋形さまの妹ぎみとして生き、そして死んだ。

　もはや一人として、この八幡原から逃にげる武田兵はいない。ここで逃げれば、もう、生きる資格がない。甲斐にも信濃にも帰れぬ。生いき恥はじを晒さらすことはできぬ。

　しかも、「車懸」の主力たる柿崎景家と北条高広は揃そろって深手を負っていた。柿崎景家に至っては、「南無阿弥陀仏……我を赦し給え……謙信さま……」と馬上で涙を止めることができないでいる。

　武田信繁討ち死にを知った謙信自身もまた、この時、絶句し、采さい配はいを振ることができなかった。

「車懸」は、乱れた。

　謙信へと至る狭せまい一筋の「道」が、開いた。

　その一筋の「道」を、獣けもののような嗅きゆう覚かくで武田義信は突き進んでいた。

「俺の命をくれてやる。謙信、絶対にてめえを殺してやる。ブッ殺してやる……！」

　義信は、丸まる裸はだか状態で「車懸」の中心部に孤立している謙信へと、一気に迫せまった。「車懸」は、主力将兵のすべてを円の軌き道どう上に配置する異形の陣形。中心点たる謙信の周囲には、わずかな旗本衆しかついていない。孤独な陣形だった。まるで、謙信を閉じ込めている毘沙門堂そのもののような。

　見えた。

　いた。

　あいつだ。あの白い行ぎよう人にん包づつみを被かぶっている姫ひめ武将が、上杉謙信！

　小さい。幼い。だが、毘沙門天の化け身しんを名乗っている神がかりだ。武田家のなにもかもを否定し、頓とん挫ざさせ、滅ほろぼそうとしている女だ……！

　よくも。よくも。次郎姉さんを……姉ちゃんを……よくも……！

　殺す。絶対に殺す。腕を落とされようが、足を落とされようが、絶対に殺す！

　全身殺意の塊かたまりと化した義信は、呆ぼう然ぜんと馬上で天を見上げていた上杉謙信へと、肉にく薄はくした。

　互たがいの目が合った。

　雪ゆき兎うさぎのように、赤い瞳ひとみ。

　泣いている。

　声を殺して、泣いている。

　小さな身体からだを、震ふるわせている。

　己おのれを守る気が、ない。

　俺に討たれるために、俺を、待っている。

　ああ。

　これが。

　上杉、謙信。

　姉上が、惹ひかれてやまなかった──。

　馬ば鹿かな俺にもわかる。

　この子を。

　誰も、斬れなかった理由が。

　だが。

　俺は──俺は。

「小こ僧ぞう！　謙信を斬る資格を持つ男は、この俺だけよ！　貴様の一時の感情などに巻き込ませて、謙信を死なせはせん！」

　猛もう然ぜんと謙信と義信の間に割って入ってきた巨きよ漢かんが、いた。

　長尾政景。

「んだょ、てめええええっ!?　邪じや魔まするなああああああっ！」

「黙だまれ、小僧があああ！　謙信は、この俺の……！」

　政景が繰くり出す剛剣を、義信は己の剣一本で、防ぎ止めていた。

　謙信まで、あと一歩だった。しかし、いずこから長ちよう駆くしてきたのか、長尾政景の執しゆう念ねんに阻はばまれた。

　義信隊の兵士たちと、政景隊の兵士たちが、どっと槍やりを繰り出して衝しよう突とつしていた。

　謙信の姿は、もう、見えなかった。

　やべえ。右みぎ腕うでが、言うことをきかねえ。

　この男は、化け物のように強い。

　もう、今さら帰き還かんするにも、帰還する道もねえ。

　謙信も、討てねえ。

　兵部、ごめんな。

　死を、覚かく悟ごした。

　義信は、瞑めい目もくしていた。




「御屋形さま。長らくお世話になり申した。信繁さまを失った今、義信さまだけは救わねばなりません。この勘助が、最後の手段を用いて義信さまを救って参ります。軍師としての、けじめをつけて参ります」

　信繁討ち死にの一報を知り、静まりかえっていた武田本陣──山本勘助は、蒼そう天てんに隠れている信玄の宿星「羅睺の星」がなおも「死の運命」に捕とらえられたまま動かないでいるさまを隻せき眼がんで眺ながめながら、（なんたることだ。やはり「天命」は、人間には変えられぬのか。信繁さまのお命をもってしても、なお！　戸隠の烽火のろしはまだか。「石」は壊こわせぬのか。別働隊は、まだ到着できぬのか！　もはや、御屋形さまを修しゆ羅らの道に誘いざなったこの山本勘助が御屋形さまの身代わりとなるしかない。それがしと信繁さまの二人をもってすれば、必ずや……たとえ、たとえ無む駄だなあがきであろうとも……！）と討ち死にを決断していた。むろん、一か八かの「賭かけ」のために無駄に死ぬつもりなどない。山本勘助は、軍師である。最後の最後まで、全身全ぜん霊れい、知ち謀ぼうを振ふり絞しぼって信玄を救うために抗あらがい続けねばならない。

「勘助。ほんとうに、お前まで行ってしまうのか」

　すでに全軍が越軍との死し闘とうへと投入されている。あくまでも無言を貫つらぬき姉の影かげ武む者しやを務めている逍遥軒信廉と、武田信玄、そして山本勘助の三人だけが、本陣に残っていた。「風林火山」の軍旗が、静かに靡なびいていた。

「武田の軍師の職は、真田幸隆どのに。今にして思えばあのお方は、どうやら幼子の時代に戸隠の『石』の光を浴びて、『不老の力』を得ておられたようでございます。不老となりながらもある程度までは歳を重ねたのは、敢あえて、でございましょう。幼子のままでは、子は産めませぬからな。勘助、それ故ゆえにあのお方の『力』に今まで気づけませなんだ。それがしは、本来ならば御屋形さまにこの首を差し出さねばならぬところですが、最後のご奉ほう公こうが残っておりますれば……義信さまのお命を必ずやお守りいたしまする。それがしはこれにて、おいとまいたしまする」

「……どうしても、止められぬか。お前は、ただ太郎を救おうとしているだけではあるまい。上杉謙信と相打つ最後の策を、繰り出そうとしているのだろう」

「そのとおりでございます。そして、止められませぬ。なぜならば、それがしが向かわねば、御屋形さまの運命は……」

「運命は自らの手で切り開くものだ、勘助。お前が命を捨てたとて、あたしの運命は変わらぬ。それでも、行くのか」

「……四郎勝頼さまを、武田の妹として、たいせつになさってくだされ。佐助より託たくされし小猿どのも、育てねばなりません。どうか、生きて、この川中島の輪りん廻ねより甲斐へとお戻もどりくださりませ。勘助、最後のお願いでございまする」

　信廉どの。必ずや別働隊は来る。高坂も馬場も飯富兵部も、そして幸隆どのも、まもなく八幡原に駆かけつける。なんとしても御屋形さまを守れ。主命に叛そむこうが構わぬ、と勘助は信玄の背後に座していた逍遥軒信廉に告げると、不自由な足を引きずりながら馬へと乗っていた。

　武田信玄は、耐たえた。涙を流してはならないのだ、と思った。

「さらば、わが師よ。さらば、わが友よ。お前が現れてくれたから、あたしは、生きられた。強く、なれた。あたしは、最後の最後まで、生きる。絶対に、あきらめない。生を手放さない。お前に、約束する」

「ご立派に、なられました」

　もはや悔くいはない。それがしは最後のご奉公を果たすのみじゃ、と勘助は呟つぶやき、信玄のもとを去った。




　勘助が乗った馬の鞍くらには、佐助に与あたえたものと同種の「地じ雷らい火び」が仕込まれている。だが、薄うすく、小さい。敵に地雷火を搭とう載さいしていることを悟さとらせぬよう、極限まで小型化してある。有効範はん囲いは狭い。上杉謙信にぎりぎりまで接近し、自じ爆ばくする。下策中の下策だが、もはや、この方法以外に信玄の命を救う術すべはなかった。信玄にも、知られてはいない。

　義信さまが長尾政景と戦っておられる間に。

　義信さまが命を落とされる前に。

　この無限に続く「円運動」の中心点へと──上杉謙信へと接近して、もろともに自爆する他ほかはない！

　いかに謙信といえども、毘沙門天の化身といえども、軍神といえども、南蛮渡と来らいの火薬の爆風をかわすことはできぬ！

　だが、あとわずかで謙信のもとに到達できるはずだった山本勘助の前に、ただ一騎きで立ちはだかった男がいた。

「越後宇佐美流軍学継けい承しよう者、琵び琶わ島じま城主、宇佐美定満。お久しぶりだな、山本勘助どの。直接顔を合わせるのは、善光寺での和わ睦ぼく会談の時以来か。あれは、二度目の川中島合戦の時だったな……」

　宇佐美定満。

　戦乱の越後に謙信という希望を見み出いだし、義将として育成してきた男。

「悪いが、ここは絶対に通せねえ。奥の手を隠かくしているのならば、ためらわずに今ここで使えよ。オレを殺すためにな。出し惜おしみすれば、あんたが死ぬことになるぜ」

「あいや。宇佐美どの、そうはさせぬ。宇佐美どのを討うったところで、この戦いくさを終わらせることはできぬ。御屋形さまの運命を切り開くには、上杉謙信どのを弑しいしたてまつる他になし！　押し通る！」

「ならば、オレはあんたをここで討たねばならない。こいつは、謙信が……景虎が追い求めてきた『義』からは、程遠い戦いだ。それでも、オレは謙信の命を守るためならば、どんな手でも使える。忍しのびにも、暗殺者にもなる──」

「これ以上の言葉は無用！　御屋形さまの志が勝つか、謙信どのの義が勝つか、いずれが川中島の大地に立って生き延びるか。そなたとそれがしのどちらが、種を蒔まいてたいせつに育ててきた『花』が咲さき、実が熟する瞬しゆん間かんを見ることができるか。どちらが正しかったのか。あるいは」

「どちらが、より、この乱世に深く憤いきどおっていたのか。オレとおっさん。どちらの信念が、より、強かったか──どちらが、より、絶望していたのか。いや。どちらがより眩まぶしい希望を、見出していたのか──この勝負で、決着がつく。結論が、出る。行くぜ」

　宇佐美定満は手て袋ぶくろで指を守ったその指先に、見えない糸をたぐっていた。

　これは尋じん常じようの武士の技ではない。忍びの術である。鬼き謀ぼうの術の使い手である。今の今まで、隠いん匿とくしていたか、宇佐美定満。

　山本勘助は、（できるのか。地雷火を爆破せずに、なんとしても突とつ破ぱせねば。この男を──妙高の山の如ごとき高さで、それがしと御屋形さまの前に立ちはだかるこの者を！）と歯ぎしりし、隻眼を血走らせて、馬の尻しりに鞭むちを入れた。

「宇佐美定満どの。勝負！」

　勘助は馬上で大小の二刀を両の腕で抜ぬき放ち、高々と掲かかげながら宇佐美定満へと迫せまった。二刀流!?　宇佐美定満は必殺の糸をたぐり寄せながら、勘助の左右の腕を同時に寸断しなければならなくなった。だが、勘助の構えはあまりにも隙すきだらけだった。己の腕を守る気がない。

「自ら糸を食らって輪切りにされるつもりか？　おっさん、死ぬ気か!?　そうか！　その二刀は、餌えさだな！　あんたの両腕がブッたぎられても、その馬とともに謙信のもとへ辿たどり着けば……ならば、馬を！」

「もはや間に合わぬぞ宇佐美定満どの！　馬の脚あしに糸をかければ、それがしの二刀がそなたの額を叩たたき割る！」

「はは。見事だ、山本勘助。ハッタリでは、誰だれよりも上を行くと自うぬ惚ぼれていたが……オレさまも、老いたな。ならば、オレはここで、あんたとともに逝ゆこう」

　宇佐美定満は勘助が乗った馬の鞍へと、見えない糸を投げ放っていた。

「あんたの奥の手は、そいつだ！　その鞍だ！　並の鞍に見せかけてあるが、わずかに厚く、大きい！　糸で鞍を断ち切り、摩ま擦さつ熱で着火させる！　オレもあんたも死ぬが、あんたがここで着火させないということは、だ！　今爆破すれば、謙信にはぎりぎりで届かねえ！」

「宇佐美定満、それがしの最後の策を見破ったか！　無念！　だが、まだだ、まだあきらめぬ！　わが命尽つきるまで、断じてわが魂たましいは折れぬ！　ぬっ、ぬおおおおおおお！」

　山本勘助は悪鬼の形相と化した。馬首を翻ひるがえして、宇佐美定満が投げてきた糸の「罠わな」を避よけようとした。奇き跡せきのように、勘助を乗せた馬が突とつ如じよとして嘶いななき、身体からだを仰のけ反らせ、見えないはずの糸をすり抜けていた。

「なっ、なんだと!?　しまった……！　謙信!?」

　わずかに、甘かった。宇佐美定満どの。謙信どのの「義」を守り貫かねばならぬというそなたの甘さが、この土ど壇たん場ばでこの鬼おにの勘助の最後の執念に敗れたのよ。

　最後の策の成功を確信した勘助を乗せた馬が、「戻れ！　戻ってこい！　急げ！」と投げた糸を再びたぐり寄せている宇佐美定満の脇わきを全速力で駆けていた。

　彼方かなたに、謙信の小さな影かげが、見えた。

　謙信を守っていたわずかな旗本衆すら、今や全員が死兵と化して押し寄せて来た武田義信隊の猛もう攻こうを食い止めるべく、「車くるま懸がかり」の中心部から遠く離はなれた長尾政景隊に合流して乱戦を繰くり広げていた。

　今、謙信は、蒼天のもとにただ一人きり。

　美しい。

　化け生しようの者の如く、美しい。まるで天てん女によのように。

　だが、勘助はその感動を押し殺して、武田軍軍師としての「笑み」を無理矢理に浮うかべていた。人としての自然な感情を封ふうじてでも黒い笑みを浮かべねば、し損じてしまう。

　だから、泣きながら、笑った。

　勝った。

　御屋形さま。

　申し訳、ござりませぬ。

　あなたさまの無二の親友を、この勘助、討たせていただきまする。

　これも、御屋形さまの運命を──天運を、覆くつがえすため。

　謙信どの。

　それがしのように醜みにくく老いさらばえた男とともに逝くのは不本意でありましょうが、お許しくだされ。

　あとわずか。

　あと数歩。

　謙信の小さな身体を確実に致ち死しの爆風に巻き込める距きよ離りに馬体が進むまで、あと一歩か、あるいは二歩か。

　起爆を──と自由が利きくほうの足で鞍を蹴けり上げようとした勘助の五体に、まるで稲いな妻ずまに打たれたかのような衝しよう撃げきが走った。気がつけば、勘助は宙を舞まっていた。勘助は隻眼である。見えない側から、死角から、なにか硬かたい棒のようなもので横よこ殴なぐりに殴られ、馬から振り落とされていた。もう、謙信の姿は、見えない。目に映る光景は、川中島八幡原の彼方に広がる、蒼そう天てんのみ。

「邪じや魔ま立てするな、この下げ郎ろうがあああああっ！　俺の『夢』を、貴様の如き甲斐のよそ者などに奪うばわせはせん！　謙信にはかすり傷ひとつ、つけさせんぞおおおおお！」

　この怒ど声せいは、長尾政景。なぜじゃ。なぜこの男は、修羅と化した義信さまとの攻防を打ち捨てることができた？　なぜ遠く離れた謙信どののもとに戻ってこられた？　なぜそれがしの最後の策に勘づいた？　なぜ。なぜじゃ。なにもかも、理ことわりでは、わからぬ。

　あるいは、これが──。

　これが、男が女を愛する、ということであったのかもしれぬ。

「フン。義信隊の相手は本庄繁長に委ねた！　あの忠犬ならば、血だるまになってでも義信を防ぎ止め、討ち取るだろう！　山本勘助。『馬』は走り去ってしまったぞ！　貴様の最後の武器は、もはや失われた！」

　勘助は、最後の力を振ふり絞しぼって地を這はった。が、身体がほとんど動かない。全身の骨も内臓も粉々に砕くだけ散ってしまったらしい。かろうじて無事な臓器は、心の臓くらいか。もはや、この身体では。杖つえなくしては、立ち上がることもならぬ。心は折れぬと誓ちかった。だが、身体が言うことをきかぬ。この壊こわれた片足は、いかなる「気合い」を込めようとも、動いてはくれぬ……！　それでもなお、勘助は無様にも這い続けた。ほんのわずかでも、謙信へと近づくために。すでに地雷火を失ってもなお。

「……お……御屋形さまああああっ！　それがしに、力を……！」

「この期ごに及およんで、なんという未練！　貴様も武士ならば、潔いさぎよく死ね！　これが、とどめよ！」

　怒いかりに震ふるえる長尾政景が全身から恐おそるべき「殺気」を解き放って、大地へ転がりもはや立つことも叶かなわぬ勘助の背中へと、太た刀ちを投げつけようとした。

　だが、この時。

　巳みの刻。

　長尾政景は。

　そして、山本勘助は。

　千曲川を渡河し、怒ど濤とうの勢いで八幡原めがけて殺さつ到とうしてくる「風林火山」の軍旗を見た。

　妻女山へ登っていた、真しん紅くの武田別働隊。

　その兵数は、一万二千。

　ついに、間に合ったのだ。

「村上義清から逃にげ切りました！　信玄さま！　軍師どの！　ただいま、参ります！　円を描えがいていた『車懸』の陣じん形けいは完全に崩くずれています！　武田は、勝てます！」

　逃げ弾正こと、高坂弾正。

「『飯富の赤備え』の速度を舐なめんな！　まくってやったぜ！　太郎、あたしを置いて勝手に討ち死にすんじゃねえぞ！　水くせえんだよ、馬ば鹿か野郎！　死ぬ時は、一いつ緒しよだ！」

　武田最強最速の「赤備え」を率いる、飯富兵部虎昌。

「山本勘助どの。死んではなりません。あなたは、武田家のために、そしてわれら山の民たみたちのために、生きなければならないお方。今、参ります」

　三さん途ずの川の渡わたり賃──六文銭の旗印を掲げる、真田幸隆。

「……全軍、左右に展開して越軍を包囲挟きよう撃げき。決して犀川を渡らせるな。背水となった越軍はこれより死にもの狂ぐるいで攻せめかかってくる。一歩も退ひくな。不動の『山』となり、信玄さまをお救いし、謙信を討ち取れ。武田の未来を切り開けるか否いなかは、この一戦にかかっている」

　別働隊総大将、馬場信房。乾けん坤こん一いつ擲てきの「啄木鳥きつつき」が破れ武田軍がこれほどの窮きゆう地ちに立たされてなお、ついに冷静沈ちん着ちやくさを失うことなく村上義清の追撃をかわしきり、別働隊全軍を八幡原まで行軍させることに成功していた。

　長尾政景にはもはや、致命の一撃を受けて立つこともできない老軍師などに構っている余よ裕ゆうはなかった。

　上杉謙信は、武田信玄に、敗れた！

　不敗の軍神は、毘沙門天の化身は、今、武田家に集まる人間たちの執しゆう念ねんによって、打ち倒たおされようとしていた！

　謙信はこれで天から地へと落とされる。喜ぶべきことなのか。いや、そうではない。すでに武田軍は甚じん大だいな死者を出した。副将の武田信繁までが、散った。別働隊が八幡原に到着したからといって、このままこの決戦が終わるはずがない。武田軍は、全ぜん滅めつするつもりで、越軍に攻めかかるだろう。しかも謙信には、戦意がない。信繁が死んだ、と知った時から、己おのれが犯おかした罪の重さに押し潰つぶされたかのようにずっと馬上で泣いている。童女のように、震えている。このままでは謙信は、手負いの虎とらと化した武田軍に容よう赦しやなく討たれてしまう！

「お、お……俺の夢が、川中島に散る。俺の、見果てぬ、夢が……やらせはせん。もう、越後守護の座も春日山城もなにも要いらん！　宇佐美定満ううううう！　謙信を守れええええっ！　軍師ならば、策を出せええええっ！　俺の命を、使い捨てろおおおおっ！」

　もう、糸は捨てていた。まるで信玄と謙信の運命を搦からめ捕とっている「血ち塗ぬられた」赤い糸のようだ、縁えん起ぎでもねえ、と漏もらしながら。

　宇佐美定満は馬を飛ばしながら、政景へと、そして八幡原の至るところで武田兵を相手に死し闘とうを繰り広げていた越後の諸将たちへと、命じていた。

「あの別働隊を切り崩さねば、犀川に辿り着くのは困難だ！　もういちど『車懸』の陣形を固め直して武田軍と正面から激突する以外にこの死地を脱だつする術すべはない！　武田義信は本庄の坊ぼうやに任せ、オレたちで謙信を包み込む！」

「毘沙門堂のようにか！　だがもはやそのような余裕はないぞ、宇佐美！　越軍の半数近くがすでに負傷し、あるいは死んでいる！　武田別働隊はほぼ無傷だ！　きゃつら、恥はじも外聞も捨てて、わずかな手勢しか率いておらぬ村上義清から逃げ仰おおせるとは……あれでも武士か……！」

　政景の旦だん那な。その恥も外聞も捨てた武田の「家族」たちの「執念」に、オレたちは敗れようとしている。ここで謙信を守るために武田と戦って死ぬか、二つに割れようとしている越後を守るために琵琶島が浮かぶ湖でともに死ぬか、いずれにしてもどうやらオレと旦那とはそういう腐くされ縁だったらしい、と宇佐美は破竹の勢いで進軍してくる「風林火山」の軍旗を眺ながめながら呟つぶやいていた。




　薄うすれゆく意識の中で、山本勘助は、たしかに無数の「風林火山」の軍旗が八幡原に翻る光景を、見た。馬場信房も。高坂弾正も。ほんとうに、成長してくれた。よくぞ、村上義清の決死の追撃を振り切って脇わき目めも振らずに八幡原へと駆かけつけてくれた。よくぞ、間に合ってくれた。

（かけがえのない犠ぎ牲せいを払はらいながら、「啄木鳥」は、成った。信繁さま。ご覧くだされ。あの「風林火山」の旗を。武田が誇ほこる赤備えの騎き馬ば隊を。すでに武田本隊を相手に死闘を繰り広げて消しよう耗もうしきった越軍は袋ふくろの鼠ねずみ。お味方の──御屋形さまの、勝利でございますぞ）

　勘助はもう、目を開いていられなかった。眠ねむい。意識が、消えようとしている。だがまだ耳の機能は生きていた。

　戸隠の方角から、大だい轟ごう音おんが鳴り響ひびいていた。

　佐助たちがやってくれた。戸隠の「石」を洞どう窟くつごと塞ふさいだのだ、と知った。しかし、相手は魔ま人じん・加藤段蔵率いる戸隠忍にん群ぐん。あるいは、佐助も、逝いったのやもしれぬ……あの、天真爛らん漫まんな佐助が。人の心の業ごうや穢けがれというものをすべて置き忘れて生まれてきたかのような娘むすめが。あるいは、この信濃の山にまことに「神」がいるとしたら。

　これでよかったのだろうか。これほどの犠牲を払って上杉謙信を討うち取ることが、ほんとうに、御屋形さまの幸福に繫つながるのだろうか。

　だが、御屋形さまの「運命」を覆すには、他ほかに道はなかった。戦うしか、なかったのだ。羅ら睺ごうの星が見えぬことだけが無念じゃ、と勘助は思った。

（幸隆どの。どうか、武田を、御屋形さまを、お頼たのみ申す。御屋形さまに、勝利の次は、「幸福」を──）

　そこで勘助の意識は途と切ぎれた。

　赤と黒の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ武田軍と越軍の激戦の最さ中なか、老いた隻せき眼がんの軍師の亡なき骸がらに気づくものは、誰だれもいない。そのような余裕は、この猫ねこの額のように狭せまい八幡原で両軍合わせて三万を超こえる大軍が密集し闘志を剝むき出しにして激突する前代未み聞もんの殲せん滅めつ戦の中では、誰にもなかった。ただ一人を除いて。




　　　　※




　武田信玄と上杉謙信とがともに夜よ霧ぎりに紛まぎれて八幡原へ行軍していたその頃ころ、「霧」の風上である戸隠の山にも、真田忍群が突とつ入にゆうしていた。夜が明け、風下の八幡原では霧が晴れた後もなお、標高の高い戸隠の山中には白い霧が立ちこめていた。八幡原で甲こう越えつ両軍が激突し、兵士たちが倒れていくのと軌きを一いつにして──視界を塞がれた真田忍群の忍しのびが、数に劣おとる戸隠忍群の忍びが、互たがいの秘術を尽つくして相打ちとなり、一人、また一人と倒れていく。

　八幡原の戦せん況きようを窺うかがう余裕は、誰にもない。ただ言えることは、ついに「決戦」がはじまった以上、あと数刻は越軍も武田軍もこの戸隠には来られないということだった。戸隠の真まことのご神体である「石」と「九頭竜」の両神を祀まつる「奥社」と「九頭龍社」は、「龍りゆう窟くつ」とも称しようされる洞窟に隣りん接せつしている。加藤段蔵はこの龍窟に結けつ跏か趺ふ坐ざし、猿飛佐助の襲しゆう来らいを待った。佐助は必ず「地じ雷らい也や」とともに来る。洞窟内の岩がん盤ばんを「地雷火」で吹ふき飛ばし、「石」を埋うめてしまおうとしている。「石」を地下へと葬ほうむり去れば、戸隠忍びは二度と生まれない。北信濃は、人間の国となる。それが、毘沙門天の化け身しんを名乗る上杉謙信を打ち倒すべく、武田信玄が成さねばならないと定めた「道」なのだ。

「石」を守ろうとする者たちと、「石」を葬り去ろうとする者たち。互いに、「力」を持っている。凄せい惨さんな暗闘が、霧の中で続いた。なるべく互いに犠牲者を出さずに穏おん便びんに「仕事」を進めようとしてきた今までの真田忍群とは、まるで違ちがった。一人一殺とも言うべき覚かく悟ごで、道を切り開いていく。戸隠山の要所に配置された砦とりで──宝ほう光こう社、中ちゆう社、火ひ之の御み子こ社は真田忍群の手でことごとく陥かん落らくし、残る砦は天あま照てらす大おお神みかみが籠こもっていた天あまの岩いわ戸とを開いた剛ごう力りきの神・天あめの手た力ぢから雄おの命みことを祀る「奥社」と、天あま津つ神かみよりも国くに津つ神かみよりも古き戸隠の地主神・九く頭ず龍りゆうの大おお神かみを祀る「九頭龍社」だけとなった。城にたとえれば、この二つの社やしろが、本丸に当たる最終拠きよ点てんである。

「この洞窟の奥に、信玄が目指す『石』が──ご神体がある。地雷火で洞窟を埋めたところで、『石』が砕け散らぬ限り九頭竜が目覚めることはない。だが、戸隠山の『霊れい山ざん』としての歴史は、終わる。俺は俺の魂たましいを戸隠に縛しばり付けてきた『石』を憎にくみ続けてきたが、武田信玄に『石』を、戸隠を奪うばわせるわけにはいかん。『石』は、俺たち戸隠忍群のものだ。武田のものではない！」

　真言を唱え続ける加藤段蔵が籠もる洞窟の入り口に、霧隠才蔵は立っていた。

　もう、何時間になるだろうか。

　寝しん食しよくも忘れ、五感のすべてを断ち切って、「霧隠の術」を放ち続けていた。戸隠山から飯縄山にかけての山々のことごとくを、霧で覆おおい隠かくすために。少しでも気を抜ぬけば、「力」が暴発して才蔵の五体は飛び散ってしまう。鼻からは、多量の血が溢あふれていた。才蔵は深夜から、本来の限界を超こえた規模で「力」を用いている。それでも彼女が生きていられるのは、洞窟に籠もる加藤段蔵が唱える真言が才蔵の「力」を増ぞう幅ふくしているからである。

「……わが霧隠の術も、そろそろ限界だ。あと半はん刻とき、保もつかどうか……どうしても、失いたくはなかった。わが一族は異い端たんを信しん仰こうする異教徒として狩かられ続け焼かれ続けてきた。ジパングを侵しん食しよくしようとしているバチカンの宣教師どもに、一神教に取りつかれたあの狭量な偽善者どもに、『神はキリシタンの神だけではない。ジパングの山々に、異なる神はおわす。人間の頭が生みだした観念の神ではなく、自然神そのものが』と、どうしても知らしめたい。私はそのためならば、ここで倒れても構わない！」

　もはや限界が近づいていた。太ふと股ももががくがくと震ふるえる。立っていられない。「五感断ち」を貫つらぬく集中力すら、薄らいでいた。

　白い霧の彼方かなたに、影かげが見えた。

「才蔵どの。ここは南蛮でも仏蘭西でもござらん。日ノ本にござる。この山々と大地と海とに神がおわすことは、日ノ本の人間ならばみな身体からだで感じて知っているでござるよ。才蔵どののようなめんこいお方が──人間が、『石』のために死ぬなど、無む駄だでござる」

　その少女の声に、才蔵は聞き覚えがあった。ともに戸隠で出会い、「石」の力を浴び、術に目覚め、修しゆ行ぎようし、そして人里に下りるか否かで対立して袂たもとを分かってしまった、妹のような存在だった。

「……佐助……来て、しまったのか」

「中社の三本杉すぎを焼き払わずに結界を突とつ破ぱするのに、少々、骨が折れたでござるよ。謙信どのと信玄さまの二人にとっては、思い出深いご神木でござるからな。拙せつ者しやと才蔵どのにとっても。うきゅきゅ」

　佐助以外にも、人の気配があった。霧に覆われて、顔は見えない。真田忍群の最後の切り札──地雷也か、と才蔵は気づいた。

「地雷也どの。『石』は、奥社と九頭龍社に連なる洞窟に鎮ちん座ざしているでござる。才蔵どのと仲直りしたら、すぐに案内するでござる。下がっているでござる」

　甘い南国の匂におい。佐助はどうやらバナナをほおばっているらしい。相変わらず人を食っている、と才蔵は思った。

「佐助。闘気も殺意も持たずに、私の前に現れたことを後こう悔かいするがいい。断じて、洞窟には立ち入らせぬ。お前を斬きってでも、『石』は、守る」

「才蔵どの。もう、霧に隠れて引きこもるのはやめるでござる。拙者とともに、真田の庄しようで人間として暮らすでござる。『石』で九頭竜を封ふうじ続けて、それで朽くち果ててしまっては、なんのために生まれてきたのかわからぬでござるよ。才蔵どのは──それほどに『神』が見たいのならば、九頭竜が駆けるさまを、その目で見てみたくは、ないでござるか」

「それが武田の考え方なのだ、佐助。みだりに封印から九頭竜を解き放てば、信濃は滅ほろぶ。下手をすれば日ノ本そのものが……戸隠の『石』に力を与あたえられたものは、『石』を守り、九頭竜よりこの国を守護せねばならない。われらが与えられた力は、祝福であり、同時に、呪じゆ詛そだ。この大地そのものを、自然そのものを、人間は止められはせぬ。そのようなこと、人にできるはずがない」

「たしかに、人の力だけでは無理でも……でももしかしたら、あの二人ならば止められるかもしれぬでござるよ。賭かけてみるでござる」

「……私をどうしても戸隠から連れ出すつもりか、佐助！　もう、やめてくれ……！　私は人間の世界になど、もう、戻もどりたくはないのだ！　英仏百年戦争でわが始祖が異端としてルーアンで火か刑けいに処されて以来、わが一族がどれほど長きにわたって教会に異端として弾だん圧あつされ、拷ごう問もんされ、犯おかされ、殺されてきたか、お前は知らない！　『石』のもとこそが、私にとって最初で最後の安住の地だ！　ジパングで、ようやく見つけたのだ……！　私を罰ばつさぬ神、私を犯さぬ神を、だ！　邪じや魔まをするな。私の心を乱すな……！」

「真田の庄には、南蛮人も異端もキリシタンも山の民たみも猿えん人じんもないでござるよ。すべての人間は、等しく、人間として生きられるでござる。しかも、人々を束ねながら同時に魂を縛り付ける『神』に頼たよることもなく。幸隆どのは、そのような公く界がいを築くために、『人間の王』たる信玄さまに賭けたでござる。信玄さまが──御屋形さまが毘沙門堂から謙信どのをどうしても引っ張り出して人間の世界へと連れ出したいお気持ち、佐助にもわかるようになったでござる」

　才蔵は、佐助の影へと向けて、十字手しゆ裏り剣けんを放っていた。が、当たらない。心が、乱れている。「石」から解放されたい、という言葉にならない叫さけびが、才蔵の手裏剣術の精度を狂くるわせていた。佐助の影が、「猿飛の術」を用いて、まったく読めない軌道から接近してくる。右へ。左へ。上へ。下へ。速い。猿飛佐助が「本気」を出して跳とぶ姿を、才蔵は、この時はじめて見た。いや、肉眼で見ることはできない。肌はだでその気の流れを感じるので、精せい一いつ杯ぱいだった。来る。才蔵は跳んだ。しかし白い霧の中に、ついに佐助にその身体を捕とらえられていた。

「とうとう、つかまえたでござる。鬼おにごっこは、これでおしまいでござる。拙者とともに、真田の庄へ参るでござるよ。『石』から自由になってしまえば、もう忍びなど、引退しても構わぬでござる。また、姉妹しまいとして暮らすでござる──戸隠ではじめて出会った時のように」

「……佐助。私は」

　才蔵が、佐助に返事をしようとしたその時。

　才蔵を抱だき留めるために宙で静止していた佐助の胸を、加藤段蔵が投とう擲てきした棒手裏剣が貫いていた。

　才蔵の「霧隠の術」が途切れたことに気づいた加藤は、「ここで結界が破られては戸隠が滅ぶ！」と鬼の形相で洞窟の奥から入り口まで「鳶とびノ術」を用いて瞬しゆん時じに飛んだ。白い霧の中に、才蔵と佐助らしき影を見た。なにを語り合っているのかまでは、聞こえなかった。「霧」が、邪魔をした。才蔵は身じろぎひとつせず、すでに「力」を放っていない。ついに結界を突破した佐助が「猿飛の術」を用いて跳ちよう躍やくし、力を使い果たした才蔵を刺さしたのだと、追い詰つめられていた段蔵は誤解した。思考している猶ゆう予よなど、なかった。忍びとしての本能が、瞬時に、棒手裏剣を投擲させていた。無駄だ、佐助に当たるはずもない、と段蔵は思った。が、その思考よりも速く、腕うでが動いていた。その一投が、宙に静止していた佐助の胸に、致命の一いち撃げきを与えていた。

「佐助!?」

「……ほんの一瞬。才蔵どのに、どうやら、心を奪われてしまったでござる……山やま猿ざるの拙者としたことが……うっかり、人間の乙女おとめになってしまったでござる。いやはや、命取りでしたなあ。にん、にん、でござるな」

「待て。佐助。行こう。真田の庄へ、行こう。ともに、人として生きよう！　私は……」

「……『姉者』……小猿を……よろしくね……うきゅきゅ」

「瞼まぶたを閉じるな！　佐助！」

　この瞬間。

　猿飛佐助の命は、戸隠に散った。




　霧が、晴れはじめていた。

　加藤段蔵には、なにが起きたか、しばし理解できなかった。

　佐助ほどの術者が、あのような挨あい拶さつ代わりの手裏剣をむざむざ急所に受けて、絶命しているとは。

　しかも才蔵は、佐助に空中で捕らえられていたにもかかわらず、傷ひとつ負っていなかった。

　息絶えた佐助の身体を背負いながら、加藤段蔵の前へと、才蔵は舞まい降りていた。

「……俺はいったい、なにをしたのだ。才蔵。俺はもしかして、うぬと佐助とが和解を果たしたその瞬間に……」

「カトー。悔くいても、仕方のないことだ。忍びは、敵を殺すために術を磨みがくもの。だが、願わくば、佐助ではなく私の心臓を貫いてほしかった……佐助に抱き留められたその時、私は貴様を裏切り、戸隠を裏切っていた。私はすでに、抜け忍にん、だ……」

　私を殺すか、と才蔵は問うた。人の世を捨てて戸隠に籠もってきた自分を人間の世界へと連れ出すために戦い続けてきた妹分の亡なき骸がらを、背負いながら。なぜ物言わぬ「石」などのために佐助を失わねばならなかったのだ、私はジパングまで流れてきていったいなにをしていたのだ、と言いしれぬ悲しみに打ちひしがれながら。

「いや。去る者は追わず、それが俺の主義だ。貴様こそ、俺を殺さぬのか。俺は、佐助を殺したのだぞ」

「……そのようなことをして喜ぶ佐助ではない。戸隠最強の術を誇ほこる忍びと忍びとが、この最終決戦の場で、『石』を守る洞どう窟くつの入り口で、遭そう遇ぐうした。言葉でなにかを考えるよりも速く身体が攻こう撃げきを繰くり出すのは、当然だ。獣けものが、食べ物を狩るのと同じに。そのように、カトー、お前は己おのれの心身を鍛きたえ上げてきた。忍しのびの世界に生きた者の宿命だ……ただ……私が、白い霧きりで己を覆い隠してなければ、佐助は、死ななかった」

　そうか。ならば詫わびる暇ひまはない、俺は俺の「世界」へと戻る、と加藤段蔵は呟つぶやき、才蔵に背を向けていた。

「霧は晴れた。しかし、もう一人の忍び……地じ雷らい也やの気配が消えている。洞窟へと乗り込み、『石』に迫せまっている。だが、洞窟の内側は暗黒の迷路だ。佐助抜きでは到とう達たつできまい。俺は、ただちに『石』のもとへと再び飛ぶ」

「地雷也を討うつのか。最後まで『石』を守り、『石』に殉じゆんずるのか、カトー」

「すぐにわかる。才蔵よ。この失態は、必ず埋うめ合わせる。貴様への借りは返す。今すぐにな。行け。ここはもう、お前の住むべき『世界』ではない。人に、戻れ」

　白眼のほとんどない「目」で、加藤段蔵は暗黒の洞窟内部を見通していた。白い霧の中では、視界が塞ふさがれる。だが、闇やみは、加藤段蔵の世界である。自在に駆かけることができる──。

　加藤段蔵がなにを成そうとしているのかわからずに立ち尽つくす才蔵を置いて、加藤は、飛んでいた。

　地雷也は、いた。

　真田忍群がその正体を秘ひ匿とくし続けてきた、真田最強の忍び。

　南蛮渡と来らいの爆ばく弾だん「地雷火」を操り、九頭竜を封じていた砥石城に地じ震しんを起こして、ついに武田信玄が二度までも敗れた村上義清を倒たおした、伝説の忍者。

　だが、その地雷也は、暗黒の洞窟の迷路の中に倒れ、「地雷火」を片腕で抱かかえながら惨みじめに這はいずっていた。

　見えないのだ。その忍びは、盲めしいていた。佐助の道案内がなければ、この、蝙こう蝠もりでさえ自在に飛ぶことも叶かなわぬ迷宮の中を歩いて進むことすらできないのだ。この洞窟内では、銅どう鐸たくに遮しや蔽へいされながらも「石」が放つ力が、わずかに漏もれている。その力が、蝙蝠の感覚すらをも狂わせる。盲もう目もくの少女が、まっすぐに進めるはずがなかった。

　加藤段蔵は、「うぬが地雷也だったのか……!?」と声を失っていた。

「武田信虎と村上義清が攻せめ滅ぼした、かつての望もち月づき家の姫ひめか……望月千ち代よ女めか!?　家も家族も領地もなにもかもを失いながら、信玄のもとで零れい落らくしながらも生きながらえ、盲目の歩き巫み女こになっていたのか？」

　望月千代女。信濃に暮らす誰だれもが憧あこがれてやまなかった美しい姫だった。ちらりと彼女の姿を見かけたにすぎない段蔵ですら、心を焦こがしたことがあった。今もその美しさは変わってはいない。望月家が滅び去るとともに、その消息は途と絶だえていた。しかし、千代女は生きていた。かつて望月家の分家筋にすぎなかった真田家に仕える忍びにまで、身を落としていたのだ。

「貴様ほどの名門の姫が。なぜおめおめと生きながらえ、盲目の忍びなどになった!?　なぜだ!?　答えよ、望月千代女！」

「死にたく。死にたくなかったのです。人として生まれてきた以上は、なにかを成し遂とげるまでは、生きたかった……！　でも……もっと。もっと洞窟の奥まで進まなければ、『石』にもっと近づかなければ、『石』を遮蔽している銅鐸を取り去らねば、地雷火は効かないのです。もう……佐助どのがいない今……私自身が『石』に辿たどり着く以外に、使命を遂すい行こうする道は……」

「そうか。うぬは『石』の光を浴びて、視力を失ったのか!?　真田の『双ふた子ご』は肌の色を失い、俺は白眼を失った。うぬは、瞳ひとみを壊こわされたか。その視力と『力』とを、等価交こう換かんしたのか……！」

　光を浴びた瞬間に死ぬ者もいる。力に適応して、かつ、なにも欠損しない者もいる。猿飛佐助や霧隠才蔵は、そうだった。だが、力を取り込む代わりになにかを失う者もいる。段蔵自身がそうだった。眼球のうち、黒い瞳のみが肥大し、人ならざる面相となった。しかし望月千代女は、視力を完全に失っていたのだ。




　かつて、武田信虎が諏訪・村上と連合して佐さ久くを攻め滅ぼした時。

　佐久に割かつ拠きよしてきた三大国こく人じん衆──望月家、海うん野の家、根ね津づ家は、ことごとく没ぼつ落らくした。

　信濃佐久の「姫」から「没落した素す浪ろう人にん」へと転落した望月千代女が選べる道は数少なかった。蝶ちようよ花よと育てられてきた千代女に、武将働きなどできるはずがない。が、歩き巫女という名の遊女として生きる道も、お姫さまとして育てられた千代女には到底受け入れ難がたかった。そんな恐おそろしい苦界を生きられるとはとても思えなかった。死んでしまったほうがましだった。なにも選べず、なにもできない。己の無力に泣きながら信濃の山に隠かくれ、餓うえに苦しんでいた千代女のもとに、「運命」の転機が訪おとずれた──やはり旧領を武田信虎に奪うばわれた真田幸隆が、

「あなたはまだ幼い。可能性はある。もしもあなたがもういちど『何者かになりたい』ならば、戸隠の『石』に挑いどんでみてはどうかしら？」

　と勧すすめてきたのだった。

　武家として生き抜ぬく力はない。ならば忍びとして、と幸隆が救いの手を差し伸のべてきたのである。むろん、無条件で救われる道ではない。失敗すれば、最悪の場合、死ぬ。

「失敗した者も多い。でも、わが『双子』の娘むすめたち。そして根津甚じん八ぱちと海野六ろく郎ろうは、賭けに勝って戸隠忍びの『力』を得たわ。ただ、わたくしの娘たちは肌の色を失ってしまった。体力も……あまりにも危険が大きすぎるから、無理にとは言わないけれど」

「……『力』は、欲しいです。でも『力』を得たとしても、その『力』をどう使えばいいのか、なにをなせばいいのか、愚おろかな私にはわかりません……それに……『石』の試練に、勝てるはずが、ない……私には、そんな勇気も運も……」

「試練に勝てば、あとはあなた自身の好きにすればいいのよ。使い所を求めているのならば、わたくしとともに乱世を終しゆう焉えんさせる『人間の王』たるお方のもとに参りましょう。そして、ともにこの信濃に公く界がいを作りましょう。山の民たみも農民も武家もともに共存できる公界を──いずれ、佐助がそのお方を見つけるはず。必ず、『機会』が来るはず」

「……そんな偉い大だいなお方が、この乱世に、いるでしょうか？」

「きっと。わたくしの、愚かな夢にすぎないのかもしれないけれど……わたくしたちが、『人間の王』を守り、育て、勝利させるの」

　千代女は、「人としてなにごともなせないまま怯おびえて死んでいくのはイヤ。せめていちどくらいは、なにかに挑ちよう戦せんして、戦って死にたい」という想おもいとともに、勇気を振ふり絞しぼって「石」に挑戦した。

　そして、永遠に視力を失った。千代女の世界は、闇に閉ざされた。しかも、それほどの犠ぎ牲せいを払はらっていながら、ほんの小さな炎ほのおを点ともすという弱い弱い「力」しか、手に入れられなかった。こんなちっぽけな「力」では、なにもできない。この目は、なにも見えない。私は忍びとしても、なんの役にも立たない。誰の役にも立てない。結局、なにごともなせない……いっそ死んだほうがまだましだった、と千代女はまた泣いた。「大きな代だい償しようを支払わせてしまって、ごめんなさい。でも、あなたが得た『力』は、誰よりも大きな『力』よ」という幸隆の慰なぐさめの言葉も、絶望の淵ふちに沈しずんだ千代女には届かなかった。

　だが。

　真田幸隆が「人間の王」として選んだ主君──望月家を滅ほろぼしたあの武田信虎の娘・武田晴信は、そんな千代女を温かく迎むかえてくれた。幸隆が「最弱に見える彼女こそ、真田忍群が誇る最強の忍び、すなわち、日ノ本最強の忍びになれると保証いたしますわ。望月千代女こそは、必ずや信濃平定を成し遂げてくれる者」と千代女を強く推すい薦せんしたが、その必要もなかった。

「……望月の姫。父上を、赦ゆるしてほしい。あたしは望月家を再興すると約束するわ。だから……『自分にはなにもできない』だなんて、二度と言わないで。できるわ。あたしたちは、ただ怯えて泣くためにこの世に生まれてきたのではない。あなたはきっと、大事を為なせる。戦いましょう。あたしとともに戦いましょう。あなたはこれより、武田家の家族よ」

　望月千代女は、「父を追放した野望の女」と怯えられ罵ののしられていた武田晴信が、ほんとうはどのような人間なのかを、この時はじめて知った。この人は、ずっと父親からその武将としての素質を、能力を、才能を否定されてきたのだ。だから、けんめいに、戦っているのだ。ほんとうは、とても優やさしい人なのだ。「このお方のためならば、戦って死ねる」と思った。私の「生きた証あかし」を、このお方のために、遺のこして死ねる、と──。




「……人として、か……戸隠の『石』を葬ほうむるために地雷火を運んで死ぬ、それがうぬの『生きた証』だとでも言うのか。死ぬために、生きてきたか。これほどに苦しみながら、恥はじを忍んでまで。憐あわれな女よ」

「……幸隆さまは、そして信玄さまは、零落してしかも盲いた私を迎え入れて、生き場所を与あたえてくださいました。この使命を成し遂げて、死にます！」

「止まれ。止まらねば、このまま頭を踏ふみ潰つぶす」

「……お断りします」

　段蔵は、なおも這って洞窟の先へと進もうとあがく千代女の後頭部を容よう赦しやなく踏みつけていた。うっ、と悲鳴が漏れた。顔面を岩の上に押しつけられた時に、脳を揺ゆらされたらしい。

「鼻から血が溢あふれているぞ。顔が血まみれになったな。しかし、それでもなお、うぬは美しい」

「う、う、う……」

「うぬの『地雷火』の火力如ごときでは、あの『石』は破は壊かいしきれぬ。落らく盤ばんを起こし、洞窟を塞ぎ、『石』を地中に埋めることしかできぬ。それでは意味がない。火薬の量が、足りぬ。うぬは、道どう化けだ。たとえ使命を遂行できたとしても……それはどこまでも、無意味で、無む駄だな死だ」

「……それは……『石』が封ふうじている九頭竜を、地ち龍りゆうを、完全に目覚めさせぬためです」

「それが無意味だと言っている。武田信玄よ。貴様は、用心深すぎる。猿飛佐助や地雷也を、その程度の使命のために死地へ送るなど、俺は認めん。『神』を乗り越こえてみせるというのならば、『神』を目覚めさせてみせよ！　上杉謙信を毘沙門天の高みから引きずり下ろすというのならば、堂々と地龍を駆り立ててみせよ！」

「……まさか。あなたは」

「地雷也。いや、望月千代女。望月家の麗うるわしき姫よ。うぬには、『石』を完全には破壊できぬ。地雷火は、俺がいただく。うぬは、才蔵とともに去いね。うぬらは知らなかっただろうが──『鳶とびノ術』には、このような使い方もある」

　加藤段蔵は千代女が抱えていた地雷火を容赦なく奪い取ると同時に、千代女の身体からだをもう一方の長い腕うでで高々と掲かかげていた。そして、掌てのひらで突ついた。触ふれずして、千代女の身体を、洞どう窟くつの入り口へと向けて飛ばしていた。

「行け。そして、生きよ。才蔵が、うぬの身体を拾い上げるだろう」

　ついに黒一色となった目から、血が溢れていた。

　その血が赤いのか黒いのかすら、闇の中では、わからない。

　段蔵は千代女と真逆の方向へ──洞窟の最さい奥おう部へと、飛んでいた。

　そこは、「石」を守っている神域。

　巨きよ大だいな銅鐸が、「石」を遮蔽している。

　段蔵はその銅鐸を、手刀で両断していた。

　いにしえの時代に天から飛来せし、星の欠片かけら。

「石」が顕あらわになり、青白い「光」が段蔵の全身を貫つらぬいていた。

　体内で、全神経を集中させて制せい御ぎよしていた「力」が暴走しはじめていた。

　全身の血が、沸ふつ騰とうするかのように熱くなっていく。

　加藤段蔵に、死が、迫せまっていた。

「フハ。フハハハハ！　望月の姫よ。この地じ雷らい火びにうぬが着火せずともよいのだ。わが『鳶ノ術』が破れた時、俺が放つ『力』が限界を突とつ破ぱした時、俺の五体ははじける。俺は、俺が抱いだく地雷火とともに爆はぜる。地雷火の火力にわが五体が爆ぜる力が加われば、この巨大な『石』そのものを、粉々に破壊できよう──」

　俺は今、「石」の呪じゆ縛ばくから解き放たれる、と段蔵は思った。

「上杉謙信よ。そして武田信玄よ。俺は今、わが命と引き替かえに戸隠の『石』の封ふう印いんを壊し、地龍を──九頭竜を駆かる。荒あれ狂くるう九頭竜を止められるか。止められねば、信濃も日ノ本もことごとく滅び去るだろう──天と地の狭はざ間まで戦う、気高く美しき姫たちよ。女たちよ。止めてみせよ。戸隠に魂たましいを縛しばられてきたまつろわぬ者どもの怨おん霊りようと、そしてこの俺の怨念とともに、九頭竜を鎮しずめてみせよ！」




　加藤段蔵の肉体が地雷火とともに地の底で爆ばく発はつ四散し、戸隠に「終焉」が訪れたその時、霧隠才蔵は、

「待て、カトー！　由利鎌之介は、謙信を倒たおしに川中島へ向かったのだぞ！　飯綱の術は、誰だれにも破れぬ！　数えきれぬほどの飯綱を操って狙ねらった人間を襲おそわせ絶命させる、最悪最さい凶きようの呪術だ！　たとえ謙信といえども無数の飯綱には勝てない。一いつ瞬しゆんのうちに骨だけにされてしまうぞ！」

　と叫さけび段蔵を追いかけようと洞窟へ飛び込んでいたが、段蔵が望月千代女の身体を「鳶ノ術」を用いて飛ばして来たために、千代女を抱だき留とめねばならなかった。間に合わなかった！　と才蔵は歯ぎしりした。

「カトーは、上杉謙信があの由利鎌之介に勝てると信じていたのか!?　たとえ飯綱の術をかいくぐることができたとして、どうやって九頭竜を鎮めることができるというのか!?」

　しかし才蔵は、千代女を生かして戸隠から出さねばならなかった。もう、加藤段蔵はことを「成した」。手て遅おくれなのだ。せめて、千代女だけでも。この、戦国乱世に翻ほん弄ろうされて盲もう目もくの歩き巫み女こにまで零れい落らくした姫ひめだけでも。

「さらばだ佐助。お前を、真田の庄しようへ運んで葬ってやりたかったが……山やま猿ざるは山に還かえるだけでござるよ、と笑っているのだろうな、お前は」

　洞窟の入り口に寝ねかせた佐助の亡なき骸がらに別れを告げ、崩くずれ落ちはじめた山々の狭間を跳ちよう躍やくしながら、才蔵は見た。

　九頭竜の、目覚めを。

　キリストの神とは異なる、自然の神。大地の神。

　山脈を揺らし、大地を飛び跳はねさせ、川を溢れさせながら、巨大な龍が縦横に駆ける姿を。

「……そうか。われらが生きるこの世界そのものが、巨大なひとつの命であり、神そのものなのだ。大地は、荒あらぶる神の背中なのだ……！」

　才蔵に抱きかかえられた千代女が、「……目覚めて、しまいました。誰かが九頭竜を鎮めねば、川中島で戦う甲越両軍の人々は、みな死んでしまいます……！」と涙なみだ混じりの声をあげていた。




　　　　※




　戸隠の地底を震しん源げんとした甚じん大だいな規模の地揺れ──破局的な地震が北信濃一帯を襲ったのは、山本勘助が戸隠から押し寄せる「爆音」を感知して武田軍の勝利を確信し、息を引き取った直後のことだった。「戸隠の『石』を地雷火で封ずる」という作戦を立てた武田信玄はもちろん、山本勘助も真田幸隆も誰も想定していなかった事態が、起きた。己おのれの命と引き替えに信濃の九頭竜を解放せんとした加藤段蔵の怨念か。あるいは己の魂を戸隠から解放したいと願った加藤段蔵の「救済」を求める叫びか。戸隠の「石」と諏訪の「御み柱はしら」とに急所を封じられ、長い長い時間眠ねむり続けていた九頭竜は──日ノ本の大地を糸いと魚い川から駿河湾わんへかけて南北に縦断している龍は、目覚めた。

　上社・下社両社の御柱をもって九頭竜を鎮めるべき諏訪家はすでに武田家に組み込まれ、戸隠の洞窟に鎮ちん座ざしていた「石」は今、加藤段蔵の肉体とともに砕くだけて散った。

　善光寺平にも。

　そして、越軍と武田軍が早朝から壮そう絶ぜつな死し闘とうを繰くり広げていた川中島・八幡原にも。

　龍は、奔はしった。

　死の間ま際ぎわ、もはや視力を失っていた山本勘助は、まだ武田信玄の宿星──羅ら睺ごうの星の運命が変転していないことを見ることなく、逝いったのだ。

　八幡原の大地は、龍が息い吹ぶくかの如き勢いで飛び跳ね、上下に揺れ、恐きよう怖ふに嘶いななく馬の背中から次々と武士たちを振り落としていた。

　長なが槍やりを構えた足軽たちももはや大地に立ち続けることは叶かなわず、そのことごとくが転がるように崩れ落ち、倒れ込んでいた。

　さらには。

　川中島を挟はさんでいる二本の河が。

　犀川が。

　そして千曲川が。

　激流となって溢れかえり、八幡原の戦場へと流れ込んできた。

「じっ……地震だ……！」

「川が。犀川が、まるで、龍の如く……！」

「われらを、飲み込もうとしている！」

「これは神か。神の怒いかりか!?」

「信濃の神々が、われらを滅ぼそうとしているのか!?」

　武田家と上杉家。運命に引き寄せられるかのように、互たがいに一歩も譲ゆずらぬ覚かく悟ごで正面から激げき突とつした前代未み聞もんの総力戦。果てしなく続く消しよう耗もう戦。殲せん滅めつ戦の末に、全軍の八割近い将兵が負傷し、疲ひ弊へいしきっていた。討うち死にした者の数はすでに、数千を超こえていた。あるいは、万に及およんでいるかもしれなかった。

　越軍も。

　武田軍も。

　人馬ともに、この激震する大地と氾はん濫らんする川を前には、進むことも退ひくこともできず。

　もはや人々は誰も、合戦を継けい続ぞくすることができなかった──。

「目覚めやがった……！　龍を、駆りやがった！　オレたち人間の命など、この日ノ本の大地そのものから比べれば、虫けらのようなものだ……！　だが！　越軍を撤てつ退たいさせたくとも、馬が言うことをきかねえ！　てめえの足で大地に立ち、進むこともできねえ！　その上、今や漆しつ黒こくの濁だく流りゆうと化した犀川は地じ獄ごくへの三さん途ずの川だ！　善光寺に待たせてあった直江の旦だん那なも、これじゃ謙信を迎むかえに来られねえ！」

　宇佐美定満も。

「邪じや魔まをするなああああっ！　武田信玄の首までは、あとわずかなのだあああっ！　馬よ、進めっ！　進まぬかあああっ！　たとえ信濃の神であろうとも、謙信の志の邪魔はさせんっ！　俺の夢を……地揺れ如きが……鉄てつ砲ぽう水みず如きが……鎮まれ、鎮まれええええっ！」

　長尾政景も。

「……これは……軍師どのが予定していた作戦の結末とは、違ちがう……なぜ？　『石』そのものが破壊されてしまったというのか……？」

　馬場信房も。

「逃にげましょう！　ああっでも、もう、一歩たりとも動くことができません！　みな疲弊し、傷つき、その上にこの激震では立ち続けることすら……！」

　高坂弾正も。

　馬上で兵を率いる将兵たちはみな狂きよう乱らんして躍おどり続ける馬の手た綱づなを引き絞しぼり、振ふり落とされぬように踏ん張るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　自らの足で大地に立っていた足軽たちはことごとく、崩れた。地に倒れ伏ふしていた。

　ほんの一瞬のうちに、八幡原に展開していた「鶴かく翼よく」も「車くるま懸がかり」も、ともに事実上消滅していた。

　主君の未来を切り開くために。四度にわたる川中島での輪りん廻ねとも言うべき因いん縁ねんを断ち切るために。彼らは、自らの命を投げ出して戦ってきた。討ち死にを遂とげるために、戦ってきた。その合戦に決着をつけることもできず、勝敗を明らかにすることもならず、このようなかたちで濁流に──われら人間の意志を超ちよう越えつした「自然」にことごとく飲み込まれて死ぬのは無念である、と誰もが歯ぎしりし、血けつ涙るいを流した。あたかも、甲越の両軍が遺い恨こんを抱いて信念と信念をぶつけ合うために激突したこの戦いなど、悠ゆう久きゆうの時を黙だまって見てきた大地にとってはまるで「無意味」にすぎない、と告げられたかのようだった。

　すでにすべての旗本衆を最前線へ放って本ほん陣じん内で影かげ武む者しや・逍遥軒信廉と二人きりになっていた武田信玄は、この時、泰たい然ぜん自じ若じやくとして床しよう几ぎの上に腰こしを下ろし、「次郎。勘助。山は動かぬ」と唇くちびるを嚙かんでいた。

「鎮まれ。信濃の神よ。龍よ。鎮まれ。何なん人ぴとたりとも、あたしと謙信との戦いの邪魔はさせぬ。この一戦に、うぬが口を挟む資格などない！　人間の世が来たことを、必ずや知らしめてみせる──！」

　その信玄の声に、呼応したかのように。

　崩ほう壊かいして「円」の陣形を完全に喪そう失しつしつつあった越軍の中央に一人きりとなっていた上杉謙信は、自ら跨またがっていた愛馬「放ほう生しよう月つき毛げ」の首をそっと抱いて、囁ささやいていた。

「恐おそれないで。武田信玄へと至る細い道が、今、開けた。わたしとともに、信玄のもとへ。決着を、つける時が来た」

　武田信玄が父親を甲斐から追放したと聞いて「あの女を誅ちゆうする」と遺恨を抱いて以来十年、謙信は「義将」として一いつ剣けんを磨みがいてきた──いや、十年は長すぎる。あるいは七年か、八年くらいだったろうか。

　毘沙門天の化け身しんとして生きてきた、わたしが倒れるか。

　人間の王として生き抜ぬいてきた、信玄が倒れるか。

　決着を、つける。

　その「瞬間」は、今、唐とう突とつに訪おとずれた。

　誰も予期していなかった、激震によって。

　この機会を逃のがせば、二度と、訪れない。

　あるいは──わたしが信玄に倒されたその瞬間に、九頭竜は鎮まるのかもしれない。神は、人間の少女に乗り越こえられるのかもしれない。それでいい。それでもいい。わたしは、信玄を倒すために戦い続けてきた。しかしほんとうは、人ならざる者として生きねばならなかったわたしは、人間に打ち倒されることをこそ心の底で望んでいたのかもしれない。信玄と戦い、一いつ騎き打ちに及び、そして倒されることをこそ──あるいはこれが、恋こいという感情に限りなく近いものなのかもしれない、と謙信は思った。

　謙信は、頭を撫なでられて鎮しずまった放生月毛とともに、龍りゆうの背中の如ごとく揺ゆれ続ける八幡原の大地の上を、駆かけた。倒れ伏している甲越両軍の兵たちを避よけながら、翼つばさが生えているかのように、戦場を自在に駆けた。無人の野を行くかのように。

　誰もが、目を疑った。

「噓うそだろう？　なぜ、駆けられるんだ!?」

　赤備えの騎馬隊を率いて義信のもとに駆けつけていた飯富兵部も、そして突然川中島を襲ったこの激震のおかげで九死に一生を得た義信も、自分を乗せた馬の首を抱かかえて押さえ込むのに必死で、前進などできるはずもない。飯富兵部には、どうしても信じられなかった。白い行ぎよう人にん包づつみで顔を覆おおい隠かくした姫武将がただ一騎で、この揺れる大地を蹴けりながら駆け続けている姿を、呆ぼう然ぜんと凝ぎよう視しすることしかできなかった。

「兵部!?　なぜ走れるんだ、この立つことすらできねえ川中島八幡原の大地の上を、あいつはなぜ、走れるんだ……!?」

「太郎、あり得ねえ！　こんなことが、あるはずがねえ！　この、世界の終わりが来たかのような地獄みてえな地揺れの中であんな真ま似ねができる者は、もはや、人間じゃねえ……！　あいつは、神だ……！」

　義信隊との激戦中に、地震という「水入り」を食らって馬から放りだされ倒れていた本庄繁長の目には、まるで、謙信が自ら人柱となって龍を鎮めるために駆けているように、見えた。「行かないでください！　もう、毘沙門天として生きなくてもいいんです！　謙信さま！」と本庄繁長は、泣いた。この激震にどうしても逆らうことができず、いくらあがいても立ち上がれぬ己の力の至らなさを恥はじながら。

「揺れている。戸隠の山が、妙高の山が、暴れている。信濃の山脈は天の龍であり、山々より削けずり取りし砂を積み上げて川中島を築き上げた千曲川と犀川は地の龍であり、そして──そして、ご主君こそが人中の龍であったのだ。信濃を人間の国に造り替かえようと戦い続けてきた武田信玄が倒たおすべき最後の龍であったのだ。だが」

　逃げに逃げ続けた高坂弾正を追つい撃げきしてついに千曲川を渡と河かし、修しゆ羅ら地獄と化していた八幡原を進軍中にこの地震に遭そう遇ぐうした村上義清もまた、立ち往生する馬の背中を太ふと股ももで締しめ付けたまま、一歩も進めない。

「だが、ご主君。あなたは、人間だ。人間の娘むすめだ。龍として死んではならない。あなたは、武田信玄に、人間の王にただ打ち倒されるために生まれてきたはずがない……！」




　誰だれも謙信に近づくことすらできない騒そう乱らんの中で、ただ一人。

　その「人中の龍」と化した上杉謙信を阻はばむ者が、いた。

　由利鎌之介。

　加藤段蔵ですら手出しすることができなかった、最さい凶きようの飯綱使い。

　彼女は男でもなければ、女でもない。もはや、己が何者であったかを、忘れている。

　加藤段蔵が戸隠の「石」に縛しばられ続けたのと同様に、由利鎌之介は己が体得した飯綱の術に呪じゆ縛ばくされ続けていた。飯綱の術は、禁断の「管くだ狐ぎつね」を用いて人を食い殺させる呪じゆ詛その技。忍しのびにすら白眼視される、凶悪異い端たんの技である。

「……忍び……!?　その、獣けものの群れは」

　片かた膝ひざをついて激震をいなしている由利鎌之介の周囲には、数万匹びきもの「飯綱」が、ひしめいていた。

　これほどの数の飯綱を率いた経験は、鎌之介にもない。おそらくは、飯綱の術の伝承者の誰も、これほどの「呪」を集めたものはいない。すべては、「石」を破壊した加藤段蔵の執しゆう念ねんを奇き貨かとして成したわざだったと言える。

「上杉謙信。さすがだ。きみはこの九頭竜と、一体化している。九頭竜を敵と思っていない。だから、九頭竜が目覚めたこの八幡原を、自在に駆けることができる──でも、加藤段蔵の思い通りにはならない。ボクが、きみをここで打ち倒してあげよう。妙高の山々から、飯綱のことごとくがこの地揺れを察知して下りてきた。ボクとともに。きみを倒すなら、今しかない」

「飯綱の術。忍びの世界からも修しゆ験げん道どうの世界からも、そして密教の世界からも追放され禁じられた『外道の法』か。そなたはなぜ、そのような力を手に入れた」

「生きるために、己おのれの命とそして心を守るために、弱き者はいかなる力にも手を伸のばす。戸隠で『石』の光を浴びる幼子たちが後を絶たなかったのと同じに、きみが毘沙門天の『声』を聞いて神の化身になったのと同じに……絶対的な力を手に入れたボクが今もなおこうして男装していることから察してくれればいい。きみも、毘沙門天の化身となってからもずっと処女を貫つらぬいているのだろう？」

「……それでは、そなたは」

「もうボクの過去を詮せん索さくしている時間はきみにはない。数え切れない飯綱が、瞬しゆん時じにきみの五体を食いちぎり、骨だけにするからね。飯綱たちはこの地揺れの中だって駆けられる。絶対に逃げることは、できない」

「なぜ、わたしを殺そうとする」

「きみが武田信玄と戦おうとしているのと、同じ理由かな。最強の敵を、探し求めてきた。だが段蔵が信濃の山々のすべてから飯綱を追い払はらってしまったがために、ボクの手て駒ごまを圧あつ倒とう的に増やしてしまったがために、この一騎打ち、期せずしてボクの勝ちとなってしまったようだ。人間の娘に還かえるがいい、上杉謙信。ボクが、解き放ってあげよう」

　行っておいで、と囁きながら由利鎌之介が竹たけ筒づつの蓋ふたを開け、「管狐」を放っていた。

　謙信の喉のど笛ぶえを目指して管狐が大地を駆けると同時に、由利鎌之介を守っていた数万匹の飯綱が、いっせいに謙信へと襲おそいかかっていく。

　多数の小動物を用いて人間を呪詛し、襲しゆう撃げきさせ、絶命に至らしめる──山の民たみですら恐れる、忌いまわしい呪術である。

　だが謙信にとっては、飯綱たちも、鎌之介から「呪詛」を与あたえられ続けた管狐も、己を脅おびやかす存在ではなかった。憎にくむべき「敵」ではなかった。愛すべき、山の生き物たちだった。

　由利鎌之介の呪詛に操られ、足あし下もとから登ってくる無数の飯綱たちの、なんと愛らしいことだろう、と謙信は思った。生き物は無む垢くだ。春日山で何度も遭遇した熊くまたちが、無垢であったのと同じに。彼らは生きるために生きている。子を生なすために生きている。死ぬべき時が来れば泣き言を漏もらすこともなく黙って死んでいく。宇佐美定満がわたしに与え続けてくれた物言わぬ兎うさぎの縫ぬいぐるみも、愛いとしかった。だが、ほんとうに愛しきものは、生きた兎であり、生きた熊であり、生きた飯綱たちなのだ──ああ。宇佐美定満は、春日山に閉じこもっていたわたしを教え導きながら、ずっと、このような目でわたしを見守っていてくれたのだ。

　謙信は、身を守ることも飯綱たちを倒すことも忘れた。

　人間はなぜ、この子たちのように、自然のままに生きられないのだろう、と思った。

「怯おびえないで。あなたたち山の生き物はみな、生まれながらに祝福された存在。『人間』の言葉を、呪詛を継つがなくてもいい。それでも──わたしを食い殺したいのならば、山の巣から追われてお腹なかがすいているのならば、わたしの肉を、お食べ。この戦いくさを起こした者は、わたしなのだから」

　飯綱たちの群れの中に埋うもれて消え去るはずだった謙信は、そしてその謙信を守るように背中に乗せている放生月毛は、消えなかった。

　飯綱たちがいっせいに、謙信の身体からだからおずおずと離はなれ、そして、謙信の四方を取り巻いて、揺れる大地の上にひれ伏ふしていた──。

　まるで、自然を、神を敬い、崇すう拝はいするかのように。

　管狐が飯綱を動かしていた「呪詛」の力は、跡あと形かたもなく消えていた。

　管狐は、謙信の肩かたの上に乗っている。

　大地に膝をついて己の「力」をぎりぎりまで振ふり絞しぼっていた由利鎌之介は、そんな謙信を、呆然と見上げていた。

　謙信の身体には、傷ひとつついていない。

　全身の震ふるえが、止まらなくなっていた。敗北の恐きよう怖ふでも屈くつ辱じよくでもない。法ほう悦えつの震えだった。飯綱の術の呪縛から、鎌之介は今、解放されていた。

　飯綱の術は破れた。殺せ。と鎌之介はかろうじて言葉を振り絞っていた。

　しかし謙信は、力ちから尽つきて倒れていく鎌之介を庇かばうかのように、彼女の身体を避けながら再び「前」へと駆けはじめていた。




「忍びよ。わたしを倒すものは、人間でなければならない」




　もう、信玄を目指す謙信を止める者は、誰もいない。

　なおも震しん撼かんし続ける八幡原の大地を、謙信は、突つき進んだ。

　ついに、武田信玄を、視界に捉とらえた。

「行くぞ。信玄の本ほん陣じんが、見えてきた。決着の時だ、放生月毛。ここまでわたしを運んできてくれて、ありがとう──」

　信玄は、逃にげようとしない。

　床しよう几ぎの上に不動の姿勢で腰こしを下ろし、謙信を待ち構えていた。

　目映まばゆい日光が、その信玄の全身を照らしだしている。

　眩まぶしくて、はっきりとは見えない。







　来た。

　上杉謙信が、ただ一騎で、九頭竜の背中をまっすぐに駆けてきた。

　速い。

　まるで、光の如く。

　はじめて出会った時よりも、はるかに美しい。あの白しろ装しよう束ぞくを剝はぎ取れば、そこに、乙女おとめとして成長し成熟した謙信の素す顔がおが、ある。

　武田信玄は、背後に控ひかえている逍遥軒信廉に、

「お前には今までほんとうに助けられてきた、孫六。感謝してもしきれない。しかし、謙信とあたしとの宿命は、一対一で、決着を付けねばならない。絶対に謙信に手を出してはならない。もしも手を出せば、最後に残されたただ一人の実じつ妹まいであろうとも、斬きる」

　と静かに告げていた。

「もう……武田家も、長尾家も、上杉家もない。あたしと、謙信と、いずれが正しかったか。いずれの志が、勝ち残るのか。すべては、今、この時のために」

　信廉もまた、この果てしなく続く揺れの中では立っていることも床几に座っていることもできず、信玄の背後で膝をついてじっと伏していたが、

「……ずっとずっと待っていた相手が、白馬に乗って迎むかえに来てくれたのサ。姉上の、好きにするサネ」

　戦場で影かげ武む者しやを務めている時は無言という決まり事を破って、己の想おもいを信玄に伝えていた。

「次郎信繁のためにも、勘助のためにも、あたしは勝つ。必ず、謙信を打ち倒し、乗り越こえてみせる……！」

　上田原であの村上義清に本陣を襲撃された時、信玄は恐怖で身体がすくんで軍配を取ることができなかった。

　今、もはや目と鼻の先まで迫せまっている龍りゆうは──上杉謙信の「武」は、その村上義清をもはるかに凌りよう駕がしている。上杉謙信は、人間として武将が到とう達たつできる武の限界を超こえた高みにいる。今、この八幡原に展開している者は誰一人、二人のもとへはせ参じることすらできない。ただ一人、武田信玄だけが不動の姿勢で床几に座り、そして上杉謙信だけが馬を駆かり太た刀ちを抜ぬいて信玄が待つ本陣へと突とつ進しんしていた。「風林火山」の軍旗が、倒れた。謙信を乗せた放生月毛が、踏ふみ倒していたのだ。信玄が予測したよりもはるかに速く、放生月毛は謙信を信玄のもとへと到達させていた。まるで、九頭竜の背中に乗って滑すべり落ちてきたかのような信じがたい加速度だった。

「──武田信玄！　これ以上八幡原に両軍が留とどまっていれば、みなことごとく濁だく流りゆうに飲み込まれて死ぬ！」

「……この戦は、最後まで川中島に留まった者の勝ちだ、謙信。あたしは、骸むくろになろうとも絶対に退ひかぬ」

「ならばこの戦、ここで終わらせる！　そなたの命か！　わたしの命か！　いずれを九頭竜が持っていくかは──」

　馬上で謙信が、「小豆あずき長なが光みつ」を抜き放っていた。

「謙信！　それは、われらが決めること！」

「もはやわれら二人の戦いに『不殺』はないぞ、信玄！」

　見えない。謙信の剣けんさばきが、見えない。

（これが、謙信の「本気」の一撃か!?）

　信玄は、驚きよう愕がくしていた。

　謙信に一いつ騎き打ちで勝つには、謙信が放つ最初の「一撃」を命がけで受け止めて、「後の先」を取るしかない。信玄は考えに考えた末、そう結論を出していた。しかし、謙信の「一撃」は、あまりにも速すぎた。

　信玄は、軍配を手に握にぎりしめると、咄とつ嗟さに己の顔を、そして首を庇った。一度、そして二度と、電撃的な速度で謙信の太刀が打ち込まれてきた。一突きめは眉み間けんを、二突きめは喉のどを、まっすぐに貫こうと襲っていた。その太刀筋は信玄をもってしてもまったく見えない。二度の突きをかろうじて受けきった時、鉄製の軍配には無数の傷きず痕あとがついていた。見えない。防ぎきれたことが、奇き跡せきだった。信繁が。勘助が。守って、くれたのか。そうとしか、思えなかった。到底、反撃など。

　もう、言葉を叫さけぶ余よ裕ゆうは、信玄にも謙信にもない。

　謙信が大上段から振り下ろしてきた三度目の太刀を信玄が軍配でかろうじて受けた時、ついに、軍配は砕くだけ散っていた。

　砕けるはずのない鉄の軍配が。

　星の、欠片かけらのように。

　信玄は、己の宿星の運命を、知った。

　山本勘助が、武田信繁が、なにに抗あらがい、なんのために自らの命をこの八幡原に捨てたのかを、悟さとった。

　瞬間、激痛。

　小豆長光の切っ先が、信玄の肩と首の狭はざ間まへと、食い込んでいた──。

　信玄の首筋から生命の力とともに真っ赤な鮮せん血けつが飛び散り、謙信が被かぶる白い行ぎよう人にん包づつみを真しん紅くに染めていった。

　この時、信玄には──。

　己が、武田家当主・武田信玄であることすら、もはや、わからなくなっていた。

　意識が、遠のいていく。

　ただ。

　太刀も、槍やりも、手にしないままに。

　謙信の白い顔を覆おおい隠かくしている行人包に、己おのれの手を、伸ばしていた。

　行人包に、信玄の指が届いた。謙信は、馬上にいる。届くはずがない。しかし、届いていた。一いつ瞬しゆんの激しい攻こう防ぼうの中、それほどに謙信と信玄の顔と顔とは、接近していた。

　謙信の素顔を、信玄は、間近に見ていた。はじめてのことだった。

「……つかまえた……」

　ああ。美しい。

　あたしが思い描えがいてきたよりもずっと。

　この世の誰だれよりも美しく、誰よりも強く、高潔で、そして、誰よりも孤こ高こう。

　謙信は、信玄の首に食い込ませた太刀をそれ以上押し込むことができず、時が止まったかのように静止していた。

　その真っ白い顔を、信玄の赤い血が覆っていく。

　謙信は──毘沙門天の少女は、親友を殺あやめようと太刀を振るい、そして今、親友の血を──人間の血を、浴びた。

「……しん、けん……ちゃん」

　赤い瞳ひとみが、濡ぬれている。泣いているのか、けんしん。なぜ泣く。戦いは、あなたの勝ちだ。だが──。
















　信玄は、薄うすれ行く意識の中で、訴うつたえようとした。

　あなたは、神ではない。

　毘沙門天ではない。

　あなたは、あたしと同じ、人間の少女だ──ただ、父親の愛情を求めて泣き叫びながら必死で生き続けてきた、人間の少女……。

　あなたは、この天と地のもとに、一人ではない……。

　あたしが、いる。

　謙信の太刀が信玄の首を捕とらえ、信玄の震える指が謙信の行人包を剝ぎ取ったこの時。

　謙信が信玄の返り血を浴びて（わたしはいったいなにをやっていたのだ。わたしは、たった一人のお友達を、この手で殺そうと……）と自らが毘沙門天の化け身しんであるという物語から脱だつしたかのように震えはじめ、涙なみだを流した、この時。

　大地の震動が、まるで幻まぼろしだったかのように、静止していた。

　千曲川と犀川の氾はん濫らんも、ぴたりと止まった。

　あれほどに暴れ狂くるっていた九頭竜が、二人の姫ひめ武将が流した血と涙に呼応したかのように、鎮しずまっていた。

　しかし──九頭竜が、神が止まると同時に。

　越軍兵と、武田兵が。

　人々が。

　再び、槍を握りしめて立ち上がろうとしていた。

　上杉謙信は──毘沙門天は、今、武田信玄の本陣にいる。二人は、一騎打ちに及およんでいる。そして信玄は今や、謙信に首をはね飛ばされようとしている。あとほんのわずか、謙信が太刀を握る手に力を込めれば、それで。

「行けえええええ！　典廏さまに続いて御屋形さまを討うち死にさせるなああ！」

「全軍玉ぎよく砕さいしてでも、御屋形さまを救えええええ！」

「姉上ええええええ！　絶対に、やらせるかあああああ！」

「謙信さまが武田軍に包囲される！　者ども、謙信さまをお守りせよおおおお！」

「なぜ斬らぬ！　あと一押しだというのに、謙信……！　越後を、関東を、放り投げるつもりか！」

「……謙信、お前。敵本陣のまっただ中で……虎とら千ち代よに、戻もどって……これでよかったのかもしれない。だが、このままでは……！」

　謙信は、斬れなかった。信玄の首を、飛ばせなかった。

　そして信玄もまた、ずっと憧あこがれ続けてきた謙信の素顔を間近に見つめながら、震ふるえていた。無防備なまま謙信が自分の懐ふところに飛び込んでいるというのに、武器を取ろうとは、しなかった。

　互たがいの主君の命を救うべく、両軍の将兵たちが四方からいっせいに武田本陣へと向かってくる。

　越軍の兵たちも。武田軍の兵たちも。もはや、我を忘れていた。目の前で、散ろうとしている。二つの巨きよ星せいが、落ちようとしている。風林火山の旗も。毘びの旗も。守らねばならない。戦わねばならない。ついに大地の揺ゆれが止まった今、全軍の将兵たちの戦意は己の生死の意味すら忘れ、涅ね槃はんを越えていた。泣き止やむことなく馬上で嗚お咽えつしている謙信も、その謙信になにごとかを伝えようと失血しながらうわごとを呟つぶやいて指を伸のばし、謙信の血に塗まみれた頰ほおを撫なでようとしている信玄も、この乱戦の中で、ともにここで死ぬだろう。それが、二人の運命だったのだ。殺し合うために。ともに滅ほろびるために。神の化身と、人間の王。戸隠を守護する毘沙門天と、諏訪の血筋を飲み込んだ不ふ動どう明みよう王おう。覚かく醒せいした九頭竜を鎮める「贄にえ」となるために。二人は、この地上で出会ったのだ。

　だが。

　その運命に、断固として抗った者がいた。

　信玄と謙信の一騎打ちをじっと見守っていた逍遥軒信廉が、万ばん感かんの思いを込めて叫んでいた。

「姉上！　謙信公！　ご免めん！」

　信廉は即そく座ざに槍を摑つかみ、謙信が乗る放生月毛の尻しりを槍先で突ついていた。

　放生月毛は一声嘶いななくと、信玄のもとから反転して武田本ほん陣じんを飛びだし、謙信の身体からだとそして命とを守るかのように逆方向へと駆けていた。

　宇佐美定満が、長尾政景が、柿崎景家が、ただ一騎で犀川を目指して駆けていた放生月毛の背後へと追いすがり、かろうじて生き残っていた漆しつ黒こくの越後軍団全員が、放生月毛を先頭に一個の巨大な鋒ほう矢しの龍の如ごとく、八幡原を疾しつ走そうした。誰もが、戦いの果てに疲ひ弊へいしていた。身体に傷を負っていないものは、ほとんどいない。大勢の兵の命が、すでに八幡原に散っていた。真紅の武田軍団が、越軍の犀川渡と河かを阻そ止しせんと「壁かべ」を成して守り抜こうとしたが、すでに彼ら武田軍団の将兵たちもほぼ全員が負傷し、消しよう耗もうしていた。武田軍の死者の数は、もはやどれほどになったか誰にもわからない。乱戦の最さ中なか、濁流となった水に吞のまれた者もいた。八幡原の至るところに、越軍の兵と、武田軍の兵とが、折り重なるように倒たおれている。矢折れ刀尽つきて散っていった兵の数は、両軍合わせて五千か。七千か。あるいは一万か。負傷者は、総兵の八割にも及んでいるだろう。

「……わたしは……わたしは……なんという、愚おろかな戦いくさをしてしまったのだ……どれほどの命が、わたしと信玄との鬼おにごっこのために……この川中島に、消えてしまったのか……」

　溢あふれる涙を抑おさえることができず、放生月毛に揺られながら駆けていく上杉謙信を、武田兵の誰も止めることができなかった。謙信の背後に、龍の背中の如く少女を守る越軍の男たちが、必死の形相で追いすがっていたからだった。

　越後の男たちは、謙信を毘沙門天として崇あがめるためではなく、ただ謙信という少女を越後へと生せい還かんさせるために、毘沙門天の真言を唱えながら血の行軍を続けた。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　オン・ベイシラ・マンダヤ・ソワカ。

　漆黒の越軍はまるで長ちよう蛇だの如き縦陣形を形作りながら、真紅の武田軍団を中央から真っ二つに割って、そして犀川を渡わたりきっていた──。

　開戦直前に善光寺で喀かつ血けつして倒れていた直江大和が、無表情を崩くずさぬままに犀川北岸へと兵を進め、越軍を、そして謙信を出で迎むかえていた。直江大和が謙信にいつものように憎にくまれ口を叩たたいたのか、それとも「生きて戻ってきてくださったこと、感謝いたします。お嬢じようさま」と落らく涙るいしたのかは、誰にもわからない。




　生き延びたほぼ全員が負傷し、かつ三千の兵士を失った越軍は、直江大和から戸隠の「石」が完全に破は壊かいされたことを知らされると、「善光寺の秘仏も戸隠の『石』も失われた。もはや北信濃にご主君が踏ふみとどまる理由は、大義は消しよう滅めつした──もう、川中島で戦わなくてよいのだ。ご主君は、川中島の輪りん廻ねから解き放たれた」との村上義清の進言を入れて善光寺平を去り、全軍で越後へと帰還した。

　四千を超こえる死者と一万を超える負傷者を出し、副将・武田信繁や軍師・山本勘助ら甚じん大だいな犠ぎ牲せいを払はらいながらも川中島・八幡原に最後まで踏みとどまった武田軍は、申さるの刻に至り、勝ちどきをあげた──。

　しかし、その勝ちどきの儀ぎ式しきの場には、信玄を支え続けてきた武田信繁も山本勘助も、そして真田幸隆もいなかった。幸隆もまた、乱戦の中で消息を絶っていたのである。

　戸隠と飯縄の両山から越軍が撤てつ退たいしたことで、北信濃に残されたもうひとつの霊れい山ざんである飯いい山やまも、ほぼ自動的に武田方の勢力下に入った。霧隠才蔵の投降によって。

　望月千代女を戸隠から救い出して飯山に撤退していた霧隠才蔵から、猿飛佐助の死を告げられた時、「われらは最後まで八幡原に留とどまった。最後に立っていた者の勝ちなのだ。この戦、武田の勝ちだ」と生き延びた将兵たちに、そして川中島に散っていった将兵たちのために繰くり返していた信玄は、ついに耐たえきれなくなって落涙した。

　その夜──高坂弾正が、敵味方の別なく両軍の死者を弔とむらうために塚つかを設け、諸将とともに鎮ちん魂こんの儀式をはじめていた頃ころ。

　第三次川中島の合戦の折、謙信が打だ倒とう信玄を誓ちかって飯山の小こ菅すげ神社に奉ほう納のうした「願がん文ぶみ」が信玄のもとへと渡っていた。「願文」には、武田信玄の悪行が書き連ねられていた。飯縄、戸隠、飯山の北信濃三大霊山を襲おそい奪うばおうとしていること。太たい原げん雪せつ斎さいの斡あつ旋せんによって結んだ和わ睦ぼくを一方的に破ったこと。善光寺の権けん威いを侵おかし信濃の神仏ことごとくを奪い取ろうとしていること。一方的に隣りん国ごくの信濃を侵しん掠りやくし続けていること。父・武田信虎を甲斐から追放して国を奪い取ったことなど。どれもみな、日ノ本の人間ならば誰もが知っていることだった。武田信玄ほど諸国の大名たちにその知ち謀ぼうと強さを恐おそれられた姫武将はおらず、同時に信玄ほど同時代の人々に「我が欲よくで生きる野望の姫武将」と非難されたものもいなかった。

「いちいち、誰もが知っていることを執しつ拗ように書き連ねているな。合戦の最中にわざわざ飯山に参拝してまで残していくべき願文だろうか。生き真ま面じ目めな謙信らしい。筆まめで、まったくもって、くどい」

　信廉たちを下がらせ、夜の八幡原の本陣内で一人きりで謙信の願文を読んでいた信玄は、ふと気づいた。願文の紙が妙みように分厚いことに。謙信直筆の願文は、二重に張り合わされていたのだ。

　誤って破ってしまってはならない。信玄がその二重になっていた願文の紙をおそるおそる引きはがしてみると、格式ばった表の願文とはまるで違ちがう少女らしい柔やわらかな文体で書かれた、「隠かくし願文」が現れていた。すべて、ひらがなで書かれていた。この「隠し願文」は「武将」ではなく、「姫」として書かれたものだ、と信玄はすぐに気づいた。幼い文章だった。上杉謙信は武将としては無敵の軍神であろうとも、姫としては、ほんとうに幼く、そして純真なのだ。





　しんけんちゃんは、えちごにひとりしかいないひめぶしょうとしてこどくにいきてきたわたしの、ただひとりのおともだちです。

　はじめてであうまで、わたしは、しんけんちゃんをとてもわるいおんなのこだとおもいこんでいました。

　でも、それはまちがいでした。

　しんけんちゃんが、おちちうえをにくんでついほうしたのではないことを、いまのわたしはしっています。

　ほんとうは、とてもやさしいひとなのです。

　しんけんちゃんは、おちちうえに、あいされたかったのです。

　だから、たけだのいえをひきいて、たたかわねばならなかったのです。

　おちちうえをすくうために、びしゃもんてんにならねばならなかった、わたしと、おなじなのです。

　でも。

　いつかきっと。

　かわなかじまでのおわらないたたかいのゆめが、おわったときに。

　わたしと、しんけんちゃんとが、てをとりあって。

　いっしょに、いきていけるような。

　そんなひがくることを、わたしは、いつもねがっています。

　とがくしのかみさま。いいづなのかみさま。いいやまのかみさま。

　わたしはそのひがくるのならば、いかなるかなしみにも、たえます。

　ですから。

　どうか、このゆめをかなえてください。

　いつか、しんけんちゃんに、わたしのおもいが、つたわりますように。






　この願文を読み終えた時。

　ああ。あたしが心こころ惹ひかれ、こよなく愛してやまなかった諏訪法ほつ性しようの兜かぶとの「髪かみ」の色は、謙信の髪の色にそっくりなのだ、と信玄ははじめて理解していた。そして、自分の隣となりでその兜をともに被かぶっていた信繁はもういないということに気づき、果てしのない寂せき寥りようの中、両手で顔を覆おおっていた。

　夜が明けるまで、泣き続けた。




　　　　※




「前半戦は、越軍の勝利。後半戦は、武田軍の勝利。ですが、公平に見てこの合戦は、引き分けです。両軍、痛み分けです。八幡原は、死し屍し累るい々るいではないですか……古今最強の両りよう雄ゆうが、ハカのいかぬ戦をしたものです。これでは、武田上じよう洛らくの夢も、関東管かん領れい復興の志も……なにもかもが……」

　旭あさひ山の中腹に登り、この合戦の一部始終を見聞していた美濃浪ろう人にん・明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでは、甲越両軍のこの前代未み聞もんとも言える凄すさまじい殲せん滅めつ戦を震ふるえながらその目に焼き付けていた。そして、武田信玄の上洛も、上杉謙信の再上洛も、ともに限りなく困難なものになったと知り、（将軍足利義輝さまの命運は尽きるかもしれません）と胸を痛めた。

　明智光秀は幼い頃より美濃国主・斎藤道どう三さんに「わが才と志を継つぐ者」と見込まれて小こ姓しようを務めてきたが、その斎藤道三はすでに息子の義よし龍たつに追われて尾張の織田信奈のもとへ亡命している。道三に与くみした明智家も没ぼつ落らくし、光秀は道三から「いずれ信奈どのの片かた腕うでとなるべく、武者修しゆ行ぎようをしてほしい」と命令を受け、老いた母を連れて天下を見聞するべく浪々の旅に出ていた──。

　その母を堺さかいに留め、単身で遠く信濃まで足を延ばし、「戦国最強」と名高い武田と上杉の決戦を自らの目で見ようとしたのは、後学のためでもあり、「天下人にもっとも近い武将」と呼ばれた今川義元が天下盗とり争いから脱だつ落らくして以来混こん沌とんとしている日ノ本の情勢を読むためでもあった。

　だが、今の光秀にはもう、そのような知ち恵えを働かせている余よ裕ゆうはなかった。ただ、八幡原に散っていった大勢の死傷者のために──未来永えい劫ごう、日ノ本に語り継がれる伝説となった合戦に殉じゆんじていったもののふたちのために、しばし合がつ掌しようしていた。その若々しい頰ほおに、途と切ぎれることなく涙なみだが伝う。

「桶狭間の合戦」から誘ゆう爆ばくされたかの如く勃ぼつ発ぱつした二つの大戦──「上杉謙信の関東遠えん征せい」と「第四次川中島の合戦」。真の勝者は、一人もいない。

　はじめから関東より動くつもりがない北条はもちろん、関東管領職を継いでしまった上杉謙信も、むろん川中島で副将や軍師を次々と失い大だい打だ撃げきを受けた武田信玄も、これで容易に京には出られなくなった。

　これほどの犠牲を払ってもなお上杉を倒せなかった武田は、三国同盟を破は棄きして駿河へ侵しん攻こうする他ほかはなくなった。必然的に、旧今川領を巡めぐって北条と武田との合戦になる。そして上杉謙信は、律りち儀ぎに関東遠征を続けるのだろう。一寸の領土も切り取ろうとせず、愚ぐ直ちよくに「義」を関東に知らしめるために、決して対決しようとしない北条氏康とのいたちごっこを続けることになるのだろう。北信濃に派は遣けんしていた風ふう魔ま衆から「第四次川中島の合戦」の顚てん末まつを知らされて震え上がるだろう北条氏康はもう絶対に、上杉謙信と決戦に及およんだりはしない。武田信玄が実じつ妹まいと軍師を犠牲にしてまでなお勝てなかった謙信を相手に戦うなど。氏康は、謙信が越後へ帰った留守を狙ねらって、関東に再侵攻する。謙信が関東へ出兵すれば、逃にげる。氏康は己おのれの生しよう涯がいのすべてを、撤退戦術の繰り返しに捧ささげるかもしれない。しかも謙信の祖父の代から越後を悩なやませてきた越えつ中ちゆう一いつ揆きが、謙信の関東鎮ちん護ごの夢を阻はばむだろう。上杉憲政とともに関東になおも粘ねばっている近衛前久はまもなく、都へ帰還する他はなくなるだろう。

　南近江おうみの六ろつ角かく承じよう禎ていも、従属していた六角家からの再度の独立を目もく論ろんで立ち上がった北近江の若き戦国大名・浅あざ井い長なが政まさと「野の良ら田だの合戦」を戦い、大敗していた。三好松永勢と足利義輝との戦いは、完全に足利義輝不利となった。今川義元を倒たおしたことで「天下人候補」として名乗りをあげた織田信奈が美濃を切り取るまで、幕府はもたない。天下の奇き才さい・斎藤道三が築き上げた稲いな葉ば山やま城は、容易には落ちない。信奈の父・信のぶ秀ひでが何度攻せめかかっても、そよとも揺ゆるがなかった名城なのだ。

　及ばずながらこの十兵衛が足利義輝さまにお仕えして、幕府を、将軍を守らなければならないです。ですが今の幕府には三好松永勢と戦える兵力がありません。今頼たよれるお方は、いまだこの乱世から超ちよう然ぜんとしておられる越えち前ぜんの王、朝あさ倉くら義よし景かげどの。あのお方は天下に興味のないお人。立ち上がらせることは容易ではないです。ですが必ずや、十兵衛が足利幕府と朝倉義景どのの仲立ちを果たしてみせるです──と誓いながら、光秀は、

（都へ戻もどる前に。高坂弾正どのが建てられた鎮魂の首塚に、桔き梗きようの花を）

と決めていた。




　　　　※




　深夜──千曲川の沿岸。

　真田幸隆は、隻せき眼がんを見開いて息絶えていた勘助の遺い骸がいをついに発見すると、その頭を膝ひざの上に載のせて、そして囁ささやいていた。

「勘助どの。わたくしが戸隠の『石』から得た力は──『不老の力』。幼き頃、真田の庄しように公く界がいを作る、身分も出自もかかわりない楽園を作るというわたくしの夢のために、『石』に挑ちよう戦せんしたのですわ。けれども、長きにわたって生き続けてきたわたくしは、ようやく悟さとりました。人間の命には、『終わり』があるからこそ、人は美しいのだ、人生には価値があるのだ、と。結果や成果ではなく……見果てぬ夢を目指して運命に抗あらがい続けるその道程こそが、『生きる』ということなのだと」

　ですから、わたくしの「力」はここで、終わりにします、と幸隆は微笑ほほえみ、自らの手首を切って勘助の乾かわいた唇くちびるへ溢あふれる血を垂らしていた。

「わたくしの『血』を勘助どのに飲ませることで、わが『力』は、勘助どののもとへと移い譲じようされます。あなたの心の臓は再び動きはじめ、あなたご自身に与あたえられた『天命』が定めた命を、まっとうすることができましょう。わたくしは老い、そしてただの人間としてひっそりと死にます。わたくしとあなたと、いずれが先に逝ゆくかは、わかりませんが……急激に老いるわたくしはもはや武将としては働けますまい。御屋形さまを。武田家を。真田の娘むすめたちを。お守りください。勘助どののお志を……命ある限り、最後まで……」

　幸隆が己の「命」そのものを用いてもなお、勘助の蘇そ生せいは容易ではなかった。勘助が息を吹ふき返して再び信玄のもとへ復帰することが可能になるまで、一年か、あるいは二年か。それまでの間、幸隆は勘助につきっきりでいなければならない。力の限界を超こえて身体からだを壊こわし、倒れてしまった「双ふた子ご」が、心配だった。幸隆同様に、「双子」ももう、最前線には戻れないかもしれない。だが、幸隆にはなおも三人の娘が「力」を失った。源五郎、源三郎、そして源二郎。

　真田家の行く末よりも、武田家をこそ、幸隆は案じていた。ついに、上杉謙信を倒して越後直江津へ侵攻するという北進の道は断たれた。駿河攻めがはじまる。柱石・信繁を失った武田家は、駿河攻めを巡って二つに分ぶん裂れつする。信玄と義信。実のきょうだいが骨肉の争いを繰くり広げることになる。武田家の悲劇を阻そ止しできる者は、勘助どのしかいない。




　勘助の心の臓が、再び、鼓こ動どうを打っていた。

　今ひとたびの命を、山本勘助は、与えられていた──真田の母の命を、彼は受け継いでいたのだった。

　やがて、ゆっくりと勘助はその隻眼を開いていた。赤子の頃ころ。母の胎たい内ないよりこの世に生まれ落ちた時の感覚を、勘助はもうろうとした意識の中でおぼろげながらに感じていた。今の勘助の知能は、生まれたての赤子に等しい。脳に、著いちじるしい損傷を受けている。心が、人格が、記き憶おくが元のように蘇よみがえるまでには、なおも日数が必要だろう。愛情を注いだ介かい護ごが、必要だろう。今の彼は自分の名前すら、思い出せなかった。自分の頭を膝に載せて微笑んでいる老ろう婆ばの顔にすら、見覚えがなかった。

　ただ、勘助は八幡原の大地を照らしだすかのように眩まぶしく輝かがやく満天の星の中に、羅ら睺ごうの星を見た。隻眼から、訳もなく涙が溢れた。

「……御屋形さまは、生きて、おられる。運命は、覆った……！」

　そう呟つぶやこうとしたが、彼にはその言葉の意味すら理解できず、唇もまた自由に動かず、赤子のような泣き声をあげることしかできなかった。

　真田幸隆は、そんな勘助の頭をそっと撫なでながら、ともに妙高の山の彼方かなたまで連なる星空を仰あおいでいた。





（了りよう）







































　　　あとがき




「天と地と姫ひめと」五巻を手に取ってくださりありがとうございます、春日かすがです。

　最終巻を飾かざる、武たけ田だ信しん玄げんと上うえ杉すぎ謙けん信しんのＷ主人公──深ふか井い涼りよう介すけ先生の表紙イラストに感激しております。冬の戸と隠がくし山やま取材を思いだします。

　さて、本編のあとがきのほうでは「もうちょっとだけ続くんじゃ」を連呼していますが、「天と地と姫と」はほんとうにこの巻で完結となります。四巻のラストで相良さがら良よし晴はるが戦国時代に召しよう喚かんされて、物語が本編に追いついてしまったからです。

　そもそも海かい音おん寺じ潮ちよう五ご郎ろう先生の名作「天と地と」のオマージュとしてはじまったこの「天と地と姫と」ですが、映画も観てサントラまで買った「天と地と」ファンとしてずっと気になっていたのが、第四次川かわ中なか島じまの合戦で話がぷっつり終わってしまって、その後に発生する「長なが尾お政まさ景かげと宇う佐さ美み定さだ行ゆき（定さだ満みつ）の溺でき死し」という最大の事件が描えがかれなかったことでした。

　なので、この「天と地と姫と」では、長尾政景を謙信の志を否定し続ける仇かたき役として、宇佐美定満を謙信の志を支え続ける軍師として、「二人の死」という結末から逆算してキャラクターを立てて一巻からずっと書いてきたのですが──結局、上杉謙信と武田信玄の物語は二人の生しよう涯がいにとってのクライマックスである「第四次川中島の合戦」で終わるのがいちばん美しいんだ、ここで余よ韻いんを残して終わるから「天と地と」はこれほどの名作になったんだ、と書いていてやっと気づかされたのでした。

　まあ、つまり、海音寺潮五郎先生はほんとうに凄すごい、と。

　そんなことは最初からわかりきっていることであって今さらなにを言っているんだと𠮟しかられそうですが、書いてみないとわからないということもあるものです。

　初期構想としては史実通りもう一冊分の話があって、川中島でついに決着をつけられなかった上杉家と武田家はともに内部分ぶん裂れつの危機に瀕ひんします。上杉家は義か実利かで対立して謙信派と政景派に割れ、武田家は駿する河が侵しん攻こうを巡めぐって信玄派と義よし信のぶ派に割れるわけです。

　その結果、

「長尾政景と宇佐美定満の溺死（宇佐美による政景暗殺。政景も暗殺されるとわかっていて宇佐美からの釣つりの誘さそいに付き合い、船に乗る）」

「長尾政景暗殺を決断して宇佐美定満に実行させた直なお江え大和やまとの死」

「武田義信と飯お富ぶ兵ひよう部ぶの死（このエピソードは全国版の七巻ですでに書かれています）」

　という悲劇が連続してそこで物語が完結する予定だったわけですが、第四次川中島の合戦の後に両家でなにがあったのかは「信のぶ奈な」本編で触ふれられていますので、「この後、両家のキャラクターたちはどうなったんだっけ」と思われた方は本編を読み返していただければ。

　ただ、もしかしたら長尾政景と宇佐美定満の溺死エピソードについては、「どうしても読みたい」という読者さんもおられると思いますので、機会があればいつかどこかで書くかもしれませんが、「天と地と姫と」本編はやはり川中島で終わることといたします。

　また、同時期の信奈の活かつ躍やくを描いた「あの頃ころの信奈」は、巻末収録ですのでなるべく「天と地と姫と」本編と時じ間かん軸じくを合わせながら追おい越こさないように配はい慮りよして書いてきたんですが、この巻だけはすでに前巻で時間軸が追いついてしまったために、「あの頃の信奈」のほうが時間軸的には「昔」になっています。

　つまり、第四次川中島の合戦が発生する以前の、「織お田だ信奈の野望」本編がスタートする直前からはじまる物語です。謙信の関東遠えん征せいと第四次川中島の合戦は「桶おけ狭はざ間まの合戦」によって三国同盟が崩ほう壊かいしたことが引き金になってはじまりますので、この巻だけは謙信・信玄編と信奈編の時間軸を逆転させざるを得なかったんですね。そう考えると、もしも「桶狭間の合戦」で織田家が勝っていなければ、歴史はどうなっていたのかまったくわからなくなります。

　そして「天と地と姫と」の信玄と謙信の戦いは、姫武将たちの天命を覆くつがえす力を持った相良良晴の活躍もあり、ほんとうはありえなかった両りよう雄ゆうの最後の決戦「関せきヶが原はらの合戦」によってついに決着をみます。「第四次川中島の合戦」と「関ヶ原の合戦」とは、いろいろな意味で対ついになっています。そういう意味で、「天と地と姫と」は外伝というよりは良晴が戦国時代の表おもて舞ぶ台たいに立つまでの「前日譚たん」であって、「織田信奈の野望」本編の一部です。なので、希望があるラストシーンにしたかった、というのもあります。

　しかし、これほどの鉄てつ壁ぺきの「男避よけ」ガード能力を誇ほこる無敵謙信ですら良晴にデレたのに、どうしても信玄だけは良晴と恋れん愛あいフラグが立たない……というか立たせられないので、もしや彼女はガチ百ゆ合りなのか？　と疑っておられる方もいると思いますが、そういうわけではないです。最初はぜんぜんそうじゃなかったんですけど、信玄は書いているうちに三十年前に死んだ春日の母親にだんだん似てきてしまって（たぶん境きよう遇ぐうが似ているせいです）、どうにも「主人公の恋愛対象」としては描きづらかったんですね。勘かん助すけじゃないですけど思わず目をそらしますよね。逆に、謙信に似た女性は……あんまり現実で見たことないですね（笑）。やはり信玄は「人」属性で、謙信は「神」属性なんでしょうね。

　ともあれ、「天と地と姫と」を最後まで読んでいただいてほんとうにありがとうございました！　みやま零ぜろ先生と深井涼介先生、担当さんにも大感謝です！





春日みかげ









　「あの頃ころの信のぶ奈な」巻ノ五　「邂かい逅こう」







　川かわ中なか島じまの決戦より、時間を少し巻き戻す。

　織お田だ信奈が初上洛を果たしたあとも、信奈と弟・信のぶ勝かつの家か督とく争い、そして尾お張わりと三み河かわの国境紛ふん争そうは激しさを増す一方だった。信勝が周囲の面々に乗せられてうっかり信奈に謀む反ほんを起こしたりしている間に、松まつ平だいら元もと康やす率いる三河衆を先せん鋒ぽうに、今いま川がわ軍が徐じよ々じよに尾張国内へと領土を広げつつあった。尾張の国こく人じんたちも揺らぎはじめる。せめて「信勝派」が信奈に忠誠を誓ちかえばまだしも、織田家内部がこれでは国人衆は心こころ許もとない。信奈の「うつけ行動」はちっとも改まらないどころか、上洛以後、ますます奇き矯きような行動と言動が目立つようになっていた。しかも、いくらかぶいていてもしょせんは家族への情を捨てられない姫ひめ武将、尾張統一のために弟の信勝を殺す度胸もない。織田家はもうダメだ、と今川家への寝ね返がえりをはかる者が続出していた。

　このまま座していれば、信奈は知ち多た半島一帯を奪うばい取られる。

　しかし信奈は、なかなか動かなかった。幼なじみの竹たけ千ち代よと戦うことを躊躇ためらっていたのだ。

　ついに、長なが尾お景かげ虎とらの再上洛に呼応していよいよ今川義よし元もとが本格的な上洛軍を興おこすという噂うわさが、清きよ洲す城下に流れはじめた。もとより、太たい原げん雪せつ斎さいが急きゆう没ぼつしていなければ、すでに今川軍は上洛作戦を起こしていたはずだった。駿する河がの背後では今川と「三国同盟」を組んでいる武たけ田だ・北ほう条じようががっちりと越えつ軍を塞ふさいでいる。しかも越軍は、長尾景虎が上洛したために川中島へも関かん東とうへも本格出兵できない。

　来るべき時が来た、と言っていい。

　織田家が滅ほろびるか否いなかの瀬せ戸と際ぎわに、信奈は今、立たされている。

　その夜。

「姫。織田家を巡る状じよう況きようは五点です。今川軍は前線に村むら木き砦とりでを築いて本格的に尾張へ侵攻しようとしています。鳴なる海み城、大おお高だか城の城主たちへの調略も進んでいるようです」

　と、丹に羽わ長なが秀ひでが憂うれうべき戦況を報告してきた。父・織田信のぶ秀ひでの急没に続いて、信奈の「守もり役」を務めてきた一番家老の平ひら手てのじいが病没したため、今では小姓あがりのうら若き丹羽長秀が信奈の家老役についている。

　長秀を筆頭に、かつての小姓衆「那な古ご野やおもてなし愚ぐ連れん隊たい」の面々は、すでに各自実戦投入されていた。ただ、乳ち姉妹きようだいの池いけ田だ恒つね興おきは前線から退けられて守備役に回されている。これは恒興の「中入り癖ぐせ」が直らないからだった。恒興を戦場に送ったら、意外にも戦いくさ巧こう者しやぶりを発揮している竹千代こと元康にたちまち討うち取られてしまう。

　信奈は恒興の代わりに、甲こう賀がから流れてきた抜ぬけ忍にん・滝たき川がわ一かず益ますを雇やとい入れて、伊い勢せ方面の守りに配置していた。身体はまだ童女だが、信奈に勝まさるとも劣おとらぬ知恵者で、忍しのびとしての技術は一人前。それに、逃げ足が速い。一益ならば、無む駄だ死じにはしないはずだった。もっとも、まだ幼く武将経験が浅い一益を今川軍と戦わせるつもりはない。

　かくて織田家の主力は一気に若返っていた。「世代交代」と言えば聞こえはいいが、先代信秀時代の主力だった壮そう年ねんの男武将たちの多くが信奈と信勝の間で──いやむしろ織田家と今川家の間で揺れていて、まるで頼りにできない状況なのである。信奈に忠誠を誓う男武将は、佐さ久く間ま家と森もり家の面々くらいだった。

　現在の小こ姓しよう衆を率いるは、まだこの頃は地味で傾かぶいていなかった小こ柄がらな前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。

「……美み濃のの蝮まむしから使者が来た……」

「ほんとうに？　斎さい藤とう道どう三さんから!?　蝮は、織田家の宿敵だったはずだけど？」

「……斎藤家と織田家との間で、義ぎ姉妹しまい同盟を結ぼうかなあ、どうしようかなあ、と蝮は微び妙みような書状を。『いちど正しよう徳とく寺じで会見したい』と申し出てきた」

　むむむこれは蝮どのの罠わなです、姫が今川に押されて滅ぼされつつある状況を見て、今ならば同盟を餌えさに姫をおびき寄せられると踏ふんだのです。正徳寺へ行けば暗殺されます三点です、と長秀が青ざめた。

　が、信奈は、常識人の長秀の想像もつかない「返答」を、道三の使者に伝えていた。

「正徳寺で会見したいというのなら、行ってあげてもいいわよ！　ただし！」

　自分はこれより出しゆつ陣じんして今川軍と合戦しなければならない。今川は強兵。だから動員できる全軍を率いていく。その間、空っぽになる清洲城に道三の兵を千ばかり「守備兵」として入れてほしい、自分は今川軍を蹴け散ちらしてから正徳寺へ向かうというのである。

　長秀も、道三の使者も、犬千代も、あまりにも無茶苦茶な信奈のその要求に驚おどろき、言葉にならなかった。

「姫！　そのようなことをしたら、斎藤道三に清洲城を奪い取られます！　そのような戦術外交は、裏切りご免めんの戦国の世の常識ではありえません！」

「……だって留守にしていたら勘かん十じゆう郎ろうが奪い取っちゃうでしょ。まーた、周囲の連中にいいように担かつぎ上げられて。清洲城に蝮の兵がいれば、ビビって手を出せないでしょ」

「しかし。至急今川軍と戦わねばならないことはわかっておりますが……お母上の土つち田だ御ご前ぜんさまを介かいして、信勝どのと和解いたしましょう、姫」

「……勘十郎に家督を譲ゆずれって言われるだけでしょ。逆効果よ」

　信奈は、斎藤道三がただの下げ克こく上じようの男ではないこと、立身出世のためならば手段を選ばない蝮という評判の裏には確固とした「天下統一」という理想があり志があることをすでに見抜いている。一介の商人という身分から国盗とりに半生を捧ささげ、美濃を奪い取ったあとは敗れても敗れても執しつ拗ように美濃を狙ねらい続けてきた織田信秀との戦いで貴重な時間を浪ろう費ひさせられてきた道三には、もう猶ゆう予よがない。

　ならば、上じよう洛らくのために信奈と本気で同盟するつもりが、三割ほどは、ある。

　が、あまりにも危険な賭かけだった。七割方、信奈は道三に清洲城を奪われるか、正徳寺で暗殺される。まず今川との戦いで無様に敗れれば、道三は容よう赦しやしないだろう。

　しかし、実母の土田御前と弟の信勝に「理解」してもらうよりも、道三との会談を果たして道三に自分の志と野望を「理解」してもらえる確率のほうが、高い……信奈は、まだ会ったこともない織田家の宿敵にすがらなければならない自分の孤こ独どくを、悲しんだ。父上も死んだ。平手のじいも死んだ。ザビエルさまも死んだ。勘十郎は、「大名家の家督」という魔ま性しようの魅み力りよくに引きずられて、遠くへと行ってしまった。すでに敵である。他ほかならぬ母上が勘十郎を推おしているのだから……そしてこれから、竹千代と戦わなければならない。

（……竹千代とは戦いたくない……勘十郎を殺すなんてできない……もう、ボロボロの尾張を守ることなんて……どうして、父上の葬そう儀ぎで暴れたりしてしまったのかしら……どうして、母上に見放されるような、あんな愚おろかな真ま似ねを……わたしは、もう……誰だれか……誰か……助けて……父上……平手のじい……ザビエルさま……誰か……お願い……！）

　信奈は、涙なみだ目めで夜空を見上げていた。

　目め眩くるめくような星々の輝きの中に──碧あおく煌きらめく奇き妙みようなほうき星が、見えた。

　かつて幼い頃、ザビエルとともに見た、あのほうき星とは色が異なっていた。ザビエルが「あなたの星です。吉きちお嬢じようさま」と指し示してくれたあの星は、日輪のように赤く眩しく燃えていた。誰も触ふれられないほどに。だが、今宵こよい信奈が清洲の夜空に見つけたそのほうき星は、碧かった。静かで、優やさしく、どこか温かかった。

（吉お嬢さま。「その人」が来たのです。勇気をお出しなさい。決して、この奇き跡せきを逃にがしてはなりません。さあ。手を、伸のばすのです）

　ザビエルの声が、聞こえたような気がした。

　信奈は、そっと天にその手を伸ばしていた。

　碧いほうき星を、捕つかまえようとするかのように。




「……わたしのもとに、来て……!!」




　星は、尾張へと。「おじゃが池」の方角へと落ちたかのように、信奈の目には映った。ちょうど清洲城と戦場との中間地点にある。もしも。もしも今川軍との戦いに勝って生き残ることができれば、おじゃが池を浚さらって「ほうき星」を探そう、と信奈は思った。










　その「運命」の日の朝。

　東尾張の石いしヶが瀬せ川で、ついに今川義元軍との戦いがはじまっていた。

　川の東岸に、今川軍本陣。

　西岸に、織田軍本陣。

　石ヶ瀬川を挟はさんで、両軍が激しい戦せん闘とうを開始していた。

　信奈は動員できる全兵力を、戦場へと投入している。それでも、彼我の戦力差は圧あつ倒とう的だった。これが限界だった。清洲城は、今、斎藤道三の家臣・安あん藤どう伊い賀がの守かみが率いる千の美濃兵が、守将・丹羽長秀とともに守っている。

　宿老格の一人・林はやし通みち勝かつなどは、信奈が清洲城に安藤伊賀の兵を入れてしまったさまを見てぶるぶると震ふるえ、

「仇きゆう敵てきの蝮に本城を守らせるなど前代未み聞もん。これで尾張はもう終わりじゃ。うつけ姫が織田家を滅ぼした」

　と絶望し、「ご当家滅めつ亡ぼう！」と早合点して兵を率いて自分の城へと逃げ去ってしまった。

　信勝派の諸将はもちろん兵を出してくれず、「清洲城を奪い取れると思っていたが、まさか安藤伊賀を呼ぶとは……！」「われらに盗られるくらいならば蝮に盗られたほうがましだというのか！」と歯がみしている。

　しかも、信奈は開戦してもなお、いつになく本陣内で迷っていた。

　時間をかければかけるほど戦力差で押されることは明白。

　ならば、石ヶ瀬川を渡と河かして今川軍本陣を急きゆう襲しゆうすべきところを、どうしてもその決断を下せないでいた。

　義妹とも言うべき松平元康が、今川軍本陣に義元の「参さん謀ぼう」役として侍はべっていたからである。

　太原雪斎亡なきあと、元康は次し第だいに頭角を現し、人ひと質じちという身分でありながらいつしか義元の軍師と言ってもいい立場まで出世していたのだった。

　もっとも、軍師というよりは実体は「義元のパシリ」と言っていいこき使われ方で、故郷の三河岡おか崎ざき城では松平家臣団が食うに困って畑仕事に精を出しているというありさまらしいのだが、とにかく今川本陣を急襲すれば元康をも襲おそうことになる。

（迷っている場合じゃない。迷っていちゃダメ。やっぱり……「ほうき星」なんて……ただの燃える石ころにすぎなかったんだわ……わたしは生まれながらにして、神も仏も死後の世界も魂たましいの存在も、なにも信じられない。目に見える「現実」しか、信じられない。信じない。そんなわたしが……星に、救いを求めるだなんて。ここまでかも、しれない）

　そんな信奈にとって。

　唯ゆい一いつの「救い」は、信勝の家老を務めている尾張最強の猛もう将しよう・柴しば田た勝かつ家いえが、

「姫さまああああっ！　姫さまにはまだ、この柴田勝家がおります！　切腹覚かく悟ごで勝手にはせ参じましたっ！」

　と郎ろう党とうを率いて長ちよう駆く戦場へと直接加勢してくれたことだった。

「ただちに騎き馬ば兵を率いて、前線へと押し出しますっ！　今川軍に勝つことは難しくても、押し返すことならば可能ですっ！」

「デ、アルカ！　ありがとう、六りく！」

「はい！　この勝家、姫ひめさまのためならたとえ火の中にも三年水の中になら六年ですっ！」

「言葉の意味はさっぱりわからないけれど、とにかくすごい忠義心だわ！」

　緒しよ戦せんから一方的に押され続けていた信奈に、一筋の「光明」が見えた。

　勝家の騎馬兵を最前線に投入して、一気に巻き返せば、伸びきっている今川軍は慌あわてて退たい却きやくする！　今川義元は上洛を控ひかえている。戦局にほころびが出れば、決して無理押ししてこない。

　だが、勝家を投入するだけではまだ足りない。それほどに両軍の戦力差は大きい。勝家が最前線で暴れて、それでようやく互ご角かくになるという程度だった。それに、やはり、竹千代が──。

「あたしはこれより今川本陣へまっすぐ突つっ込みます、姫さま！　この命と引き換かえにしてでも、必ずや今川義元の首を……！」

「待って、六。中央突とつ破ぱではなく、北へ向かって！　兵数に勝る今川軍は鶴かく翼よくの陣形を敷しいて、北と南から渡河して挟きよう撃げきを狙って攻せめ寄せてきている。六は騎馬兵の勢いで、北側の今川軍を蹴散らして！」

「ぎょ、御ぎよ意いです。姫さまのご命令のままに！　し、しかし、それでは南側から本陣を攻め落とされてしまいます、姫さま」

「南の今川軍には、旗本たちと小姓たちを片かたっ端ぱしから投入するわ！　犬千代、頼たのんだわよ！　六が北部戦線で今川軍を蹴散らして石ヶ瀬川東岸へ敗走させるまでの間、なんとしても防ぎ止めて！」

「……任された。でも……姫さまの本陣が、がら空きに……」

「その前に六が勝負をつけてくれる！　わたしが包囲されるのが先か、渡河した今川軍が崩くずれるのが先か。どちらか早いか。これは『賭け』よ！　合戦に『賭け』など本来は持ち込むべきではないけれど、この戦力差では賭ける以外に生き延びる手段はないわ！」

　前田犬千代はまだなにか信奈に言いたげな表情で目を潤うるませていたが、

「……ひとりぼっちはダメ……男小姓を、十人ほど本陣に残していく……犬が、一人で十人分働く。姫さま。ご武運を」

　と信奈にぺこりと一礼すると、朱しゆ槍やりを掲かかげて小姓・旗本たちの過半数を引き連れ、南の最前線へと飛びだしていった。今は、議論などしている時間はなかった。一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんの判断によって動かなければ、全軍が壊かい乱らんしてしまう。

「しまった犬に先を越こされたっ？　ししし柴田勝家、行って参りますっ！　姫さま、どうかご無事で！」

　信奈も。犬千代も。勝家も。

　今川軍に仕える松平元康が、凄すご腕うでの伊賀甲賀忍にん者じや衆を操って戦せん況きようを逐ちく一いち把は握あくしていることを、まだ知らなかった。

　自ら「天下布武」を志し、「武家」として戦うことに美学とも言えるこだわりを持っている信奈は、忍しのびをあまり用いない。対する元康は、幼い頃ころから人質生活だのこども攫さらいだのといった苦労を重ねてきたためだろう、生き延びるためならばどんな手段でも使う。今川家の武将としては珍めずらしく、忍びを重用していた。

　故ゆえに、この時。

　松平元康に仕える忍び・服部はつとり半はん蔵ぞうが戦場に張り巡めぐらせていた「結界」が、勝負に出た織田信奈が十人の小こ姓しようとともに本陣に完全孤立したことを、素す早ばやく摑つかんでいた。

　勝家が、そして犬千代が最前線へと突とつ撃げきして一気に戦況をひっくり返そうとしていた、この間かん隙げきを縫ぬって──。

　信奈の本陣に、「敵総大将は完全に戦場内で孤立。ただちに突撃せよ」と半蔵からの下知を受けた今川方の足軽たちが、奇き襲しゆう突撃を敢かん行こうしていた。

　信奈を守る小姓たちは、わずか十人。

（まさかっ!?　「王者の戦いくさ」、「貴族的な戦」を好むはずの今川義元が、格下のわたしの本陣を決死隊に奇襲させるだなんて!?　もしかして、竹千代の手の者に気取られた？　ぬかった……！）

　信奈は、松平元康が自分とは異質の姫武将として成長していることをようやく悟さとった。

　おそらくは今川本陣にいる元康自身が戦況を把握する前に、元康の家臣が現場の判断で即そく座ざに「本ほん陣じん奇襲」を敢行させたのだ。だから、これほどに早い。まさに独断。元康自身に判断を委ねるつもりなどないのだ。元康に知らせれば、信奈を奇襲して討うつことを躊躇ためらうだろう。だから、容赦なく、奇襲に打って出たのだ。

　それほどの者が、元康の家臣の中にいた、ということだ。

（竹千代との戦いを避さけてきたために、松平家の内情も戦術もこの目で把握できなかった。その結果、このような死地に！　わたしは……！）

　わたしは、甘かった。信勝だけでなく、竹千代に対しても甘すぎた、と信奈は自分の「情」の甘さを悔くいた。ここは戦国日ひノ本もとなのだ。自分は尾張の姫大名なのだ。いくら「情」を持っていても、合戦で敗れて命を落としてしまえば、そこで終わりだ。「姫大名不殺」の掟おきてなど、これほどの乱戦の中ではなんの意味もない。戦国大名にとってもっとも重要な使命にして義務。それは、「生き延びる」ことだったのだ。

　だが、ただ生きていればいい、というのではない。たとえ生きる道を選んで恥はじを捨てて捕ほ縛ばくされ今川義元の人質となれば、天下布武という野望を胸に抱いだいた姫大名・織田信奈としての人生はそこで終わる。

　そんな当たり前のことに、今さら気づくだなんて。

　だがもう、悔いても手て遅おくれであった。

「姫さまあああ！」

「お守りするだぎゃあああ！」

「われら尾張男小姓たちが壁かべとなって戦うでやああああ！」

　一人。また一人と。

　信奈を庇かばって戦う男小姓たちが、倒たおされていく。

　多勢に無勢。

　命が、散っていった。

　信奈の、目の前で。

　みな、顔なじみの幼い男小姓たちである。信奈の弟分である。信勝よりも若い。一緒に「きうり」をかじりながら清洲の町をぶらついてきた面々だった。

　その彼らが、激戦の果てに、全滅していた。

「……あ、あ……ごめんなさい……」

　涙なみだが、溢あふれた。

　が、そのような感傷など、戦場では許されない。

　ついに本陣内にただ一人となり、今川兵に包囲された信奈自身にも、死が迫せまっていた。

　今川兵たちも全員、文字通りの死地に飛び込んできた「決死隊」である。信奈を人質として生きて捕とらえるつもりはなかった。いや、もはやそんな余よ裕ゆうがないのだ。

「織田信奈どの、ご免めん！」

「みしるし、頂ちよう戴だいいたす！」

　戦場で涙を流すなど、許されない。

　今は、男小姓たちの死を弔とむらうことさえも、許されない。

　わたしは尾張の姫大名として、もっと強くならなければいけなかった、なにが「天下布武」よ。なにが「世界」よ。自ら傷つき戦う覚悟と勇気を持たぬ者に、そんな夢物語を語る資格など、そんな野望に燃える資格など、あるはずがなかった！　と信奈は迫り来る「死」を目前にして、悔いた。

　悔いながら、凄すさまじい眼光で今川兵たちを、睨にらんでいた。

　もう、涙は、流れていない。

　怒いかり。父・信秀の葬そう儀ぎ以来、悲しみのあまり荒あれて四方に敵ばかり作って織田家をここまで追い詰つめた自分への怒り。その激しい怒りの感情が、恐きよう怖ふをも後こう悔かいをも吹ふき飛ばしていた。

　むしろ、今川兵たちのほうが、押された。あと一ひと突つきで信奈を殺せるというところで、信奈の異常な「生命力」に気け圧おされていた。

「いや待て、このお方は高貴な姫大名！」

「出家すると宣言すれば、命だけは救う。それが姫大名不殺の掟！」

「織田信奈どの。今川家に降こう伏ふくするか否いなか!?」

　考えるまでもない。

　全身が、「降伏」を拒きよ否ひしていた。

　信奈の全身に。魂に。精神に。今、激しい「怒り」の感情を与あたえているものは──信奈に「運命に抗あらがえ。生きろ」と力を与えてくれているものは──。

　信奈には、わかった。絶体絶命の死地に立たされているからこそ、全身の細さい胞ぼうが、感じ取っていた。

「その人」が、ついに、来てくれたのだと。

　それなのに。

　ああ、もう。いったいなにをしているのよ。あのほうき星は、わたしのもとに来たんじゃなかったの？　なにをぐずぐずしているの……！　遅おそい……！

　否！　と信奈が叫さけぶと同時に。

　信奈の命を奪うばおうと、今川兵の一人が槍を突き入れてきた。

　その槍を、一人の奇き妙みような風体をした少年が、信奈を守るために本陣内へと飛び込んできて、素人しろうと丸出しの槍捌さばきながらも叩たたき落としていた。間かん一いつ髪ぱつで。信奈からは、背中しか見えない。なに、このヘンな恰かつ好こう？　このタコ踊おどりみたいな、妙ちくりんな動き方はなに？　ぜんぜん、かっこよくない。わたしが夢に見てきた「その人」とは、ぜんぜん、違ちがう。きっと、顔はサルっぽい。ザビエルさまのような美形からは程遠い。性格は下品で。野暮で。鈍どん感かんで。口が悪くて。でも。でも。でも──。

　信奈の「壁」となって今川兵たちの前に立ち塞ふさがった少年は、名乗りをあげていた。




「織田家に仕官するため、素す浪ろう人にん・相良さがら良よし晴はる、ここに見参！」




　信奈の心の臓の鼓こ動どうが、一瞬、爆ばく発はつしそうな勢いで、どん、と跳はねた。







　　　初出




第一話　越軍上洛

　　　　カクヨム　２０１６年９月１日更こう新しん分

第二話　関東遠征　【原題：関東管領（前編）】

　　　　カクヨム　２０１６年10月４日更新分

第三話　関東管領上杉謙信　【原題：関東管領（後編）】

　　　　カクヨム　２０１６年11月９日更新分

最終話　流星光底　【原題：流星光底（前・後）】

　　　　カクヨム　２０１６年12月６日更新分

　　　　カクヨム　２０１６年12月31日更新分




「あの頃の信奈」

巻ノ五　「邂逅」　　　　書き下ろし








春日みかげ

●かすがみかげ



「天と地と姫と」は、相良良晴が召喚される以前の「信奈」前日譚として書いてきたものなのですが、四巻のラストでついに本編に追いつきました。ですので、上杉謙信と武田信玄の物語はなおも続きますが、「天と地と姫と」は「第四次川中島の合戦」をもっていったん完結です。今宵はここまでに致しとうござりまする。
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